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ドキュメントの更新情報
このマニュアルの表紙には、以下の識別情報が記載されています。

❏ ソフトウェアバージョンの番号は、ソフトウェアのバージョンを示します。

❏ ドキュメントリリース日は、ドキュメントが更新されるたびに変更され

ます。

❏ ソフトウェアリリース日は、このバージョンのソフトウェアのリリース

期日を表します。

更新状況、およびご使用のドキュメントが最新版かどうかは、次のサイトで
確認できます。http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

このサイトを利用するには、HP Passportへの登録とサインインが必要です。

HP Passport ID の登録は、次のWeb サイトから行なうことができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

または、HP Passport のログインページの [New users - please register] リ
ンクをクリックします。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版また
は最新版をご入手いただけます。詳細は、HPの営業担当にお問い合わせく

ださい。
 11
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サポート
HPソフトウェアサポートオンラインWebサイトを参照してください。

http://support.openview.hp.com

このサイトでは、HPのお客様窓口のほか、HPソフトウェアが提供する製品、

サービス、およびサポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HPソフトウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客

様のビジネスを管理するのに必要な対話型の技術サポートツールに、素早く
効率的にアクセスできます。HPソフトウェアサポートのWebサイトでは、

次のようなことができます。

❏ 関心のあるナレッジドキュメントの検索

❏ サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング

❏ ソフトウェアパッチのダウンロード

❏ サポート契約の管理

❏ HPサポート窓口の検索

❏ 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

❏ 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換

❏ ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き、サポートのご利用には、HP Passportユーザーとし

てご登録の上、サインインしていただく必要があります。また、多くのサ
ポートのご利用には、サポート契約が必要です。HP Passport IDを登録する

には、次のWebサイトにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセスレベルの詳細については、次の Web サイトをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

HP Software Solutions Nowは、HPSWのソリューションと統合に関する

ポータルWebサイトです。このサイトでは、お客様のビジネスニーズを満た

すHP製品ソリューションを検索したり、HP製品間の統合に関する詳細なリ

ストやITILプロセスのリストを閲覧することができます。このサイトのURL
はhttp://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jsp です。
 13
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HPOM ドキュメントの使用方法

HP Operations Manager (HPOM) では、製品の使い方と概念を理解し、効果

的に使用できるように、マニュアルとオンライン情報を用意しています。こ
こでは、入手できる情報や情報の参照箇所を説明します。

電子メディアのマニュアル

HPOM のすべてのマニュアルは、次の Web サイトから Adobe Portable
Document Format (PDF) ファイルとしてダウンロードできます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

この Web サイトにある『HPOM リリースノート』ドキュメントの最新版を

定期的に調べてください。このリリースノートは 2 ～ 3 か月ごとにアップ

デートされ、サポート対象として追加された OS バージョンや最新のパッチ

などの情報が得られます。

HPOM 製品を限定したマニュアルも次の Web サーバーディレクトリから

入手できます。

• 標準の接続: 

http://<management_server>:8081/ITO_DOC/<lang>/manuals/

• セキュアな接続: 

https://<management_server>:8444/ITO_DOC/<lang>/manuals/

この例で、<management_server> は、お使いの HP Operations 管理サー

バーの完全なホスト名であり、<lang> は、管理サーバーで設定されている

システム言語 (例、英語環境は C) です。

また、インストールと初期設定のプロセス終了後は、HP Operations 管理

サーバーファイルシステムで、選択した製品マニュアルを利用できます。

• HP Operations Manager:

/opt/OV/www/htdocs/ito_doc/<lang>/manuals/

• Hotfix 配布ツール:

/opt/OV/contrib/OpC/Hotfix_deployment_tool/
 15



• HP Event Correlation Services (ECS):

/opt/OV/doc/ecs/<lang>/

• HP OVprotect ツール:

/opt/OV/contrib/OpC/OvProtect/

• HP SiteScope:

/opt/OV/nonOV/tomcat/b/www/webapps/topaz/amdocs/eng/pdfs/

• HP Business Availability Center (BAC):

/opt/OV/install/OpC/

• Tomcat:

/opt/OV/nonOV/tomcat/b/www/webapps/docs/architecture/startup/
/opt/OV/nonOV/tomcat/b/www/webapps/docs/architecture/requestProcess/

• Incident Web サービス Perl ライブラリ:

/opt/OV/contrib/OprWsIncPerl/

HPOM  のマニュアルとオンライン情報

本項では、HPOM on UNIX と HPOM on Linux のマニュアルの概要、および

オンラインで利用できる情報 (すなわち、インストールと初期設定のプロセ

ス終了後の HP Operations 管理サーバーに関する情報 ) について説明しま

す。

表 1  は、最も重要な HPOM のマニュアルのリストです。対象となる読者、

マニュアルの範囲と内容の簡単な説明が記載されています。

表 1 HPOM マニュアル

マニュアル名 対象者 説明

『HPOM 管理サーバーインス

トールガイド』

管理者 管理サーバーに HPOM ソフトウェアをインストー

ルし、初期設定を行う方法を説明します。このマ
ニュアルは次の内容が記載されています。

• ソフトウェア、ハードウェアの必要条件

• ソフトウェアのインストール、削除手順

• 設定のデフォルト
  16



『HPOM コンセプトガイド』 管理者

オペレータ

HPOM を理解するために使用者を 2 つのタイプに分

けて説明しています。オペレータの場合には HPOM
の基本構造を理解できます。管理者の場合には、現
在の環境で HPOM のセットアップと設定ができる

ようになります。

『HPOM 管理者リファレンス

ガイド』

管理者 HPOM を管理対象ノードにインストールし、HPOM の
管理とトラブルシューティングの方法を説明します。

また、Service Navigator のインストール、構成、保

守、トラブルシューティングの担当者向けの情報を
提供しています。

『HPOM Reporting and 
Database Schema』

管理者 HPOM データベースから生成されるレポートの例に

加え、HPOM のデータベースの表の詳細を説明して

います。

『HPOM Java GUI オペレー

タガイド』

管理者

オペレータ

Java ベースのオペレータ GUI と Service Navigator
の詳細を説明しています。このマニュアルには、一
般的な HPOM および Service Navigator の概念と、

HPOM オペレータの作業についての詳細な情報、リ

ファレンス、およびトラブルシューティングの情報
もあります。

HPOM 管理 UI ヘルプ 管理者

オペレータ

HPOM 管理 UI オンラインヘルプの PDF 版です。

『HPOM リリースノート』 管理者 新機能を一覧表示されており、次の作業に便利です。

• ソフトウェアの新旧バージョンの機能比較

• システムとソフトウェアの互換性

• 既知の問題の解決法

『HPOM Firewall Concepts 
and Configuration Guide』

管理者 HPOM ファイアウォールの概念を説明し、セキュア

な環境の設定手順を解説します。

表 1 HPOM マニュアル ( 続き )

マニュアル名 対象者 説明
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表 2  は、利用可能な HPOM のオンライン情報のリストで、その内容の簡単

な説明が記載されています。

『HPOM Web Services 
Integration Guide』

管理者 HPOM Web サービスの統合について説明します。

『HPOM Server Configuration 
Variables』

管理者 HP Operations 管理サーバーの設定に使用する変数

の一覧とその説明です。

表 1 HPOM マニュアル ( 続き )

マニュアル名 対象者 説明

表 2 HPOM オンライン情報

オンライン情報 説明とアクセス方法

HPOM Java GUI のオンライ

ン情報

Java ベースのオペレータ GUI と Service Navigator の HTML ベースの

ヘルプです。このヘルプシステムには、一般的な HPOM および Service 
Navigator の概念と、HPOM オペレータの作業についての詳細な情報、

リファレンス、およびトラブルシューティングの情報もあります。Java 
GUI のオンラインヘルプには、次のような情報があります。

• 概念 :
主要な概念と製品の基本的な特徴と機能を紹介します。

• 作業 :
大切な手順を完了するための操作を手順ごとに説明します。

• トラブルシューティング :
製品の使用中に発生する共通の問題に対するヒント、こつ、解決策
です。

Java GUI のオンラインヘルプにアクセスするには次のようにします。

1. 使用するブラウザを HPOM に設定します。

2. Java GUI を起動し、Java GUI メニューバーで [ ヘルプ : 目次 ] を
選択します。

3. 起動した Web ブラウザで、読みたいトピックを選択します。
  18



HPOM 管理 UI のオンライン

情報

管理 UI の HTML ベースのヘルプです。このヘルプは、グラフィックユー

ザーインタフェースに表示されている個々のページ、メニュー、オプショ
ンの状況に合わせた情報を提供します。メニューおよびメニューオプショ
ンは、作業中のデータコンテキストに応じて変化します。管理 UI のオン

ラインヘルプは、次のデータコンテキストに関する情報を提供します。

• HPOM for UNIX:
このコンテキストでは、HPOM on UNIX と HPOM on Linux に関連

するすべてのオブジェクト ( ノード、ポリシー、カテゴリ、アプリ

ケーション、ユーザー、メッセージグループなど ) を管理します。

• サーバー :
このコンテキストでは、ローカルまたは現在選択しているサーバー
上で新しいジョブの追加、作業の管理、ログファイルの詳細のブラ
ウズが可能です。

• 管理 :
このコンテキストでは、管理 UI にログインしている管理者ユー

ザー、管理 UI で管理しているサーバー、管理 UI で使用するライセ

ンスの設定および管理を行います。

管理 UI のオンラインヘルプにアクセスするには次のようにします。

1. 対応する Web ブラウザに次のいずれかの URL を入力して、管理 
UI を起動します。

• 標準の接続 : 

http://<management_server>:9662

• セキュアな接続 : 

https://<management_server>:9663

この URL で、<management_server> は、お使いの 
HP Operations 管理サーバーの完全なホスト名です。

2. 管理者 UI にログオンします。デフォルトのユーザー名は opc_adm 
で、デフォルトのパスワードは OpC_adm です。

3. 開いた Web ブラウザで、タイトルバーのヘルプアイコンをクリッ

クし、読みたいトピックを選択します。

表 2 HPOM オンライン情報 ( 続き )

オンライン情報 説明とアクセス方法
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HPOM マニュアルページ HPOM マニュアルページはコマンドラインだけでなく、HTML 形式で

も利用できます。HTML 形式の HPOM マニュアルページにアクセスす

るには、Web ブラウザに次の URL を入力してください。

• 標準の接続 : 

http://<management_server>:8081/ITO_MAN

• セキュアな接続 : 

https://<management_server>:8444/ITO_MAN

この URL で、<management_server> は、お使いの HP Operations 管
理サーバーの完全なホスト名です。HP Operations Agent 用のマニュア

ルページは、各管理対象ノードにインストールされています。

表 2 HPOM オンライン情報 ( 続き )

オンライン情報 説明とアクセス方法
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HPOM の概要

本章の内容
本章の内容

本章ではオペレータを対象として、HP Operations Manager (HPOM) の概

念、機能、および構造を紹介します。

対象読者

本章は、HPOM オペレータを対象としています。

目的

本章では次の操作について説明します。

❏ HPOM の概念

❏ HPOM の特長

❏ HPOM の機能

❏ HPOM ユーザー
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HPOM の概要

HPOM の概念
HPOM の概念

HP Operations Manager (HPOM) とは、あらゆる企業のシステム管理者が

ネットワーク、システム、アプリケーションで発生する問題の検出、解決、
防止に便利に設計された分散型のクライアント /サーバーソフトウェアソ

リューションです。HPOM は、スケーラブルでフレキシブルなソリューショ

ンで、あらゆる IT 組織とユーザーの要件を満たすように設定できます。シ

ステム管理者は HPOM パートナーまたは他のベンダーからの管理アプリ

ケーションを統合することによって、HPOM のアプリケーションを拡張で

きます。

HPOM がもたらすメリット

HPOM は次に挙げる点で優れた効果を発揮します。

❏ 最大限のネットワーク

ネットワークコンポーネントの可用性を最大化する。

❏ ダウンタイムの抑制

システムダウンによるエンドユーザーのロス時間を減らす。

❏ 作業負荷の低減

問題 (障害) の自動解決により、不必要なユーザーのアクションを減らす。

❏ 障害の予防

予防的なアクションにより、障害の発生件数を減らす。

❏ 問題解決の迅速化

問題解決に必要な時間を短くする。

❏ コストの削減

クライアント/サーバー環境の管理コストを削減する。
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HPOM の概要

HPOM の概念
クライアント/サーバーの概念

HPOM は、管理サーバーと管理対象ノード間の通信を使って管理します。中

央の管理サーバーで実行されるプロセスは、管理領域中の管理対象ノードで
実行される HP Operations Agent プロセスと通信を行います。HP Operations
Agent プロセスは管理対象ノードでイベントを収集して処理し、必要な情報

を HPOMメッセージとして管理サーバーに送信します。 管理サーバーはこ

れに対応して、管理対象ノード上の問題を防止または解決するためのアク
ションを起こします。
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HPOM の概要

HPOM の概念
25 ページの図 1-1  は、HPOM による管理の概念を示します。

図 1-1 HPOM におけるクライアント/サーバーの概念

管理サーバー上のエージェントは、ローカルな管理対象ノードとして管理す
る役割をします。

データベースは、すべてのメッセージと設定データのための集中データ保管
庫として機能します。ここに記録された実行中のデータと過去の履歴データ
を使ってレポートを生成できます。履歴データは、同じような原因 (イベン

ト ) で起きた問題をオペレータが解決できるように指示 (instruction) を作成

したり、特定の問題解決を自動化するのに便利です。データベースプロセス
は管理サーバー上で実行します。

管理サーバー 通信

管理対象ノード

管理対象ノードは HP Operations 管理サー

バーにモニターされ、管理されています。

管理対象ノードと管理サーバー間の通
信はメッセージとアクションで構成さ
れます。

HP Operations 管理サーバーは中核となるコン

ピュータで、すべての管理対象ノードからメッ
セージが転送されます。複数の管理サーバーで
管理作業範囲を分担することもできます。

イベントは管理対象ノードで発
生します。イベントの発生によ
りメッセージが発生します。

イベント

アクション

メッセージ
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HPOM の概要

HPOM の概念
管理サーバー

管理サーバーは HPOM の中央処理機能を受け持ちます。管理サーバーには、

現在の設定情報を含むソフトウェアパッケージ全体が格納されます。 

管理サーバーには次の機能があります。

❏ データ収集

管理対象ノードからデータを収集する。

❏ メッセージ管理

メッセージの管理と分類を実行する。

❏ アクション管理

次の処理を、特定のエージェントを呼び出し実行させる

• アクションの開始

管理対象ノード上でローカルな自動アクションを開始する。

• セッションの開始

管理対象ノード上でセッションを開始する。

❏ 履歴の管理

メッセージと実行済みアクションの履歴データベースを制御する。

❏ メッセージの転送

他の管理サーバーや HPOM が動作しているシステムにメッセージを転

送する。

❏ ソフトウェアのインストール

管理対象ノードに HP Operations Agent ソフトウェアをインストール

する。

管理サーバーは設定内容の変更を管理対象ノードに通知し、アップデートの
開始も行います。
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HPOM の概要

HPOM の概念
管理対象ノード

管理対象ノードとは、HPOM によって制御およびモニターされるコン

ピュータです。HPOM は、エージェントソフトウェアのインストールと実

行を通じて、これらのノードを管理します。

メッセージの捕捉

HP Operations Agent ソフトウェアは、インストールして実行すると、ロ

グファイルと SNMP トラップを読み取ります。また、管理対象ノード上の

アプリケーションが出すメッセージを HPOM メッセージインターセプタで

捕捉するように設定できます。

パフォーマンスのモニター

パフォーマンスに関する値を指定した間隔でモニターし、値が限界値を超え
た場合にメッセージを生成できます。

HPOM は、自身のプロセスもモニターできます。

メッセージの比較

HP Operations Agent はあらかじめ設定されたポリシーの条件でメッセー

ジを比較し、重要でないメッセージは無視しますが、予測していなかった
メッセージ、または重要なメッセージを管理サーバーに転送します。重複す
るイベントや類似イベントを除外するように、エージェントを設定すること
もできます。メッセージにフィルターをかけるときの基準は、既存のポリ
シーを修正するか、新規にポリシーと条件のセットを作成して設定します。

メッセージのログ機能

すべてのメッセージは管理対象ノードのローカルログに記録するか、または
管理サーバー上の履歴データベースに直接保存できます。この履歴機能によ
り、システムが無視するように設定した重要性の低いメッセージを含む、す
べてのメッセージを後から確認できます。

メッセージのバッファーへの格納

管理サーバーにアクセスできない場合には、管理サーバーがメッセージを
受け取れる状態に戻るまで、メッセージはストレージバッファーに保存され
ます。

障害の修正

修復アクション (corrective action) は、メッセージに対応して管理対象

ノード上でローカルに開始でき、必要に応じて停止したり再開することがで
きます。
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ノードの構成

HPOM 環境は、たとえば制御対象、モニター対象、メッセージ対象、非管

理対象など、さまざまなタイプの管理対象ノードで構成できます。ノードが
ネットワークに属するようになった場合、または手動で追加された場合に認
識されるように、IP アドレスの範囲を設定することも可能です。

基本的な権限とユーザータイプ

ファイルやフォルダーに対するデフォルトのセキュリティ設定は、各ユー
ザーグループに与える権限を整理することで記述できます。

基本的な権限

ファイルやフォルダーの権限は、対象となるファイルやフォルダーにどのよ
うにアクセスしたり変更したりできるかを示すものです。この権限は、基本
的なユーザータイプとともに ACL のすべてのデフォルトタイプにも適用さ

れます。基本的な権限の変更や ACL の設定、また ACL の変更を実行できる

のは、そのファイルやフォルダーの所有者だけです。

読み込み権 

オブジェクトの内容にアクセスして検索、コピー、または
表示することを許可します。

書き込み権

ファイルの場合は、ファイルの内容にアクセスして変更す
ることを許可します。フォルダーの場合は、フォルダーに
アクセスしてオブジェクトを作成したり削除したりする
ことを許可します。

実行権限 

ファイルの場合は、ファイル (実行ファイル、スクリプト、

アクション ) にアクセスして実行することを許可します。

フォルダーの場合は、フォルダーにアクセスしてその内容
を検索したりリストにして出力したりすることを許可し
ます。

作成したオブジェクトを、間違って上書きされないように保護しつつ、どの
ユーザーからも使用できるようにするには、次のようにします。

ファイルのプロパティを変更して、所有者、グループ、およびその他のユー
ザーに読み込み権と実行権限を与えます。書き込み権限は与えません。
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基本的なユーザータイプ

ファイルやフォルダーの基本的な権限は、次の 3 タイプのユーザーに分け

て適用されます。

所有者 ファイルやフォルダーを所有しているユーザー。ファイル
やフォルダーの所有者を変更できるのは、システム管理者

(root ユーザー ) だけです。

グループ グループシステム管理者によってグループにまとめられ
た複数のユーザー。たとえば、ある部署のメンバーをすべ
て同じグループに所属させるということが考えられます。
このグループが所有グループであり、通常は、ここにファ
イルやフォルダーの所有者が属しています。

その他 そのシステムにおける、所有者や所有グループ以外のすべ
てのユーザー。

フォルダーを非公開にするようにする場合は、たとえば、次のようにしま
す。フォルダーのプロパティを変更して自分自身 (所有者) に読み込み権、書

き込み権、および実行権限を与え、グループとその他のユーザーにはいっさ
い権限を与えないようにします。このようにすれば、フォルダーの内容が見
られるのは所有者と root ユーザーだけになります。
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HPOM  の特長

HPOM は、コンピューティング環境で発生する問題 (障害) に備え、その解

決を手助けします。問題は種々のネットワークエレメント、システム、およ
びアプリケーションで構成される分散環境ではどこでも起こりえます。

問題の登録

HPOM は問題が発生する状況になると事前にその旨を通知し、発生を回避

するために必要なリソースを提供します。HPOM は問題が発生する状況に

なると事前にその旨を通知し、発生を回避するために必要なリソースを提供
します。

たとえば、未許可のユーザーが管理対象ノードへのログインを試みると、当
該ノードはその問題を登録します。登録方法は、システムログファイルへの
エントリの書き込み、SNMP トラップの送信、アプリケーションプログラ

ミングインタフェース (API) による管理サーバーとのダイレクト通信のい

ずれかです。

未許可ユーザーのログオンにより、ログファイルにエントリが書き込まれま
す。HPOM はこのログファイルを読み取り、あらかじめ設定されている条

件に基づいてメッセージを生成するかどうかを判断します。メッセージを生
成する場合、HPOM はログファイル中のエントリを使って内容のあるメッ

セージを作成し、属性 (追加情報) をメッセージに付加し、完成したメッセー

ジを管理サーバーに送ります。

問題の解決

管理サーバーでは、メッセージはブラウザに表示されます。メッセージに
よって、どの程度の重要度 (severity) の問題が、どこで (どの管理対象ノー

ドで) 発生したか、ならびに何によってメッセージが引き起こされたかを知

ることができます。メッセージが到着すると、そのイベントに設定している
アクション応答の種類によって、問題が発生した管理対象ノードに対する自
動アクションがただちに開始されます。または、そのメッセージにより、修
復アクションを手動で開始するようにユーザーに指示する別のメッセージ
が生成されます。
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解決方法のドキュメント化

修復アクションが正常に完了後、メッセージにコメントを付け、メッセージ
を受諾することにより履歴データベースに移動できます。

レポートの生成

未許可のユーザーによるログインとそれに関連するアクションの状況を把
握するため、データベースからレポートを生成することもできます。

32 ページの図 1-2  は、問題解決の主な要素を示しています。これらの各要

素については、『HPOM Java GUI オペレータガイド』でさらに詳しく説明

します。
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図 1-2 問題解決の構成要素
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次は、問題解決の構成要素を表す 32 ページの図 1-2  の要点です。

1. 通知

HP Operations Agent は、ログファイルとシステム動作をモニターします。

問題が発生すると、HP Operations Agent は次のいずれかの方法で通知

します。

• 管理サーバーにメッセージを送信する

• 問題の重要度に応じてノードアイコンの色を変える

• メッセージブラウザの [重要度 ] フィールド (設定によってはメッ

セージ行全体) をカラー表示してメッセージのステータスを示す

• メッセージとその属性 (送信時刻、アクションのステータスなど) を
表示する

• 外部への通知 (external notification) またはトラブルチケットサービ

スが設定されている場合には、それに転送する

問題の重要度と影響を受けるオブジェクトを即座に把握し、問題の詳し
い調査と解決に取り掛かることができます。

2. 調査

問題とその原因を把握します。大規模な環境においては、問題を早急に
特定できることは極めて重要です。

HPOM では、HPOM システムとネットワーク管理画面の高速リンクに

よって、環境内で発生した障害を効率的に特定できます。

3. 解決

問題を解決するための修復アクションを開始します。

HPOM では次のソリューションを利用できます。

• 自動アクション

HPOM は、エラーメッセージを受信すると、ただちに修復アクショ

ンを自動的に開始します。この修復アクションは、手動で何度でも
再実行することができます。
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注記 自動アクションでサービス ID を使用するには、変数 <$MSG_SERVICE>
を使用します。

• オペレータ起動アクション

オペレータは、エラーメッセージを受信して内容を確認すると、た
だちに修復アクションを手動で開始できます。開始した修復アク
ションは手動で停止することもできます。

• ユーザーへの指示

エラーメッセージにはユーザーへの指示を添付できます。この指示
によって、障害解決のための具体的な方法をユーザーに提示します。

• 履歴ログ

障害の解決には、関連する障害の履歴ログも利用できます。履歴ロ
グにはメッセージへの注釈 (annotation) も含まれます。履歴ログを

たどれば、以前に同じ (または同様の) 障害が発生したときに、その

解決に使用したテクニックを見つけ出すことができます。

• Java GUI コンソール

Java GUI コンソールでは、さまざまな種類のアプリケーションを起

動したり、複数のシステムにコマンドをブロードキャストしたりで
きます。これにより Java GUI から直接修復アクションを開始でき

ます。

4. 文書化

障害処理を終了して解決方法をドキュメント化します。ドキュメント化
しておけば、必要になったときに効率的に参照できます。
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HPOM の機能

HPOM の主な目的は、異機種の混在する分散環境で、システムのモニター、

制御、および管理を行うことです。

HPOM は、次のタスクを通じてこれらのことを行います。

❏ イベント

環境内で発生したイベントの検出

❏ レポート

そのイベントに関するメッセージ (レポート) の作成

❏ アクション

そのイベントに対するアクションの実行

HPOM はメッセージにより、ユーザーとコミュニケーションを行います。

メッセージとは、システム内の管理対象ノードのシステムステータス、シス
テムイベント、または障害に関する情報を構造化し、読み取り可能な形式に
したものです。管理対象ノードでステータスの変更やイベント、または障害
が発生すると、HPOM はメッセージを送信して通知します。メッセージ生

成の元となったイベントが障害の場合、HPOM は障害を修復するためのア

クションを開始できます。オリジナルのメッセージ、修復アクションの結
果、およびユーザーによる注釈などの関連情報はデータベースに保管され
ます。

イベント

イベントとは、コンピュータ環境内のオブジェクトで発生する障害またはで
きごとです。通常、イベントには、ステータスの変更やしきい値の超過など
があります。たとえば、用紙トレイが空になるとプリンターのステータスが
変化します。また、利用可能な空きディスク領域が一定レベルを下回ると、
しきい値の超過が発生します。これらのできごとはそれぞれがイベントであ
り、各イベントに対してメッセージを作成できます。

イベントの大部分は、修復を必要とする障害です。ただし、ユーザーのアク
ションを必要としないイベントもあります。ユーザーがシステムへのログオ
ンまたはログオフを行うと、システムのステータスが変わり、イベントが発
生します。このようなイベントは、通常はユーザー側のアクションは必要あ
りません。
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イベント相関処理

イベントの発生によりメッセージが発生します。システムで発生するイベン
トが増えるほど、オペレータが受信するメッセージの数も増える傾向があり
ます。“イベントの大量発生 (イベントストーム) ”は管理サーバーに過剰な負

荷をかけ、担当するオペレータが対応しきれなくなる場合があります。

イベント相関処理 (EC) を使えば、“イベントストリーム”と呼ばれるイベン

トグループをリアルタイムで処理することが可能です。このリアルタイム処
理を通してイベントストリーム間の関係を識別し、より有用で管理しやすい
小さなストリームを作成します。この絞り込んだ情報で障害の診断と解決を
より効率的に行えます。イベント相関処理は、重複するイベントや関連する
イベントを除去し、互いに関連した一連のメッセージを 1 つのメッセージ

で置き換えます。

サポートされるエージェントと管理サーバープラットフォームは、『HPOM
管理者リファレンスガイド』を参照してください。HPOM のイベント相関

処理の仕組みは、第 4 章「メッセージポリシーの設定」(179 ページ) で詳し

く説明します。HPOM でイベント相関処理を設定する方法は、『HPOM 管理

者リファレンスガイド』を参照してください。

メッセージ

メッセージとは、イベントに起因する構造化された情報のまとまりです。
HPOM はイベントを検知し、メッセージを作成してイベントを通知します。

メッセージの捕捉

HPOM は、次のようなさまざまなソースからメッセージを捕捉します。

❏ ログファイル

ログファイルエンキャプスレータによって、アプリケーションとシステ
ムのログファイル (NT イベントログなど) からメッセージ情報を抽出し

ます。

❏ SNMP イベント

SNMP イベントインターセプタによって、管理サーバーと選択したエー

ジェントプラットフォーム上のイベントを捕捉します。詳細は、『HPOM
管理者リファレンスガイド』を参照してください。
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❏ HPOM メッセージ

メッセージインタフェースとして機能する HPOM のコマンドや API
(opcmsg(1|3))を使ってメッセージを明示的に生成できます。

❏ モニター対象オブジェクト

モニター対象オブジェクトには、しきい値レベルを設定できます。モニ
ター対象オブジェクトに対して測定された値が設定したしきい値を超
えると、HPOM がメッセージを生成します。

❏ ユーザーアプリケーション

ログファイルにメッセージを出力するすべてのアプリケーションは、
HPOM API を使うか SNMP トラップを送信して HPOM に情報を提供

できます。

メッセージへのポリシー条件の適用

イベントの検知後、HPOM はそのメッセージにポリシー条件を適用します。

ポリシー条件はメッセージを生成するか、イベントを無視するかの判断を行
うフィルターとして機能します。メッセージを生成する場合、HPOM では

ユーザーが理解できるフォーマットへの変更など、メッセージの構成に大幅
な変更を加えることができます。メッセージが障害を通知するものである場
合は、その障害を解決するためのアクションを定義できます。

メッセージの論理リンク

複数のメッセージを論理的にリンクし、それらを相関処理したメッセージに
自動アクションを設定できます。HPOM 標準のメッセージ相関処理とフィ

ルター機能については、「メッセージの最適なフィルター処理のための方針」
(225 ページ) を参照してください。

メッセージの処理

HPOM はメッセージを使って次のことを行います。

❏ イベントに関する情報の通信

❏ 環境内でのステータス変化のユーザー通知

❏ 修復アクションの開始
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図 1-3  は HPOM がどのようにメッセージを処理するかを示しています。

図 1-3 メッセージ処理のフロー

図 1-3  に示しているように、メッセージは次の手順を通じて処理されます。

1. 管理対象オブジェクトでのメッセージの生成

管理対象オブジェクトでイベントが発生し、その結果メッセージが生成
されます。たとえば、テープが正しくロードされていないためにバック
アップに失敗し、メッセージが作成されます。

2. 管理対象ノードによるメッセージの受信

その管理対象ノード上の HP Operations Agent がメッセージを受信し
ます。

3. 転送または除外

メッセージにフィルターが適用されます。除外条件 (suppress conditions)
に一致するメッセージや重複メッセージは除外されます。それ以外の
メッセージが管理サーバーに転送されます。

4. ログへの出力

HPOM は、メッセージをローカルのログに記録するように設定できます。

5. 管理サーバーへの転送

フィルターに一致するメッセージは HPOM メッセージフォーマットに
変換され、管理サーバーに転送されます。ローカルなアクションが設定
されている場合は、それが開始されます。

管理対象 管理対象
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6. 管理サーバーでの処理

管理サーバーが、次のいずれかの方法でメッセージを処理します。

• グループ替え

他のメッセージグループに、メッセージを自動的に割り当てる (グ
ループ替え)

• アクション開始

そのメッセージに対して設定されたローカルではない自動アクショ
ンを、指定されたノード上で開始する

• 転送

外部通知インタフェースとトラブルチケットサービスにメッセージ
を転送する (HPOM がそのように設定されている場合)

• バッファーへの格納

ペンディングメッセージブラウザにメッセージを格納する (HPOM
がそのように設定されている場合)

7. データベースへの格納

アクティブなメッセージがデータベースに格納されます。

8. 表示

メッセージが 1 つまたは複数の HPOM ディスプレイステーションの [メッ

セージブラウザ] ウィンドウに表示されます。

9. 履歴データベースへの格納

メッセージは受諾されると、アクティブなブラウザから削除されて履歴
データベースに格納されます。

メッセージへのオペレータの対応方法は、『HPOM Java GUI オペレータガ

イド』を参照してください。

管理者によるメッセージとアクションの設定は、第 2 章「HPOM の設定と

保守」(51 ページ) を参照してください。
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メッセージの管理

HPOM のメッセージ管理機能は、メッセージを論理的に関連したグループ

にまとめます。1 つのメッセージグループには互いに関連するさまざまな

ソースからメッセージが集められ、それらの管理対象オブジェクトまたは
サービス (ソース ) の集合したステータス情報がわかります。たとえばメッ

セージグループ BACKUP は、バックアップアプリケーションやテープドラ

イブなどのソースから、バックアップシステムに関するすべてのメッセージ
を集めるのに使います。

メッセージのフィルター処理

他のメッセージ管理操作では、重要な情報が確実に表示されるように、肯定
的または否定的なフィルターを使ってメッセージを分類できます。

❏ 肯定的なフィルター 

指定されたパターンに一致するメッセージをオペレータに転送する

❏ 否定的なフィルター

指定されたパターンに一致するメッセージを除外する

除外されたメッセージはローカルなログファイルに格納し、傾向分析やフィ
ルターの妥当性チェック、および管理対象オブジェクトのステータスパター
ンのトラッキングに利用できます。

不一致メッセージの分類

HPOM は、フィルターに一致しないメッセージを「非該当」として分類し

ます。不一致メッセージは新規または未定義のソースでよく発生します。「不
一致」カテゴリは、適用可能なメッセージ分類が存在しないことを示します。

非該当メッセージには、次のいずれかの処理を実行できます。

❏ ローカルログに記録する

❏ 管理サーバーに転送する

❏ 無視する
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メッセージのフォーマット処理

中央の管理システムに転送されたすべてのメッセージは、メッセージブラウ
ザ内に同じフォーマットで表示されます。HPOM は、メッセージを重要度

ごとに色分けしてカラー表示します。デフォルトでは、メッセージブラウザ
内の重要度カラムだけがメッセージの重要度に応じてカラー表示されます
が、メッセージブラウザ内のすべてのメッセージ行をカラー表示するように

HPOM を設定することもできます。また、ポケットベルや自動呼出しシス

テムなど、外部の通知サービスを起動するように設定することも可能です。

メッセージへの応答

オペレータはメッセージブラウザを、メッセージを調べ対応策を決めるため
の起点として使います。ここでは、あらかじめ設定された修復アクションの
利用の可否、ステータスなど、関連するあらゆるメッセージ情報を調べま
す。これらのアクションをドキュメント化する機能もあります。

メッセージグループの定義

HPOM の管理者は、機密性の高いアプリケーション/業務からのメッセージ

を、1 つのメッセージグループに割り当てることができます。図 1-4  に示

す例では、アクセスの制限を必要とする、機密性の高いメッセージを発行す
る 1 つのノードに対し、2 名のオペレータが共同で担当しています。セキュ

リティが必要なメッセージを Security というメッセージグループに割り

当て、さらにこのグループをセキュリティ権限のあるオペレータに割り当て
ることによってセキュリティを維持しています。もう 1 名のオペレータは

セキュリティ権限を持たないため、Security グループのメッセージを見る

ことはできません。

図 1-4 1 名のオペレータのみに送付される、セキュリティを必要とするメッセージ

オペレータ 1

オペレータ 2

メッセージ グループ

メッセージ グループ

Security

メッセージNODE

A

B
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アクション

アクションはメッセージに対する対応 (応答 ) です。メッセージ生成の元と

なったイベントが障害の場合、HPOM は障害を修復するためのアクション

を開始できます。

アクションは同一ノード上で毎日アプリケーションを起動するといった、日
常の作業の実行にも使えます。アクションはシェルスクリプト、プログラ
ム、コマンド、アプリケーション起動などです。

HPOM には、次の種類のアクションがあります。

❏ 自動アクション

❏ オペレータ起動アクション

❏ アプリケーション

自動アクション

自動アクションは、あらかじめ設定され、メッセージにリンクしている障害
への応答です。自動アクションにはオペレータの操作は必要なく、メッセー
ジの受信と同時に HPOM によって開始されます。必要ならオペレータが手

動で起動または停止できます。

図 1-5 自動アクションの開始

条件

メッセージ

アクションを開始
ローカルに

管理対象

No. 1

ノード
管理対象

No. 2

ノード

注釈

受諾

管理

サーバー

1
2

3 4
5

6

7
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42 ページの図 1-5  に示すように、自動アクションは次のように行われます。

1. メッセージの捕捉

メッセージが定義された条件に基づいて、管理対象ノードで捕捉され
ます。

2. アクションの開始

アクションのターゲットノードがノード No.1 の場合、アクションは

ローカルで開始されます。

3. 結果の通知

ノード No.1 がアクションの結果を管理サーバーに通知します。

4. 管理サーバーへの通知

アクションのターゲットノードがノード No.2 の場合、ノード No.1 は
管理サーバーに通知します。

5. アクションの開始

管理サーバーがノード No.2 にアクションを開始するよう指示を送り

ます。

6. 結果の通知

ノード No.2 がアクションの結果を管理サーバーに通知します。

7. 注釈の記録

メッセージの設定によっては、自動アクションの実行結果は管理サー
バーに送信され、そこで注釈としてログに記録されます。また、アク
ションが正しく完了した後、ログへの記録を自動的に受諾 (acknowledge)
することもできます。
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オペレータ起動アクション

オペレータ起動アクションも自動アクションと同様、あらかじめ設定され、
メッセージにリンクされた障害への応答です。このタイプのアクションは、
オペレータによって開始と停止が行われます。

次の可能性が存在する場合には、管理者は自動アクションの代わりにオペ
レータ起動アクションを設定できます。

❏ 手動操作

アクションでオペレータによる手動操作が必要になる

❏ 前提条件

アクションの開始が環境条件に依存し、その条件をオペレータがまず確
認しなければならない

図 1-6 オペレータ起動アクションの開始

条件

メッセージ
管理対象
ノード

注釈

受諾

管理

サーバー

1

2

3

4

5 6

7

ディスプレイステーション
第 1 章 44



HPOM の概要

HPOM の機能
44 ページの図 1-6  に示すように、オペレータ起動アクションは次の順序で

処理されます。

1. 捕捉

設定された条件に基づいて、メッセージが管理対象ノードで捕捉されま
す。この条件には、オペレータ起動アクションまたは自動アクションを
促すことができるメッセージなどがあります。

2. 転送

メッセージが管理サーバーに転送されます。

3. 表示

メッセージが担当オペレータのディスプレイステーションに送られま
す。メッセージにはあらかじめ設定されたオペレータ起動アクションの
存在が、[メッセージブラウザ] ウィンドウのメッセージ属性によって示

されます。

4. アクション

オペレータがブラウザのボタンをクリックしてアクションを開始します。

5. 指示

アクションを開始するための指示が管理対象ノードに送られます。

6. 通知

管理対象ノードがアクションの結果を管理サーバーに通知します。

7. ログへの記録と受諾

オペレータ起動アクションの実行に関する注釈 (annotation) は、設定に

よっては管理サーバーに送信され、そこでログに記録されます。また、
アクションが正しく完了した後、自動的に受諾されるようにメッセージ
を設定することもできます。

アプリケーション

アプリケーションとは HPOM に統合されているスクリプトまたはプログラ

ムです。オペレータ起動アクションや自動アクションはメッセージとダイレ
クトに関連付けられ、ブラウザウィンドウから開始または停止できますが、
アプリケーションはオペレータの Applications フォルダーから使うツー

ルです。詳細は、『HPOM Java GUI オペレータガイド』を参照してください。
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HPOM ユーザー

HPOM のユーザーの概念では、HPOM 管理者やHPOM オペレータのような

実際のユーザーとユーザープロファイルを区別します。ユーザープロファイ
ルは、抽象的なユーザーの設定を表します。これらの抽象的なユーザー設定
を使用して、実際のユーザー設定を作成できます。

ユーザーロール

HPOM での主なユーザーロールは次のとおりです。

❏ HPOM 管理者

無制限の権限を持つユーザー。主に、HPOM ソフトウェアのインストー

ルと設定、および初期の運用方針と手順の設定を担当します。

❏ オペレータ

権限を持たないユーザー。ほとんど常時 HPOM を使い、システムとオ

ブジェクトの保守、管理、モニター、および制御を行います。

複数のオペレータ

HPOM では、組織の規則や要件に応じて、複数のオペレータが 1 つの管理

システムで作業できます。各オペレータには、個々のスキルに応じて責任と
権限を割り当てることができます。HPOM で管理するコンピュータ環境の

規模に応じて、複数のロールを 1 名のオペレータで行うこともできます。
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アクセス制限

HPOM ユーザーインタフェースへのアクセスは制限されています。ユー

ザーインタフェースにアクセスする際には、HPOM 用の正しいログオン名

とパスワードの入力が各オペレータと管理者に必要です。この HPOM パス

ワードは、Unix システムへのログオン名とパスワードとは別のものです。

ユーザープロファイル

ユーザープロファイルは、HPOM ユーザーが多数存在する大規模で動的な

環境に有効です。抽象的なユーザーのプロファイルを設定し、そのプロファ
イルを実際の HPOM ユーザーに割り当てることができます。プロファイル

を使用することで、デフォルト設定を使用してユーザーを迅速にセットアッ
プすることができます。必要に応じていくつものプロファイルを作成し、
ユーザープロファイル階層として整理しておくことができます。詳細は
「ユーザープロファイルの設定」(101 ページ) を参照してください。

管理者

HPOM 管理者 opc_adm には、HPOM 作業環境内での多くの作業と責任があ

ります。

管理者は次の作業を行います。

❏ ユーザー環境のカスタマイズ

各ユーザーのカスタム環境を定義します。ソフトウェアのインストー
ル、設定、およびカスタマイズの調整全体を管理します。システムに対
するこれらの調整では、オペレータ、テンプレート管理者、ノード、取
り込んだメッセージなどの追加や変更を行います。

❏ オペレータ作業の効率化

特定のイベントに対する修復アクションを対応付けたり、個々のイベン
トに対する指示 (instruction) を提供することによりオペレータの作業効

率を高めます。

❏ 作業範囲の定義

各オペレータの担当 /権限範囲を定義し、オペレータが割り当てられた

ノードを保守して必要な作業を実行するために、どのツールが必要かを
判断します。
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❏ ガイドラインの作成

メッセージポリシーを導入するためのガイドラインを作成します。管理
者はポリシーまたはポリシーグループの作業範囲を定義します。

❏ 履歴の保守

HPOM 履歴データの保守とチェックを行います。管理者は履歴をたどる

ことによって、自動アクションやオペレータ起動アクションを過去の
データに基づいて修正または作成できるほか、イベントに関する具体的
な指示を与えたり、障害の再発状況を把握することができます。たとえ
ば、履歴データをチェックすると、ディスクの使用量が一貫して高い
ノードが明らかになります。

❏ ユーザーの問題の解決

任意のオペレータになって設定を確認します。そのオペレータがシステ
ムを使っているときに発生する可能性があるあらゆる問題の解決を支
援します。

❏ HPOM の拡張

アプリケーションやモニター対象オブジェクトを新たに統合して

HPOM の機能を拡張します。追加したアプリケーションは登録し、サー

ビスの提供形態や呼び出し方法の一貫性が損なわれないことを確実に
します。

❏ HPOM の保守

ソフトウェアの保守を行い、管理手順とセキュリティ方針を定義しま
す。HPOM のセキュリティの詳細は、「環境のセキュリティ保護」

(54 ページ ) または『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してく

ださい。

オペレータ

HPOM のオペレータ、opc_op はシステム管理機能だけを担当します。オペ

レータの作業環境は、管理対象ノードの集まりです。アプリケーションの起
動など、オペレータの日々の作業の基盤となるのはこれらのノードです。オ
ペレータが障害の解決に利用する情報もノードから提供されます。
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 HPOM の各オペレータには、それぞれが担当する管理環境があります。た

とえば、あるオペレータは施設内のすべてのノードを担当します。別のオペ
レータは別の施設の一部のノードを担当します。作業範囲を作成することに
より、HPOM は各オペレータに、その人が担当するシステムとオブジェク

トの情報のみを表示します。

デフォルトの HPOM オペレータの詳細は、「ユーザーとユーザープロファイ

ルの設定」(94 ページ) を参照してください。
第 1 章 49



HPOM の概要

HPOM ユーザー
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本章の内容
本章の内容

本章では、HP Operations Manager (HPOM) のさまざまな要素、管理対象

ノードやノードグループ、メッセージグループ、アプリケーション、オペ
レータなどを設定する方法を説明します。

対象読者

本章は、HPOM 管理者を対象としています。

目的

本章では HPOM 管理者向けに、次の各トピックを説明します。

❏ 管理者環境

❏ 環境のセキュリティ保護

❏ 管理対象ノードの構成

❏ HPOM でのポリシーの管理

❏ HPOM でのサブエージェントの管理

❏ メッセージグループの構成

❏ アプリケーションの構成

❏ HPOM ライセンス

❏ ユーザーとユーザープロファイルの設定

❏ HPOM の設定の更新

❏ データのバックアップと復元

❏ メッセージの所有権

❏ レポートの生成
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管理者環境

HPOM 管理者環境は、HPOM オペレータ環境の上位セットです。管理者は

オペレータ用のすべての GUI と設定に加え、管理用の機能とコマンドライ

ンツールにアクセスできます。

HPOM 管理者として、次の主要な HPOM 要素を設定できます。

❏ 登録ノード階層

❏ 登録ノードグループ

❏ 登録メッセージグループ

❏ 登録アプリケーション

❏ 登録ユーザー

❏ 登録ユーザープロファイル

❏ メッセージソースポリシー
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環境のセキュリティ保護

環境をセキュリティで保護するには、次の各項目を調べる必要があります。

❏ システムのセキュリティ

全体的なセキュリティを改善するには、まずシステムのセキュリティを
検討し、次にネットワークのセキュリティに関する問題を検討します。
システムセキュリティの対象となるのは、HP Operations 管理サーバー

と管理対象ノードを信頼できるシステムで実行するために対処する必
要がある問題です。システムレベルのセキュリティポリシーの詳細につ
いては、該当するオペレーティングシステムの製品ドキュメントを参照
してください。

❏ ネットワークセキュリティ

ネットワークのセキュリティでは、管理サーバーと管理対象ノードの間
でやり取りされるデータの保護などが対象となります。HPOM では、接

続の当事者を確実に認証することで、このデータを保護します。ネット
ワークセキュリティについての詳細は『HPOM 管理者リファレンスガイ

ド』を参照してください。

❏ HPOM セキュリティ

HPOM の設定中に対処するべきセキュリティへの影響を調べる必要が

あります。具体的には、アプリケーションの設定と実行や、オペレータ
起動アクションなどによるセキュリティ関連の影響を調べます。HPOM
ユーザーの作業ディレクトリ、ファイルアクセス、および権限の詳細は、

『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。
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システムのセキュリティ

安全なシステムまたは信頼できるシステムでは、システムレベルのセキュリ
ティを高めるために、さまざまな方法が使用されます。HPOM 環境を構築、

設定する際には、これらの方法を考慮する必要があります。

セキュリティ技術

セキュリティ技術には、次のシステムレベルの要素が含まれます。

❏ 認証

厳密なパスワード/ユーザー認証

❏ 監査

ネットワーク、共有メモリ、ファイルシステムなどの監査

❏ ターミナルへのアクセス

ターミナルへのアクセスの管理

❏ ファイルへのアクセス

ファイルへのアクセスの管理

HPOM のセキュリティ処理

HPOM は、次の方法によりネットワークレベルでデータを保護します。

❏ 認証

接続の当事者の識別情報を検証します。

❏ 監査

メッセージが、正当なソースによって生成された後に、変更されていな
いことを検証します。

ネットワークセキュリティの詳細、特に HPOM がどのようにプロセス間通

信に関する問題に対処するかについては、『HPOM 管理者リファレンスガイ

ド』を参照してください。
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管理対象ノードの構成

管理対象ノードと、HPOM によってモニター /制御されるシステムです。環

境は、さまざまな種類の管理対象ノードから構成できます。

管理対象ノードの構築

HPOM の初期デフォルト設定に含まれる管理対象ノードは、管理サーバー

だけです。この構成に別のノードを追加します。このようにして、HPOM
の管理環境を構築します。(管理対象ノードの種類については、「管理対象

ノードの種類」(56 ページ) を参照してください。)

HPOM 環境の構築では、コマンドラインツール opcnode と opclaygrp を
使ってノードを整理し、レイアウトグループやノードグループにまとめま
す。詳細は、opcnode(1M) と opclaygrp(1M) のマニュアルページを参照し

てください。管理対象ノードグループの詳細は、「管理対象ノードの編成」
(57 ページ) を参照してください。

管理対象ノードの種類

管理対象ノードには、完全なシステムとインテリジェントデバイスがあり
ます。

管理対象 管理対象ノードには、すべての管理機能とモニター機能を
適用できます。

監視対象 管理情報が収集され、管理サーバーに転送されますが、修
復アクション /操作を開始することはできません。セキュ

リティのためにノードへのアクセスを制限する場合は、監
視対象ノードが便利です。

メッセージ対象 エージェント /サブエージェントソフトウェアはロードさ

れませんが、メッセージは HPOM で受理されます。たと

えば周辺機器などのインテリジェント ネットワークデバ

イスやリモートネットワークに属するノードはメッセー
ジ対象ノードにすることができます。

非管理対象 エージェント /サブエージェントプロセスは開始されませ

ん。これらのノードからのメッセージは無視されます。こ
れは管理対象、モニター対象、またはメッセージ対象ノー
ドの一時的な状態です。
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管理対象ノードの編成

管理対象ノードを編成するには主に次のグループを使います。

❏ HPOM 登録ノード

HPOM 管理環境内のすべてのノードが含まれます。

❏ HPOM 登録ノード階層

デフォルトの HPOM ノード階層として登録ノードが含まれます。

❏ HPOM 登録ノードグループ

ノードを論理的な作業範囲のグループにまとめます。

注記 HPOM ユーザーの設定では、ノードグループを使ってオペレータの作業範

囲を設定し、ノード階層を使ってオペレータの管理対象ノードグループを編
成します。

HPOM 登録ノード

HPOM 登録ノードは、HPOM のデフォルトノード階層です。このデフォル

ト階層には、HPOM で管理またはモニターされるすべてのノードが含まれ

ます。また、HPOM 外部ノードの集合を表すシンボルは、HPOM 登録ノー

ドの一部である場合があります。外部ノードでは HPOM ソフトウェアは動

作しませんが、これらのノードが発信するイベントは受信できます。

ノード階層の詳細は「HPOM ノード階層」(58 ページ) を参照してください。

初期設定では、HPOM 登録ノードに含まれるのは、管理サーバーのみです。

その他すべてのノード、外部ノード、ノードレイアウトグループは管理者が
追加します。

ノードを追加するには、コマンドラインツール opcnode を使用します。詳

細は、opcnode(1m) のマニュアルページを参照してください。

HPOM 登録ノードは静的なマップです。登録ノードに加えられるすべての

変更は、管理者が管理します。ノードを登録ノードに追加 /削除するタイミ

ングも管理者が決めます。

数百台のノードを管理している環境では、ノードやその名前の判読が難しく
なることがあります。そのような事態を避けるため、ノードレイアウトグ
ループを使って、登録ノードをいくつかの階層に分けます。詳細は「ノード
階層の設定」(58 ページ) を参照してください。
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HPOM ノード階層

HPOM 登録ノードは、デフォルトノード階層です。ノード階層とは、ノー

ドとノードレイアウトグループの階層構造を視覚的に表したものです。各
ノード階層には HPOM 環境に設定されているすべての管理対象ノードが含

まれます。ノード階層間の違いはこれらのノード構成だけです。

ノード階層は HPOM オペレータに割り当てられ、各オペレータの [管理対

象ノード] ウィンドウに表示されます。ただし、各ノード階層には HPOM 環
境に設定されているすべてのノードが含まれますが、オペレータには作業範
囲の管理対象ノードしか表示されません。

レイアウトグループを使用してノードをグループ化し、階層として整理する
ことができます。レイアウトグループには、ノード階層を作成するノードと
他のレイアウトグループを含めることができます。レイアウトグループと
ノード階層は、コマンドラインツール opclaygrp を使って管理できます。

ノードを HPOM 登録ノードに追加するには、コマンドラインツール opcnode
を使用できます。その他のノード階層にもノードを追加できます。ノードを
追加すると、他のすべてのノード階層に同じノードが追加されます。これら
の新しいノードは指定されたノードとレイアウトグループに追加され、デ
フォルトでその他すべての階層の最上位レベルになります。同じように、1
つのノード階層からノードを削除すると、そのノードは他のすべてのノード
階層からも削除され、HPOM 環境に含まれなくなります。

詳細は、opclaygrp(1m) と opcnode(1m) のマニュアルページを参照してく

ださい。

ノード階層の設定

登録ノード階層に多数のノードがある場合は、レイアウトグループを使用し
て、論理的エンティティでノードを構成できます。

レイアウトグループとは、関心のあるノード階層レベルのみを表示できる論
理的に構成された階層です。レイアウトグループの概念は、フラットなファ
イルやディレクトリの集合から UNIX  ファイルツリーディレクトリを作成

するのに似ています。レイアウトグループを移動して別のグループにネスト
化することで、フラットな構造ではなく階層またはツリー状構造を構築でき
ます。

レイアウトグループとノード階層の作成、変更、削除についての詳細は、
opclaygrp(1m) のマニュアルページを参照してください。
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階層内のすべてのノードへのアクションの適用

ノード階層を作成した後、HPOM では opcnode(1m) コマンドラインツール

を使用して、この親グループに含まれるすべてのノードにアクションを同時
に適用できます。たとえば、一連のノードにポリシーを割り当てるには、ポ
リシーを割り当てるノードの親ノードグループと割り当てるポリシーを指
定します。

opcnode -assign_pol pol_name=<ポリシー名> \ 
pol_type=<ポリシータイプ> version=<ポリシーバージョン> \
group_name=<ノードグループ名>

HPOM は、そのグループ内のすべてのノードを含むノードグループにポリ

シーを自動的に割り当てます。

すべてのノードに適用できるアクション

管理対象ノード、HPOM ノード階層、および HPOM 登録ノードには、次の

アクションを適用できます。

❏ コマンドラインツール opcnode によるノードグループの変更

❏ [カスタマイズ/起動] による　HPOM アプリケーションの起動

❏ 選択したノードシンボルのメッセージの表示

❏ エージェントサービスの開始と停止

❏ ソフトウェア、設定などの配布

❏ ポリシーの割り当て

すべてのノードには適用できないアクション

管理対象ノード、HPOM 登録ノード階層、および HPOM 登録ノードには、

次のアクションが適用できません。

❏ レポートの発行

❏ アプリケーションの追加または変更

❏ [カスタマイズ/起動] によるアプリケーションの起動
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すべてのノードにアクションを実行するための条件

階層グループにアクションを適用する際には、次の条件を考慮する必要があ
ります。

❏ 複数の親グループ

同じノードが複数の親グループ内にある場合、HPOM はこのノードの 1
つのインスタンスのみを認識し、一度だけアクションを適用します。

❏ グループ

ノードとグループシンボルの組み合わせだけでなく、複数のグループに
もアクションを適用できます。

❏ HPOM アプリケーション

HPOM アプリケーションには、LAN カード、デバイス、ファイルシス

テムなど、ノード以外の HPOM オブジェクトを含めることができます。

HPOM アプリケーションは他のアプリケーションと同様に機能し、同じ

HPOM ファイルアクションリストを受け取ります。

HPOM アプリケーションと HPOM サービスについての詳細は、「アプ

リケーションの追加」(87 ページ) を参照してください。
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ノードの追加

ノードを HPOM 環境に追加するには、コマンドラインツール opcnode を使

用します。

詳細は opcnode (1m) のマニュアルページを参照してください。

内部ノードの追加

原則として、IP ノードの追加にはコマンドラインツール opcnode を使用し

ます。

注記 ホスト名を入力すると、HPOM はノードの特徴をできるだけ多く取得しよ

うとします。HPOM は MIB (SNMP 経由) とマシンの種類を取得し、対応す

る IP アドレスを決定します。複数のアドレスを持つノードの追加について

は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

内部ノードの特徴

コマンドラインツール opcnode を使って追加したノードには、次のような

特徴があります。

❏ IP ノード

内部ノードはIP ノードです。

❏ HP Operations Agent

通常、内部ノードでは、HP Operations Agent が実行されています。

❏ 個別の追加

内部ノードはホスト名と一意の IP アドレスによって HPOM に個別に

追加されます。

❏ 全機能のサポート

内部ノードは次のような HPOM のすべての機能をサポートします。

• ログファイルのモニター

• HPOM メッセージの捕捉
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HP Operations Agent をインストールしない場合

次のような場合には、HP Operations Agent をインストールしなくても構い

ません。

❏ セキュリティ上の問題がある

❏ エージェントが不要である

❏ プラットフォームや現バージョンのオペレーティングシステムが

HPOM に対応していない

外部ノードの追加

外部ノードを追加するには、コマンドラインツール opcnode とパターン

マッチの方法を使用できます。次のような場合は、コマンドラインツール

opcnode を使って機能制限付きのノードをインストールします。

❏ ノードに IP アドレスがない場合(SNA、DECnet など)

❏ 特定のホスト名パターンや IP アドレス範囲を基準として IP ノードを

グループ化する場合

コマンドラインツール opcnode を使用する場合、ノードのマシンタイプを

MACH_BBC_OTHER_NON_IP に、通信タイプを COMM_UNSPEC_COMM に設定す

る必要があります。

例:

opcnode -add_node node_name=computer.company.com 
net_type=NETWORK_OTHER mach_type=MACH_BBC_OTHER_NON_IP 
group_name=external ccomm_type=COMM_UNSPEC_COMM

外部ノードの追加には 2 つの方法があるため、ノードが複数回表示される場

合があります。たとえば、コマンドラインツール opcnode で追加したノード

が、パターンを変更しただけで再度、外部ノードのように追加されることは
十分にありえます。同様に、パターンマッチで追加したノードが再度、類似
したパターンで追加される可能性もあります。これが HPOM に悪影響を与

えることはありませんが、ユーザーが作業を行ってノードが強調表示された
ときに、メッセージのソースとして 2 つ以上のシンボルが強調表示される

ことがあります。

詳細は opcnode (1m) のマニュアルページを参照してください。

外部ノードを追加するための条件

HPOM 環境に追加する外部ノードは、次のいずれかの条件を満たす必要が

あります。
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❏ ネームサーバーで認識される

❏ /etc/hosts ファイルに登録されている

注記 パターンマッチが必要なため、外部ノードは管理サーバーシステムのパ
フォーマンスを低下させます。

外部ノードの特徴

コマンド opcnode を使って追加した外部ノードには、次のような特徴があ

ります。

❏ あらゆる種類のノード

SNA、DEC、IP など、あらゆる種類のノードが外部ノードになりえます。

❏ HP Operations Agent の不在

外部ノードには、その上で動作する HP Operations Agent がありません。

❏ 一括追加

外部ノードは名前またはアドレスをパターンに一致させることで、一括
して HPOM に追加されます。

❏ 機能の制限

外部ノードが提供する機能は次のとおりです。

• トラップの捕捉

HP Operations 管理サーバーでトラップを捕捉できます (『HPOM
管理者リファレンスガイド』を参照)。

• シンボルの強調表示

Java GUI のオブジェクトペインのノードシンボルを HPOM によっ

て強調表示して、メッセージブラウザに表示されるメッセージの
ソースを示すことができます。これらのノードを設定して、プロキ
シからメッセージを受信することもできます。

• メッセージのフィルター処理

Java GUI のオブジェクトペインのノードシンボルをユーザーが選

択して、ビューブラウザに表示されるメッセージにフィルターを適
用することができます。
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• ステータスのカラー表示

表示色を変更して、HPOM のステータス伝播で設定されたメッセー

ジの重要度ステータスを示すことができます。

❏ 内部ノードで利用できる次の機能は、外部ノードではサポートされま

せん。

• メッセージポリシー

ログファイル、モニタ－、opcmsg などからのメッセージ。つまり、

これらにポリシーを割り当てることができないということです。

• HPOM アプリケーションの不在

外部ノードでは HPOM アプリケーションは動作しません。

• ブロードキャスト

ブロードキャストは実行できません。

• スケジュールアクション

スケジュールアクションは実行できません。

管理 UI の使用によるノードの追加

ノードを追加するときに、ノード属性を完全に指定しなければならない場合
は、管理 UI を使用します。

管理 UI では、次のノード属性が提供されます。

❏ システムリソースファイルの自動更新

HP Operations Agent コマンド opcagt を統合できます (HP-UX 管理対

象ノードの /etc/rc.config.d/opcagt など)。

❏ ノードの詳細オプション

• 仮想ターミナルエミュレーター

• 物理ターミナル

• キャラクターフォーマット

• メッセージストリーム インタフェース出力

• 情報の記録

❏ 通信オプション

HTTP/SSL は新しい HPOM ノードでのデフォルトの通信タイプです。
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以下を定義できます。

• セキュリティのパラメータ

• インストール方法

• バッファーファイルの上限サイズ

さまざまな種類の管理対象ノードのセキュリティの設定

管理対象ノードのタイプは、opcnode -list_node コマンドでリストを表示す

ることができます。ノードの種類を変更するには、opcnode -chg_nodetype
コマンドを使用します。

❏ 監視対象ノード

環境内の安全なノード (オペレータによるログオンやアクションを制限

するノード ) は、監視専用ノードとして指定できます。オペレータはこ

のようなノードから送信されたメッセージを受信して内容を確認する
ことはできますが、コマンドのブロードキャストやログイン、自動アク
ション、オペレータ起動アクションなどのアクションはいっさい実行で
きません。

❏ 管理対象ノード

管理対象ノードでは、オペレータはアクションの開始/停止やログインを

実行できます。管理者がノードのセキュリティを個別に確認し、オペ
レータアクセスの許可と、アクションやコマンドの実行の可否を決定し
ます。

オペレータが管理対象と監視対象の 2 台のノードで同時にアクションの実

行を試みると、そのアクションはアクションエージェントが存在する管理対
象ノードのみに送信されます。
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非管理対象ノードの管理

計画的な休止によって生成されたメッセージなど、一部のメッセージについ
てはオペレータは注意を払う必要はありませんが、そういったメッセージ
が、計画的な休止とは関係ない他のメッセージ (特に緊急の注意を要するよ

うなもの) を目立たなくしてしまうことがありえます。定期的に休止する場

合は、管理者が計画休止を設定 (「計画休止の設定」(308 ページ) を参照) し
ておくことでメッセージを除外できます。1 回限りの計画休止のときは、管

理者は管理対象ノードを一時的に非管理対象ノードにしておくことで分離
することもできます。モニター対象や管理対象ノードを非管理対象にする
と、コントロールエージェント以外のすべての HPOM プロセスが停止しま

す。これによって、メッセージが管理サーバーへ送信されなくなります。オ
ペレータは、管理対象環境に残るその他の管理対象ノードからのメッセージ
の処理を継続できます。

非管理対象ノードも HPOM の一部ですが、そのノードを作業範囲マトリク

スに含むすべてのオペレータの環境からは排除されます。このノードの属性
はすべて HPOM に認識されており、このノードは登録ノードの一部のまま

です。

非管理対象ノードを管理対象環境に戻す条件が整ったら (たとえば、計画休

止作業が完了したら )、管理者はノードを管理対象に戻すことができます。

ノードを非管理対象にする前に使用できたメッセージが再び使用可能とな
り、新しいメッセージが管理サーバーで再び受け付けられます。

ノードグループの設定

ノードグループとは、HPOM 管理者によって設定され、オペレータに管理

が任されたシステムやインテリジェントデバイスの論理グループです。1 つ
のシステムは複数のノードグループに属する場合があり、そのため複数のオ
ペレータから影響を受ける可能性があるため、ノードグループを使うと管理
者の設定作業の効率はかなり低下してしまいます。

ノードグループは、設定を容易にする手段として使うこともできます。たと
えば、1 つのノードグループに属するすべてのシステムに、同じポリシーグ

ループを一括して割り当てることができます。ノードグループに後から新規
ノードを追加する場合は、そのノードグループに割り当てられたポリシーが
自動的に新規ノードにも割り当てられます。 1 つのグループに含まれるすべ

てのノードは、通常は同じ特徴を持ちます。

たとえば、次の共通の特徴を持つすべてのノードはグループ化できます。

❏ 同じ場所のノード
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❏ 同様の機能を持つノード

❏ 同タイプのノード

グループ化に適用するポリシーは、環境の要件に応じて自由に選択できます。

注記 オペレータを設定する際には、担当するノードグループをオペレータに割り
当てます。 環境内のノードを論理的な作業範囲カテゴリごとにグループ化

し、それぞれを個々のオペレータに割り当てます。1 つのノードは、複数の

グループに含めることができます。opcnode コマンドを使用して、特定の

ノードグループにどのノードが割り当てられているかを確認できます。

opcnode -list_ass_nodes group_name=<ノードグループ名>

HPOM の初期設定のノードグループは、hp_ux (または solaris,) と 
net_devices です。

ノードのステータス確認

ブラウザウィンドウが開いていない状態では、認識されているすべてのノー
ドは緑、不明なノードは青で表示されます。メッセージブラウザが開くと、
ノードの色はそのノードに関する受諾されていないメッセージの中で最も
重大度が高いメッセージのステータスを反映して変わります。メッセージの
所有権がステータスの伝播に及ぼす影響については、『HPOM Java GUI オ
ペレータガイド』を参照してください。
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HPOM でのポリシーの管理

HPOM ポリシーは、ポリシーをデータベースに登録して、管理対象ノード

に割り当てて配布できるように管理されます。

ポリシーの概念についての詳細は「HPOM のポリシー」(68 ページ) を参照

してください。

ポリシーの追加、ポリシーとポリシータイプの登録など、ポリシーに関連す
る管理タスクについての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参

照してください。

HPOM 9.xx 管理サーバーでは、複数のバージョンのポリシーを作成するこ

とができます。詳細は「ポリシーバージョン」(71 ページ ) と「ポリシーグ

ループ」(83 ページ) を参照してください。管理対象ノードでの複数バージョ

ンの HPOM 設定の管理についての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガ

イド』を参照してください。

HPOM のポリシー

ポリシーとは、データ情報とメタ情報で構成される設定要素です。ポリシー
は管理対象ノードに配布されます。データ情報の部分は、通常、ポリシーが
配布される管理対象ノードでメッセージを生成するためのルールのセット
で構成されます。データ情報の部分が完全にユーザーによって定義されるの
に対して、メタ情報の部分は管理タスクに使用され、HPOM 製品によって

管理されます。ポリシーは管理対象ノードでの HP Operations Agent の設定

とメッセージが作成される条件の決定に使用され、管理サーバーに送信され
て、オペレータにイベントについて通知します。

ポリシーは、1 つのポリシーヘッダー、1 つ以上のポリシー本体という 2 つ
以上のファイルで構成されます。ポリシーヘッダーとは名前、タイプ、バー
ジョンなどの属性を含む XML ファイルです。

注記 コロン文字 (:) は、opcpolicy の使用法の構文でポリシーの識別に使用され

るため、ポリシー名に含めることはできません。使用法についての詳細は、
opcpolicy (1m) のマニュアルページを参照してください。
第 2 章 68



HPOM の設定と保守

HPOM でのポリシーの管理
ポリシー本体には、実際のエージェント設定が含まれます。ポリシーは、名
前、バージョン、タイプ、または UUID で識別されます。ポリシータイプと
は、ポリシー本体が順守する必要のあるルールを決定するポリシー属性で
す。同じ タイプの すべての ポリシー は、管理 対象ノー ドの同じ
HP Operations Agent プロセスによって使用されます。HPOM で事前定義さ
れたポリシータイプの他に、ユーザーによってカスタムポリシータイプも作
成できます。

ポリシーコンテナは、同じ名前とタイプでバージョンが異なるポリシーの
セットを示します。ポリシーコンテナのすべてのポリシーバージョンは一意
です。一部の操作はポリシーコンテナで実行できます。これは、操作がコン
テナの各ポリシーで実行されるということです。各コンテナには、コンテナ
内のすべてのポリシーによって共有される一意の ID があります。コンテナ
は、名前、タイプ、または ID で識別されます。

ポリシー タイプ

HPOM では、複数の異なるポリシータイプが利用できます。各タイプのポ
リシーで異なるモニタリングタスクまたは設定タスクが実行できます。この
ため、ポリシータイプとは何がポリシーで管理できるかを定義する一連の設
定情報になります。すべてのポリシーは 1 つのポリシータイプに所属します。

次のポリシータイプにより、モニタリングタスクまたは設定タスクが実行で
きます。

❏ 設定ファイルポリシータイプ12

❏ イベント相関処理ポリシータイプ

❏ イベント相関処理コンポーザーポリシータイプ1

❏ フレキシブル管理ポリシータイプ13

❏ ログファイルエントリポリシータイプ

❏ 測定しきい値ポリシータイプ

1. このポリシータイプについては、付録 A で説明されているポリシー

本体の文法は使用できません。
2. 詳細は「配布後のエージェントでの設定ファイルポリシーを使用し

たコールバックの実行」(82 ページ ) を参照してください。設定ファ

イルポリシー、その構文とキーワードについての詳細は、『HPOM 
管理者リファレンスガイド』も参照してください。

3. このポリシータイプの構文については、opcmom のマニュアルペー

ジを参照してください。フレキシブル管理の設定についての詳細は、
『HPOM 管理者リファレンスガイド』も参照してください。
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❏ ノード情報ポリシータイプ1

❏ オープンメッセージインタフェースポリシータイプ

❏ リモートアクションセキュリティポリシータイプ12

❏ SNMP インターセプタポリシータイプ

❏ 定期タスクポリシータイプ

❏ サービス自動検出ポリシータイプ1

❏ サービス/プロセスモニターポリシータイプ

❏ SiteScope ポリシータイプ1

❏ サブエージェントポリシータイプ13

❏ Windows イベントログポリシータイプ

❏ Windows 管理インタフェースポリシータイプ

ポリシータイプとポリシーは管理 UI を使用して管理できます。すべてのポ

リシータイプは、HPOM 管理 UI オンラインヘルプで説明されています。

HPOM ではポリシーエディターを使用して、必要に合わせて新しいポリ

シーの作成や既存のポリシーの変更が可能です。ポリシータイプごとに異な
るポリシーエディターがあります。ポリシーエディターの詳細は、『HPOM
管理者リファレンスガイド』を参照してください。

デフォルトポリシータイプの編集についての詳細は、付録 A「ポリシー本体

の構文」(355 ページ) を参照してください。

複数のポリシータイプ  管理対象ノードで同じポリシータイプにマップされ
ている管理サーバーで複数のタイプのポリシーを使用できます。このため、
ポリシータイプの登録中、管理対象ノードでポリシーを分類するタイプを指
定できます。

1. このポリシータイプについては、付録 A で説明されているポリシー

本体の文法は使用できません。
2. リモートアクションの承認についての詳細は、『HPOM 管理者リ

ファレンスガイド』を参照してください。
3. 詳細は「サブエージェントポリシー」(84 ページ ) を参照してくだ

さい。
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このタイプが指定されていないと、管理サーバーに登録されているポリシー
タイプ名が代わりに使用されます。この場合、管理対象ノードに対応するコ
ンシューマーがなくてもポリシーは配布されますが、後で無視されます。

ポリシーバージョン

管理サーバー上に複数バージョンのポリシーが保存されていることにより
ポリシーとポリシーグループを使用する操作の柔軟性が強化され、Unix、
Linux、Windows プラットフォーム上の HPOM 間の相互運用を簡略化でき

ます。また、以下も確実にします。

❏ SPI とカスタマ設定移行関連の問題の簡略化

サーバー上で複数の SPI バージョンを使用することで、ポリシーやポリ

シーグループを名前変更する必要なく、異なるノードのグループに配布
できます。

❏ 設定データの容易な管理

ポリシーのバージョニングによって、管理サーバーと管理対象ノードに
存在する設定要素 (ポリシーなど) のバージョンを判断できます。たとえ

ば、異なるサブエージェントバージョンの管理、管理対象ノードへの割
り当てや配布が簡略化されます。詳細は、「HPOM でのサブエージェン

トの管理」(84 ページ ) と『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照

してください。

異なるプラットフォーム (Unix、Linux、Windows) 向けの HPOM では、調

整されたポリシーのバージョニング機能が使用されます。これにより、
単一の SPI ポリシーセットを両方のプラットフォームの HPOM に配布

して、相互のデータ交換も簡略化できます。データ交換の注意点につい
ては、「ポリシーデータ交換モデル」(74 ページ) を参照してください。

表 2-1 管理サーバーと管理対象ノードのポリシータイプの例

管理サーバー 管理対象ノード

ログファイルエントリ
Windows イベントログ

le

測定しきい値
サービス /プロセスモニター

モニター
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すべてのポリシーにバージョン番号があります。バージョン番号は、
major.minor (1.0 など) という形式で、2 つの数字 (両方で最大 4 桁) で構

成されます。

メジャー番号は連続するリリースの番号を示し、特定の目的 (SPI のリリー

スの追跡など) のために予約もできます。マイナー番号は、パッチの適用と

カスタマイズに使用されます。各リリースで最初のマイナー番号は 0 であ

る必要があります。

注記 メジャー番号では、監視対象アプリケーションのバージョンとの整合性を図
る場合があります。たとえば、3 桁で構成してアプリケーションの今後のリ

リースに予約できます。これは、メジャーバージョン 450 をアプリケーショ

ンバージョン 4.5 に、メジャーバージョン 460 をアプリケーションバージョ

ン 4.6 に、などのように予約できるということです。

新しく作成されたすべてのポリシーのバージョンは 1.0 に設定され、HPOM
9.xx で配布されるすべてのデフォルトポリシーのバージョンは 9.0 になり

ます。

ポリシーの内容が変更されると、ポリシーバージョン番号のマイナー部分の
桁は、1.0 から 1.1 などのように自動的に上がります。新しいバージョンが

すでに存在する場合は、1.2 などのように次に利用可能な値が選択されま

す。バージョン間の競合を克服する方法については、「ポリシーバージョン
間の競合の管理」(73 ページ) を参照してください。

注記 ポリシーヘッダーの変更 (ポリシーの説明の変更など ) では、新しいポリ

シーバージョンは作成されません。

設定に合わせてポリシーバージョンを置換するには、コマンドラインツール

opcpolicy を使用します。ポリシーの内容を変更せずに、ポリシーバージョ

ン番号を変更することもできます。

これは、一緒にリリースされたポリシーバージョンを調整する場合に特に便
利です。使用法についての詳細は、opcpolicy (1m) のマニュアルページを参

照してください。
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注記 新しいバージョン番号を作成すると、内容が変更されていなくても、新しい
ポリシーが作成されることになります。新しいポリシーには新しいバージョ
ン UUID が付きますが、コンテナ ID は前と同じです。その一方で、ポリシー

名を変更するとデータベースに新しいバージョン UUID と新しいコンテナ

ID を持つ新しいオブジェクトが作成されます。

管理対象ノードにインストールできるのは各ポリシーの 1 つのバージョン

のみです。新しいポリシーバージョンを管理対象ノードに配布する場合、
バージョン番号にかかわらず、新しいポリシーバージョンで既存のバージョ
ンが置換されます。これは、両方のバージョンでポリシーの識別に管理対象
ノードで使用される、同じコンテナ UUID が使用されているからです。

注記 稼働環境でポリシーはポリシーグループに割り当てられ、ノードとノードグ
ループに配布される必要があります。ポリシーバージョンは、割り当てられ
たポリシーグループのバージョンに対応する必要があります。

管理対象ノードで HPOM 設定の複数バージョンを処理する方法 (ポリシー

に加えて、ポリシーグループやインストルメンテーションデータを含む) に
ついては、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

ポリシーバージョン間の競合の管理  割り当てようとするポリシーのバー
ジョン番号がすでにデータベースに存在すると、ポリシーバージョンが競合
します。バージョン間の競合の管理には次のモードを使用できます。

❏ 上書きモード

データベースの競合するバージョンが置換されます。

❏ 新しいバージョンモード

• バージョン間の競合の場合は、アップロードされるバージョンに対
してマイナー部分の桁が自動的に上がります。新しいバージョンが
すでに存在する場合は、最初に使用可能な値が選択されます。ユー
ザーにはバージョン番号と UUID が通知されます。

• 競合するバージョンがない場合は、現在のバージョンでポリシーが
アップロードされます。
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❏ エラーモード

バージョン間の競合の場合は、エラーが返され、アップロードがキャン
セルされます。

ポリシーの 1 つのバージョンが (たとえば、ノードグループやポリシーグ

ループの割り当てによって ) 間接的に割り当てられた同じポリシーの別の

バージョンと同時に、直接的に管理対象ノードに割り当てられると、割り当
てられたポリシーのどのバージョンを実際に管理対象ノードに配布する必
要があるのかが不明確になることがあります。

HPOM では、グループなどで間接的に行われた割り当てより、直接的な割

り当ての優先度がより高いと見なされます。言い換えれば、直接的に割り当
てられたポリシーバージョンと間接的に割り当てられたポリシーバージョ
ンの間で競合が生じた場合、管理対象ノードへの直接割り当てがより重要と
見なされ、間接割り当てによって指定されたバージョンの方が新しくても、
間接割り当てが上書きされます。

たとえば、ポリシーバージョン 1.3 が管理対象ノード AA に直接的に割り当

てられ、管理対象ノード AA が所属するノードグループに同じポリシーの

バージョン 1.6 が割り当てられている場合、ノードグループによって間接的

に割り当てられたバージョンの方が新しくても、ポリシー配布ではそのポリ
シーのバージョン 1.3 がバージョン 1.6 より優先されます。

注記 両方のバージョンが間接的に割り当てられている場合 (たとえば、2 つの異

なるノードグループまたはポリシーグループなど)、HPOM はポリシーの異

なるバージョンを優先順位付けできません。予想外の配布結果を避けるに
は、同じポリシーを異なるノードグループやポリシーグループに割り当てる
のは避けてください。

ポリシー割り当ての自動化やバージョンの競合の管理についての詳細は、
『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

ポリシーデータ交換モデル

HPOM for Unix、HPOM for Linux、HPOM for Windows は、ポリシーとポリ

シーグループに関して、共通のデータ交換モデルを共有しています。以下に
注意してください。

❏ 管理サーバーでは、ポリシーが次のいずれかの方法で識別されます。
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• UUID

• 名前、バージョン、タイプ

❏ 同じ名前とタイプのすべてのポリシーには、コンテナ UUID という共通

の ID があります。同じコンテナ UUID を共有するポリシーには異なる

バージョン番号とポリシー ID という対応する個別の ID があります。

❏ チェックサムを使用して、ポリシーを比較できます。ポリシーヘッダー

に保存されたチェックサムフィールドは、設定のダウンロードとアップ
ロードの間に認識されます。チェックサムには次の 2 種類があります。

• ポリシーヘッダーチェックサム

禁止されたポリシーの変更を検出するために使用します (ライセン

ス違反)。

• ポリシーデータファイルチェックサム

コンテンツの比較をより迅速に行うために使用します。

❏ ポリシータイプは、UUID と構文のバージョンも含むエージェントに既

知の文字列です (例: monitor、le、trapi など)。

ポリシー割り当ての更新

ポリシーは、ノード、ノードグループ、ポリシーグループに割り当てできま
す。ポリシーを変更すると、新しいポリシーバージョンになります。これ
は、既存の割り当ては変更されたポリシーバージョンではなく、古いポリ
シーバージョンをポイントすることを意味します。このため、割り当てを更
新する必要があります。割り当ての更新は、自動的に行うことができます。
割り当てモードは次のようになります。

❏ FIX

デフォルトモードです。ポリシーは変更後に配布されますが、新しいポ
リシーバージョンが作成されても、ポリシー割り当ては変わりません。

❏ LATEST

ポリシーグループ、ノード、ノードグループへのポリシーの割り当ては、
新たに最新のポリシーバージョンが生成され次第、自動的に更新されま
す。これは「policy to policy group assignment (ポリシーグループへの

ポリシーの割り当て)」オブジェクトのプロパティである LATEST フラグ

を設定することで有効化されます。
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このモードは、テスト環境と開発環境についてのみお勧めします。

❏ MINOR_TO_LATEST

ポリシー割り当ては、自動的に最新バージョンに更新されます。メ
ジャーバージョン番号は変わりません。たとえば、既存の 1.0 バージョ

ンからの更新に MINOR_TO_LATEST フラグを設定すると、結果は最新の

1.x バージョンになります。

このモードは、稼働環境にお勧めします。

コマンドラインツール opcpolicy、opcnode を使用して、割り当てモード

を指定できます。使用法についての詳細は、opcpolicy (1m) と opcnode の
マニュアルページを参照してください。

注記 LATEST モードと MINOR_TO_LATEST モードを使用する場合、これらのモー

ドでは上記の基準に適合する新しいバージョンが作成されたときに、既存の
ポリシー割り当てが自動的に更新されることに注意してください。FIX モー

ドでは、ポリシー割り当ては変わりません (手動で変更されない限り)。

HPOM のポリシー割り当てタスクについての詳細は、『HPOM 管理者リファ

レンスガイド』を参照してください。

ポリシー割り当ての競合の管理

管理対象ノードに直接的に割り当てられたポリシーのバージョンと、たとえ
ば、元の管理対象ノードが所属する複数のノードグループまたはポリシーグ
ループに対する割り当てによって、同じポリシーに間接的に割り当てられた
その他のバージョンとの間に相違がある場合、競合が生じる可能性がありま
す。バージョンが競合する場合、HPOM では直接的に割り当てられたポリ

シーの優先度がより高いと見なされます。

注記 両方のバージョンが間接的に割り当てられている場合 (たとえば、2 つの異

なるノードグループまたはポリシーグループなど)、HPOM はポリシーの異

なるバージョンを優先順位付けできません。予想外の配布結果を避けるに
は、同じポリシーを異なるノードグループやポリシーグループに割り当てる
のは避けてください。
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ポリシー割り当てとの関連でのポリシーバージョン間の競合についての詳
細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

ポリシーへのカテゴリの割り当て

ポリシーにはカテゴリの割り当ても含めることができます。カテゴリはポリ
シーと HP Operations Agent がポリシーで参照されるリソースを正常にモ

ニターするために必要なスクリプトやバイナリなどの関連インストルメン
テーションとのリンクを定義します。

カテゴリの割り当てについての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイ

ド』を参照してください。
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ポリシータイプコールバック

ポリシータイプコールバックとは、特定のタイプのポリシーのライフサイク
ルであらかじめ定められた瞬間に実行される実行可能ファイルです。

コールバックには、編集、チェック、配布、クリーンアップの 4 種類があ

ります。詳細は、このセクションで後述します。

コールバックの定義に使用できる変数は多数あります。表 2-2  は、これら

の変数と代入される値を示しています。

表 2-2 変数と代入される値

変数 代入される値

FILENAME ポリシー本体の内容のダンプ先となる一
時ファイルのフルパス

POLICY ポリシー名

VERSION ポリシーバージョン

UUID ポリシー ID

SYNTAX ポリシー構文バージョン

TYPE ポリシータイプの名前

AGENT_TYPE HPOM エージェントが認識したポリシー

の種類

MGMT_SV ポリシーが使用されている管理サーバー
の完全修飾ドメイン名

ENCODING ポリシー本体の内容のエンコーディング

OPTION_X 編集コールバックによってエディターに
渡された引数。X は渡された引数の数を

表すため、最初の引数の名前は 
OPTION_1、2 番目の引数の名前は 
OPTION_2 のようになります。
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変数への値の代入はコールバックの実行前に行われます。これにより、実行
時の値をパラメータとしてコールバックに渡すことができます。コールバッ
ク呼び出し文字列に変数が存在しない場合、コールバックが実行される前
に、$FILENAME の値が文字列に自動的に追加されます。

管理者特権で実行されるコールバックが、未許可のユーザーによって登録さ
れるリスクを削減するには、コールバックの実行可能ファイルに対する次の
セキュリティレベルを利用できます。

❏ STRICT (デフォルト)

• HPOM を root ユーザーとして実行する場合

次の条件のいずれかが満たされた場合、コールバックは登録、変更
または実行されません。

— ファイルまたはディレクトリの所有者が、 root ではない

— ファイルまたはディレクトリに write- ビット、read- ビット

または execute-by-group ビットが設定されている

— ファイルまたはディレクトリに write- ビット、read- ビット

または execute-by-others ビットが設定されている

• HPOM を非 root ユーザーとして実行する場合

次の条件のいずれかが満たされた場合、コールバックは登録、変更
または実行されません。

— グループの所有者が、 opcgrp でない

NODENAME ポリシーが配布された管理対象ノードの
完全修飾ドメイン名。この変数は配布コー
ルバックまたはクリーンアップコール
バックで使用できます。

NODE_TYPE ポリシーが配布される管理対象ノードの
オペレーティングシステムの種類。この変
数は配布コールバックまたはクリーン
アップコールバックで使用できます。

表 2-2 変数と代入される値 ( 続き )

変数 代入される値
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— ファイルまたはディレクトリに write- ビット、read- ビット

または execute-by-others ビットが設定されている

❏ RELAXED

• HPOM を root ユーザーとして実行する場合

次の条件が満たされた場合、コールバックは登録、変更または実行
されません。

— ファイルまたはディレクトリに write-by-group ビットが設

定されている

— ファイルまたはディレクトリに write-by-others ビットが設

定されている

このレベルを有効にすると、すべてのユーザーがディレクトリを表
示して実行可能ファイルを実行できますが、root のみが書き込み権

を持ちます。

• HPOM を非 root ユーザーとして実行する場合

ファイルまたはディレクトリに write-by-others ビットが設定さ

れている場合、コールバックは登録、変更、または実行されません。

❏ NONE

コールバック、またはコールバックが配置されるディレクトリにチェッ
クは行われません。

注記 セキュリティレベルは HPOM 変数 OPC_POLICY_CALLBACK_SECURITY を
使用して設定されます。

次の場合、各コールバックスクリプトまたはバイナリは、stat() を使用し

てチェックされます。

❏ 登録時、データベースへの書き込み前

❏ 変更時、データベースへの書き込み前

❏ 実行前

リストされた条件のいずれかが満たされた場合、メッセージブラウザ (実行

前に検出された場合 )、または変更か登録が試行されたターミナルのいずれ

かにエラーがレポートされます。その後でエラーは監査され、HPOM デー

タベースのログに記録されます。

すべてのコールバックについて、以下の要件が適用されます。

❏ 失敗すると、0 とは異なる値が返されます。
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❏ 成功すると、値 0 が返されます。

編集コールバック

編集コールバックは実行可能ファイルで、エディターが呼び出される前に実
行されます。一時ポリシーデータファイルのフルパスは、コマンドライン引
数としてコールバックに渡されます。

チェックコールバック

チェックコールバックは実行可能ファイルで、ポリシーがデータベースに
アップロードされる前に実行されます。チェックコールバックは、
opcpolicy_add() API が適切な引数で呼び出されるか、opcpolicy が
check=yes コマンドラインオプションで呼び出されると実行されます。

チェックコールバックが正常に終了すると、ポリシーがデータベースにアッ
プロードされます。

配布コールバック

配布コールバックは実行可能ファイルで、配布の前にポリシーの本体を含む
一時ファイルで実行されます。この実行可能ファイルは、配布時に利用可能
な情報 (ノード名、またはノードタイプなど ) によってポリシーの内容を変

更するために使用します。

配布コールバックでポリシー本体を変更するときに、すべての変更はコール
バック実行可能ファイルに名前を渡されている一時ファイルで実行される
必要があります。処理でファイルのコピーが必要な場合、コールバックでは
変更されたファイルの名前を元のファイル名に戻す必要があり、そうしない
とすべての変更が失われます。

配布コールバックの実行が失敗した場合、ポリシー配布は HPOM 変数

OPC_DEPLOY_IF_CALLBACK_FAILS の値でコントロールされます。変数のデ

フォルト値は TRUE です。これはポリシーが任意のイベントで配布されるこ

とを意味します。最終的な警告メッセージは system.txt ファイルにログ

が記録され、メッセージブラウザにも記録される場合があります。

クリーンアップコールバック

クリーンアップコールバックは実行可能ファイルで、ポリシーが管理対象
ノードに配布された後に実行されます。

クリーンアップコールバックが失敗しても、管理対象ノードへのポリシーの
配布は成功とマークされたままですが、その問題に関する情報が記載された
メッセージがアクティブなメッセージブラウザに送信されます。
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配布後のエージェントでの設定ファイルポリシーを使用したコールバック

の実行

設定ファイルポリシータイプを使用すると、設定ファイルポリシーの配布後
にエージェントでコールバックを実行して、OV Composer ファクトストア

の読み込みなどの一部の後処理を実行できます。

設定ファイルポリシー、その構文とキーワードについての詳細、およびエー
ジェントでコールバックの実行を有効化する方法についての詳細は、
『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。
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ポリシーグループ

ポリシーグループ階層は、ツリー状構造で構成されます。各ポリシーグルー
プはツリー内の一意のパスで参照され、世界全域で一意の UUID を持ちま

す。これらのグループ間を任意にリンクすることはできません。

注記 ポリシーグループ名に、スラッシュ文字 (/) やバックスラッシュ文字 (\) は
使用できません。

管理対象ノードにポリシーグループの複数バージョンを配置できます。ポリ
シーグループの複数バージョンの管理についての詳細は、『HPOM 管理者リ

ファレンスガイド』を参照してください。

デフォルトのポリシーグループ

デフォルトのポリシーグループは、HP Operations 管理サーバーで提供され

ます。ポリシーグループのリストを取得するには、次のコマンドを実行し
ます。

# /opt/OV/bin/OpC/utils/opcpolicy -list_groups

次のデフォルトのポリシーグループは、HP Operations 管理サーバーで提供

されます。

❏ 相関処理コンポーザー

❏ 例

❏ 例/ECS

❏ 例/Unix

❏ 例/Windows

❏ 管理サーバー

❏ SNMP

❏ SiteScope 統合/<SiteScope ポリシーグループ>
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HPOM でのサブエージェントの管理

サブエージェントは HPOM の一部ではない製品ですが、部分的に HP Operations
管理サーバーから管理できます。一部のサブエージェントは、OV コント

ロールデーモンでコントロールできます。

HPOM でのサブエージェントの管理には、『HPOM 管理者リファレンスガイ

ド』で概要が説明されているタスクが含まれます。

HPOM では、サブエージェント配布と配布解除のメカニズムが提供されて

いますが、実際のサブエージェント設定の詳細は、サブエージェントソフト
ウェアパッケージとともに提供されるマニュアルに記載されています。

サブエージェントポリシー

サブエージェントポリシーとは、サブエージェントという特殊なポリシータ
イプによってサブエージェントの管理を容易にするポリシーです。サブエー
ジェントタイプポリシーのポリシー本体には、管理対象ノードでのサブエー
ジェントインストールとアンインストールに関するルールが含まれます。こ
れらのポリシーは、サブエージェントソフトウェアサプライヤーによって提
供されます。内容についての詳細は、サブエージェントソフトウェアパッ
ケージに同梱されているマニュアルを参照してください。

サブエージェントタイプのポリシーは、管理対象ノードには配布されず、他
のタイプのポリシーとは異なり、ノードインベントリにも存在しません。

HP Operations 管理サーバーへのサブエージェントソフトウェアパッケー

ジインストール中に、サブエージェントポリシーはサーバーに登録されま
す。ポリシーとポリシーが所属するポリシーグループは、その後 HPOM リ
ポジトリに読み込まれます。

エージェント設定の配布中に、BBC 配布マネージャ (opcbbcdist) がポリ

シーの内容を確認し、サブエージェントポリシー本体に記載されたサブエー
ジェントインストール手順を実行します。インストールプロセスについての
詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

サブエージェントタイプのポリシーは、HPOM ポリシー管理のためのルール

に適合しています。
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アップグレードの注意点

HPOM 9.xx 管理サーバーには、同じサブエージェントの複数バージョンを

インストールできます。ただし、管理対象ノードにインストールできるのは
サブエージェントの 1 つのバージョンのみです。

サブエージェントパッケージの新しいバージョンを管理サーバーにインス
トールすることで、サブエージェントポリシーの新しいバージョンも配布さ
れるため、どの管理対象ノードにどのバージョンをインストールするかをよ
り簡単に決定できます。管理対象ノードでのサブエージェントのアップグ
レードは、サブエージェントポリシーの新しいバージョンの割り当てと、サ
ブエージェントの配布によって実行されます。

注記 管理サーバーに新しいサブエージェントのバージョンをインストールする
ことは、自動的にすべての管理対象ノードが一緒にアップグレードされるこ
とは意味しません。目的のサブエージェントポリシーのバージョンをノード
に手動で割り当てて、インストールを起動する必要があります。

アップグレードプロセスについての詳細は、サブエージェントソフトウェア
パッケージに同梱されているマニュアルを参照してください。
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メッセージグループの構成

メッセージグループは、メッセージを効果的に分類するための手段です。同
じ機能または同じタスクに属するメッセージは 1 つのグループにまとめる

ことができます。たとえば、メッセージグループ「バックアップ」には、デー
タのバックアップと保管に関するすべてのメッセージ (ネットワークバック

アッププログラムや、バックアップ処理または保管処理に使われるハード
ウェアから送信されたすべてのメッセージなど ) を含めることができます。

作成されたメッセージグループはオペレータに割り当てられます。オペレー
タが表示、管理できるのは、自身に割り当てられているメッセージグループ
のみです。

管理者として、メッセージグループを追加、確認、削除できます。

メッセージグループの追加

環境にメッセージグループを追加する前に、そのグループが HPOM のデ

フォルトメッセージグループと競合せず、かつ重複していないことを確認し
てください。(デフォルトメッセージグループについては、『HPOM 管理者

リファレンスガイド』を参照してください。)OpC と Misc 以外のデフォルト

メッセージグループは、必要に応じて削除できます。また、既存のグループ
の定義を変更したり、新規グループを追加することも可能です。

メッセージグループの確認

オペレータは、メッセージグループのステータスを調べることによって、環
境内の各機能の状況をおおまかに把握できます。そのためには、登録メッ
セージグループを設定した後で、そこからオペレータに割り当てるグループ
を選択します。
第 2 章 86



HPOM の設定と保守

アプリケーションの構成
アプリケーションの構成

アプリケーションとは、オペレータがシステムとネットワークサービスを保
守および制御するために使うプログラム、コマンド、スクリプト、ユーティ
リティ、サービスのことです。たとえば、バックアッププログラムもプロセ
スステータスコマンド ps もアプリケーションとして組み込むことができ
ます。標準アプリケーションやカスタムアプリケーション、および HPOM
に組み込み済みのアプリケーションを統合できます。

HPOM に統合されたアプリケーションとアプリケーショングループは、
opcappl コマンドラインツールを使用して管理できます。このツールにつ
いての詳細は、opcappl(1m) のマニュアルページを参照してください。
HPOM では、デフォルトで複数のアプリケーションとアプリケーショング
ループが用意されています。詳細は『HPOM 管理者リファレンスガイド』を
参照してください。

アプリケーションのグループ化

複数のアプリケーションを階層的にアプリケーショングループにまとめる
ことができます。たとえば、複数のエントリポイントを持つアプリケーショ
ンは分けて使えるので、オペレータは各エントリポイントにそれぞれ別のア
プリケーションとしてアクセスできます。また、複数のアプリケーションを
まとめて論理グループを作成することもできます。

登録アプリケーションを階層化する際には、複数のアプリケーショングルー
プを相互にネストします。

opcappl コマンドで -assign_app_to_grp オプションまたは 
-assign_grp_to_grp オプションを使用して、アプリケーションまたはア
プリケーショングループをオペレータに割り当てることができます。

アプリケーションの追加

アプリケーションを登録アプリケーションに追加するには、次のいずれかの
アクションを使います。

❏ HPOM アプリケーションの追加

opcappl コマンドで -add_app オプションを使用して、HPOM アプリ
ケーションを追加できます。アプリケーション名、アプリケーション呼
び出し、ユーザー名、パスワードを指定する必要があります。ターゲッ
トノードのリスト、ラベル、その他のパラメータを指定することもでき
ます。その例を次に示します。

opcappl -add_app app_name=APP_X app_call=testCall 
user_name=John passwd=xyz
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注記 Java ベースのオペレータ GUI のメッセージブラウザで起動できるアプ

リケーションは、「オペレータが選択したターゲットノード上で実行」の
タイプに属するアプリケーションに限定されます。

❏ 内部アプリケーションの追加

opcappl コマンドで -add_app_inter オプションを使用して、ブロー

ドキャストタイプの内部アプリケーションを追加できます。アプリケー
ションの一般情報とアプリケーションタイプを定義します。オペレータ
の名前とは異なるユーザー名を指定することもできます。ユーザー名を
変更することもできます (アプリケーションの起動に root ユーザーが

必要な場合など)。

注記 opcappl コマンドで指定するアプリケーション名は一意である必要が

あります。

HPOM 登録ツールでアプリケーション (ツール) を作成する場合は、アプリ

ケーションの各表示がアプリケーション自体にどう影響するかを熟知して
いる必要があります。以下の 3 つの表示のいずれかを選択できます。

❏ ウィンドウ (出力のみ)

❏ ウィンドウ (入力/出力)

❏ ウィンドウなし

詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

アプリケーション起動のカスタマイズ

Java GUI または opcappl コマンドで -chg_app オプションを使用して、起

動される前に、あらかじめ設定されたアプリケーションの起動属性を変更で
きます。

HPOM 管理者がアプリケーションの起動属性を定義します。以後、オペレー

タは Java GUI からアプリケーションを直接起動できます。

カスタマイズできる起動属性は次のとおりです。

❏ アプリケーションのターゲットノード
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❏ アプリケーション呼び出しのパラメータ

❏ アプリケーションを実行するユーザー

アプリケーショングループまたは個々のアプリケーションの起動属性をカ
スタマイズするには、次の手順に従ってください。

1. Java GUI で、[アクション] を右クリックし、[カスタマイズ/起動] を選択

します。[ツール起動 - カスタマイズ ウィザード] が表示されます。

2. カスタマイズ ウィザードで、カスタマイズするツール (アプリケーショ

ン) を選択し、[次へ] をクリックします。

3. ツールを実行するターゲットノードのリストを指定して、[次へ ] をク

リックします。

4. ツール実行に必要な追加情報を指定します。

• 追加パラメータ
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アプリケーション呼び出しでノード名がオプションとして受け入れ
られる場合は、[追加パラメータ ] フィールドでノードを指定できま

す。たとえば、-nodes オプションを使用するアプリケーション呼

び出しでは、オプションと引数 -nodes $OPC_NODES を使用できま

す。変数 $OPC_NODES はノードのリストを展開表示します。利用で

きる変数は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』に記載されてい

る一覧を参照してください。

• ユーザー名とパスワード

ターゲットノード用にあらかじめ設定されているユーザー名とパス
ワードが表示されます。パスワードはアスタリスク(*) 文字列として

表示されます。ユーザー名とパスワードを変更し、別のユーザーと
してアプリケーションを実行することもできます。

注記 HPOM 管理者は、ノードへのログオンとアプリケーションの起動に対して

デフォルトのユーザー名とパスワードを指定します。たとえば、HP
OpenSpoolにはデフォルトのユーザー名として spooladm が設定されてい

ます。

opcappl(1) コマンドラインツールについての詳細は、opcappl(1) のマニュ

アルページを参照してください。
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HPOM ライセンス

HP Operations 管理サーバーや HP Operations Agent など、多くの HP
Operations Manager 製品コンポーネントにはライセンスが必要です。

HPOM コンポーネントのライセンスがインストールされていないと、使用

がロックされる可能性があります。

ライセンスの種類

❏ インスタントオンライセンス

インスタントオンライセンスとはテンポラリライセンスで、製品を 60
日間制限なしで評価目的に使用できます。このライセンスは HP
Operations Manager のインストール中にインストールされ、初期化さ

れます。このライセンスは、60 日の評価期間後に有効期限が切れます。

製品の使用を継続するには、新しい製品ライセンスパスワードをインス
トールする必要があります。

❏ 恒久的なライセンス

本番ライセンスとは、通常の製品使用のためのライセンスです。すべて
の製品コンポーネントについて利用可能です。

非本番ライセンスとは、バックアップシステムなど、特殊な目的のため
のライセンスまたはライセンスパスワードです。

ライセンスの検証

HPOM のライセンスステータスは、1 日 1 回チェックされます。ライセンス

取得済みオブジェクトのいずれかのライセンスステータスが OK ではなかっ

たり、利用可能なライセンスの数が危険域に達すると、内部 HPOM メッセー

ジが生成され、ライセンス管理者に電子メールが送信されます。ライセンス
ステータスは、ライセンス管理ツールを使用して、いつでも確認できます。

ターゲットコネクタ数

必要とされるターゲットコネクタライセンス数を判断するため、データベー
スでメッセージが見つかったノードの数は 1 日 1 回カウントされます。

HP Operations Agent がインストールされているノードには、ターゲットコ

ネクタライセンスが必要ないため、カウントされません。
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[today-31 days 00:00hrs] と [today 00:00hrs] の間の履歴データの値を使用

して 30 日間の平均が計算されます。30 日間の平均はライセンスレポートに

表示され、インストールされたターゲットコネクタライセンスの確認に使用
されます。複数の値が保存されている日がある場合は、その日の平均値が

30 日の平均の計算に使用されます。

opcremsyschk -list コマンドを使用して、計算に使用された過去 30 日間

の値を確認できます。

ライセンス通知

HPOM ライセンス供与済みコンポーネントのライセンスステータスには、

「ライセンス取得済み」と「ライセンス未取得」の 2 つがあり、ライセンス違

反通知 (警告) レベルには、注意域、重要警戒域、危険域の 3 つがあります。

ライセンス違反通知レベルは、ライセンスタイプによって若干異なります。

❏ インスタントオンライセンス

レベル 1 - 注意域通知 : インスタントオンライセンスの有効期限が切れ

る 6 ～ 14 日前に、注意域通知が HPOM メッセージブラウザに送信さ

れ、電子メールがライセンス管理者に送信されます。

レベル 2 - 重要警戒域通知 : インスタントオンライセンスの有効期限が

切れる 0 ～ 5 日前に、重要警戒域通知が HPOM メッセージブラウザに

送信され、電子メールがライセンス管理者に送信されます。

レベル 3 - 危険域通知: インスタントオンライセンスの有効期限が切れる

ときに、危険域通知が HPOM メッセージブラウザに送信され、電子メー

ルがライセンス管理者に送信されます。ライセンスはロックされます。

❏ 恒久的なライセンス

ライセンスがインストールされておらず、ライセンスが使用されていな
いと、ライセンスステータスは正常域と見なされます。

レベル 1 - 注意域通知 : 使用されているライセンスの数がインストール

されているライセンスの数の 90% より大きく、100% より小さい場合、

注意域通知が HPOM メッセージブラウザに送信され、ライセンス管理

者に電子メールが送信されます。

レベル 2 - 重要警戒域通知 : 使用されているライセンスの数がインス

トールされているライセンスの数の 100% より大きく、110% より小さ

い場合、重要警戒域通知が HPOM メッセージブラウザに送信され、ラ

イセンス管理者に電子メールが送信されます。
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レベル 3 - 危険域通知 : 使用されているライセンスの数がインストール

されているライセンスの数の 110% より大きい場合、危険域通知が

HPOM メッセージブラウザに送信され、ライセンス管理者に電子メール

が送信されます。使用されているライセンスの数がインストールされて
いるライセンスの数の 110% より大きいとライセンスはロックされます。

小規模環境のサポート

小規模の HPOM 環境を少数の管理対象ノードでより適切にサポートするに

は、危険域のライセンスしきい値 (レベル 3) を 5 以上に設定する必要があ

ります。

たとえば、HP Operations Agent ライセンスが 20 の HP Operations サー

バーで、危険域通知レベル (レベル 3) は 22 ではなく 25 に設定するのが効

率的です。こうすることで、不必要な制限が回避され、ライセンスがロック
される前に、追加システムをセットアップする柔軟性がユーザーに提供され
ます。

ライセンスの可用性

1 つ以上のライセンス取得済み製品コンポーネントについて、ライセンスが

なかったり、ライセンスの数が不十分だという状況が発生する可能性があり
ます。

• 利用可能な HP Operations 管理サーバーライセンスがないと、サーバー

プロセスは開始できません。不足しているライセンスはライセンスレ
ポート、またはライセンスステータスの概要で報告されます。

• 利用可能な HP Operations Agent ライセンスがないと、新しいノードを

HP Operations Manager データリポジトリに追加して設定することが

できません。すでに設定されているノードは使用、変更、またはデータ
リポジトリから削除できます。不足しているライセンスはライセンスレ
ポート、またはライセンスステータスの概要で報告されます。

• ターゲットコネクタライセンスの数が不足していると、不足しているラ
イセンスはレポートされますが、実行が強制されることはありません。
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ユーザーとユーザープロファイルの設定

HPOM 環境に含めるすべての操作の設定を完了すると、ユーザーの設定を

開始できます。

その例を次に示します。

ユーザーのタイプ 作業の概要

オペレータ 管理対象ノードとオブジェクトの監視
と保守

HPOM で設定できるユーザーの作業範囲についての詳細は、第 1 章「HPOM
の概要」を参照してください。

設定した各ユーザーをデータベースに直接追加し、opccfguser コマンドラ

インツールを使用してオペレータを設定できます。

詳細は、opccfguser(1m) のマニュアルページを参照してください。

ユーザーの追加

新規ユーザーを追加するには、コマンドラインツール opccfguser を使用

します。ユーザー名を指定してパスワードを割り当てる必要があります。た
とえば、「John」というユーザーを追加する場合は、次のコマンドを実行し

ます。

opccfguser -add_user john -password secret -label John 
-real_name John Doe 

詳細は、opccfguser(1m) のマニュアルページを参照してください。

オペレータの追加

HPOM の管理者は、オペレータに広範囲な機能と強力なツールを提供する

ことができます。オペレータは、環境中のシステムへのアクセス、すべてま
たは特定のシステムで実行されるコマンドやスクリプトを発行したり、重要
な修復アクションを実行できます。オペレータは、コンピューター環境全体
で提供される継続的なサービスに対する責任も負っています。このために
は、オペレータコマンドとネットワークプラットフォームに関する基本的な
知識を持ち、複数のタスクの中で優先順位を決定できなければなりません。
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オペレータの作業範囲

HPOM はオペレータの効率を高めながら、その負荷を軽減します。オペレー

タにツールを指定する場合、オペレータにはそのツールを使うのに必要な経
験と技術がなければなりません。また、管理対象のシステムに関する知識が
あり、環境内での担当者を知り、使用可能なアプリケーション、コマンド、
およびスクリプトを理解でき、トラブルシューティングの手続きを使えなけ
ればなりません。

オペレータの設定

オペレータの設定では、次の各項目を定義する必要があります。

ケーパビリティ アクションの起動と停止、受諾と受諾
解除、メッセージの所有と所有解除、
およびメッセージ属性の変更に関する
属性。

作業範囲 割り当てられたノード上の、割り当て
られたメッセージグループに属する全
イベントの作業範囲。

アプリケーション オペレータが利用可能なアプリケー
ションとツール

プロファイル HPOM の抽象ユーザーの設定を定義す

る、設定済みのユーザープロファイル。

ノード階層 オペレータの管理対象ノードの階層レ
イアウト。

オペレータの追加に必要なユーザー名とパスワードは、UNIX のユーザーと

パスワードとは関係ありません。HPOM ユーザーのファイル権限と環境設

定についての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してくだ

さい。
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オペレータプロファイルの設定

HPOM 環境に新規オペレータを追加するには、ユーザープロファイルとい

う抽象的なユーザーを設定して、これらのユーザープロファイルをオペレー
タに割り当てる方法があります。または、既存ユーザーの設定をコピーして
名前を変更します。新規オペレータの設定にこの方法を選んだ場合、そのオ
ペレータに対して保存されたブラウザ設定も他のオペレータの設定データ
と共にコピーされることに留意してください。

デフォルトのオペレータプロファイル

HPOM にはデフォルトのオペレータプロファイル、opc_opが用意されてお

り、既定の組織または環境の必要性を正確に反映する新しいオペレータプロ
ファイルを作成するための基礎として使うことができます。

opc_op オペレータは、システム管理機能を制御します。opc_op オペレー

タは主にシステム環境内で作業し、アクセスできるのは一部のツール (プロ

セス、ディスク容量、印刷状況など ) に限られています。デフォルトでは、

opc_op にはすべての権限が与えられており、すべてのデフォルトメッセー

ジグループが作業範囲です。

注記 opc_op オペレータは、ネットワーク動作の管理には関与しません。

HPOM オペレータのデフォルト環境についての詳細は、「メッセージグルー

プとノードグループの割り当て」(97 ページ) を参照してください。
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メッセージグループとノードグループの割り当て

オペレータに対するメッセージグループとノードグループの指定は 1 つの

手順で行います。ノードグループをオペレータに指定すると、そのグループ
内のノードが自動的にオペレータの作業範囲になります。ノードグループを
選択してからオペレータが担当するメッセージグループを指定するか、メッ
セージグループを選択してからノードグループを指定します。

メッセージグループとノードグループをオペレータに割り当てるには、コマ
ンドラインツール opccfguser を使用します。たとえば、「john」というユー

ザーにすべてのノードグループとすべてのメッセージグループに対する作
業範囲を割り当てるには、次のコマンドを実行します。

opccfguser -assign_respons_user -user john -node_group -all 
-msg_group -all

詳細は、opccfguser(1m) のマニュアルページを参照してください。

オペレータへのグループ割り当ての基準

オペレータにグループを割り当てる際の基準は次のとおりです。

ジョブ機能 オペレータにメッセージグループ「バックアップ」を割り
当て、バックアップタスクを実行するノードが属するすべ
てのノードグループを設定できます。

地理的な場所 1 つの建物や施設内にあるすべてのノードグループ、およ

び関連するメッセージグループを割り当てることができ
ます。

ノードタイプ すべての IBM システムおよび関連するメッセージグルー

プを割り当てることができます。

注記 複数のユーザーに複数のサービスを提供する複雑なノードは、多数のメッ
セージを生成する場合が多く、注意が必要です。そのようなノードを1 人の

オペレータに多数割り当てると、管理対象ノードの管理がきわめて困難に
なってしまいます。
第 2 章 97



HPOM の設定と保守

ユーザーとユーザープロファイルの設定
オペレータの作業範囲の多重定義

環境に複数の場所が含まれる、または環境がグローバルネットワーク環境で
ある場合は、オペレータの作業範囲を層に分けて定義できます。たとえば、
各場所のノードグループをそれぞれ別のオペレータに割り当て、接続ネット
ワークのメッセージグループをその他のオペレータに割り当てます。同一の
管理対象ノードグループやメッセージグループを複数のオペレータで管理
するように設定することもできます。

オペレータの管理対象ノード階層の割り当て

オペレータの管理対象ノード階層では、オペレータがアクセスできるノード
はオペレータの作業範囲が決定される際にすでに決められています。オペ
レータに管理対象ノードの階層を割り当てるには、登録ノード階層内でノー
ド階層を選択し、[ユーザーの追加/変更] ウィンドウの [マップ選択の取込み]
をクリックします。ノード階層の詳細は「HPOM ノード階層」(58 ページ) 
を参照してください。

ツールのオペレータへの割り当て

管理者はオペレータがその仕事の実行に必要なすべてのツールを持ってい
ることを確認します。オペレータの仕事とは、割り当てられたノードの集ま
りのメッセージグループを管理することであり、オペレータが効率的にノー
ドを管理できるように、必要なツールを決定しなければなりません。オペ
レータには、コマンド、スクリプト、アプリケーション、ブロードキャスト
機能、システムへのアクセスなどのすべてのツールを割り当てることができ
ます。

オペレータが担当する管理対象ノードとサービスは、オペレータごとに異な
ります。それぞれのオペレータが互いに異なる作業を行うこともありうるた
め、各オペレータに割り当てられているノードグループやメッセージグルー
プを調べる必要があります。

オペレータのツールセットの定義

オペレータ用のツールセットを定義する際には、ノードグループやメッセー
ジグループに関して次の事柄を考慮します。

❏ どのようなサービスが提供されているか?

❏ 接続されている周辺装置は何か?

❏ どのようなシステムとインテリジェントデバイスが含まれるか?

❏ どのようなアプリケーションが動作しているか?
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❏ ノードが特定の機能専用かどうか?

オペレータが適切なツールを持っているかどうかの検証

適切なツールを用意したかどうかを確認するには、次の質問で判断します。

❏ アクセス

オペレータが管理対象のシステムにアクセスできるか?

❏ アクション

自動アクションとオペレータ起動アクションが、各管理対象オブジェク
トで発生する可能性のある危険域状態または注意域状態に対して十分
に対応できるか?

❏ 権限

オペレータは管理対象ノード群ですべてのアプリケーションを実行で
きる権限を持っているか?

❏ スクリプト

トラブルシューティングや修復アクションに使うスクリプトとコマン
ドにオペレータがアクセスできるか?

ユーザーへのアプリケーションとアプリケーショングループの割り当て

アプリケーションとアプリケーショングループをオペレータ、オペレータの
リスト、またはすべてのオペレータに割り当てるには、コマンドラインツー
ル opccfguser を使用します。アプリケーションのリストをコマンドライ

ン文字列で指定するか、割り当てるすべてのアプリケーションを指定した
ファイルを参照します。詳細は、opccfguser(1m) のマニュアルページを参

照してください。

たとえば、system_groups.txt ファイルにリストされたアプリケーション

グループをオペレータ opc_op に割り当てるには、次のコマンドを実行します。

opccfguser -assign_appgrp_user opc_op -appgrp -file 
system_groups.txt

ユーザープロファイルの割り当て

ユーザープロファイルの設定完了後、環境内にオペレータを容易かつ速やか
に設定できます。必要な作業は、設定するオペレータに対応するプロファイ
ルを指定するだけです。ユーザープロファイル設定の詳細は、「ユーザープ
ロファイルの設定」(101 ページ) を参照してください。
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ユーザープロファイルの割り当てには、コマンドラインツール opccfguser
を使用します。その例を次に示します。

opccfguser -assign <profile name> -all

詳細は、opccfguser(1m) のマニュアルページを参照してください。

ヒント オペレータに割り当てたノードグループとメッセージグループの合計数を
確認するには、直接、またはユーザープロファイルから、そのオペレータの
レポートを生成します。詳細は「レポートの生成」(122 ページ) を参照して

ください。
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ユーザープロファイルの設定

複雑な環境でも、ユーザープロファイルを使えばユーザー管理が容易になり
ます。デフォルトの設定を使って抽象ユーザー群の階層セットを作成し、設
定している実際のオペレータにそれを適用します。

注記 HPOM には、デフォルトのユーザープロファイルはありません。

たとえば、データベース管理者のユーザープロファイルには、データベース
の設定と保守を行うためのアプリケーションから構成されるアプリケーショ
ングループが含まれます。これに加えて、データベースが動作するすべての
管理対象ノードを含むデータベースノード階層を設定すれば、HPOM 環境

内のデータベースサーバー群を担当する新規のオペレータを簡単に設定で
きます。必要な権限を持つオペレータを追加し、データベース管理者にデー
タベースノード階層とユーザープロファイルを割り当てるだけです。新規オ
ペレータの作業範囲やアプリケーションを拡張する必要がある場合 (ユー

ザープロファイルに含まれない作業範囲またはアプリケーションを追加す
る場合) には、それらを個別に割り当てます。

ユーザープロファイルは管理 UI を使用して設定できます。opccfguser コ
マンドを使用して、ユーザープロファイルをリスト表示、割り当て、割り当
て解除することもできます。詳細は、opccfguser(1m) のマニュアルページ

を参照してください。
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非 root での運用

非 root ユーザーは、root ユーザーと比較して使用できる権限が制限された

ユーザーです。

非 root ユーザーとして操作するために満たす必要がある要件については、

「非 root 操作の要件」(102 ページ) を参照してください。

注記 非 root ユーザーとして実行しているときに HP Operations 管理サーバーを

ホストするシステムを再起動すると、HPOM プロセスは opc_op ユーザー

によって起動されます。

HPOM が非 root 操作モードの場合、opcuiwww プロセスは opc_op ユーザー

によって常に起動されます。

非 root ユーザーの制限の範囲については、「非 root ユーザーの制限」

(103 ページ) を参照してください。

重要 HPOM を非 root ユーザーとして実行すると、HP Operations Agent は非 root
混在モードで再設定されます。HP Operations Agent サイドの非 root 操作に

関する要件と制限については、HP Operations Agent のドキュメントを参照

してください。

非 root 操作の要件

HPOM を非 root ユーザーとして実行できるようにするには、次の要件を満

たす必要があります。

❏ ポリシーを使ってログファイルをモニターできるようにするには、その

ログファイルを読み込む権限が必要です。

❏ 自動コマンド、オペレータ起動コマンド、ツール、定期タスクを使用し

てプログラムを起動できるようにするには、そのプログラムを起動する
権限が必要です。

❏ HPOM を非 root ユーザーとして管理するには、一次 UNIX グループを

opcgrp に設定し、umask を 002 に設定する必要があります。
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注記 非ユーザー操作に切り替えると、非 root ユーザーとしてしか動作できま

せん。プロセスを root ユーザーで起動するには、opcsv コマンドを使

用します。使用方法についての詳細は、opcsv マニュアルページを参照

してください。

非 root ユーザーの制限

非 root 操作には次の制限が適用されます。

❏ RHEL 5.x では非 root 操作はサポートされていません。

❏ 一部の Smart Plug-in では、非 root ユーザーとして実行する場合に追加

の設定または追加のユーザー権限が必要になる場合があります。詳細
は、それぞれの Smart Plug-in に付属のドキュメントを参照してください。

❏ 管理サーバー上でローカルに実行されている HP Operations Agent の
アップグレードは、root ユーザーでのみ行うことができます。

❏ opcdbinit および opcdbsetup コマンドは、root ユーザーしか使用で

きません。使用方法についての詳細は、これらのコマンドの該当するマ
ニュアルページを参照してください。

❏ バックアップと復元スクリプト (opcbackup_offline、
opcrestore_offline、opcbackup_online、opcrestore_online) は、

非 root 操作モードで実行するように設定されている HPOM では使用で

きません。

非 root ユーザー設定

HPOM インストール/設定中、またはアップグレードプロセスでは、非 root
ユーザーによって HPOM を実行するように設定できます。

詳細は『HP Operations Manager 管理サーバーインストールガイド』を参照

してください。

非 root ユーザー特権とケーパビリティ

非 root ユーザーとして HPOM を実行すると、root ユーザーと比較して使用

できる権限が制限されます。
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ただし、通常 root ユーザーしか使用できない機能の一部が、特定の特権

(HP-UX および Solaris) またはケーパビリティ (Linux) を要求センダプロセ

ス (/opt/OV/bin/OpC/ovoareqsdr) および 
/opt/OV/bin/OpC/utils/opckilluiwww バイナリに割り当てることで、

非 root 操作に対しても有効になります。

次のケースがこれに該当します。

❏ HP-UX

• netrawaccess 特権が要求センダに割り当てられます。これにより、

要求センダプロセスは定期ポーリングを行うために ICMP パケット

を送信できます。

• 所有者特権は /opt/OV/bin/OpC/utils/opckilluiwww バイナリ

に割り当てられます。

これにより、HP Operations 管理サーバープロセスが停止した場合

に Java GUI を停止できます。

❏ Linux

❏ cap_net_raw ケーパビリティが要求センダに割り当てられます。こ

れにより、要求センダプロセスは定期ポーリングを行うために

ICMP パケットを送信できます。

❏ cap_kill ケーパビリティは /opt/OV/bin/OpC/utils/opckilluiwww
バイナリに割り当てられます。

これにより、HP Operations 管理サーバープロセスが停止した場合

に Java GUI を停止できます。

❏ Solaris

setuid ビットは ovoareqsdr バイナリに設定されます。バイナリの所

有者は root であるため、このプロセスは root ユーザーとして起動され

ます。

ただし、要求センダは特権対応のアプリケーションであるため、その特
権を要求されたものだけに制限します。

次のケースがこれに該当します。

❏ 有効な特権: basic、net_icmpaccess

❏ 継承可能な特権: basic、proc_owner
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HPOM の設定の更新

本項では、HPOM のインストール後に行う設定の変更を説明します。HPOM
ソフトウェアのインストールの詳細は、『HPOM 管理サーバーインストール

ガイド』を参照してください。

設定の配布

最初のソフトウェアインストールと設定は、常に管理サーバー上で行いま
す。最初のデフォルト設定では、管理サーバーが唯一の管理対象ノードで
す。設定の変更 (ノード、モニタープログラム、ポリシーの追加など ) は管

理サーバーで実行し、変更を行うたびに管理対象ノードに変更内容を配布し
ます。

設定の部分的な配付

HPOM 管理者は、設定のどの部分を管理対象ノードに配布するか、および

どの HPOM ノードに設定データの受信を許可するかを決定できます。たと

えば、新しいノードを追加したり、特定の管理対象ノードの設定を更新する
際には、そのノードに管理サーバーからソフトウェアを配布します。

配布するソフトウェアは次のとおりです。

❏ エージェントソフトウェア

管理対象ノード用の HPOM ソフトウェア (アクションエージェント、

メッセージエージェント、およびモニターエージェントなど ) をすべて

含みます。必要な配布は 1 回だけですが、管理対象ノードを新たに設定

に追加するたびに、エージェントソフトウェアを新しいノードに配布し
なければなりません。また、新しいバージョンのエージェントソフト
ウェアをインストールする場合も、このソフトウェア構成要素を選択す
る必要があります。

❏ ノード設定

次の各項目が含まれています。

• ポリシー

設定されたメッセージとモニターソース、および MoM 設定ポリ

シー。ポリシーはそれが使われる管理対象ノードに配布します。
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• アクション

自動アクションやオペレータ起動アクション、またはスケジュール
アクションの開始時に起動されるスクリプト、プログラム、または
アプリケーション。アクションはそれが開始されるそれぞれの管理
対象ノードに配布します。

• モニター

モニターエージェントがモニター対象オブジェクトのチェックに使
うスクリプトとプログラム。これらのスクリプトとプログラムは、
それを起動するノード上に配置します。

• コマンド

[ブロードキャストコマンド ] ウィンドウで起動されるスクリプト、

プログラム、アプリケーション、あるいはJava GUI で起動されるそ

の他のアプリケーション。これらのスクリプト、プログラム、また
はアプリケーションは、それを起動する管理対象ノードに配布し
ます。

ソフトウェア配布の準備

配布の準備として、HPOM はポリシーを HPOM データベースからローカル

ファイルにダウンロードします。ダウンロードの頻度を最低限に抑えるた
め、HPOM は配布後にポリシーファイルを管理サーバーに保存します。こ

のファイルは他の管理対象ノードに後で配布できるように保存されます。

注記 ファイルが配布前にダウンロードされるのは、データベース内のポリシーが
変更されたか、ローカルファイルが存在しない場合のみです。

ネットワークの負荷を減らしてパフォーマンスを向上させるため、HPOM
は設定の変更された部分のみを更新します。

管理対象ノードへの設定の配布

管理サーバーから管理対象ノードへ設定をインストールまたは更新するに
は、次の手順を実行します。

1. インストールまたは更新される設定を定義します。

2. ポリシーをノードに割り当てます。

3. 設定のインストールまたは更新の方法を定義します。
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設定のインストールや更新には、opcragt -distrib オプションを使用

します。設定内の配布する部分を指定します。-force オプションを使

用すれば、設定全体を置き換えることができます (例: opcragt 
-distrib -force)。

注記 エージェントソフトウェアは、inst.sh コマンドを使えば、手動で管理対

象ノードにインストールすることもできます。さらに、opcragt コマンド

を使えば、ポリシーやアクション、モニター、またはコマンドを手動で管理
対象ノードに配布できます。どちらのコマンドも非対話モードで実行できる
ため、インストールや更新は夜間や週末など、任意の時間に実行されるよう
にスケジュール設定できます。詳細は inst.sh(1m) と opcragt(1m) のマニュ

アルページを参照してください。HP Operations Agent ソフトウェアの手動

インストールについての詳細は、HP Operations Agent のドキュメントを参

照してください。

強制アップデート

force オプションを選択せずに標準のインストールや更新を実行すると、設

定に含まれる新しい情報だけが転送されます。デフォルトでは、変更されて
いない情報は転送されず、それによりネットワークの負荷が減少し、転送時
間が短縮されます。force オプションを使うと、HPOM は指定されたすべ

ての設定のインストールまたは更新を、選択された管理対象ノードで実行し
ます。

注意 -force オプションは、できるだけ使用しないでください。HPOM のパフォー

マンス向上を図ることができなくなります。

管理対象ノードへのポリシーの配布

ポリシーは、それを必要としている管理対象ノードのみに配布します。管理
サーバーでポリシー定義を維持し、変更はそこで行います。変更した定義は
必要に応じて再配布します。メッセージグループや重要度レベルなど、メッ
セージポリシーの属性に変更を行ったときは、ポリシーのインストールまた
は更新が必要になります。
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たとえば、管理対象ノード上のプロセス数をチェックするモニタースクリプ
トを作成したとします。管理対象ノードにポリシーを割り当てたら、モニ
ターする管理対象ノードに対して管理サーバーからポリシーをインストー
ルまたは更新します。ポリシー本体の構文についての詳細は、付録 A「ポリ

シー本体の構文」(355 ページ) を参照してください。

注記 この例では、管理対象ノードにモニタースクリプトをインストールまたは更
新する処理が必要になることもあります。詳細は「しきい値モニターからの
メッセージ」(257 ページ) を参照してください。

新規メッセージソースポリシーの定義が完了し、ポリシーをポリシーグルー
プに含め、そのポリシーまたはポリシーグループを管理対象ノードに割り当
てた後、それを管理対象ノードに配布します。

HPOM によってインストールされるポリシー

HPOM は次の各ポリシーを管理対象ノードにインストールします。

❏ 対象のノードに割り当てられている全ポリシー

❏ 対象のノードに割り当てられているポリシーグループ内の全ポリシー

❏ 対象のノードを含むノードグループに割り当てられている全ポリシー

❏ 対象のノードを含むノードグループに割り当てられているポリシーグ

ループ内の全ポリシー

注記 ポリシーまたはポリシーグループを削除または変更したり、特定のノードに
対するポリシーの割り当てを解除した場合、それらの変更を反映するには、
影響を受ける管理対象ノードに新しい設定を配布する必要があります。

変更中のポリシーはロックされており、管理対象ノードには配布されませ
ん。HPOM 管理者は、管理対象ノードへのポリシーの割り当てを確認し、配

布すべきポリシーをチェックするために、配布レポート (ノード設定レポー

ト) を生成できます。詳細は「レポートの生成」(122 ページ) を参照してく

ださい。

配布レポートの生成には、次のコマンドを使用します。
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/opt/OV/bin/OpC/call_sqlplus.sh node_conf <node name>

ポリシーとノードの重複する組み合わせの自動回避

HPOM は配布を開始する前に、各ポリシーが管理対象ノードに一度だけイ

ンストールまたは更新されること、およびポリシーとノードの無効な組み合
わせがないことを確認します。ポリシーは複数のポリシーグループに属した
り、複数のノードに割り当てられる場合があるため、同じポリシーが同じ
ノードに 2 回割り当てられる可能性があります。また、ポリシーとノード

の組み合わせが無効な場合もあります。たとえば、特定プラットフォーム用
のポリシーが、他のプラットフォームで稼動しているノードに割り当てられ
る場合などです。

1 つのポリシーが管理対象ノードに複数回割り当てられる場合、HPOM は
重複した割り当てを無視し、ポリシーの配布を一度だけ行います。
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配布のヒント

本項では、HPOM のソフトウェア、設定、およびポリシーを、より迅速か

つ容易に配布するためのヒントを説明します。

更新が必要なノードのみを更新

HPOM での配布を円滑化する最も容易な手段の 1 つは、更新するノードを、

更新が必要なノードだけに限定することです。

ノードの更新には、コマンドラインツール opcragt を使用します。このツー

ルを -distrib オプション付きで使用すれば、1 個のノード、ノードグルー

プ、または全ノードのいずれに対しても更新を適用できます。例: ノードグ

ループに更新を適用する場合

opcragt -distrib -nodegrp <group>

<group> には、ノードグループの名前を指定します。

詳細は、opcragt(1m) のマニュアルページを参照してください。

注記 UNIX クラスタに配布する場合には、モニター、アクション、およびコマン

ドを各クラスタクライアントに配布する必要があります。

配布時のノード数の削減と重要度の引き下げ

新しい設定データを数多くのノードに同時に配布すると、メッセージブラウ
ザ など、一部の HPOM サービスのパフォーマンスが低下することがあり

ます。

この問題を回避する方法は次のとおりです。

❏ ノード数を最小限に抑える

OPC_MAX_DIST_REQS 構成変数を使用して、同時に新しい設定データを

受信する管理対象ノードの数を最小限に抑えます。

❏ 優先度を下げる

nice(1) コマンドを使って、管理サーバー上の opcbbcdist プロセス

の優先度を下げます。
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❏ カテゴリベースの配布方法、または選択的配布機能を使用する

opcbbcdist のカテゴリベースの配布方法、または選択的配布機能を選

択して、特定のノードで必要とされない特定の設定ファイルの配布を回
避します。

カテゴリベースの配布方法、または選択的配布機能についての詳細は、
『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

ポリシーの手動配布

管理対象ノードにポリシーを手動で配布することが望ましい場合もありま
す。たとえば、夜の間に配布が行われるようにスケジュールする場合、また
はセキュリティ基準でネットワーク経由でのポリシーの転送が許可されて
いない場合です。HPOM は次の種類の手動配布をサポートします。

❏ ネットワーク経由

opcragt コマンドラインツールを -distrib オプション付きで実行し

て、ポリシーやアクション、コマンド、およびモニターを管理対象ノー
ドに配布します。詳細はマニュアルページのopcragt(1m) を参照してく

ださい。

❏ その他の媒体

ネットワーク経由での設定の配布が望ましくない場合には、コマンドラ
インツール opctmpldwn を使えば、ポリシーを暗号化してダウンロード

できます。ダウンロードした設定を管理対象ノードまで移動する方法は
任意です。詳細は、マニュアルページ opctmpldwn(1m) を参照してくだ

さい。

オペレータ設定を伴わない配布

新しいオペレータを追加する際には、そのオペレータの作業範囲になる管理
対象ノードとメッセージグループのセットを定義します。このオペレータ設
定は管理サーバーに保存され、管理対象ノードには配布されません。追加し
たオペレータが特殊なログオンやアプリケーション起動のカスタマイズ、ま
たはブロードキャストコマンドを実行できる場合、これらの機能をオペレー
タが使うたびに、対応するオペレータ設定情報が管理対象ノードによって検
証されます。この情報は、ソフトウェアや設定と共に配布することはありま
せん。
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設定変更の同期

HPOM のデータ同期機能では、HP Operations サーバーコンポーネント内

(GUI、HP Operations 管理サーバープロセス、API など) の設定データの自

動更新が提供されています。

設定の更新には、設定オブジェクト (ノード、ノードグループ、アプリケー

ション、アプリケーショングループ、ポリシー、ポリシーグループ、メッ
セージグループ、ユーザープロファイル) の追加、削除、割り当て、割り当

て解除、グループ替えが含まれます。

設定変更は、ポリシーの更新など、1 つの設定オブジェクトで実行できる簡

単な操作です。または、1 つの種類の設定オブジェクトが別の種類の設定オ

ブジェクトに割り当てられたり、割り当て解除される場合、たとえば、ノー
ドをノードグループに割り当てるのは、複雑な操作になります。HPOM で
は、オンラインの設定更新が使用できますが、これは設定変更がサーバープ
ロセスと GUI の再起動なしで適用されることを意味します。

HPOM 設定はデータベース、設定ファイル、構成変数に保存されます。

opccfgupld ツールで設定が変更されるたびに、データベースの変更がアッ

プロードされます。ovconfchg ツールが使用されるたびに、サーバープロ

セスで使用される大多数の構成変数の内容が更新されます。構成変数につい
ての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

次の HPOM 設定ファイルは、ovconfchg ツールが使用されるときに再ロー

ドされます。

• 運用停止ポリシー

• メッセージ転送ポリシー

• MSI conf. ファイル

• 内部名前解決 conf. ファイル

設定ストリームインタフェース (CSI) は、設定変更を同期させるためのメッ

セージストリームインタフェース (MSI) の拡張です。CSI は、内部 (サーバー

プロセス、Java GUI) および外部 (API クライアント) の設定コンシューマー

に対して設定変更の登録機能を提供します。Java GUI とサーバープロセス

はデフォルトで設定変更に登録されます。opcif_* API を使用して、設定変

更通知に登録できます。
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再設定後の GUI の同期

HPOM 設定の更新が実行されると、ノード、ノードグループ、アプリケー

ション、メッセージグループなどの Java GUI 設定オブジェクトで関連する

変更が実行されます。

HPOM には、設定更新中にサーバーと Java GUI を同期させる機能がありま

す。ほとんどの設定変更が自動的に Java GUI に反映されるため、再起動す

る必要はありません。関連する設定の変更点を GUI 上ですぐに確認するこ

とができます。

たとえば、ノード階層が変更されたり、アプリケーションがアプリケーショ
ングループに追加された場合、同期させる機能によって、GUI を再起動した

り、ログオフしてログインし直したりせずに、これらの変更を確認できます。

ただし、大規模な設定変更 (opccfgupld を使用した設定のアップロード、

ユーザーへのプロファイルの割り当てや割り当て解除など ) の場合は、

HP Operations 管理サーバーから新しい設定を再ロードする必要がありま

す。自動サービス再ロードオプションを無効にしたフィルター定義の更新や
サービスの変更にも再ロードが必要です。Java GUI からログアウトする必

要はありません。

注記 設定ストリームインタフェース (CSI) に接続されている場合、同期イベント

は外部ユーザー (設定 API のユーザーなど) に転送されます。

設定更新ツール opccfgupld が実行されている場合、Java GUI への新しい

ログインはブロックされ、「opccfgupld の実行中はログインできません」、

というエラーメッセージが表示されます。

最新コンテンツへの自動アクセス

HPOM 管理者 GUI セッションを初めて開く直前に、新しいウィンドウに

HPOM データベースから直接最新データが読み込まれます。これにより、

ユーザーとアプリケーションの両方が、単一の変更済みオブジェクトの最新
の内容にアクセスできます。
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セッションの手動再起動

[セッションの再起動] オプションを選択すると現在のセッションは通常通り

終了しますが、メニューの [クローズ] オプションや [終了] オプションとは異

なり、終了の確認はありません。[セッションの再起動] オプションは開いて

いるウィンドウをすべて閉じ、[設定の保存/ホームセッション] で保存された

最新の設定 (ノード、メッセージ、およびアプリケーション各グループの内

容と設定を含む ) を使って HPOM セッションを再開します。ただし、セッ

ションの終了前に設定と詳細を保存していない場合には、[アプリケーショ

ンの出力] ウィンドウや [レポートの出力] ウィンドウなどのウィンドウは開

かず、開いたウィンドウの位置もセッション終了時とは異なる場合がありま
す。このシステムの動作は、ログアウトして再ログインする場合と同様です。

トランザクション時のコンポーネントの自動ロック

HPOM の設定データは複数のプロセスが並行して操作できるため、必然的

に設定データとその変更の管理が求められます。HPOM では、アプリケー

ションによって変更されているデータはロックされ、他のアプリケーション
やユーザーが並行して変更できないようになっています。変更後、サーバー
プロセスとユーザーインタフェースの両方が自動的に同期され、更新された
設定データを確認して使用できるようになります。

HPOM では、設定データの変更後にコンポーネントを同期するため、ロッ

クを使ったトランザクションの概念が使われます。このトランザクションの
概念では、ユーザートランザクションの開始、コミット、およびロールバッ
クを実行する API 関数がサポートされています。
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データのバックアップと復元

本項では、HP Operations 管理サーバーでデータをバックアップおよび復元

する方法を説明します。

データのバックアップ

HPOM には、管理サーバー上のデータをバックアップするために、次の 2
つのスクリプトが用意されています。

❏ opcbackup_offline

手動のオフラインバックアップ。自動バックアップに必要なリソースが
得られない場合、opcbackup_offline  スクリプトと opcrestore_offline
スクリプトを使って、オフラインで完全なバックアップを行えます。

❏ opcbackup_online

自動バックアップ。opcbackup_online を使って自動バックアップを行

う場合、バックアップ開始時までに完了できなかったタスクはアイドル
状態となり、バックアップ完了と共に再開されます。

バックアップ方法の比較

バックアップを計画および実行する際には、HPOM の設定が管理対象ノー

ドだけでなく、管理サーバーも含んでいることに留意すべきです。したがっ
て、管理サーバー上で復元された設定が管理対象ノード上の現在の設定と一
致しない場合、指示の欠落やポリシーの不正な割り当てなどに関するエラー
が発生することがあります。
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表 2-3  は、手動 (オフライン) バックアップと自動バックアップの長所と短
所を示しています。

表 2-3 バックアップ方法の比較

バックアップ方法
バックアッ
プの種類

利点 短所

opcbackup_offline オフライン • オンにする必要がない
ため、

— システム全体のパ
フォーマンスが高い

— ディスク消費が抑制
される

• バイナリデータもバック
アップする ( フルモード
使用時 )

• オフラインで完全なバッ
クアップが実行される

• すべての Java GUI 
インスタンスを閉
じる必要がある

• HP Operations 
サーバープロセス
を含むすべての HP 
Software サービス
が停止する

• 復元は前回のフル
バックアップ時の
状態のみ

opcbackup_online 自動 • HPOM オペレータ用
Java GUI、トラブルチ
ケット、および通知サー
ビスはバックアップ中も
完全に機能する

• 次のような Oracle デー
タベースの部分復元が
可能

— 指定時刻まで復元
— 損傷した表の個別

復元

• HP Software プロセスは
バックアップ中もすべて
動作する

• バックアップスク
リプトにより、一
部の HP Software
サービスが一時的
に停止する

• アーカイブログま
たは WAL を有効に
する必要がある
ため、

— システム全体
のパフォーマ
ンスが低下
する

— より多くの
ディスク領域
を消費する

• バイナリファイル
や一時ファイル
( キューなど ) は
バックアップされ
ない
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データの復元

HPOM データベースの復元

バックアップされたデータから復元を行うには、バックアップに使ったツー
ルに対応する復元ツールを使用する必要があります。たとえば、
opcbackup_offline でバックアップされたデータは、opcrestore_offline
で復元します。同様に、opcbackup_online でバックアップされたデータ

には opcrestore_online を使います。

opcrestore_online スクリプトを使用すると、Oracle または PostgreSQL
データベース全体をバックアップ時の状態に復元できます。

Oracle データベースを使用する場合、データベースを最新の状態に復元す

ることもできます (ロールフォワードはオフライン REDO ログに基づいて

実行されます)。

さらに、Oracle アーカイブログモードを使えば、さらに柔軟な復元処理が

可能です。たとえば、Oracle アーカイブログモードでは次の処理を行うこ

とができます。

❏ ファイルの個別復元

破損した Oracle データファイルをバックアップから個別に取り込み、

オフライン REDO ログを使用して復元できます。

❏ 指定時刻の状態への復元

オフライン REDO ログを使用して、特定の時点における Oracle データ

を復元できます。

注記 アーカイブログモードとは Oracle の用語の 1 つであり、データが定期的に

自動保存される状態を意味します。データファイルへの変更は REDO ログ

ファイルに保存されます。これらの REDO ログファイルはその後アーカイ

ブされます。

詳細は、Oracle のマニュアルを参照してください。
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メッセージの所有権

本項では、問題解決のために実行する操作に対して所有権が与える影響を説
明します。

管理者は、HPOM でサポートされているいずれかの所有権モードを選択し

て、所有権ポリシーを決定します。所有権モードの設定についての詳細は、
『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

メッセージのマーキングと所有

メッセージのマーキングと所有は、システム環境とその保守における自身の
役割を理解するために欠かせない概念です。

HPOM では、マーキングと所有は次のように定義されます。

❏ マーキング

ユーザーがメッセージに注意を払っていることを示します。所有権通知
モード。

❏ 所有

特定のメッセージに応じて関連するアクションを実行することをユー
ザーが望んでいるか、または実行が強制されることを示します。前者は
オプション、後者は強制の所有権モードであり、どちらが該当するかは
環境設定に左右されます。
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所有権表示モード

HPOM には、次の所有権表示モードがあります。

❏ ステータスの伝達なし (デフォルト)

メッセージが所有またはマーキングされると、メッセージの重要度を示
す色が変わり、Java GUI メッセージブラウザの所有状態カラムにフラグ

が表示されます。メッセージブラウザの所有状態カラーバーは、所有メッ
セージの新しい数を反映するようになります。所有またはマーキングさ
れたメッセージのステータスは、オブジェクトペイン、オペレータのメッ
セージグループおよびノードグループ、管理者の登録メッセージグルー
プのステータス伝達の目的については無視されます。

❏ ステータス伝達

メッセージが所有されているかどうかによらず、メッセージのステータ
スが他のサブマップウィンドウ内の関連するシンボルのステータスを
決定します。したがって、危険域メッセージに関連する管理対象ノード
は、そのメッセージが所有された後も、危険域の重要度を示す色 (デフォ

ルトでは赤 ) で表示されます。この表示モードでメッセージの所有状態

を確認する手段は、[メッセージブラウザ] の所有状態カラムのみです。

たとえば、ステータス伝達なしの表示モードで特定の管理対象メッセージに
関連する唯一の危険域メッセージを所有すると、その管理対象メッセージは
危険域の重要度を示す色 (デフォルトでは赤) では表示されなくなり、[メッ

セージブラウザ ] ウィンドウで自身に関連付けられている非所有メッセージ

のうち、所有されたメッセージに次ぐ重要度のメッセージのステータスが反
映されます。

所有権表示モードの変更方法の詳細は『HPOM 管理者リファレンスガイド』

を参照してください。
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所有権モード

HPOM には、次に示すデフォルトのメッセージ所有権モードがあります。

❏ オプション (Optional)

ユーザーにメッセージを所有する明示的な権限があります。メッセージ
の所有者は、そのメッセージに対する排他的な読み取り/書き込み権を持

ちます。このモードで所有されたメッセージが [メッセージブラウザ] に
表示されても、所有者 (および HPOM 管理者) 以外のユーザーには限定

的な操作しか許可されません。

このモードでは、次の各操作はメッセージの所有者のみに許可されます。

• 当該メッセージに関連するオペレータ起動アクションの開始/終了

• 当該メッセージに関連する自動アクションおよびオペレータ起動ア
クションの終了/再開

• 当該メッセージの受諾

• 当該メッセージの受諾解除

❏ 強制 (デフォルトモード)

オペレータは、未所有メッセージの所有者になることを明示的に選択す
ることで、またはメッセージに対して操作を実行して自動的にメッセー
ジの所有者となります。

このモードでは次のことを実行すると、オペレータは自動的にメッセー
ジを所有します。

• メッセージに関連するオペレータ起動アクションの起動/停止

• 当該メッセージに関連する自動アクションおよびオペレータ起動ア
クションの終了/再開

• メッセージの受諾解除
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❏ 通知

所有権の代わりにメッセージのマーキングとマーク解除の概念が使用
されます。メッセージのマーキングは、オペレータがそのメッセージに
注意を払っていることを示します。マーキングは通知のみを意図してお
り、オプションや強制の所有権モードのようにメッセージへの操作を制
限したり、変更することはありません。オペレータがマーク解除できる
のは、自身がマーキングしたメッセージだけです。管理者はすべての
マーキングメッセージをマーク解除できます。
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レポートの生成

HPOM は、強力なレポート作成ツールと、ネットワークの基本的な構成要

素からサービスの利用可能状況まで広範な情報を提供するレポートを備え、
複雑で包括的なレポートを作成するというニーズに応えます。レポートは自
動化され、さまざまなフォーマットで表示できます。一般に、レポートの範
囲と可能な設定はユーザーのタイプによって異なります。たとえば、HPOM
管理者は他の HPOM ユーザーに比べ、より多くのレポート機能を利用でき

ます。

レポートツール

レポートの作成に利用できるツールは次のとおりです。

❏ SQL ベースのレポート

SQL をベースにした HPOM で定義されている内部レポート

❏ HPOM 独自のレポート

HP Reporter による HPOM 独自のレポート

❏ データベースへのアクセス

作成したスクリプトによるデータベースへの直接アクセス

『HPOM Reporting and Database Schema』 には、HPOM 管理者が外部のレ

ポート作成ツールを使って HPOM データベースにアクセスし、レポートを

定義および作成するために必要な情報が記載されています。
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HPOM レポート

HPOM で作成できるレポートは、管理者用レポートとオペレータ用レポー

トに大別されます。管理者とオペレータは、どちらも HPOM 環境内でさま

ざまな種類の内部レポートを作成できます。

管理者用レポートとオペレータ用レポート

HPOM で作成できるレポートは 2 種類に大別できます。

❏ 管理者用レポート

HPOM の作業環境のあらゆる側面に関するレポート。たとえば、HPOM
管理者はアクションの成功率を調査するため、すべてまたは一部のオペ
レータが起動したアクションのレポートを生成できます。またノードや
ノードグループの設定に関するレポートも生成できます。

❏ オペレータ用レポート

すべてのオペレータ指示とメッセージ注釈が含まれます。すべてのアク
ティブメッセージまたは履歴メッセージを対象としたレポートを生成
する場合、メッセージバッファーに大量のメッセージが格納されている
と、レポートの生成に数分かかることがあります。

生成するレポートの種類とレポート出力メディアを選択します。ユーザーの
スコープや作業範囲に従って、ユーザーのレポートの選択は異なります。

メッセージ、エラー、設定の各レポート

具体的には次のレポートタイプから選択できます。

❏ メッセージレポート

レポートは 1 つのメッセージに対しても、[ブラウザ] ウィンドウに表示

されたすべてのメッセージに対しても生成できます。詳細は、『HPOM
管理者リファレンスガイド』を参照してください。

❏ HPOM エラーレポート

HP Operations 管理サーバーのエラーメッセージを含みます。

これらのメッセージは、次のファイルに出力されます。

 /var/opt/OV/log/System.txt (テキスト形式)

 /var/opt/OV/log/System.bin (バイナリ)
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注記 HTTPS エージェントと管理サーバーは同じ場所を使用します。

❏ 設定レポート (管理者のみ)

ノード、ノードグループ、ポリシー、オペレータ、アクションなどに関
する設定情報を含みます。

利用可能なレポートの詳細と、それらが対象とする範囲の簡単な説明は
『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

サービスレポート

HP Reporter を使用すると、HPOM 環境内の特定時点または特定の期間内

におけるサービスのステータスの概要を知ることができます。HP Reporter
は HPOM の管理環境を対象として、あらかじめ設定されたサービスレポー

トを生成します。このレポートには、メッセージのスループット、障害の通
知に要した時間、傾向、および設定の概要を示す情報が含まれます。

たとえば、HP Reporter に付属している HPOM サービスレポートを使えば、

次の各項目に関するグラフ形式および統計表形式のレポートを作成でき
ます。

❏ HPOM 管理環境の全般的な状況

❏ HPOM オペレータとその作業負荷

❏ 自動アクションとオペレータ起動アクションのステータス

❏ HPOM 管理環境に存在する設定上の問題

❏ HPOM のさまざまな動作領域の傾向分析

これらのレポートの内容の詳細とレポート対象範囲については『HPOM 管
理者リファレンスガイド』および HP Reporter のマニュアルを参照してく

ださい。

サービスレポートを特定の時間にスケジュールできるほか、取り込まれた情
報を 3 通りの形式 (グラフ、ダイアグラム、統計表) で表すことができます。

さらに、Web サーバーを適切に設定して稼動させれば、レポートを自動的

に更新して Web 上で公開することも可能です。HP Reporter の詳細は、同

製品のマニュアルを参照してください。Web サーバーをインストールし、

HPOM 用に設定する方法は、『HPOM 管理サーバーインストールガイド』を

参照してください。
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レポートの生成

管理者とオペレータは、HPOM 環境内でさまざまな種類の内部レポートを

作成できます。レポートのフォーマットには、簡略形式と詳細形式がありま
す。作成結果はプリンタまたはファイルに出力するか、オンラインで表示で
きます。

PGM レポートと INT レポートの作成

すべてのレポートはPGM (プログラム) タイプです。PGM レポートはプログ

ラム、スクリプト、もしくは INT (内部 ) タイプレポートを使って作成でき

ます。INT レポートはサーバーの内部機能によって生成され、対象は一部の

メッセージに限定されています。PGM レポートタイプは、SQL スクリプト

によって生成される Oracle SQL*Plus レポートで使用されます。また、他

のプログラムやスクリプトも PGM レポートを利用します。

内部レポートのフォーマット

オペレータ用に生成される簡略形式の内部レポートには、次の情報が含まれ
ます。

❏ レポートの生成日時と種類

❏ メッセージの全属性 (メッセージテキストを含む)

❏ オリジナルのメッセージテキスト

独自レポートの定義

HPOM のレポート機能により、HPOM アプリケーション、サードパーティー

製ツール、または自分で作成したスクリプトでデータベースから直接抽出し
た情報の独自レポートをデザイン、生成できます。

HPOM 管理者は、標準以外のレポートを自身で定義することも可能です。詳

細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』と『HPOM Reporting and
Database Schema』を参照してください。
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新しいレポートの設定は、新しいスクリプトまたはプログラムの作成、また
は新しい SQL ファイルの作成によって行われます。その場合、既存のテキ

スト形式のファイルを編集して、新しいレポートに統合します。これらの設
定ファイルは、管理者向けのレポートとオペレータ向けのレポートを定義し
ます。HPOM のスケジュールアクションポリシーにレポートの出力時間を

設定し、HPOM のツールを使って抽出した情報を表示できます。

HPOM のデータベースの仕組みとデータベースへのアクセス方法、およびコ

ンテンツの利用方法については、『HPOM Reporting and Database Schema』
を参照してください。

独自レポートの組み込み

管理者は自身で定義したレポートを HPOM に組み込むことができます。独

自レポートの作成と組み込みの詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイ

ド』と『HPOM Reporting and Database Schema』を参照してください。
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本章の内容
本章の内容

本章では HPOM 管理対象ノードの概念について説明します。本章で説明す

るトピックは、以下のとおりです。

• 「HTTPS エージェントの概要」(129 ページ) 

• 「HPOM における HTTPS 通信」(132 ページ) 

• 「セキュリティの概念」(140 ページ) 

• 「HTTPS ノードの管理」(150 ページ) 

• 「証明書の作成と配布」(156 ページ) 

• 「HPOM の仮想ノード」(157 ページ) 

• 「HPOM のプロキシ」(162 ページ) 

• 「HPOM のトレース」(164 ページ) 

• 「ファイアウォールと HTTPS 通信」(173 ページ) 

• 「HTTPS ベース通信の設定」(176 ページ) 

HPOM 管理対象ノードについての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイ

ド』および HP Operations Agent のドキュメントを参照してください。
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HTTPS エージェントの概要

HTTPS エージェントソフトウェアは、HP Operations 管理サーバーと管理

対象ノードの間にセキュアな通信を提供します。

図 3-1  は、HP Operations Manager によって管理される一般的な環境を示

しています。

HTTPS エージェントを使用するメリットについては、後の章で説明します。

図 3-1 HPOM による一般的な管理環境

HTTPS ベースの通信の主なメリットは次のとおりです。

• HTTPS ベースのオープンな通信方法を使用する、設定可能な単一ポー

トのセキュアな通信とファイアウォールの組み合わせによるシンプル
な管理。外部アクセスを専用の HTTP プロキシに制限し、HTTP プロキ

シの多重化によりポート使用率を削減します。
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• SSL/PKI 暗号化およびサーバー /クライアント証明書による認証を使用

する、追加の設定を必要としないセキュアなインターネット通信。

• 現代のあらゆる環境で利用でき、すべての IT 管理者によく知られてい

る標準的な Web テクノロジ (HTTP、SOAP、プロキシ、SSL など ) に
基づく通信。

• HTTPS エージェントから HP Operations 管理サーバーへのメッセージ

セキュリティに使用される XML と SOAP に基づく HPOM メッセージ

フォーマット。

• IP の非依存性/動的 IP (DHCP)。管理対象ノードを一意の OvCoreID で
識別することができ、IP アドレスに依存する必要がありません。

• 追加投資の必要がない (トレーニング、追加のソフトウェア)。

• HP Operations 標準のコントロールと配布メカニズム。

• HP Operations 標準のログ機能。

• HP Operations 標準のトレース機能。
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HP Operations HTTPS エージェントのアーキテクチャ

次の図は、HPOM における HTTPS 通信のアーキテクチャを示しています。

図 3-2 HTTPS エージェントのコンポーネントと作業範囲
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HPOM における HTTPS 通信

HTTPS 1.1 ベースの通信は、HP BTO Software 製品が採用している最新の

通信テクノロジであり、異なるシステム間でアプリケーションのデータ交換
を可能にします。

HTTPS 通信を採用している HP BTO Software 製品は相互に通信できるだ

けでなく、業界のその他の標準的製品とも簡単に通信できます。また、現在
では、ネットワーク上の既存の製品と通信し、環境内のファイアウォールお
よび HTTP プロキシと簡単に統合できる新製品もより簡単に作成できま

す。図 3-3  は HTTPS 通信の例を示しています。

図 3-3 HP Operations Manager における通信の概要
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メリット

HTTPS 通信には、次のような主なメリットがあります。

• ファイアウォールとの親和性

• 安全性

• オープン性

• 拡張性

ファイアウォールとの親和性

多くの企業は、ファイアウォールを通過するための安全でセキュリティで保
護され、管理が簡単な方法を求めています。このような企業の多くは、
HTTP、HTTP プロキシ、ファイアウォールについてよく知っていて、使い

慣れています。これらの企業の IT 環境は、HTTP プロキシとファイアウォー

ルを経由して通信を行えるようにすでに設定されています。すでにほとんど
の IT インフラストラクチャの一部として利用されているテクノロジに注目

することは、新たなトレーニングを必要とすることなく効果と効率を高める
上で役立ちます。最終的にはサポートとメンテナンスのコストを削減でき、
大幅な手間をかけずに安全性の高い環境を構築できます。
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図 3-4  は、HTTPS 通信を使用したファイアウォールの通過を示しています。

図 3-4 HTTPS 通信を使用したファイアウォールの通過

安全性

HP Operations の HTTPS 通信は、信頼性の高いネットワーキングのための
業界標準である TCP/IP プロトコルをベースとしています。Secure Socket
Layer (SSL) プロトコルを使用する HTTPS 通信は、データにアクセスする
ユーザーを認証によって検証し、データ交換のセキュリティを暗号化によっ
て保護します。インターネットやプライベートイントラネットを通じてやり
取りされる業務上のトランザクションは増え続けており、セキュリティと認
証の役割は特に重要性を増しています。

HP Operations の HTTPS 通信は、確立された業界標準を採用することで、
この目標を達成しています。データの整合性とプライバシーは、HTTP プロ
トコルと SSL 暗号化の組み合わせ、および認証によって確保されます。非
SSL 接続でもデータがクリアテキスト形式で伝送されることがないよう
に、データはデフォルトで圧縮されます。

さらに次のような特徴があります。

• 受信するすべてのリモートメッセージ / リクエストは通信ブローカを経
由するため、ノードへのポートエントリが 1 つになります。

• ファイアウォールを設定する際は、限定されたバインドポート範囲を利
用できます。
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• メッセージ、ファイルまたはオブジェクトの送信時にファイアウォール
を横断したり、リモートシステムに到達したりできるように、1 つ以上
の標準 HTTP プロキシを設定します。

図 3-5  は、標準 HTTPS プロキシを使用したファイアウォールの横断を示

しています。

図 3-5 外部 HTTPS プロキシを使用したファイアウォールの通過

HTTPS 通信とプロキシで作業するには、以下の作業が必要です。

• HTTP プロキシサーバーの設定

• SSL 暗号化の実装

• サーバー証明書によるサーバー側認証の確立

• クライアント証明書によるクライアント側認証の確立

HP Operations でこの作業を行う方法については、以下の項で説明します。

オープン性

HP Operations の HTTPS 通信は、業界標準の HTTP 1.1 プロトコルと SSL
ソケットをベースに構築されています。HP Operations は HTTP、ユーザー

が既存の HTTP インフラストラクチャを最大限に活用できるように、

HTTP、SSL、SOAP などのオープン標準に準拠しています。
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注記 HPOM エージェントのコンテンツフィルタリングはサポートされていません。

HTTP プロキシは現代のネットワークで広く使われています。プライベート

ネットワークとインターネットを安全に橋渡しするために非常に便利です。
HTTP を使用することによって、HP Operations を後から導入しても現在の

インフラストラクチャを活用できます。

拡張性

HP Operations の HTTPS 通信は、環境の規模や送受信されるメッセージの

数に関係なく優れた性能が得られるように設計されています。
HP Operations の HTTPS 通信は、使用する環境に合わせて設定できます。

大規模なアプリケーションは、消費するリソースを最小限に抑えながら、多
数の同時接続を処理できます。設定した最大接続数を超過すると、ログファ
イルにエントリが作成され、それに基づいて警告メッセージを表示すること
もできます。
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通信 (ブローカ) アーキテクチャ

通信ブローカは、ローカルの管理対象ノードでプロキシとして機能し、その
管理対象ノード上のすべてのアプリケーションについて、管理対象ノードへ
の一元的なエントリポイントを提供します。データを受信するアプリケー
ションは、通信ブローカにアドレスを登録します。登録により、ポート番
号、プロトコル、バインドアドレス、およびアプリケーションがデータの受
信に使用するベースパスが定義されます。他のローカルまたはリモートのア
プリケーションは、通信ブローカにアプリケーションの場所を照会するか、
通信ブローカをプロキシとして使用して、登録されたアプリケーションに要
求を転送します。通信ブローカは、標準の HP Operations 設定ファイルか

ら設定データをロードします。

通信ブローカには、以下の特徴があります。

• 通信ブローカは、管理対象ノードに単一ポートのソリューションを提供
します。この管理対象ノードのすべての登録済みサーバーに対する要求
は、通信ブローカを介して転送できます。通信ブローカは、HTTP プロ

キシが HTTP 要求を転送するのと同じ方法で、要求を登録済みサーバー

に透過的に転送します。通信ブローカへのデフォルトポートは 383 です

が変更可能です。

• UNIX システムでセキュリティを高めるために、通信ブローカの起動時

に chroot を使用できます。chroot は、指定したパスをルートディレ

クトリとして機能させて通信ブローカプロセスに表示されるファイル
システムの一部を制限することで、ハッカーへの露出を低下させます。

• ポート番号が 1025 以上の場合、UNIX システムの非 root ユーザーとし

て通信ブローカを実行できます。

• 通信ブローカは、UNIX システムの root ユーザーのみが実行してポート

を開いてから、その他すべての操作を非 root ユーザーに切り替えるよう

に設定できます。

• 通信ブローカは、次の操作に対応しています。

— UNIX システムでデーモンとして起動する

— Windows システムに Windows サービスとしてインストールする

• 通信ブローカの制御コマンドは、対象をローカル管理対象ノードに制限
できます。

• 通信ブローカは、ネットワーク経由のデータ通信に対し、SSL 暗号化を

適用します。
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• 通信ブローカは、送信者と受信者の保証された識別情報を通じて SSL 認
証を適用します。

図 3-6 通信ブローカのアーキテクチャ

通信ブローカは、受信データを管理対象ノードで受け入れるために最低 1 つ
のポートを設定します。管理対象ノードを識別するために、ポートは

OVCoreID と関連付けられます。通信ブローカは、可用性の高い管理対象

ノードに対して複数のポートを開くように設定できます。各ポートには異な
る ID を関連付けできます。SSL を有効にすると、ポートには X509 証明書

が設定されます。これらの証明書を使用すると、接続側のアプリケーション
はメッセージの送信者と受信者の両方の識別情報を検証できます。

通信ブローカに登録されている現在の管理対象ノード上のすべてのアプリ
ケーションは、通信ブローカによって開かれたすべてのアクティブな受信
ポートに自動的に登録されます。
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デフォルトの名前空間 bbc.cb に関連付けられたポートは、通信ブローカの

起動時に自動的にアクティブになります。その他のポートは、起動後に動的
にアクティブまたは非アクティブにできます。詳細は、通信ブローカのコマ
ンドラインインタフェースパラメータを参照してください。
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セキュリティの概念

本項では、次の HPOM セキュリティの概念について説明します。

• 「HTTPS ベースのセキュリティコンポーネント」(140 ページ) 

• 「リモートアクション」(144 ページ) 

• 「ロールとアクセス権」(145 ページ) 

HTTPS ベースのセキュリティコンポーネント

管理対象ノードが HP Operations 管理サーバーと通信するには、HP 証明書

サーバーによって発行された、有効な業界標準の X509 証明書が必要です。

Secure Socket Layer (SSL) プロトコルを使用して管理対象環境で管理対象

ノードを識別するには、1024 ビットキーによって署名された証明書が必要

です。2 つの管理対象ノードの間の「SSL ハンドシェーク」は、着信側の管

理対象ノードによって提示された証明書を発行した認証局が、受信側の管理
対象ノードの信頼できる認証局である場合のみ成功します。証明書の作成と
管理を担当する主な通信セキュリティコンポーネントは次のとおりです。

• HP 証明書サーバー

• HP キーストア

• HP 証明書クライアント
第 3 章 140



HPOM 管理対象ノードの概念

セキュリティの概念
図 3-7  はこれらのコンポーネントを示しています。

図 3-7 認証された通信のコンポーネント

OvCoreId は、各 HP Operations システム (管理対象ノードまたはサーバー )
の一意の ID として使用されます。この ID は、対応する管理対象ノード証

明書に含まれます。OvCoreId は、インストール中に値を割り当てられます。
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図 3-8  は、認証された通信のための環境を示しています。

図 3-8 認証された通信のための環境

1. サーバーシステムは、必要とされる認証局 (CA) 機能を持つ証明書サー

バーをホスティングします。

2. すべてのシステムに証明書サーバーによって署名された、認証局の秘密
キー付きの証明書があります。

3. 識別情報を示すため、サーバーシステムにも証明書が必要です。
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4. すべてのシステムには、信頼できるルート証明書のリストがあり、これ
には少なくとも 1 つの証明書が含まれている必要があります。信頼され

たルート (CA) 証明書は、通信相手の識別情報の検証に使用されます。

通信相手は、提示した証明書が、信頼できる証明書のリストを使って検
証可能な場合にのみ信頼されます。

証明書クライアントが複数の HP Operations 管理サーバーで管理され

ている場合、信頼できるルート証明書のリストが必要です。たとえば、
管理対象ノードが同時に複数の HP Operations 管理サーバーによって

管理されている場合がこれに該当します。

証明書

証明書には次の 2 種類があります。

• ルート証明書

• 管理対象ノード証明書

ルート証明書は、証明書サーバーの認証局の識別情報を含む自己署名証明書
です。ルート証明書に所属する秘密キーは、証明書サーバーシステムに保存
され、未許可のアクセスから保護されます。認証局はルート証明書を使用し
てすべての証明書にデジタル署名します。

管理対象環境のすべての HTTPS 管理対象ノードは、証明書サーバーから発

行された管理対象ノード証明書、ファイルシステムに保存された対応する秘
密キー、その環境で有効なルート証明書を受信します。この受信は、管理対
象ノードで実行されている証明書クライアントによって確実に実行されま
す。証明書クライアントについての詳細は、HP Operations Agent のドキュ

メントを参照してください。

HP 証明書サーバー

証明書サーバーの役割は次のとおりです。

• 自己署名ルート証明書を作成し、インストールする。

• 自己署名ルート証明書をファイルシステムからインポートする。

• ルート証明書の秘密キーを保存する。

• 証明書リクエストを承諾または拒否する。

• 新しい証明書と対応する秘密キーを作成する、または証明書の手動イン
ストール用にインストールキーを作成する。
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• 信頼できるルート証明書をクライアントが自動的に取得できるように
サービスを提供する。

認証局

注記 すべての HP Operations 管理サーバーは、自動的に認証局として設定され

ます。すべてのエージェントの sec.cm.client:CERTIFICATE_SERVER の
デフォルト設定は、そのエージェント自体の HP Operations 管理サーバー

です。

認証局は証明書サーバーの一部であり、証明書管理の信頼性において中心的
な役割を担います。この認証局が署名した証明書は有効な証明書と見なさ
れ、信頼されます。認証局は、安全性の高い場所でホストする必要がありま
す。デフォルトでは、HP Operations 管理サーバーをホストするシステムに

インストールされます。

認証局自体が信頼の根源であるため、認証局の動作には自己署名のルート証
明書が使用されます。このルート証明書と対応する秘密キーは、認証局が動
作できる一定のレベルで保護されたファイルシステムで作成され、保存され
ます。認証局は、初期化が正常に行われた後にルート証明書を使用して、承
諾された証明書要求の署名を担当します。

リモートアクション

リモートアクションは、管理対象ノード A によって送信された HPOM メッ

セージに添付され、管理対象ノード B で実行するように設定された自動ア

クションまたはオペレータ起動アクションです。このようなアクションの実
行は、remactconf.xml ファイルを使用して制御できます。このファイルは

次の場所にあります。

/etc/opt/OV/share/conf/OpC/mgmt_sv/remactconf.xml
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図 3-9  は、管理対象ノード A が HP Operations 管理サーバーにメッセージ

を送信し、管理対象ノード B でアクションを実行する方法を示しています。

図 3-9 リモートアクションの例

サービスプロバイダーの 1 つの HP Operations 管理サーバーで複数のカス

タマの環境を管理できる必要がありますが、それと同時に、あるカスタマの
セグメントにあるシステムが他のカスタマのセグメントでアクションを起
動できないようにする必要があります。このため、HP Operations 管理サー

バー上で、HP Operations 管理サーバーがアクションを実行できる対象のシ

ステムを設定し、あるカスタマの管理対象ノードに設計されたリモートアク
ションが別のカスタマの管理対象ノードで実行されないようにすることが
できます。

リモートアクションの承認のための管理サーバーの設定およびリモートア
クションの誤用を防止するセキュリティメカニズムについての詳細は、
『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

ロールとアクセス権

一般に、ロールは特定の作業を実行するための権限を付与します。たとえ
ば、HPOM 環境では、アクションの実行、ファイルの配布、設定の変更な

どを行うための権限があります。以下で説明するあらかじめ設定された各
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HPOM ロールには、デフォルトのアクセス権が設定されています。これら

のアクセス権を変更する方法については、『HPOM 管理者リファレンスガイ

ド』と HP Operations Agent のドキュメントを参照してください。

ロールについて

HP Operations 管理サーバーには、あらかじめ設定された HPOM ロールを

割り当てることができます。管理サーバーとロールとの間のマッピングは、
sec.core.auth 名前空間に定義され、MoM 環境では、担当マネージャのポ

リシーに定義されます。

HPOM 環境には、あらかじめ設定された次のロールが含まれます。

• ローカルユーザーロール

root などの適切なシステム権限が付与されている場合、ローカルユー

ザーにはすべての権限があります。

• 初期または承認済みマネージャロール

このマネージャはすべての権限を持ち、インストール時に設定されま
す。このロールは、セキュリティ名前空間 sec.core.auth の MANAGER
と MANAGER_ID の設定によって定義されます。初期マネージャの数は 1
つに制限されています。

• 二次マネージャロール (MoM 環境のみ)

二次マネージャは、アクションの実行や設定の配布など、すべての権限
を持ちます。担当マネージャポリシーで、複数の二次マネージャを定義
できます。初期マネージャと二次マネージャで、使用可能な設定サー
バーのグループを構成します。

• アクション許容マネージャロール (MoM 環境のみ)

アクション許容マネージャには、アクション実行権限以外の権限はあり
ません。担当マネージャポリシーで、複数のアクション許容マネージャ
を定義できます。

アクセス権について

アクセス権は、たとえば、アクションの実行、ファイルの配布、設定の変更
などを行うための権限です。権限は、「ロールについて」(146 ページ ) で説

明されている HP Operations 管理サーバーロールにマップされます。

設定の自動配布の回避とリモートアクセスの拒否についての詳細は、
『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。
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アクセス権の制限についての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』

および HP Operations Agent のドキュメントを参照してください。
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承認のマッピング  次の表は、HPOM 管理サーバーの各ロールのデフォルト

アクセス権を示しています。

表 3-1 承認のマッピング

コンポーネント 権限 値
初期

マネージャ
二次

マネージャ
アクション許容
マネージャ

<comp_name> <dec_value> <HPOM_mgr_role>

コントロール

(ctrl)

起動 1 可能 可能 不可

停止 2 可能 可能 可能

ステータス 4 可能 可能 不可

通知 8 可能 可能 不可

デフォルト値 : 15 15 15 2

設定

(conf)

ポリシーの
インストール

1 可能 可能 不可

ポリシーの削除 2 可能 可能 不可

ポリシーの有効化 4 可能 可能 不可

ポリシーの無効化 8 可能 可能 不可

ポリシーのリスト 16 可能 可能 可能

ポリシーヘッダー
の更新

32 可能 可能 不可

設定の読み取り 64 可能 可能 可能

設定の書き込み 128 可能 可能 不可

ポリシーへの署名 256 可能 可能 不可

デフォルト値 : 511 511 511 80
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配布

(depl)

ファイルの配布 1 可能 可能 不可

ファイルまたは
ディレクトリの
削除

2 可能 可能 不可

ファイルの取得 4 可能 可能 不可

ファイルの実行 8 可能 可能 不可

パッケージの配布 16 可能 可能 不可

パッケージの削除 32 可能 可能 不可

パッケージの
アップロード

64 可能 可能 不可

パッケージの
ダウンロード

128 可能 可能 不可

インベントリの
取得

256 可能 可能 可能

インベントリの
変更

512 可能 可能 不可

ノード情報の取得 1024 可能 可能 可能

デフォルト値 : 2047 2047 2047 1280

アクション
エージェント

(eaagt.actr)

アクションの実行 1 可能 可能 可能

デフォルト値 : 1 1 1 1

表 3-1 承認のマッピング ( 続き )

コンポーネント 権限 値
初期

マネージャ
二次

マネージャ
アクション許容
マネージャ

<comp_name> <dec_value> <HPOM_mgr_role>
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HTTPS ノードの管理

HP Operations 管理サーバーは HTTPS ノードで次の機能を実行できます。

• HTTPS エージェントのリモート制御

• リモートおよび手動による HTTPS エージェントのインストール

• リモートおよび手動によるパッチのインストールとエージェントの
アップグレード

• リモートおよび手動による設定の配布

• HTTPS エージェントの複数の設定サーバーの同時サポート

• 定期ポーリング

• HTTPS ノードのセキュリティ管理

• HP Operations 管理サーバー API およびユーティリティによる HTTPS
ノードのサポート

次のセクションでは、HTTPS ノードに関するこれらの概念の一部について
説明します。

• 「HTTPS ノードへの設定の配布」(150 ページ) 

• 「HTTPS ノードのリモート制御」(154 ページ) 

HTTPS ノードの管理についての詳細は、HP Operations Agent のドキュメ
ントを参照してください。

HTTPS ノードへの設定の配布

以下の項では、HTTPS エージェントに導入された設定管理の概念について

説明します。

ポリシーの管理

HPOM ポリシーは、汎用ポリシーをデータベースに登録して、管理対象ノー
ドに割り当てて配布できるように管理されます。HPOM 9.xx 管理サーバー
では、複数のバージョンのポリシーを作成し、ツリー状構造で管理できま
す。ポリシーにはカテゴリの割り当ても含めることができます。カテゴリを
使用すると、関連するインストルメンテーションファイルを統合して、管理
対象ノードに配布しやすくなります。

ポリシーとポリシータイプの詳細は、「HPOM のポリシー」(68 ページ ) を
参照してください。
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ポリシーに関連する管理タスク、複数バージョンの管理、管理対象ノードへ
の HPOM 設定の配布についての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイ

ド』ガイドを参照してください。

インストルメンテーションの管理

HP Operations 管理サーバーの実行可能ファイルのディレクトリは、次の場

所にあります。

/var/opt/OV/share/databases/OpC/mgd_node/

インストルメンテーションデータのカテゴリが作成されない限り、インスト
ルメンテーションディレクトリは作成されず、ディレクトリアクション、コ
マンド、モニターが使用されます。

通常、アクション、コマンド、モニター、実行可能ファイルは HPOM ポリシー

で参照されます。ポリシーでこれらの実行可能ファイルがフルパスで参照さ
れていなければ、バイナリの新しい場所も HPOM アクションエージェント、

モニターエージェント、ログファイルエンキャプスレータのように、ユー
ティリティのパス変数に追加されるため、この変更は透過的になります。

HP Operations 管理サーバーのモニターディレクトリからのファイルは、権

限 744 でエージェントにインストールされ、それ以外の場所には権限 755
でインストールされます。

設定管理プロセスは実行中の実行可能ファイルも更新できます。それぞれの
タスクを完了できるように、実行中の実行可能ファイルのスクリプトおよび
バイナリの名前は変更されます。これらのプログラムのそれ以後の実行に
は、新たにインストールされたファイルが使用されます。

インストルメンテーションデータの複数バージョンの配布と複数バージョ
ンの管理についての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』ガイドを

参照してください。

ポリシーとインストルメンテーションの手動インストール

エージェントは設定データを安全な形式で受信する必要があるため、ポリ
シーデータを管理対象ノードに直接コピーすることはできません。これは、
権限のないユーザーが管理対象ノードで設定データを不正に操作できない
ようにするためです。

ポリシーを HP Operations 管理サーバーに手動でインストールするための

準備には、opctmpldwn ツールを使用します。出力データは、管理対象ノー

ド専用の管理サーバーシステムのディレクトリに保存されます。
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opctmpldwn は、次のように HTTPS ノードを処理します。

• nodeinfo データと mgrconf データはポリシーと見なされるため、上述

のディレクトリに保存されます。

• ポリシーは、ノード固有のキーを使用して暗号化されます。

HTTPS エージェント配布マネージャ

opcbbcdist は、HP Operations 管理サーバーと HTTPS エージェントの間

の設定管理アダプターです。主な機能は次のとおりです。

• テンプレートをポリシーに変換する

• 既存のアクション、コマンド、モニターからインストルメンテーション
を作成する

• ECS テンプレートをポリシーと関連サーキットに変換する

• nodeinfo 設定を HTTPS ノードで使用される XPL 形式に切り替える

Opcbbcdist は、次の内部ファイルシステムインタフェース

/var/opt/OV/share/tmp/OpC/distrib

を使用して、配布する必要のあるデータに関する情報を取得します。次の 4
つの設定カテゴリは区別されます。

• ポリシー /テンプレート

• インストルメンテーションアクション/コマンド/モニター

• nodeinfo

• mgrconf

opcbbcdist が受け入れる要求は、他の HP Operations 管理サーバーコン

ポーネントからの deploy configuration types xyz to node abc 形
式の要求だけです。これらの要求は、設定 API または opcragt -update と
opcragt -distrib によって発行できます。

opcbbcdist には、は自動再試行メカニズムが用意されています。このメカ

ニズムは、ノードに到達できず、そのノードの新しいデータが存在する場合
に起動されます。opcragt -update を呼び出して、手動で再試行を起動す

ることもできます。
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opcbbcdist が特定ノードのタスクを完了すると、設定データが正しく配布

されたことを示すメッセージがブラウザに表示されます。タスクが完了しな
かった場合は、ノード到達不能などのメッセージが表示されます。

Opcbbcdist は、先にインストルメンテーションデータを転送し、次にポリ

シーを転送します。これは、ポリシーで実行可能ファイルが参照されていた
場合の同期の問題を回避するためです。また、opcbbcdist のトランザク

ションモデルはシンプルであり、特定の設定タイプのすべてのデータが正し
く配布された場合にのみ次のカテゴリを処理します。1 つの設定タイプの配

布は、1 つのトランザクションと見なされます。失敗したトランザクション

はロールバックされ、後で再試行されます。このスキーマは、opcbbcdist
が HP Operations サーバーのシャットダウンによって停止した場合にも適

用されます。

設定のプッシュ

HTTPS ノードへのすべての設定配布タスクは、HP Operations 管理サー

バーによって開始されます。HP Operations サーバーは設定データをエー

ジェントにプッシュします。この際の通信は送信のみです。よりセキュアな

HP Operations 管理サーバーが管理対象ノードを起動します。

デメリットは、新しい設定が配布されているときに、システムにアクセスで
きない場合、管理対象ノードを古いデータで実行しなければならないことで
す。HP Operations 管理サーバーはすべてのノードをポーリングし、存在す

るのに配布できていない設定を確認する必要があります。HP Operations 管
理サーバーは、この処理を次のタイミングで実行します。

• 保留中の各ノードで 1 時間に 1 回以上

• サーバーが再起動されたとき

• opcragt -update、opcragt -distrib によって、またはコマンドに

関連付けられた API を直接呼び出して設定のプッシュが明示的に起動

されたとき

保留中の配布のチェックは、dist_mon.sh というモニターによって行われ

ます。次の設定転送ディレクトリに

/var/opt/OV/share/tmp/OpC/distrib

30 分以上経過したデータが含まれている場合、配布が保留中になっている

管理対象ノードを示すメッセージが表示されます。
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差分配布

HPOM のデフォルトの配布プロセスは差分配布です。このプロセスでは、設

定が最後に転送されてから変更または追加されたデータのみが配布されま
す。これにより、転送されるデータの量が最小限に抑えられ、インターセプ
タなどのサブエージェントへの再設定要求の数を減らすことができます。必
要に応じて、完全な設定を管理対象ノードに再配布できます。

差分配布モードでは、HP Operations 管理サーバーは管理対象ノードのポリ

シーインベントリと、前回のインストルメンテーション配布のタイムスタン
プを要求します。ポリシーインベントリはポリシー割り当てリストと比較さ
れ、opcbbcdist は、ノードに必要なポリシーの削除とインストールタスク

を計算して実行します。インストルメンテーション配布では、前回の配布の
タイムスタンプと、管理サーバーのインストルメンテーションディレクトリ
内のタイムスタンプが比較されます。HP Operations 管理サーバー側のファ

イルの中で、管理対象ノード側の対応するファイルより新しいすべてのファ
イルが配布されます。opcragt -purge コマンドラインコマンドとオプショ

ンが適用されている場合をのぞき、インストルメンテーションデータは管理
対象ノードから削除されません。

HTTPS ノードのリモート制御

管理サーバーからエージェントを制御するには、opcragt ユーティリティ

を使用します。操作には、開始、停止、ステータスの取得、一次マネージャ
の切り替え、構成変数の取得と設定、設定の配布が含まれます。HTTPS ノー

ドには、opcagt という名前のラッパーがあります。このユーティリティを

使用することで、オペレータのデスクトップからアプリケーションを起動し
てリモート制御作業を実行できます。これにより、すべての管理対象ノード
に共通するアクション定義を設定できます。

HTTPS ノードでは、サブエージェントは名前で識別されます。次の形式の

エイリアスを指定できます。

<alias> <maps_to> 

指定先は次の設定ファイルです。

/etc/opt/OV/share/conf/OpC/mgmt_sv/subagt_aliases

あらかじめ、1 EA と 12 CODA の 2 つのエントリが定義されています。HTTPS
管理対象ノードの -id 1 を -id EA に変換するには、以下のコマンドを入

力します。

opcragt -status -id 1 <node_list>
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定期ポーリング

1 つ以上の管理対象ノードに対する HPOM 定期ポーリングを有効または無

効にするには、opchbp ツールを使用します。エージェントがアライブパ

ケットを送信する必要がある場合も、このツールを使用して定期ポーリング
のタイプを設定して定義します。

すべての管理対象ノードの定期ポーリングステータスを確認するには、以下
のコマンドを実行します。

/opt/OV/bin/OpC/opchbp -status

定期ポーリングは、外部ノードを除き、HPOM 登録ノードのすべての管理

対象ノードで実行できます。HP Operations 管理サーバーは HP Operations
Agent がインストールされているこれらの管理対象ノードに対して、定期

ポーリングを実行します。

管理対象ノードシステムがシャットダウンしている場合、HPOM が完全に

停止している場合 (コントロールエージェントを含む)、または管理対象ノー

ドで HPOM ソフトウェアを手動でアップグレードしている場合は、定期

ポーリングを無効にすると便利です。

定期ポーリングを有効にすると、HPOM はコントロールエージェントが応

答しない (つまり、到達できない) というメッセージを生成し、次の警告メッ

セージは自動的に除外されます。コントロールエージェントを再度実行する
と、メッセージは HPOM によって自動的に受諾されます。

opchbp ツールおよびオプションについての詳細は、opchbp のマニュアル

ページを参照してください。
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証明書の作成と配布

暗号化対応の Secure Socket Layer (SSL) プロトコルを使用したネットワー

ク通信には、証明書が必要です。サーバーとクライアントの認証が有効にな
ります。管理対象環境の管理対象ノードは、証明書を使用して識別されま
す。2 つの管理対象ノードの間の「SSL ハンドシェーク」は、着信側の管理

対象ノードによって提示された証明書を発行した認証局が、受信側の管理対
象ノードの信頼できる認証局である場合のみ成功します。

証明書は自動的に、または手動でインストールできます。証明書のインス
トールは、HPOM メッセージでモニターされます。証明書要求が自動的に

承諾されると、証明書が正しく配布されたことを示す通知メッセージがメッ
セージブラウザに送信されます。証明書要求が自動的に承諾されない場合
は、要求が拒否された理由と、問題を解決するために管理者が実行しなけれ
ばならない手順を示すメッセージがメッセージブラウザに表示されます。

証明書は ovcm および opccsa コマンドラインユーティリティで管理されま

す。証明書要求を承諾、拒否、リスト表示、削除したり、証明書要求と登録
ノード内の対応するノードをマッピングしたりできます。

証明書の使用方法についての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』

ガイドおよび HP Operations Agent のドキュメントを参照してください。
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HPOM の仮想ノード

クラスタは、1 つのユニットとしてユーザーにアプリケーション、システム

リソース、データを提供する複数のシステム (ノード) です。Veritas Cluster、
Sun Cluster、TruCluster などの最新のクラスタ環境では、アプリケーショ

ンはリソースの複合体として表現されます。これらのリソースはリソースグ
ループを形成し、このリソースグループが、クラスタ環境で動作するアプリ
ケーションを表します。この複合体の中で、各リソースには特別な機能があ
ります。

クラスタ環境で実行されるアプリケーションのモデリングには、共通のメカ
ニズムがあります。

用語

HPOM では、高可用性に関連する次の用語と略語が使用されます。

高可用性に関連する一般的な用語

HA (高可用性)

高可用性とは、リソースを冗長化して業務上重要なシステ
ムをダウンタイムから保護する環境を表す一般的な用語
です。高可用性を実現するためにクラスタシステムが使用
されることがよくあります。

HA クラスタ (高可用性クラスタ)

高可用性クラスタは、HP ServiceGuard (HP/SG)、Veritas
Cluster、Sun Cluster などのクラスタ管理アプリケーショ

ンによってグループ化されたハードウェアリソースです。
高可用性を保証するために、複数のコンピュータ、冗長
ネットワーク接続、ミラー化されたストレージデバイスな
ど、冗長構成されたリソースが使用されます。

HA パッケージ | HA リソースグループ | クラスタパッケージ | HARG

これらの用語はいずれも「クラスタの世界」で定義され、
アプリケーションインスタンスにリンク可能なリソース
を表します。クラスタ上で実行され、1 つのクラスタノー
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ドから別のクラスタノードに切り替えることができます。
通常、クラスタパッケージは仮想ノードという「ネット
ワークの世界」の要素にもリンクされます。

仮想ノード

仮想ノードは、HA クラスタで実行されるアプリケーショ

ンパッケージをネットワーク側から表現した用語です。通
常、仮想ノードはホスト名と IP アドレスを持ち、名前解

決システムによって認識され、通常のシステムと同様にア
ドレスを指定できます。

物理ノード | クラスタノード

クラスタハードウェアに属し、HARG のホストになるこ

とができる単一システムです。クラスタは複数の物理ノー
ドから構成されます。

スイッチオーバー

負荷分散などの理由による、あるクラスタノードから別の
クラスタノードへのクラスタパッケージの制御された切
り替え。

フェイルオーバー

アプリケーションエラーなどの理由による、あるクラスタ
ノードから別のクラスタノードへのクラスタパッケージ
の計画外の切り替え。

HPOM で使用されるクラスタ関連の用語

HPOM 仮想ノード

HPOM 仮想ノードは、HPOM データベース内の HA パッ

ケージを表現するための概念です。仮想ノードには、HA
パッケージに所属するホスト名と IP アドレスが割り当て

られます。HPOM 仮想ノードには、HARG 名属性があり

ます。通常、この属性の値は、HA リソースグループ名で

す。HPOM 仮想ノードは、クラスタ上で HA リソースグ

ループを実行できる物理ノードから構成されます。

ClAw (クラスタ認識)

ClAw (クラスタ認識)  は、クラスタパッケージの起動 /終
了イベントをモニターするための HPOM の機能です。

ClAw ソフトウェアはローカルノードの起動 /停止イベン
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トしかモニターしないため、モニターするクラスタの各物
理ノードに ClAw モジュールをインストールする必要が

あります。ClAw モジュールは、HPOM HTTPS エージェ

ントの一部であり、機能は ovconfd プロセスにあります。

HARG 名 (高可用性リソースグループ名)

HARG 名とは、HPOM データベース内の HPOM 仮想ノー

ドに割り当てることができる文字列属性です。HPOM の
HARG 名は、クラスタ内の HA リソースグループの名前

と一致する必要があります。この名前は、HPOM の世界

(HPOM データベース ) とクラスタの世界を結ぶリンク

です。
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仮想ノードの概念

HPOM 仮想ノードは、共通の HA リソースグループ名によってリンクされた

物理ノードのグループと見なすことができます。仮想ノード内でパッケージ
自体が切り替わると、これらの物理ノード上のエージェントの ClAw (クラ

スタ認識 ) 拡張によって物理ノード上のポリシーを切り替えることができ

ます。

図 3-10 仮想ノード

HA リソースグループ 名による管理ノードのリンクには次のようなメリット

があります。

• 仮想ノードに割り当てられたポリシーなどによって HA リソースグルー

プの範囲で検出されたイベントは、その名前を発生元ノードの名前とし
て受信できます。

• 管理ステーションの GUI で正しいフィルタリングと強調表示を実行で

きます。
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• サービス名とメッセージキーを適切に関連付け、クラスタを正確に管理
できます。

図 3-11 HA リソースグループ

注記 この機能を利用できるのは HTTPS ノードのみです。

仮想ノードと関連付けることができる HA リソースグループ名は 1 つだけ

です。

HA リソースグループ名は複数の仮想ノードに割り当てることができます

が、これらの仮想ノードは共通物理ノードを共有できません。これは、両方
の仮想ノードに割り当てられたポリシーが同じ HARG 名を 2 回受信し、

エージェントの ClAw が仮想ノードを区別できなくなるためです。

仮想ノードの操作方法についての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイ

ド』ガイドを参照してください。
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HPOM のプロキシ

ネットワークゲートウェイサーバーにあるファイアウォールプログラムと
その関連ポリシーは、プライベートネットワークのリソースを外部ユーザー
から保護するためのゲートウェイです。通常、イントラネットユーザーはイ
ンターネットの承認された範囲にアクセスすることができ、組織の内部リ
ソースに対する外部からのアクセスはファイアウォールによって制御され
ます。

ファイアウォールには次の 2 つの基本カテゴリがあります。

• ネットワークレベルで機能する IP パケットフィルター

• Web プロキシなど、アプリケーションレベルで機能するプロキシサーバー

プロキシは、インターネットデータパケットのヘッダーと内容を調べ、デー
タの送信先システムを保護する上で必要な措置を講じるソフトウェアアプ
リケーションです。プロキシをセキュリティポリシーと組み合わせること
で、容認不可能な情報を削除したり、リクエスト自体を完全に破棄できます。

アプリケーションプロキシの使用には、セキュリティ上の大きなメリットが
あります。以下に主なものを挙げます。

• プロキシがアプリケーションレベルでパケットを調べるため、詳細なセ
キュリティ制御とアクセス制御が可能です。たとえば、.exe ファイル

など、特定のタイプのファイル転送を制限できます。

• プロキシは、ファイアウォールに対する「サービス拒否」攻撃を防御で
きます。

プロキシの使用には、よく取り上げられる 2 つのデメリットがあります。

• プロキシは、大量のコンピューティングリソースを必要とします。ただ
し、以前に比べ高性能コンピュータの価格が低下しているため、これが
実用上の問題になることはありません。

• プロキシは特定のアプリケーションプログラム用に作成されており、プ
ロキシを簡単に利用できないプログラムが存在する可能性があります。

プロキシサーバーは、内部ネットワークへのアクセスを許可する前にすべての
情報を停止して検査します。このため、プロキシを使用した場合は、内部ネッ
トワークと「外界」の間に直接的な通信は存在しなくなります。ユーザーが
外部に情報を送信するには、プロキシの認証を受ける必要があります。
第 3 章 162



HPOM 管理対象ノードの概念

HPOM のプロキシ
イントラネット内のクライアントがインターネットへ要求を送信しようと
すると、実際にはプロキシがその要求を受信します。プロキシは、Network
Address Translation (NAT) によってパケットのソース IP アドレスをプロキ

シサーバーの IP アドレスに変更します。これにより、内部ネットワークユー

ザーの識別情報は外部に見えなくなります。要求が、設定されているポリ
シーの要件を満たす場合、プロキシサーバーはその要求を目的のアドレスに
転送します。応答を受信すると、プロセスが反転します。着信する要求が安
全と見なされる限り、要求はネットワーク上の対象クライアントに転送され
ます。応答のソースアドレスは変更されませんが、送信先アドレスはファイ
アウォール内の要求の送信元コンピュータのアドレスに戻されます。どの
ネットワークシステムに対しても、直接的で無制御なルートが存在しなくな
るため、ネットワークのセキュリティが大きく向上します。

プロキシサーバーには次の 2 つの基本タイプがあります。

• シングルホームホスト

プロキシサーバーのネットワークカードとアドレスは 1 つだけで、プロ

キシサーバーへのリクエストの転送と、ネットワークへのその他すべて
の情報のブロックは、インターネットルーターによって行われます。

• デュアルホームまたはマルチホームホスト

プロキシサーバーが複数のネットワークカードと関連付けられます。内
部ネットワークからの要求はいずれかのネットワークカードに送信さ
れます。インターネットからの情報は別のネットワークカードで受信さ
れます。ネットワークカード間のルーティングは設定されないため、着
信する情報と送信する情報の間に直接的なつながりはありません。何を
どこに送信するかは、プロキシサーバーによって決定されます。

HPOM でのプロキシの設定と HPOM 管理サーバーでのプロキシの設定に

ついての詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。
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HPOM のトレース

本項では、次のHPOM のトレースの概念について説明します。

• 「HPOM のトレース」(164 ページ) 

• 「HPOM トレースが有効化されたアプリケーション」(165 ページ) 

• 「サーバーアプリケーションとエージェントアプリケーション」
(167 ページ) 

HPOM のトレース

HPOM では、問題の原因を調査する上で役立つ、問題のトレース機能が提

供されています。トレースログファイルは、プロセス /プログラムの異常終

了、パフォーマンスの大幅な低下、予期せぬ結果の表示などの問題が発生し
た時間と場所を特定する上で役立ちます。

HPOM では次のトレースメカニズムを使用できます。

• HP のトレース機能は、最新の HP BTO Software 製品をトレースするた

めのメカニズムであり、今後リリースされるすべての製品に搭載されま
す。HP のトレース機能は、HTTPS エージェントや HP Operations 管
理サーバーに関連する障害を解決する際に役に立ちます。

トレース機能を利用することで、独自形式によるリモートアクセスが可
能になります。SSL 暗号化は使用されません。デフォルトの通信ポート

は 5053 です。

HP スタイルのトレース機能についての詳細は、「HP スタイルのトレー

スの概要」(165 ページ) を参照してください。

• 設定内容を利用する HPOM スタイルのトレース機能は、HTTPS エー

ジェントと HP Operations 管理サーバーの問題解決にも使用できます。

設定は ovconfchg コマンドを使用して行います。詳細は『HPOM 管理

者リファレンスガイド』を参照してください。
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HP スタイルのトレースの概要

HP トレース機能では、アプリケーション、コンポーネント、カテゴリ、属性
という要素の階層を実装しています。トレース GUI (またはトレース設定
ファイル) でこれらの要素の組み合わせを指定することで、関心のある領域
をトレースできます。

表 3-2  は、これらの要素と HPOM のコンポーネント、プロセス、領域の関
連性を示しています。

HP トレース機能を使って HPOM をトレースする方法は 2 つあります。

• Windows のトレース GUI を使用して、リモートトレースを設定する。
詳細は HP Operations Agent のドキュメントを参照してください。

• トレース設定ファイルを使用して、手動トレースを設定する。詳細は
『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

HPOM  トレースが有効化されたアプリケーション

すべての HPOM プロセスはHP のトレース機能を使用します。トレースに

対応した HPOM プロセスは、3 つのグループに分かれています。

表 3-2 トレース機能の用語

名前 HPOM スタイルの名前 例

アプリケーション プロセス、
OPC_TRC_PROCS および 
OPC_DBG_PROCS

opcmsga、ovpolicy

コンポーネント n.a. opc、eaagt

サブコンポーネント トレース領域、
OPC_TRACE_AREA

actn、msg、init、
debug

カテゴリ OPC_TRACE TRUE Trace

属性 n.a. Info、Warn、Error、
Developer、Verbose
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• サーバープロセス

• エージェントプロセス

• XPL トレースが実装された下位のレベルのコンポーネントにリンクされた

プロセス

HPOM でトレース機能を有効にするために必要な事前設定の手順はありま

せん。トレース機能は、XPL トレースを HPOM コードベースに追加するか、

コア機能を基盤コンポーネントから導入して、対応するライブラリとリンク
することで実現できます。XPL トレースが HPOM コードベースに追加され

た場合、既存のトレースは XPL トレースに変換されています。基盤コンポー

ネントから機能を追加した場合、これらの基盤コンポーネントに組み込まれ
ている XPL トレースが HPOM に取り込まれます。

表 3-3 HPOM  トレースが管理サーバーと管理対象ノードで有効化された

アプリケーション

プラット
フォーム

アプリケーション名

UNIX/Linux coda ovas ovconfget

codautil ovbbccb ovcoreid

ctrlconfupd ovc ovcreg

logdump ovcd ovcs

opc_getmsg ovcert ovdeploy

opc_ip_addr ovcm ovpolicy

opccrpt ovconfchg  

opcnls ovconfd  
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サーバーアプリケーションとエージェントアプリケーション

以下の項では、サーバーアプリケーションとエージェントアプリケーション
について説明します。

表 3-4 HPOM  トレースが管理サーバーで有効化されたアプリケーション

プラット
フォーム

アプリケーション名

UNIX/Linux opc opcdbck opcsvcm

opc_dbinit opcdbinst opcsw

opc_dflt_lang opcdbmsgmv opcttnsm

opc_rexec opcdbpwd opcuiadm

opcactm opcdispm opcuiopadm

opcagtdbcfg opcforwm opcuiwww

opcagtutil opchbp ovoareqsdr

opcauddwn opchistdwn

opcbbcdist opcmsgm

opccfgupld opcmsgrb

opccsacm opcnode

opccsad opcragt  

ovcd opcservice  

表 3-5 HPOM  トレースが管理対象ノードで有効化されたアプリケーション

プラット
フォーム

アプリケーション名

UNIX/Linux opcacta opcmon opcmsgi

opceca opcmona opctrapi

opcecaas opcmsg  

opcle opcmsga  
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HP BTO Software と HPOM 固有のコンポーネント

各アプリケーションには、多数のコンポーネントとサブコンポーネントが定
義されています。最も重要なコンポーネントは eaagt と opc です。表 3-6 
は、サーバープロセスとエージェントプロセスに定義されたトレースコン
ポーネントを示しています。

表 3-7  は、製品に組み込まれている共有コンポーネントに定義されている

コンポーネントを示しています。

表 3-6 HPOM サーバーコンポーネントとエージェントコンポーネント

HPOM コンポーネント名 コンポーネントの説明

eaagt イベントアクションエージェント

opc 管理サーバーの制御

表 3-7 HP BTO Software の共有コンポーネント

アプリケーションとコンポーネント / サブコンポーネント名

ブラックボックス通信

bbc.cb bbc.http.output

bbc.fx bbc.http.server

bbc.fx.client bbc.messenger

bbc.fx.server bbc.rpc

bbc.http bbc.rpc.server

bbc.http.client bbc.soap

bbc.http.dispatcher

制御コンポーネント

ctrl.action ctrl.ovc

ctrl.autoshutdown ctrl.process

ctrl.component ctrl.rpcclient
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ctrl.controller ctrl.rpcserver

ctrl.main ctrl.soap

ctrl.monitor ctrl.xml

ctrl.monitorproxy

設定管理コンポーネント

conf.cluster conf.ovconfd

conf.cluster.clioutputs conf.ovpolicy

conf.config conf.policy

conf.message

証明書サーバーアダプター

CSA-CertRequestImpl Csa-Main

CSA-CertReqContainer csa.ovcmwrap

CSA-Database Csa-RpcServer

Csa-Log CSA-UpdateHandler

セキュリティコアコンポーネント

sec.cm.client sec.core.base

sec.cm.server sec.core.ssl

sec.core.auth

クロスプラットフォームライブラリ

xpl.cfgfile xpl.net

xpl.config xpl.runtime

xpl.io xpl.thread

表 3-7 HP BTO Software の共有コンポーネント ( 続き )

アプリケーションとコンポーネント / サブコンポーネント名
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xpl.log xpl.thread.mutex

xpl.msg

組み込み Performance Agent

coda coda.mesa

coda.dataaccess coda.mesainstances

coda.kmdatamatrix coda_mesametricrdr

coda.localmesa coda.mesarea

coda.logger coda.prospector

配布コンポーネント depl

表 3-7 HP BTO Software の共有コンポーネント ( 続き )

アプリケーションとコンポーネント / サブコンポーネント名
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HPOM 固有のカテゴリと XPL 標準カテゴリ

HPOM トレース領域は、HP BTO Software カテゴリによって指定されます。

また、HPOM プロセスと、HPOM が使用する下位レベルの HP BTO Software
コンポーネントは多くの標準カテゴリを使用します。

表 3-2  は、eaagt コンポーネントと opc コンポーネントに定義されるト

レースカテゴリを示しています。

表 3-8 HPOM opc と eaagt のサブコンポーネント

サブコンポーネント名 サブコンポーネントの説明

HPOM 固有のトレースカテゴリ

actn アクション

agtid AgentID を使用した IP の非依存性

alive エージェントのアライブチェック

api 設定 API

apm クラスタ APM

audit 監査

db データベース (dblib)

debug デバッグ

dist 配布

fct 機能 ( 制御フロー )

init 初期化 (err init、conf init など )

inst インストール

int 内部

lic ライセンシング

memerr メモリ割り当ての問題

memory 残りのメモリ割り当て

misc その他

mon モニター

msg メッセージフロー
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name 名前解決

nls 各国語サポート ( 文字セットの変換など )

ntprf NT パフォーマンスのトレース

pdh パフォーマンスデータヘルパー

perf パフォーマンス

pstate ポリシーとソースの状態変化

sec セキュリティ

srvc サービス

wmi LE テンプレートから WMI テンプレート

への変換

一般的な XPL トレースカテゴリ

Trace 一般トレース

Proc プロシージャトレース

Operation オペレーショントレース

Init 初期化

Cleanup クリーンアップ操作

Event イベント

Parms パラメータ

ResMgmt リソース管理

表 3-8 HPOM opc と eaagt のサブコンポーネント ( 続き )

サブコンポーネント名 サブコンポーネントの説明
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ファイアウォールと HTTPS 通信

ファイアウォールは、企業のネットワーク化されたシステムを外部の攻撃か
ら保護するために使用します。ファイアウォールは通常、インターネットと
企業のプライベートイントラネットを分離します。また、機密性の低い環境
から信頼性の高い環境へのアクセスを制限するために、複数レベルのファイ
アウォールを導入することも一般的です。たとえば、研究部門と財務部門を
最高のセキュリティレベルの環境に置く一方で、直販部門は外部からアクセ
スしやすい環境に置く必要があるかもしれません。特定の状況では、イント
ラネット上のシステムはファイアウォールを通過して、たとえば DMZ (非武

装地帯) などに配置されているシステムなど、インターネット上のシステム

にアクセスできます。また、インターネット上のシステムもファイアウォー
ルを通過してプライベートイントラネット上のシステムにアクセスできま
す。いずれの状況でも、その操作を実行できるようにファイアウォールを設
定しておく必要があります。HP Operations の HTTPS 通信には、ファイアウォー

ルを通して通信できるようにファイアウォール管理者が HP Operations ア
プリケーションを設定するための機能が用意されています。

イントラネットからインターネット上のアプリケーションへの

HTTP プロキシを使用した接続

プライベートイントラネット上の HTTPS ベースの HP Operations アプリケー

ションが、ファイアウォールの外側にあるパブリックインターネット上、ま
たは非武装地帯 (DMZ) 上のアプリケーションに接続するとします。

HP Operations アプリケーションはトランザクションを開始し、インター

ネット上のサーバーアプリケーションにアクセスするクライアントとして
機能します。サーバーアプリケーションは、HTTP サーバーとして機能して

いる別の HP Operations アプリケーションであったり、別の HTTP サー

バーアプリケーションであったりする可能性もあります。クライアントの代
表的な例としては、インターネット上の Web サーバーに接続を試みる、プ

ライベートイントラネット上の Web ブラウザが挙げられます。ファイア

ウォールを越えてリクエストを転送し、インターネット上の Web サーバー

にアクセスできるように、ブラウザ側で HTTP プロキシを設定する必要が

あります。ファイアウォール側では、HTTP プロキシがファイアウォールを

通過できるように設定します。ファイアウォールは、Web ブラウザが直接

ファイアウォールを通過することを許可しません。同様に、HP Operations
の HTTPS 通信アプリケーションも、HTTP プロキシを使ってファイアウォー

ルを通過できるように設定できます。
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HTTP プロキシを使用しないイントラネットからインターネッ

ト上のアプリケーションへの接続

プライベートイントラネット上の HTTPS ベースの HP Operations アプリ
ケーションが、HTTP プロキシを使用せずにファイアウォールの外側のイン
ターネットに接続するとします。ファイアウォールは、プライベートイント
ラネット上の HP Operations アプリケーションがファイアウォールを通過
できるように設定する必要があります。これは、HTTP プロキシがファイア
ウォールを通過できるようにするためのファイアウォールの設定によく似
ています。ファイアウォール管理者は、ファイアウォールを超える通信を制
限するために、ソースポートとターゲットポートを設定します。
HP Operations アプリケーションは、トランザクションを開始するときに、
ソースポートを指定する設定パラメータ CLIENT_PORT を送信できます。
ターゲット (送信先) ポートは、イントラネット上の HTTP サーバーに接続
するための URL (Uniform Resource Locator) アドレス内に定義されます。こ
れはターゲットノード上の通信ブローカポートです。

インターネット上の HP Operations アプリケーションからプ

ライベートイントラネット上のアプリケーションへの接続

インターネット上の HTTPS ベースの HP Operations アプリケーションが
プライベートイントラネット上のアプリケーションに接続するとします。こ
れは、ファイアウォールの外部からファイアウォールを通過しなければなら
ないことを意味し、ファイアウォール管理者が設定する厳密な条件の下での
み行われます。トランザクションを開始するクライアントアプリケーション
は、HTTP プロキシを使用するか、ファイアウォールを直接通過する可能性
があります。HTTP プロキシはファイアウォールの外側にあるため、ファイ
アウォールは、HTTP プロキシが通過できるように設定しておく必要があり
ます。HTTP プロキシはプライベートイントラネット上のサーバーに直接ア
クセスするか、カスケード構成された別のプロキシを経由してアクセスしま
す。いずれの場合も、HP Operations の HTTPS 通信クライアントアプリ
ケーションは同じように設定されます。ただし、HTTP プロキシには異なる
設定が必要です。

インターネット上の HP HP Operations アプリケーションか

らプライベートイントラネット上のアプリケーションへの

HTTP プロキシを使用しない接続

インターネット上の HTTPS ベースの HP Operations アプリケーションが、
HTTP プロキシを使用せずに、プライベートイントラネット上のアプリケー
ションに接続するとします。ファイアウォールは、HP Operations クライア
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ントアプリケーションがファイアウォールを通過できるように設定する必
要があります。ファイアウォール管理者は、ファイアウォールを超える通信
を制限するために、ソースポートとターゲットポートを設定します。
HP Operations アプリケーションは、トランザクションを開始するときに、
ソースポートを指定する設定パラメータ CLIENT_PORT を送信できます。イ
ントラネット上の HTTP サーバーに接続するためのターゲット (送信先 )
ポートは URL アドレスに定義されます。これはターゲットノード上の通信
ブローカポートです。ターゲットサーバーが通信ブローカに登録されている
場合、ターゲットポートの番号は常に通信ブローカのポート番号になりま
す。これにより、ファイアウォールの設定が簡単になり、管理者がファイア
ウォールに設定しなければならないターゲットポートの数を大幅に削減で
きます。ファイアウォールによる HPOM の設定についての詳細は、HPOM
のファイアウォール設定を参照してください。
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HTTPS ベース通信の設定

HP アプリケーションのインストールは、設定パラメータを使ってカスタマ

イズできます。通信ブローカの設定パラメータは、次の場所にある bbc.ini
ファイルに含まれます。

<OVDataDir>/conf/confpar/bbc.ini

通信に使用されるパラメータは bbc.ini(4) ファイルに記述されます。この

ファイルについては HP Operations Agent のドキュメントで説明されてい

ます。

通信ブローカは、名前空間 bbc.cb を使用します。すべての管理対象ノード

の通信ブローカポート番号を指定するために、追加の名前空間 bbc.cb.ports
が定義されました。これにより、通信ブローカごとに異なるポート番号を割
り当てられます。この設定は、名前空間 bbc.cb に定義されている

SERVER_PORT パラメータより優先されます。

注記 名前空間とは、次のような一意の URL です。

www.anyco.com または abc.xyz

名前空間は、拡張マークアップ言語ドキュメントで使用される要素と属性に
対し、URL 参照によって識別される名前空間を関連付けることで、それら

の要素と属性を限定するシンプルな方法です。

名前空間 bbc.cb.ports 内の名前 /値のペアは、ネットワーク内の通信ブ

ローカのポート番号を定義します。名前/値のペアの構文は次のとおりです。

NAME=<host>:<port> または NAME=<domain>:<port>

ホスト/ポート、またはドメイン/ポートの組み合わせは、1 行に複数個を定

義できます。区切り文字はカンマまたはセミコロンです。

ドメインの形式は、*.domainname です。あるドメインのすべてのエントリ

は、指定されたポートを使用します。エントリは、具体的であるほど優先さ
れます。名前 /値のペアの名前部分は無視されますが、この名前は該当の名

前空間内で一意である必要があります。以下はエントリの例です。

• HP=jago.sales.hp.com:1383, *.sales.hp.com:1384; 
*.hp.com:1385
第 3 章 176



HPOM 管理対象ノードの概念

HTTPS ベース通信の設定
• SUN= *.sun.com:1500

この例では、ホスト jago.sales.hp.com で実行される通信ブローカのポー

ト番号は 1383 になります。

ドメイン sales.hp.com のその他すべてのホストはポート番号 1384 を使

用します。ドメイン hp.com のその他すべてのホストはポート番号 1385 を
使用します。ドメイン sun.com のホストはポート番号 1500 を使用します。

その他すべてのホストはデフォルトのポート番号 383 を使用します。
第 3 章 177



HPOM 管理対象ノードの概念

HTTPS ベース通信の設定
第 3 章 178



4 メッセージポリシーの設定
第 4 章 179



メッセージポリシーの設定

本章の内容
本章の内容

本章では、メッセージポリシーを設定し、HP Operations Manager (HPOM)
環境内で配布する方法について説明します。

対象読者

本章は、HPOM 管理者を対象としています。

目的

本章では HPOM 管理者向けに、次の各トピックを説明します。

❏ メッセージの管理

❏ メッセージソースポリシーの管理

❏ メッセージソースの評価

❏ メッセージの収集

❏ メッセージの処理

❏ 条件によるメッセージのフィルター処理

❏ メッセージの最適なフィルター処理のための方針

❏ メッセージの記録

❏ ログファイルメッセージ

❏ HPOM メッセージインタフェース

❏ しきい値モニターからのメッセージ

❏ SNMP トラップとイベント

❏ HPOM 内部エラーメッセージのフィルター処理

❏ HPOM のイベント相関処理

❏ 計画休止

❏ サービス時間と計画休止の設定

❏ メッセージ選択条件に基づくカスタムメッセージ属性の設定
第 4 章 180



メッセージポリシーの設定

メッセージの管理
メッセージの管理

HP Operations Manager (HPOM) では、メッセージソースの一元的な管理ポ

イントを構築できます。通常、メッセージは管理対象ノードで捕捉されるた
め、管理サーバーのネットワークトラフィックが削減されます。管理サー
バーから特定の管理対象ノードにメッセージソースの情報を配布すること
で、必要な設定のみを各ノードに指定できます。メッセージソースに関する
情報の追加と変更は、管理サーバーで行います。いったん追加や変更を行っ
た後、その情報を必要とする管理対象ノードのみに配布します。

アクションの一元化

管理サーバーでは、すべてのシステムの自動アクションとオペレータ起動ア
クションを開始できます。したがって、リモートサイトでのオペレータの操
作量は最小限になり、完全に不要になる場合さえあります。

障害の早期検出

オペレータは、環境内のノードのアクティビティを HPOM を使って監視す

ることにより、障害を発生の初期段階で検出し、エンドユーザーに影響を与
える前に修復アクションを講じることができます。

生産性の向上

単純な反復タスクを HPOM に任せ、指示を通じてオペレータによる複雑な

作業の実行を支援し、さらにオペレータのメッセージブラウザに表示される
メッセージ数を抑制することによって、オペレータの生産性を向上させるこ
ともできます。HPOM では、オペレータのスキルと作業範囲のバランスが

とれるように、対応するツールセットを設定できます。

ポリシーの配布

ポリシーを使えば、環境内のあらゆるソースから同じ種類の情報を収集でき
ます。情報の収集元となる管理対象ノードにポリシーを配布します。
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ブラウザでのメッセージの統合

図 4-1  は、HPOM がメッセージを捕捉して処理し、表示するまでの工程を

示しています。

図 4-1 関連するメッセージのブラウザでの統合
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メッセージソースポリシーの管理

メッセージの捕捉で中心的な役割を果たすのは、管理サーバーに設定される
メッセージソースポリシーです。メッセージソースポリシーによって、収集
やモニターの対象となるメッセージと値を指定します。さらに、スケジュー
ルをもとに定期的に実行するアクション、メッセージの除外または取り込み
の基準となるフィルター (条件)、および捕捉後のログ出力のオプションも、

メッセージソースポリシーで指定します。

メッセージソースポリシーの要素

メッセージソースポリシーは、次の要素から構成されます。

❏ メッセージソースの種類

メッセージを収集するソースを定義し、すべてのメッセージにデフォル
トの属性を割り当てます。

• ログファイル (Logfile)

• SNMP トラップ (Trap)

• HPOM メッセージインタフェース (opcmsg(1|3))

• しきい値モニター (Monitor)

• イベント相関処理サーキット (EC)

• イベント相関処理コンポーザー (EC)

• スケジュールアクション (Schedule)

❏ メッセージ条件

一連の属性に一致するメッセージを絞り込んで HPOM に取り込みま

す。メッセージ条件では、受信したメッセージへの応答も定義します。

❏ 除外条件

一連の属性に完全に一致するメッセージを HPOM から除外します。

❏ オプション

メッセージのデフォルトのログ処理を指定し、不一致メッセージの転送
オプションを設定します。
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メッセージソースポリシーの設定

メッセージソースポリシーを使えば、さまざまな種類のメッセージソースか
らメッセージを収集し、HPOM に取り込むことができます。メッセージソー

スポリシーでは、メッセージを Java GUI メッセージブラウザに転送するか

どうか、メッセージをどの属性と一緒に表示するか、およびアクションを実
行するかどうかを指定できます。

図 4-2  は、メッセージソースの選択からメッセージソースポリシーのグ

ループ替え条件の設定に至るタスクフローを示しています。

図 4-2 メッセージソースポリシーの設定
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メッセージソースポリシー

管理者はポリシーを作成、編集、削除したり、ポリシーグループに割り当て
ることができます。それぞれのポリシーごとに条件を設定し、詳細なオプ
ションを指定します。

メッセージソースポリシーの設定についての詳細は、『HPOM 管理者リファ

レンスガイド』を参照してください。

注意 メッセージソースポリシーの条件を定義しないで、ポリシー本体に 
FORWARDUNMATCHED キーワードが含まれていると、HPOM はそのメッセー

ジソースからすべてのメッセージを捕捉します。すべてのメッセージを捕捉
した場合、多数の不一致メッセージがメッセージブラウザに転送されること
になります。

メッセージソースポリシーの作成

HPOM では、同じメッセージソースのポリシーを複数作成することができ

ます。あらかじめ設定されているポリシーを修正するのではなく、すべての
メッセージソースについて独自のポリシーと条件を作成してください。

注意 HPOM を新しいバージョンにアップグレードすると、定義済みポリシーを

変更したポリシーはすべて失われてしまいます。

ポリシーグループの構成

ポリシーグループとは、複数のポリシーや、他の複数のポリシーグループの
集まりです。管理者は、ポリシーをグループ化することによって、設定作業
や管理作業を効率化できます。

たとえば、次の特徴を持つポリシーをグループ化できます。

❏ メッセージソースが共通

❏ 管理対象ノードのプラットフォームが共通
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ポリシーグループの利点

ポリシーをポリシーグループにまとめることには、次のようなメリットがあ
ります。

❏ ポリシー全体の把握

ポリシーグループを使えば、さまざまなポリシーを意味のある単位に分
けることができます。たとえば、スプールサーバーに関連するすべての
ポリシーは 1 つのグループにまとめられます。このグループ化によっ

て、ポリシーリストに表示されるポリシーの数が減り、利用可能なポリ
シーの全容を把握しやすくなります。

❏ 明確な階層化

ポリシーグループをポリシーグループ階層に配置できます。ポリシーグ
ループを階層化すると、ポリシーの構成が整理され、オペレータが同じ
種類のポリシーを編集する作業も効率化されます。

❏ 簡単な割り当て

管理対象ノードまたはノードグループへのポリシーの割り当てが簡単
になります。特定のポリシーグループを特定タイプのノードに割り当て
ることができます。新しいノードを追加するときは、割り当てるポリシー
を個別に集めるのではなく、すべての必要なグループを割り当てること
ができます。その結果、必要なポリシーがすべて確実に選択されます。

ポリシーグループの一覧表示

ポリシーグループは、opcpolicy -list_groups コマンドを使用して一覧

表示できます。ポリシーグループを使用する操作には、ポリシーグループの
作成 /削除、ポリシーのグループへの割り当て、グループからのポリシーの

割り当て解除、すべてのポリシーグループとその内容の一覧表示などがあり
ます。詳細レベルを上げたり、level パラメータに別の値を指定することに

より、より多くの情報を表示できます。詳細はopcpolicy (1M) のマニュアル

ページを参照してください。

ポリシーグループの作成

ポリシーグループを作成 /削除したり、ポリシーグループにポリシーを割り

当てたり、グループからポリシーの割り当てを解除したりできます。ポリ
シーは、複数のグループに割り当てることができますしたがって、組織の
ニーズを正確に反映したポリシーグループを、柔軟に形成することが可能で
す。HPOM では、同じポリシーが同じ管理対象ノードに繰り返し配布され

ることはないため、システムの処理効率も維持されます。
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ポリシーグループを作成するときは、グループによってポリシーの割り当て
が簡略化されるようにします。たとえば、データベースサーバーをモニター
するすべてのポリシーのポリシーグループを作成します。こうすることで、
管理対象ノードにポリシーを割り当てるときに、ノードグループ「Database
Servers」にポリシーグループ「Database Monitoring」を割り当てることが

できます。サポートされている各エージェントプラットフォーム向けに

HPOM が用意しているデフォルトのポリシーグループの一覧については、

HP Operations Agent のドキュメントを参照してください。

あるグループが別のグループのメンバーである場合、このグループにポリ
シーを割り当てても、両方のグループに自動的にポリシーが割り当てられる
ことはないので注意してください。たとえば、グループ /a にポリシー X を
割り当てても、そのポリシーが自動的にグループ /b/a に割り当てられるこ

とはありません。

ポリシーのバージョンに関連して、ポリシーグループへのポリシーの割り当
てには 3 つの種類があります。

FIX

指定された厳密なバージョンのポリシーがグループに割
り当てられ、ノードに配布されます。

LATEST

配布時点で存在する最新バージョンのポリシーがノード
に配布されます。

MINOR_TO_LATEST

割り当てられているバージョンとメジャーバージョンが
共通する、配布の時点で存在する最新バージョンのポリ
シーがノードに配布されます。

メッセージのグループ替え

メッセージを別のメッセージグループに再編成するために、グループ替え条
件を設定できます。また、HPOM Event Correlation Services (ECS) をイン
ストールしている環境では、イベント相関処理ポリシーを設定することに
よって、類似したメッセージを、より少数の分かりやすいメッセージに絞り
込むことができます。

ポリシーの割り当て

ポリシーとポリシーグループを設定したら、新しいポリシーを適用するノー
ドまたはノードグループを決定する必要があります。ノードまたはノードグ
ループへのポリシーの割り当てには、コマンドラインツール opcnode を使
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います。また、メッセージの捕捉が実行されるノードまたはノードグループ
にポリシーグループを割り当てることができます。これにより、新しい設定
を配布できるようになります。

管理対象ノードへのポリシーの割り当て

ポリシーとポリシーグループは、コマンドラインツール opcnode を使用し

て管理対象ノードとノードグループに割り当てることができます。ポリシー
グループをノードに割り当てる手順は、ポリシーを単独で割り当てる手順と
同じです。ノードグループ内のすべてのノードは、そのノードグループに割
り当てられるポリシーとポリシーグループを継承します。これにより、新し
いノードへのポリシーの割り当てが簡略化されます。たとえば、ポリシーグ
ループをノードグループに割り当てる場合は、次のコマンドを使用して行う
ことができます。

opcnode -assign_pol_group pol_group=<policy_group_name> 
group_name=<node_group_name>

<policy_group_name> には割り当てるポリシーグループの名前、

<node_group_name> には割り当て先のノードグループの名前をそれぞれ

指定します。

詳細はopcnode (1M) マニュアルページを参照してください。

注記 HPOM は、ポリシーの割り当てと配布を個別に行います。ポリシーグルー

プ内のいずれか 1 つのポリシーを変更すると、HPOM はそのポリシーだけ

を再配布します。1 つのポリシーが複数のポリシーグループに属し、同じ管

理対象ノードに複数回割り当てられている場合も、そのポリシーが当該ノー
ドに配布されて処理されるのは一度だけです。変更中のポリシーはロックさ
れ、配布されません。ポリシーのステータスと管理対象ノードへの割り当て
状況は、レポートを生成して確認できます。利用可能なレポートについての
詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

割り当て済みポリシーの配布

新しいメッセージソースポリシーを定義して管理対象ノードに割り当てた
ら、そのポリシーを管理対象ノードに配布する必要があります。配布方法に
ついては、「HPOM の設定の更新」(105 ページ) を参照してください。
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注記 ポリシーを削除したり、特定のノードに対するポリシーの割り当てを削除し
た場合には、その影響を受ける各管理対象ノードに新しい設定を配布する必
要があります。配布しないと変更は反映されません。

コマンドラインツール opcpolicy を使えば、管理対象ノード上の任意のポ

リシーを一時的に無効化することができます。詳細はopcpolicy (1M) マニュ

アルページを参照してください。

メッセージソースポリシーの配布

メッセージソースポリシーを定義したら、メッセージの捕捉と値のモニタリ
ングの対象となる管理対象ノードにそれを配布します。メッセージソースポ
リシーの配布には、次のコマンドを使用します。

opcragt -distrib -policies

詳細については、opcragt(1M) のマニュアルページを参照してください。
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メッセージソースの評価

メッセージポリシーを導入するための最初の手順は、既存のメッセージソー
スの確認です。

確認するメッセージソース

次の各メッセージソースを評価します。

❏ アプリケーションとシステムのログファイル

❏ HPOM メッセージ API opcmsg(3) を使用するアプリケーション

❏ HPOM コマンドインタフェース opcmsg(1) を使用するアプリケーション

❏ モニター対象オブジェクト

❏ パフォーマンスメトリック

❏ モニター対象の SNMP MIB 値

❏ SNMP トラップを送信するアプリケーション

メッセージの評価方法

次の基準でメッセージを評価します。

❏ イベントがエンドユーザーに及ぼす影響

❏ 重要度のレベル

❏ 発生頻度

❏ 判読性の観点からみたファイル形式 (バイナリファイルまたはプレーン

テキスト形式)

❏ 言語と文字セット

❏ ネットワークのトラフィックとパフォーマンス

オペレータが注意しなければならないメッセージと、それ以外のメッセージ
を区別します。多くのメッセージは、システムパフォーマンスやユーザーに
よる日常作業の実行に影響しないため、重要ではありません。このような
メッセージの他に、障害が発生する可能性や、その時点で生じている障害を
示すメッセージがあります。これらの障害メッセージは、予防的対策を講じ
ない限り、障害が発生する、または再発生することを意味します。
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メッセージの重要度の評価

各メッセージの重要度を評価します。ほとんどのメッセージには、その一部
として重要度が含まれています。この重要度が、実際の環境における当該
メッセージの重要度を正しく反映しているかどうかを調べます。オブジェク
トが危険域の重要度のメッセージを生成した場合でも、そのメッセージで表
される実際の状況が、常に危険域に該当するとは限りません。

メッセージカタログの利用

アプリケーションにメッセージカタログが含まれている場合には、発生可能
なメッセージを検討する際の手がかりとして利用できます。
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メッセージの収集

メッセージとは、運用環境内のオブジェクトのステータスに関する情報をま
とめたものです。オブジェクトには、オペレーティングシステムやアプリ
ケーション、あるいは周辺機器など、運用環境を構成するあらゆる要素が該
当します。

メッセージステータスの作成

メッセージは、イベントやステータス変化の結果として作成されます。イベ
ントの重要度と一般的な属性は、管理者が指定できます。

メッセージは割り当てられた重要度に応じて、HPOM で捕捉されるか、

HPOM から除外されます。捕捉されたメッセージは HPOM で処理され、

Java GUI オペレータのブラウザウィンドウに表示されます。

注記 HPOM は、さまざまなメッセージソースから定期的にメッセージを収集し

ます。この収集間隔はメッセージソースポリシーで指定します。たとえば、
ログファイルエンキャプスレータや HPOM モニターエージェントに対する

ポーリング周期を指定できます。収集間隔を定義するときは、短くしすぎな
いようにしてください。収集間隔が短すぎると、システムに不要な負荷を与
える可能性があります。HPOM のデフォルトのメッセージソースポリシー

で指定されている値をそのまま使ってもかまいません。

メッセージの捕捉

HPOM は次のソースからメッセージを捕捉します。

❏ ログファイル

アプリケーションとシステムのログファイル

❏ HPOM に組み込まれたアプリケーション

HPOM に組み込まれたアプリケーションは、opcmsg(3) アプリケー

ションプログラミングインタフェース (API) または opcmsg(1) コマン

ドラインインタフェースを通じてメッセージを送信します。opcmsg(3)
や opcmsg(1) でメッセージを送信するプログラムを作成し、HPOM に
組み込むことも可能です。
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❏ SNMP トラップ

SNMP トラップを送信するアプリケーションとネットワークデバイス

❏ しきい値モニター

• アプリケーションとシステムの値

アプリケーションやシステムの多くの値は、期待値と比較できます。

• データベース値

SQL データベース言語とデータベース管理ツールを使って、特定の

値 (表のサイズやロックの件数など) をモニターします。これらの値

は期待値と比較します。

• プロセス

スクリプトを使って、重要なプロセス (デーモンなど) が動作してい

るかどうかを調べます。プロセスの値や動作中のプロセス数などを
チェックします。

• ファイルとファイルシステム

重要なファイルやファイルシステムが存在するかどうかをチェック
し、それらのサイズを確認します。スクリプトは、ディスクの使用
状況 (使用中のディスク容量や、あらかじめ定義された上限までの

空き容量) を返します。

• パフォーマンスメトリック

このコンポーネントがオペレーティングシステムから、パフォーマ
ンスカウンターとインスタンスデータを収集します。

• SNMP MIB 値

管理情報ベース (MIB) の動的なパラメータをチェックします。これ

らのパラメータは、HPOM の内外にあるアプリケーションによって

設定/更新されます。HPOM は SNMP API を使って、現在の値を設

定済みのしきい値と比較します。

❏ スケジュールアクションのメッセージ

ポリシー配布などの定期的な作業は、自動アクションをスケジュール設
定して実行します。HPOM は、スケジュール設定したアクションが成功

したかどうかを、メッセージで通知するように設定できます。スケ
ジュールアクションのポリシー設定については、『HPOM 管理者リファ

レンスガイド』を参照してください。
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メッセージの処理

メッセージソース内のメッセージを捕捉するようにポリシーを設定したら、
メッセージのフィルターとなる条件を設定する必要があります。HPOM で
は、HPOM に取り込むメッセージ、または管理サーバーへの転送対象から

除外するメッセージをフィルター処理する条件を設定できます。

195 ページの図 4-3  は、メッセージがポリシーフィルター、条件フィル

ター、グループ替え条件を通過してブラウザに到達するまでの過程を示して
います。
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図 4-3 メッセージ属性の解決

SU 12/10 16:21 + ttyp2 peter-root

su の成功条件: 

属性の設定: 重要度: 変更なし

ノード: 

アプリケーション: 

メッセージグループ: 

オブジェクト: <from>

メッセージ テキスト: <from> から <to> へのユーザーの切り替えに成功しました

メッセージ タイプ: succeeded_su

1. ログファイル内のエントリ

メッセージソースのテンプレート: 

メッセージのデフォルト: 属性: 

Logfile Su (11.x HP-UX)
重要度: 正常域

ノード: 

アプリケーション: /usr/bin/su(1) Switch User

メッセージグループ: セキュリティ

2. メッセージソースのテンプレートの適用

3. 条件が適用される前のメッセージ

正常域...12/10/09 16:21:55 system_1.bb /usr/bin/su セキュリティ

4. メッセージ一致条件の適用

5. 管理サーバーに送信するメッセージ

正常域...12/10/09 16:21:55 system_1.bb /usr/bin/su セキュリティ peter からroot へのユーザーの切り替

えに成功しました

6. 管理サーバーでのグループ替え (オプション)

正常域...12/10/09 16:21:55 system_1.bb /usr/bin/su セキュリティ peter からroot へのユーザーの切り替

えに成功しました

7. メッセージブラウザに表示されるメッセージ
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ポリシーによるメッセージ処理の仕組み

メッセージソースポリシーを使用することで、メッセージ属性、メッセージ
相関オプション、パターンマッチオプション、メッセージ出力オプションの
デフォルト値をグローバルに設定できます。

メッセージのデフォルト設定

メッセージソースポリシーは、次のデフォルト設定をメッセージに割り当て
ます。

❏ メッセージ属性

メッセージ属性とはメッセージの特徴を表す情報であり、HPOM 管理者

はこの情報を使って、管理サーバーで受信したメッセージを分類できま
す。メッセージ属性には、重要度、メッセージの生成元ノード、イベン
トに関連するアプリケーションやオブジェクト、メッセージが属する
メッセージグループなどがあります。メッセージソースポリシーには、
これらの属性のデフォルト値を設定できます。ただし、これらのデフォ
ルト値はメッセージ条件に設定されている値で上書きされます。HPOM
はメッセージ属性を Java GUI ブラウザに表示します。

❏ カスタムメッセージ属性

カスタムメッセージ属性とは HPOM メッセージを拡張する追加情報で

あり、顧客名、サービスレベル契約の種類、デバイスの種類などがあり
ます。

HPOM はカスタムメッセージ属性を Java GUI ブラウザに表示します。

オペレータは、表示されたカスタム属性に基づいて、メッセージのソー
トやフィルター処理を実行できます。

メッセージにカスタムメッセージ属性を割り当てるには、opccmachg コ
マンドラインツールを使用します。使用方法についての詳細は、
opccmachg(1m) マニュアルページを参照してください。

カスタムメッセージ属性を設定できるのは、ログファイル、HPOM イン

タフェース、しきい値モニターポリシー、SNMP トラップインターセプ

タ (trapi)、スケジュールされたタスクのメッセージ条件のみです。カ

スタムメッセージ属性についての詳細は、HP Operations Agent のド

キュメントを参照してください。
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❏ メッセージ相関オプション

メッセージにメッセージキーを割り当てれば、そのメッセージキーで自
動受諾するメッセージ (状態ベースのブラウザの場合 ) の選択、さらに

HPOM が重複メッセージを除外する方法を指定できます。メッセージキー

を割り当てれば、Java GUI メッセージブラウザに同じメッセージが繰

り返し表示される事態を回避できます。メッセージキーと一致するメッ
セージを除外するには、キーワード SUPP_DUPL_IDENT を使用します。

重複するメッセージの除外では、以下の内容を指定できます。

• HPOM が重複メッセージを除外する時間の長さを指定する。指定し

た時間が経過すると、重複メッセージは再送信されます。

• 重複メッセージカウンターのしきい値を指定する。カウンターがし
きい値を超えると、重複メッセージの送信が許可されます。

詳細については、付録 A「ポリシー本体の構文」(355 ページ) を参照し

てください。

❏ パターンマッチオプション 

メッセージをスキャンするときにポリシーによって適用されるフィー
ルドセパレータと、大文字小文字チェックの有無を指定できます。大文
字小文字を区別するチェックを定義するには、キーワード ICASE、
フィールドセパレータを定義するには、キーワード SEPARATORS を使用

します。詳細については、付録 A「ポリシー本体の構文」(355 ページ) 
を参照してください。

❏ メッセージストリームインタフェースへの出力オプション

HPOM から外部のメッセージストリームインタフェースにメッセージ

を出力するかどうかを選択し、出力する場合は、HPOM メッセージを転

送する方法を選択できます。

デフォルト値を定義するには次のキーワードを使用します。

MPI_SV_COPY_MSG MSI とサーバープロセスの両方に

メッセージを送信します。

MPI_SV_DIVERT_MSG メッセージを MSI に転送し、サー

バープロセスには送信しません。

MPI_SV_NO_OUTPUT MSI にメッセージを送信しません

(デフォルト)。
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これらのデフォルト属性はポリシーレベルでグローバルに適用されますが、
メッセージ条件によってオーバーライドされる場合があります。ポリシー本
体の構文の詳細については、付録 A「ポリシー本体の構文」(355 ページ) を
参照してください。

複数のポリシーの設定

HPOM では、管理者が各メッセージソースに対して、メッセージ条件と除

外条件が異なる複数のポリシーを設定できます。管理対象ノードでイベント
が発生すると、そのノードに割り当てられたすべてのポリシーを使って、同
時にフィルター処理が行われます。条件が適用されると、メッセージはその
ポリシーに指定されたオプションに従って処理されます。したがって、
HPOM がメッセージをフィルター処理する方法を理解しておくと、ブラウ

ザが不要なメッセージで一杯になったり、重要なメッセージを失うことを回
避できます。

複数のポリシーの並行処理

HPOM は、1 つのノードに割り当てられた同じ種類の複数のポリシーを並

行して処理することができます。この処理では、どのポリシーにも優先順位
は設定されていません。各ポリシーは独立に処理されます。除外条件に一致
するメッセージや不一致除外条件に該当するメッセージは、そのポリシー内
での処理に対してのみ除外されます。ただし、メッセージは別のポリシー内
のメッセージ条件に一致し、担当オペレータに HPOM メッセージが作成さ

れることがあります。複数ポリシー設定でパフォーマンスを向上させるため
の詳細については、「パフォーマンスの最適化」(225 ページ ) を参照してく

ださい。

200 ページの図 4-4 は、複数のポリシーによるメッセージの並行処理を示し

ています。

❏ メッセージのフィルター処理

イベントによって生成されたメッセージが HPOM で捕捉され、メッ

セージソースポリシーによってフィルター処理されます。

❏ デフォルト設定の適用

ポリシーによってメッセージにデフォルト設定が適用されます。

❏ メッセージ条件のチェック

メッセージが条件リストと比較されます。最初に該当した条件によっ
て、その後の処理が決定されます。
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❏ メッセージの転送

メッセージがどの条件にも一致せず、ポリシーで [一致しないメッセー

ジを転送 ] 属性が設定されている場合、そのメッセージ (ポリシーのデ

フォルト値が含まれる) は転送されます。

❏ メッセージのログ機能

不一致メッセージに対して、ローカルログに出力するか、あるいはログ
のみを実行するように設定している場合、HPOM はその設定に従って

メッセージをログに記録します。

各ポリシーの設定が異なれば、1 つのイベントから複数の HPOM メッセー

ジが生成され、それぞれ独自の方法で問題に対処することがあります。
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図 4-4 複数のポリシーによるメッセージのフィルター処理
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一致しないメッセージの転送

複数のポリシーで FORWARDUNMATCHED キーワードを使用すると、1 つのイ

ベントから複数のメッセージを受信する可能性があります。キーワード

FORWARDUNMATCHED  が設定された各ポリシーは、ポリシーのデフォルト値

を持つメッセージを作成します。

アプリケーションに固有のポリシーと汎用ポリシーでは、複数のメッセージ
の処理方法が異なります。

❏ アプリケーション固有のポリシー

キーワード SUPP_UNM_CONDITIONS を使用して、関連するメッセージの

みを受信します。

❏ 汎用ポリシー

キーワード FORWARDUNMATCHED を使用して、関連メッセージ以外に不

一致メッセージも受信します。

次に挙げる種類のポリシーでは、1 つのイベントから複数のメッセージが生

成されることはありません。

❏ ログファイルエントリポリシー

❏ SNMP トラップポリシー

❏ HPOM インタフェースメッセージポリシー

これらのポリシーは、一致しないメッセージを管理サーバーに転送する前
に、割り当てられているすべてのポリシーを処理します。メッセージが除外
条件に一致する場合は、別のポリシーで [一致しないメッセージを転送 ] が
設定されていても、メッセージは除外されます。一致しないものを除外する
条件では、そのポリシーのメッセージだけが除外されますが、他のポリシー
の条件に一致しないメッセージは管理サーバーに転送されます。

独自のアプリケーション固有ポリシーの設定

あらかじめ設定されている HPOM ポリシーと条件を変更するときは、それ

ぞれを別のバージョンで保存してください。
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条件によるメッセージのフィルター処理

メッセージ処理メカニズムは、HPOM の基盤ともいうべき部分です。メッ

セージソースからオペレータに送られるメッセージは、条件によって制御さ
れます。条件はデータ量の絞り込みと、さまざまなメッセージソースで生成
されたメッセージのフォーマットの共通化に役立ちます。

メッセージソースのフィルター処理

図 4-5  は、エージェント上でメッセージが条件と照らし合わせて処理され

る過程と、条件に一致するメッセージと一致しないメッセージの処理方法を
示しています。この一連の過程は、「メッセージソースのフィルター処理」
と呼ばれます。
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図 4-5 HPOM エージェントによるメッセージのフィルター処理の過程
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管理サーバーでのメッセージの処理

図 4-6  は、メッセージが担当オペレータのブラウザに到着する前に、管理

サーバー上で処理される過程を示しています。

図 4-6 HPOM 管理サーバーによるメッセージのフィルター処理の過程
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メ ッ セージ条件の設定

メッセージ条件を設定する際は、付録 A「ポリシー本体の構文」(355 ペー

ジ) に記載されるポリシー本体の構文に従ってください。

メッセージ条件を設定する手順は次のとおりです。

1. 一致条件の定義

メッセージ条件または除外条件と呼ばれる照合パターンを定義します。

2. パターンマッチのテスト

1 つの条件のパターンマッチをテストし、正しく機能することを確認し

ます。

3. メッセージ相関オプションの設定

特定のメッセージキーを持つメッセージを自動的に受諾するメッセー
ジ相関オプションを設定し、同じメッセージが Java GUI メッセージブ

ラウザに何度も繰り返して表示されないようにします。

4. オペレータ起動アクションの設定

選択したメッセージが条件に一致するたびに、管理者によって設定され
たスクリプトやプログラムを特定のオペレータが実行できるようにオ
ペレータ起動アクションを設定します。

5. 自動アクションの設定

メッセージが条件に一致するたびに HPOM によってスクリプトやプロ

グラムが自動的に実行されるように自動アクションを設定します。

6. メッセージの設定

外部通知サービスやトラブルチケットサービスへ出力されるように
メッセージを設定します。

7. メッセージ属性の定義

Java GUI メッセージブラウザに表示するメッセージの属性を定義しま

す。これらの属性の値は、メッセージソースで生成され、パターンマッ
チの対象になった文字列と必ずしも一致させる必要はありません。

8. カスタムメッセージ属性の定義

より適切なメッセージ情報をオペレータに提供するため、Java GUI メッ

セージブラウザに表示するメッセージのカスタム属性を定義します。
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9. 指示の記述

Java GUI メッセージブラウザに表示するメッセージに添付する説明を

作成します。

メッセージ条件の設定の詳細については、付録 A「ポリシー本体の構文」

(355 ページ ) および『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してくだ

さい。

メッセージソースに対してフィルターをいっさい設定しない場合、不一致
メッセージを管理サーバーへ転送するように指定していると、そのメッセー
ジソースで生成されたメッセージはすべて HPOM に渡されて処理されます。

メッセージ条件と除外条件

条件は、イベントに照合できるさまざまな属性 (ノード名、アプリケーショ

ン名、メッセージキー、テキスト、またはオブジェクトパターンなど) から

構成されます。HPOM では、受信メッセージは、ポリシー本体に表示され

ている順にメッセージ条件および除外条件と比較されます。

1 つのメッセージソースポリシーからのメッセージを HPOM 内にフィルタ

リングする場合でも、あるいは HPOM 内から除外する場合でも、メッセー

ジ条件、除外条件、および不一致除外条件を必要に応じていくつでも設定で
きます。

イベントに適用できる条件

次の条件を、管理対象ノード上のイベントに適用できます。

❏ メッセージ条件

メッセージ条件として設定されたすべての属性に該当するメッセージ
を HPOM に取り込んで処理します。

メッセージ条件では、メッセージ属性を設定し、メッセージを管理対象
ノードから HP Operations 管理サーバー上のメッセージグループに転

送して、そこで特定のオペレータに割り当てることができます。

❏ 除外条件

除外条件のすべての属性に一致するメッセージを HPOM から除外しま

す。除外されたメッセージは、それ以上処理されません。

除外条件は、HPOM で処理するメッセージと、Java GUI メッセージブ

ラウザに表示されるメッセージの数を削減できます。
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❏ 不一致除外条件

不一致除外条件の属性に一致しないメッセージを HPOM から除外しま

す。除外されたメッセージは、それ以上処理されません。

不一致除外条件のすべての属性に一致するメッセージは、条件リストの
残りの条件で処理されます。

不一致除外条件は、ポリシーに該当しないすべてのメッセージを条件レ
ベルで除外し、ポリシーの条件リストで処理されるメッセージの数を減
らすことによって、HPOM のパフォーマンスを向上させます。

FORWARDUNMATCHED キーワードがポリシー本体で使用されている場合、

サーバーに転送される不一致メッセージのセットは、ポリシーに直接関
連するメッセージだけに限定されます。

着信メッセージと一致条件との比較

208 ページの図 4-7  は、着信メッセージが指定した一致条件、除外条件、お

よび不一致除外条件と、どのように比較されるかを示しています。メッセー
ジ条件の設定方法の詳細については、「条件によるメッセージのフィルター
処理」(202 ページ) を参照してください。
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図 4-7 条件によるメッセージのフィルター処理
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注記 SUPP_UNM_CONDITIONS キーワードと FORWARDUNMATCHED キーワードはど

ちらも不一致メッセージの処理に関連していますが、前者は条件レベル、後
者はポリシーレベルでそれぞれメッセージをフィルター処理します。

メッセージのパターンマッチ

HPOM は、最小限の条件入力で利用できる強力なパターンマッチ言語を備

えています。メッセージの動的な部分を選択して抽出し、変数に割り当てま
す。その変数をパラメータとして使用し、新しいメッセージテキストを作成
または他の属性を設定します。これらのパラメータは、自動アクションコマ
ンドとオペレータ起動アクションコマンドにも使用できます。HPOM と
SNMP 変数のリストについては、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参

照してください。

演算子を含むパターンマッチ

ほとんどの場合、パターンマッチで実行するのは、メッセージ内の特定文字
列の検索だけです。ただし、さまざまな演算子を利用して、検索の精度を高
めることもできます。たとえば、ポリシー本体の MSGCONDITIONS ブロック

に、TEXT キーワードと一緒に ERROR と入力すると、メッセージテキスト内

のいずれかの位置に文字列「ERROR」を含むメッセージのみが条件に一致

します。

同様に、特定の文字列、たとえば「WARNING」を含まないメッセージを検

索する場合は、次のように入力します。

<![WARNING]>

この例では、NOT 演算子 (!) を使用しています。演算子使用する場合は、演

算子を山かっこ(< >) で囲み、角かっこ([ ]) でサブパターンを区切ります。

除外条件に一致するメッセージは HPOM から除外されるため、メッセージ

のフォーマットを変更したり、一致するメッセージ用のアクションを指定す
る必要はありません。HPOMでのメッセージフローについては、203 ページ

の図 4-5  を参照してください。
第 4 章 209



メッセージポリシーの設定

条件によるメッセージのフィルター処理
大文字と小文字を区別しないパターンマッチ

ポリシー本体で ICASE キーワードを使用した場合、大文字と小文字のあら

ゆる組み合わせの「warning」と一致させることができます。ポリシー本体

の構文についての詳細は、付録 A「ポリシー本体の構文」(355 ページ) を参

照してください。

パターンマッチ条件の例

HPOM のパターンマッチ言語で使用できるさまざまな条件の例を以下に示

します。

❏ Error 

メッセージテキスト内のどこかにキーワード Error を含むあらゆる

メッセージを識別します。この条件は、デフォルトでは大文字と小文字
が区別されます。

❏ panic 

大文字と小文字を区別するモードがオフの場合、この条件はメッセージ
テキスト内のどこかに panic、Panic、または PANIC を含むすべての

メッセージに一致します。

❏ logon|logoff

OR 演算子 (|) の使用例。キーワード logon または logoff を含むあら

ゆるメッセージが識別されます。

❏ ^getty:<*.msg> errno<*><#.errnum>$

次のようなメッセージに一致します。

getty: cannot open ttyxx errno: 6 

getty: can’t open ttyop3; errno 16

最初の例では、文字列「cannot open ttyxx」が、msg 変数に割り当

てられます。数字の 6 は errnum 変数に割り当てられます。位置指定記

号 ($) は、数字 6 が行末にある場合のみ一致することを指定しています。

❏ ^errno[ |=]<#.errnum> <*.errtext>

次のようなメッセージに一致します。

errno 6 - no such device or address 

errno=12 not enough core.
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OR 演算子の直前にスペースがあることに注意してください。角かっこ

の中の式は、このスペースまたは等号 (=) と一致します。<#.errnum>
と <*.errtext> の間のスペースは区切り記号です。このスペースは、こ

こで示された変数への割り当てに厳密には必要ありませんが、パフォー
マンスの向上に役立ちます。

❏ ^hugo:<*>:<*.uid>: 

ユーザー hugo のすべての /etc/passwd エントリと一致し、変数 uid に
ユーザー ID を返します。パターンの真ん中にあるコロン (:) は、uid へ
渡す文字列を先行する文字列から区切ります。パターン末尾のコロン
は、uid へ渡す文字列を、入力パターン内で後続するグループ ID から

区切ります。このコロンは、パフォーマンスを向上させるためだけでな
く、文字列の論理的な区切りとして必要です。

❏ ^Warning:<*.text>on node<@.node>$

「Warning: too many users on node hpbbx」などのメッセージを識

別します。too many users を変数 text へ割り当て、hpbbx を変数

node へ割り当てます。

パターンマッチ式の詳細

ここでは、HPOM のパターンマッチ言語で使用できる式の詳細を示します。

❏ 通常の文字

通常の文字は、それ自体を表す式です。サポートされている文字セット
の任意の文字を使用できます。ただし、次に示す特殊文字を使う場合に
は、特殊文字の通常の機能をマスクするために、直前に円記号 (\) を付

ける必要があります。

[ ] < > | ^ $

キャレット (^) およびドル記号 ($) が位置指定記号として使用されてい

ない場合 (先頭または末尾の文字でない場合) には、通常の文字として解

釈されるため、マスクする必要はありません。

❏ 位置指定記号 (^ および $)

キャレット (^) をパターンの先頭文字として使用する場合は、行の先頭

にある式にのみ一致します。たとえば、^ab は、行「abcde」内の文字

列 ab には一致しますが、行 xabcde 内の文字列 (ab) には一致しません。
第 4 章 211



メッセージポリシーの設定

条件によるメッセージのフィルター処理
ドル記号 ($) をパターンの末尾文字として使用する場合は、行の最後に

ある式だけに一致します。たとえば、de$ は、行 abcde 内の文字列 de
には一致しますが、行 abcdex 内の文字列 (de) には一致しません。

❏ 複数の文字に一致する式

任意の数の文字から構成される文字列に一致させるには、次の式をいく
つか組み合わせたパターンを使います。

<*> 0 個以上の任意の文字 ( セパレータ文字を含む ) と一

致します。

<n*> n 個の任意の文字 (セパレータ文字を含む ) と一致し

ます。

<#> 1 桁以上の数字と一致します。

<n#> n 桁の数字と一致します。

<_> 1 個以上の連続するセパレータと一致します。

<n_> n 個の連続するセパレータと一致します。

<@> セパレータ文字を含まない文字列に一致します。つま

り、1 個以上の連続するセパレータ以外の文字と一致

します。このパターンは、単語との一致に使用でき
ます。

セパレータ文字は、条件ごとに設定できます。デフォルトでは、セパ
レータは空白とタブ文字です。

❏ 角かっこ ([ ])

角かっこ ([ および ]) は、式をグループ化するための区切り文字として

使用されます。パフォーマンスを向上させるためにも、無意味な角かっ
この使用は避けてください。

たとえば、次のパターンは文字列 abcdefgh と等価であり、角かっこは

すべて不要です。

ab[cd[ef]gh] 

角かっこは通常、OR 演算子や NOT 演算子、あるいは変数に文字列を

割り当てるサブパターンを含む式で使います。

❏ OR 演算子 (|)

特殊文字の縦線 (|) で分けられている 2 つの式は、どちらかの式に一致

する文字列と一致します。
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たとえば、次のパターンは、文字列 abd と文字列 cd の両方に一致します。

[ab|c]d 

❏ NOT 演算子 (!)

NOT 演算子 (!) を使用する場合は必ず角かっこで区切ります。

たとえば、次のパターンは、文字列「WARNING」を含まないすべての

テキストに一致します。

<![WARNING]>

NOT 演算子は、次の例のように複雑なサブパターンと組み合わせて使

用することもできます。

SU <*> + <@.tty> <![root|[user[1|2]]].from>-<*.to>

このパターンを使えば、user1、user2、および root 以外のユーザー

を対象に「ユーザー切換」 メッセージを生成できます。

たとえば、上記のパターンは次の文字列に一致します。

SU 03/25 08:14 + ttyp2 user11-root

一方、次の行は、user2 というエントリを含んでいるため、上のパター

ンに一致しません。

SU 09/25 08:14 + ttyp2 user2-root

NOT 演算子を含むサブパターンと一致するものがない場合、NOT 演算

子は <*> のように機能します。つまり、0 個以上の任意の文字と一致す

ることになります。したがって、UNIX システムの正規表現 [!123] と、

HPOM の対応するパターンマッチ式 <![1|2|3]> は同じではありませ

ん。HPOM の式が 1、2、3 を除く任意の 1 文字以上の文字列に一致す

るのに対して、UNIX システムの正規表現は、1、2、3 を除く任意の 1
文字に一致します。

❏ マスク演算子 (\)

円記号 (\) は、次の特殊文字の機能をマスクするために使います。

[ ] < > | ^ $

特殊文字の直前に円記号 (\) を付けると、特殊文字自体と一致する式に

なります。
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キャレット (^) とドル記号 ($) は、それぞれパターンの先頭と末尾に置

かれた場合のみ特殊な意味を持ちます。したがって、パターンの内部

(パターンの先頭や末尾以外) で使用するときには、マスクする必要はあ

りません。

このルールの唯一の例外はタブ文字です。タブ文字をパターン文字列で
指定するには、\t と入力します。

OR 演算子 (|) は、次に挙げる一致条件のフィールドで使用できます。

❏ ノード

❏ アプリケーション

❏ メッセージグループ

❏ オブジェクト

比較演算子

この種の演算子で複雑な式を作成する場合の基本パターンは次のとおり
です。

<number--operator--[sub-pattern]--operator--number>

サブパターンには単純な数値演算子 (<#>、<2#> など ) を指定できます。単

純な演算子には、区切りのための角かっこを付ける必要はありません。次の
ように、角かっこを含む複雑なサブパターンを指定することもできます。

<120 -gt [<#>1] -gt 20>

また、次のように、演算子を 1 つだけ使用してパターンを作成することも

できます。

Error <<#> -eq 1004>

比較演算子には次の 6 種類があります。

-le 以下

-lt 小なり

-ge 以上

-gt 大なり

-eq 等価

-ne 不等
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以下 (-le) 演算子

使用例: 

<<#> -le 45>

このパターンは、45 より小さいか等しい数値を含むすべてのメッセージに

一致します。次に、一致するメッセージの例を示します。

ATTENTION: Error 40 has occurred

パターン内の数字 45 は実際の数値であり、文字列ではありません。4545 な
どの 45 よりも大きい数字は、たとえ 45 の組み合わせを含んでいてもマッ

チしません。

小なり (-lt) 演算子

使用例: 

 <15 -lt <2#> -le 87>

このパターンは、最初の2 桁が 16 ～ 87 の範囲にある数値を含むメッセー

ジに一致します。次に、一致するメッセージの例を示します。

Error Message 3299 は一致します。

文字列 Error Message 9932 は一致しません。

以上 (-ge) 演算子

使用例: 

^ERROR_<57 -ge <#.err>>

このパターンは、文字列「ERROR_」の直後に 57 より小さいか等しい数値が

続くテキストと一致します。次に、一致するメッセージの例を示します。

ERROR_34: processing stopped

文字列「34」が変数 err に代入されます。

位置指定記号のキャレット (^) が使用されていることに注意してください。

大なり (-gt) 演算子

使用例: 

<120 -gt [<#>1] -gt 20>
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21 ～ 119 の範囲にあって最後の 1 桁が 1 であるすべての数値に一致しま

す。たとえば、21、31、41、... 101、.... 111 などを含むメッセージが、こ

のパターンに一致します。

使用例2: 

Temperature <*> <@.plant>: <<#> -gt 100> F$

このパターンは、「Actual Temperature in Building A: 128 F」のような文字

列に一致します。文字「A」が変数 plant に代入されます。位置指定記号 ($)
が使用されていることに注意してください。「大なり」 演算子は、開区間と

も呼ばれます。「以上」演算子を使用した場合は、閉区間となります

等価 (-eq) 演算子

使用例: 

Error <<#> -eq 1004>

このパターンは、「Error」の直後に数値 1004 が続く文字列を含むメッセー

ジに一致します。たとえば、次のようなメッセージがこのパターンに一致し
ます。

Warning: Error 1004 has occurred

一方、Error 10041 は、このパターンには一致しません。

不等 (-ne) 演算子

使用例: 

WARNING <<#> -ne 107>

このパターンは、「WARNING」の直後に空白文字があって、それ以降に 107
以外の 1 桁以上の数値が続く文字列を含むメッセージに一致します。たと

えば、次のようなメッセージが一致します。

Application Enterprise (94/12/45 14:03): WARNING 3877

パターンマッチ式への記号の挿入

メッセージテキストのパターンマッチ式を作成するときには、マウスの左右
のボタンを使って記号を式に挿入できます。

式の記号を挿入する手順は次のとおりです。

1. 表現に置き換えるテキストを選択します。

2. 選択したテキストを右クリックし、挿入できる記号のリストを表示し
ます。
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3. リストから記号を選択します。

この方法は、変数名の挿入には使用できません。変数名は、それぞれ個別に
式に入力する必要があります。

パターンマッチ式の変数とパラメータ

一致する文字列は、すべて変数に割り当てることができます。文字列を割り
当てた変数は、メッセージのフォーマットの変更や、アクション呼び出しの
パラメータとして使うことができます。パラメータを指定するには、角かっ
こで閉じる直前に . パラメータ名 を追加します。パターン ^errno:
<#.number> - <*.error_text> は、次のようなメッセージと一致します。

errno: 125 - device does not exist

number には 125、error_text には device does not exist がそれぞれ

割り当てられます。

変数名に含めることができるのは、アルファベットと数字、および下線 (_)
とハイフン (-) だけです。次の構文規則が適用されます。

(Letter | '_'){ Letter | Digit | '_' | '-' }

この構文で、Letter はアルファベットのすべての文字、Digit はすべての

数字に該当します。

HPOM による変数への文字列割り当ての規則

文字列 abcdef に対して <*.var1><*.var2> というパターンを一致させる

場合、入力文字列のどのサブストリングが各変数に割り当てられるのかがす
ぐにはわかりません。たとえば、var1 へ a を、var2 へ bcdef を割り当て

ることができますし、同様に、var1 へ空の文字列、var2 へすべての入力文

字列を割り当てることもできます。

パターンマッチアルゴリズムは、常に入力行とパターン定義 (二者択一正規

表現を含む) の両方を左から右へ調べます。<*> などの式には、できるだけ

少ない文字を割り当てます。一方、<#>、<@>、<_> などの式には、できる

だけ多くの文字を割り当てます。したがって、上記の変数 var1 には空の文

字列が割り当てられます。たとえば、this is error 100: big bug とい

う入力文字列と一致させるには、次のパターンを使用します。

error<#.errnumber>:<*.errtext>

この場合、各変数には値が次のように割り当てられます。

❏ errnumber: 100

❏ errtext: big bug
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パフォーマンスのため、また、パターンを読みやすくするために、連続する

2 つの式の間には区切りとなるサブ文字列を指定できます。上記の例では、

<#> と <*> の区切りとして、コロン (:) が使われています。

abc123 と <@.word><#.num> の照合では、<#> と <@> の両方が数字を受

け入れ、左側の式にできるだけ多くの文字が割り当てられるため、word に
abc12、num に 3 がそれぞれ割り当てられます。

位置指定記号が指定されていないパターンは、入力行のどの位置のサブ文字
列にも一致します。たとえば、this is number<#.num> というパターンは

次のパターンと同じように処理されます。

<*>this is number<#.num><*>

サブパターンによる変数への文字列の割り当て

変数に文字列を割り当てる方法には、単独の演算子 (* や # など) 以外にも、

複数の演算子を組み合わせた複雑なサブパターンを作成する方法がありま
す。サブパターンの構文は<[sub-pattern].var> です。

次に例を示します。

<[<@>file.tmp].fname>

この例では、file と tmp の間のドット (.) は通常のドット文字と一致しま

す。一方、「]」と「fname」の間のドット (.) は、構文的に必要な要素です。

このパターンは Logfile.tmp のような文字列と一致し、一致する文字列全

体が fname に割り当てられます。

他のサブパターンの例を次に示します。

<[Error|Warning].sev> 

<[Error[<#.n><*.msg>]].complete>

最初の例では、Error または Warning を含むあらゆる行が、変数 sev に割

り当てられます。2 番目の例では、Error を含む行のエラー番号が変数 n、
エラー番号に続く文字列が msg に割り当てられます。最終的に、数字とテ

キストの両方が complete に割り当てられます。
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複数行メッセージに一致するメッセージポリシー条件の設定

opcmsg コマンドを使用して送信された複数行メッセージに一致するメッ

セージポリシー条件を設定するには、”</>” パターンまたは n 個の改行に完

全一致する “<n/>” パターン ( たとえば、1 つの改行に完全一致するには

”<1/>”) を使用します。

メッセージブラウザに複数行メッセージを表示するように [ 属性の設定 :
メッセージ テキスト] フィールドを設定するには、“\n” を使用します。その

例を次に示します。

メッセージテキストフィールド (条件):
^First line:<*.text1><1/>Second line:<*.text2>$

メッセージテキストフィールド (属性の設定):
Message with two lines: \n First line:<text1>\n
Second line: <text2>

コマンドラインから複数行メッセージを送信するには、メッセージテキスト
名を引用符で囲んで指定し、行の最後に ENTER キーを押します。その例を

次に示します。

# opcmsg a=a o=o msg_t="First line: Hi
Second line: there"

前のポリシー条件が有効な場合は、メッセージブラウザに次のメッセージテ
キストが表示されます。

Message with two lines: 
First line: Hi
Second line: there
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一致したメッセージの表示

メッセージ条件に一致したメッセージには、ブラウザに表示する前に特定の
属性を設定できます。

メッセージ属性の設定

値を設定できる属性は次のとおりです。

❏ 重要度

❏ ノード

❏ アプリケーション

❏ メッセージグループ

❏ オブジェクト

❏ メッセージテキスト

❏ メッセージの種類

❏ メッセージキー

❏ サービス名

条件レベルで設定された属性は、ポリシーのデフォルトで定義された同じ属
性より優先します。メッセージテキストの一部をパラメータとして使用し
て、オペレータのブラウザにメッセージを転送する前にメッセージテキスト
を定義し直すこともできます。

メッセージへのカスタムメッセージ属性の追加

カスタムメッセージ属性を使用することで、独自の属性をメッセージに追加
できます。つまり、「メッセージ属性の設定」(220 ページ )  に示されるデ

フォルトのメッセージ属性のほかに、「Customer」やサービスレベル契約を

表す「SLA」など、任意の属性を追加して HPOM メッセージを拡張できます。

カスタムメッセージ属性を設定できるのはメッセージ条件だけであり、ログ
ファイル、HPOM インタフェース、およびしきい値モニターの各ポリシー

でのみ利用可能です。

メッセージにカスタムメッセージ属性を割り当てるには、opccmachg コマ

ンドラインツールを使用します。詳細については、opccmachg(1m) マニュ

アルページを参照してください。
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カスタムメッセージ属性を作成して設定する場合、属性の名前と値を次のよ
うに指定できます。

# opccmachg -user opc_op -id 
55d3604a-536f-71db-08c0-0a1108c90000 CUSTOMER=VIP SLA=none 
Device=Device1 Source=Node1

次の条件と一致するメッセージは、Java GUI ブ ラウザに 4 つカラムが追加

されて表示されます。

❏ Customer

❏ Device

❏ SLA

❏ Source

値には、次のいずれか 1 つ、またはいくつかを組み合わせて指定できます。

❏ ハードコードされたテキスト

❏ HPOM のパターンマッチで返された変数

詳細については、「メッセージのパターンマッチ」(209 ページ ) を参照

してください。

❏ HPOM であらかじめ定義されている変数

詳細については、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してくだ

さい。

注記 カスタムメッセージ属性が表示されるのは、Java GUI のブラウザウィンド

ウとメッセージプロパティウィンドウ内だけです。

カスタムメッセージ属性が、エージェントや管理サーバーの両方またはいず
れか一方のメッセージストリームインタフェース (MSI) に渡されるように

設定することも可能です。また、トラブルチケットシステムや通知サービス
の両方またはいずれか一方に出力することも可能です。

メッセージへの指示の追加

メッセージには指示を追加できます。指示には、通常、自動アクションを記
述したり、オペレータがオペレータ起動アクションを実行するための詳細な
情報を提供したり、障害解決のための別の手動による手順を記述します。
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メッセージに指示を追加するには、次のいずれかの方法を使います。

❏ 指示の記述

メッセージ条件の指示を記述します。これにより、条件と一致するすべ
てのメッセージにその指示が追加されます。テキストは、Java GUI メッ

セージブラウザの [メッセージのプロパティ ] ウィンドウで表示できま

す。テキストによる簡単な指示には、データベースに格納できるという
利点があります。

この方法には次の利点があります。

• 指示の信頼性が高い。

• 指示が高速で解決される。

❏ 外部アプリケーションの呼び出しによる指示の送信

指示インタフェースを使って外部アプリケーションを呼び出し、オペ
レータに指示を提供します。この方法には、さまざまな種類のパラメー
タをインタフェースに渡すことができる利点があります。

この方法は柔軟性に富みます。

• 変数

テキストに変数を含めることができます。変数を利用することで、
指示を完全にローカライズできます。

• メッセージ固有

メッセージ条件に固有の指示だけでなく、特定のメッセージに固有
の指示を作成できます。

Java GUI では、HPOM の特殊な変数によって外部アプリケーションを

呼び出したり、Java GUI が動作しているクライアント上で Web ブラウ

ザを開くことができます。詳細については、『HPOM 管理者リファレン

スガイド』を参照してください。
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メッセージへの応答

HPOM には、条件と一致するメッセージに応答するためのオプションがい

くつか用意されています。オペレータはメッセージブラウザで、これらのオ
プションを使ってメッセージに応答します。一部の応答は、オペレータの操
作を介さずに実行されます。

応答

次の応答の種類から選択できます。

❏ 管理サーバーのログにのみメッセージを記録 

このオプションを選択すると、メッセージ条件に一致するメッセージが
管理サーバーのログに記録され、履歴データベースに格納されます。こ
れらのメッセージはそれ以上処理されませんが、オペレータは Java
GUI の [履歴メッセージ] ブラウザでこれを表示できます

メッセージを管理サーバーのログのみに記録する場合、その他のアク
ションは無視されます。

❏ 自動アクションの定義

自動アクションは、メッセージが着信した時点で即座に起動されます。
アクションを起動するノードと実行するコマンド (シェルスクリプト、

プログラム、アプリケーション起動、またはその他の応答 ) をアクショ

ンごとに定義する必要があります。オペレータは実行中の自動アクショ
ンを停止したり、必要に応じて再起動することができます。

自動アクションによって注釈を提供し、成功した場合に注釈を自動的に
受諾するように指定することもできます。自動受諾で自動アクションを
設定すると、メッセージが Java GUI メッセージブラウザに表示されな

いことがあります。

❏ オペレータ起動アクションの定義 

オペレータは、Java GUI メッセージブラウザでメッセージを確認した

後、オペレータ起動アクションを開始できます。自動アクションの場合
と同様、オペレータはオペレータ起動アクションを停止したり、必要に
応じて再起動することができます。管理者は、オペレータ起動アクショ
ンのノードとコマンドを定義できます。また、注釈作成と受諾を自動的
に行うかも指定できます。
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原則として、オペレータ起動アクションの詳細情報を指示の中に入力し
ます。こうすることで、オペレータは、オペレータ起動アクションを開
始した場合に実行される処理の内容を正確に知ることができます。通
常、オペレータ起動アクションではオペレータによる何らかの操作が必
要です。 または、何らかの前提条件を設定または確認する必要があり

ます。

例: 

• バックアップ開始前にデータベースを停止する

• プリントスプールに入る前に、サブシステムが保守モードになるこ
とをユーザーに通知する

❏ メッセージの転送

メッセージは、トラブルチケットシステムや外部通知サービスに転送で
きます。さらに、転送後に自動的に受諾するように設定することも可能
です。

自動注釈と自動受諾の設定

自動アクションとオペレータ起動アクションには、どちらにも自動注釈と自
動受諾を指定できます。

自動注釈では次の情報が記録されます。

❏ アクションの開始時刻と停止時刻

❏ アクションの終了値

❏ stdout と stderr に書き込まれるアクション情報

アクションが失敗すると、自動的に注釈が書き込まれます。アクションの自
動受諾を設定すると、アクションの処理が成功した場合にメッセージが自動
的に受諾されます。自動受諾を設定しない場合は、オペレータが Java GUI
ブラウザでメッセージを手動で受諾する必要があります。
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メッセージの最適なフィルター処理のための方針

本項では、メッセージのフィルター処理を最適化してシステムのパフォーマ
ンスを向上させ、オペレータのブラウザに重複メッセージや重要でないメッ
セージが表示されないようにするための方法を示します。

メッセージのフィルター処理

メッセージのフィルター処理は、管理対象ノードと管理サーバーの両方で実
行できます。

❏ 管理対象ノード

管理対象ノードで、できるだけ多くのメッセージにフィルター処理を施
せば、ネットワークトラフィックが最小限に抑えられ、管理サーバーの
負荷が減ります。

❏ 管理サーバー

管理サーバーでフィルター処理を行うことで、複数のノードからのメッ
セージを比較し、関連付けることができます。除外したメッセージ数を
カウントするように、管理サーバーを設定することもできます。グルー
プ替え条件を指定すると、オペレータの Java GUI メッセージブラウザ

に表示されるメッセージのグループ分けをカスタマイズできます。グ
ループ替え条件では、メッセージはフィルター処理されません。グルー
プ替え条件の詳細については、「メッセージのグループ替え」(248 ペー

ジ) を参照してください。

パフォーマンスの最適化

条件を正しい順序で指定し、不一致除外条件を展開することで、処理性能を
簡単に最適化することができます。

条件の順序の設定

システムで処理されるメッセージの種類と数は、ポリシー内に指定された条
件の順序によって決まります。原則として、ポリシーの先頭に不一致除外条
件または除外条件を置くと (つまり、最初から不要なメッセージをフィル

ターによって除外しておくと)、メッセージ条件を先頭に置く場合よりも、処

理要求は少なくなります。照合するメッセージが少ないと、処理量が減少し
てパフォーマンスが向上します。
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不一致除外条件の利用

不一致除外条件により、管理対象ノード上でイベントがフィルター処理され
ます。この条件を使用することで、特定のポリシーで「意図されていない」
イベントの一致処理を停止できます。不一致除外条件では、特定のパターン
に一致しないイベントが除外される一方、一致するイベントはリストの残り
の条件に従って処理されます。不一致除外条件では、特定のポリシーに該当
するイベントだけが HPOM によって処理されるため、管理対象ノード上で

のパフォーマンスが向上します。

たとえば、SNMP トラップのフィルター処理性能を向上させるには、環境

内の特定企業用イベントごとにポリシーを作成し、さらに条件リストの先頭
に不一致除外条件を置きます。これにより、HPOM は条件に一致しない

SNMP トラップをMIB オブジェクトから除外し、作成したポリシーで想定

しているトラップだけを処理するようになります。

図 4-8  では、HP の SNMP トラップ用ポリシーによって Cisco の MIB オブ

ジェクトの SNMP トラップが除外され、HP 固有のイベントだけが処理さ

れます。

図 4-8 企業に固有の SNMP トラップのチャネリング

= 不一致
条件

- 除外条件

+ メッセージ
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メッセージ数の抑制

HPOM からメッセージブラウザに送信される多数のメッセージがオペレー

タの負担になることがよくあります。

❏ 関連メッセージ

一部のメッセージは相互に関連しています (たとえば、アプリケーショ

ンの停止とその後の再起動)。

❏ 類似または同一のイベント

一部のメッセージは、類似のイベントまたは同じイベントについて報告
します (たとえば、ユーザーが root ユーザーに 3 回切り替わった場合)。

❏ 問題の悪化

一部のメッセージは、障害状況の悪化の程度を報告しています (たとえ

ば、管理対象ノードでのディスク空き容量の低下)。

HPOM は、重要かつ適切なメッセージだけをオペレータに送信するように

設定できます。同じまたは類似した障害に関連するメッセージは除外した
り、相関処理によってより意味のある新しいメッセージに置き換えることが
できます。

メッセージとイベントの相関処理

メッセージの置き換えは、メッセージ相関処理とイベント相関処理を通じて
実行されます。

❏ メッセージ相関処理

メッセージ相関処理は HPOM の内蔵メカニズムによって実行できます

が、使用される相関処理技法は基本的なものにすぎません。相関処理を
初めて使う場合は、まずメッセージ相関処理から始めて、より高度なソ
リューションへと段階的に移行することが推奨されます。

❏ イベント相関処理

イベント相関処理の詳細については、「HPOM のイベント相関処理」

(282 ページ) を参照してください。

表 4-1  は、イベント相関処理とメッセージ相関処理の違いを示しています。
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表 4-1 イベント相関処理とメッセージ相関処理の比較

イベント相関処理 メッセージ相関処理

• HPOM により提供されるデフォルトの 
EC ポリシー。

• HP Event Correlation Designer などのイ

ベント相関処理製品を購入する必要が
ある。

• 別製品の購入は不要。

• 設定と維持は比較的困難であるが、よ
り複雑な条件に対応できる。

• 簡単に設定できるが、シンプルな相関処理
にしか対応できない。

• イベントストリームを処理できる。イベ
ント相関処理エンジンで処理している
間に、イベントの状態が変化することが
ある。同じ入力イベントが、現在の状態
に応じて別の出力イベントを生成する
ことがある

• メッセージは静的に処理される。

• HP Event Correlation Designer の「注釈

ノード」の概念により、出力イベントに
異なるアクションを添付できる。

• 除外a または自動受諾のみに対応。

• HPOM とイベント相関処理製品の間で

データが交換される。

• すべてのデータは HPOM によって処理さ

れる。パフォーマンスは影響を受けない。

• イベント相関処理サービスがダウンす
ると、データが失われる可能性がある。

• すべてのデータは HPOM によって処理さ

れる。HPOM がダウンしても、データは

データベースに保存される。

a. 管理サーバー上で除外を有効にすると、除外されたメッセージもカウントされます。
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メッセージ相関

メッセージ相関処理は、類似した、または同一のイベント /メッセージを

HPOM が比較するメカニズムです。

HPOM はイベントやメッセージに対して、次のいずれかの方法で対応します。

❏ 自動受諾

関係が確立されたメッセージを自動的に受諾します (「標準的なシナリ

オの自動化」(232 ページ)  を参照)。

❏ 重複メッセージの除外

重複するメッセージを除外します (「重複メッセージの除外」(236 ペー

ジ)  を参照)。

管理サーバーで重複メッセージの除外を有効にしても、HPOM は除外され

たメッセージ数もカウントします。

メッセージキー

メッセージはメッセージキーに基づいて相関処理されます。場合によって
は、他のイベント属性やメッセージ属性が比較されることもあります。メッ
セージキーとは、メッセージを出力する原因となるイベントの重要な特徴を
表すメッセージ属性です。

メッセージキー関連の設定には、MSGKEY と MSGKEYRELATION ACK キー

ワードを使用します。

効果的なメッセージキー作成のガイドライン

効果的なメッセージキーとは、メッセージの起因になったイベントを簡潔に
説明するメッセージキーのことです。メッセージキーには、イベントに関す
る重要な情報のみを含めます。タイムスタンプや詳細情報などの不要データ
は含めません。効果的なメッセージキーは、状態ベースのブラウザ (「標準

的なシナリオの自動化」(232 ページ) を参照) と重複メッセージの除外 (「重

複メッセージの除外」(236 ページ) を参照) に使うことができます。

効果的なメッセージキーを作成するためのガイドラインを次に示します。

❏ メッセージキーにノード名を含める

HPOM の変数 $MSG_NODE_NAME を使います。この変数により、そのコ

ンピュータで生成されるメッセージを他のコンピュータのメッセージ
と区別することができます。
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例

my_appl_down:<$MSG_NODE_NAME>

❏ 他の重要なメッセージ属性を含める

メッセージキーには、メッセージの重要な側面となるメッセージ属性を
すべて指定する必要があります。通常、このような属性には、ノード、
オブジェクト、アプリケーション、重要度、サービス名、モニター名 (
しきい値のモニターポリシーの条件を定義する場合)、[条件] セクション

で定義する変数などがあります。

例

appl_status:<$MSG_APPL>:<$MSG_OBJECT>:<$MSG_NODE_NAME>

使用できる HPOM 変数のリストについては、『HPOM 管理者リファレ

ンスガイド』を参照してください。

❏ メッセージの重要度を反映させる

重要度が異なるメッセージには、異なるメッセージキーを指定する必要
があります。重要度の文字列そのものをメッセージキーに含める必要は
ありません。重要度のレベルの決定要因を含めることで、重要度を反映
させる方法を使います。この要因は、メッセージ情報自体に含まれてい
ます。たとえば、しきい値のモニターポリシーの場合には、変数

<$THRESHOLD> を含めることができます。<$THRESHOLD> の個々の値

は、それぞれが重要度のレベルを表します。

❏ HPOM がデフォルトのキーを生成できるようにする

ポリシー内の各条件のデフォルトのメッセージキー関連と共にデフォ
ルトのメッセージキーを生成するには、AUTOMATIC_MSGKEY キーワード

を使用し、オプションとしてキーワードの後に文字列値を指定します。
このキーワードは、既存の条件にメッセージキーを指定する場合にも利
用できます。

メッセージキー関連の詳細については、「デフォルトのメッセージキー
とメッセージキー関連の生成」(233 ページ) を参照してください。

❏ 読みやすくする

コロン (:) などでメッセージキーの各構成要素を区切ります。

例

my_appl_down:<$MSG_NODE_NAME>
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効果的なメッセージキー関連のためのガイドライン

効果的なメッセージキー関連を作成するためのガイドラインを次に示し
ます。

❏ 変数の解決に注意する

メッセージキー関連は主に、管理対象ノードで値に解決される HPOM
の変数から構成されます。メッセージキー関連には、HPOM のパターン

定義も含めることができます。パターンは管理サーバーで照合されます。

❏ 読みやすくする

コロン (:) などでメッセージキー関連の各構成要素を区切ります。

例

my_appl_down:<$MSG_NODE_NAME>

❏ メッセージキー関連を位置指定文字で囲む

メッセージキー関連を位置指定文字で囲みます。先頭に脱字符号 (^) を、

末尾にドル記号 ($) を使います。これにより、処理性能が向上します。

例

^<$NAME>:<$MSG_NODE_NAME>:<$MSG_OBJECT>:<*>$

❏ パターン定義を正しい位置に指定する

メッセージキー関連でパターン定義を使う場合は、文字列中の正しい位
置にパターン定義を指定します。これにより、処理性能が向上します。

パターン定義を正しい位置で指定した例

^<$MSG_NODE_NAME>:abcdef:[pattern]$

パターン定義を不適切な位置で指定した例

^[pattern]:<$MSG_NODE_NAME>:abcdef$

❏ 大文字/小文字の区別とフィールドセパレータを指定する

受諾するメッセージの定義に使用できる HPOM 変数のリストについては、

『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。
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標準的なシナリオの自動化

メッセージを自動的に受諾できると便利な場合があります。

そのような状況の例を次に示します。

問題の解決

最初のメッセージで問題が報告されたとします。次のメッセージでは、障害
が解決されたことが報告されるかもしれません (たとえば、パスワードが

誤っていたためにユーザーがログオンに失敗したが、2 回目には正しくログ

オンできた場合など )。または、問題が悪化したことが報告されるかもしれ

ません。いずれの場合も、最初のメッセージとはすでに関係なくなっていま
す。このため、2 回目のメッセージによって最初のメッセージが受諾される

と便利です。

HPOM では、このようなシナリオを自動化できます (たとえば、アプリケー

ションの停止とその後の再起動など)。

状態ベースのブラウザ

メッセージを自動的に受諾すると、ブラウザに表示されるメッセージは、管
理対象ノードあたり最大で 1 つになります。このメッセージは、オブジェ

クトの現在のステータスを反映しています。メッセージブラウザは、実質的
には、状態ベースのブラウザとなります。 (しきい値のモニターにこの概念

を適用する方法については、「デフォルトのメッセージキーとメッセージ
キー関連の生成」(233 ページ) を参照してください。)

メッセージキーによるメッセージの受諾

関連するメッセージを管理する場合、1 番目と 2 番目 (または2 番目と 3 番
目) のメッセージの関係は、メッセージキーにより確立されます。メッセー

ジキーは、メッセージのメッセージキーをマッチングし、特定することでそ
のメッセージを受諾します。パターンは、キーワード MSGKEYRELATIONS
ACK を使ってポリシー本体に指定されます。
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受諾するメッセージと受諾されるメッセージへの注釈付け

メッセージが他のメッセージを自動受諾するときには、両方のメッセージに
次のように注釈が付けられます。

❏ 受諾されるメッセージ

受諾されるメッセージには、受諾するメッセージの詳細情報を含む注釈
が自動的に付けられます。この詳細情報には、受諾するメッセージの
メッセージ ID、条件 ID、メッセージキー関連などが含まれます。

❏ 受諾するメッセージ

受諾するメッセージには、受諾されるメッセージの詳細情報を含む注釈
が自動的に付けられます。この詳細情報には、受諾されるメッセージの
メッセージキー関連、受諾したメッセージの数、受諾したメッセージの
メッセージ ID と条件 ID などが含まれます。

これらの注釈は、トラブルシューティングに役立ちます。

注記 メッセージのステータスは、そのメッセージが受諾されるかどうかに影響し
ません。所有メッセージ、ペンディングメッセージ、およびアクションを実
行中のメッセージも受諾されます。

デフォルトのメッセージキーとメッセージキー関連の生成

HPOM では、しきい値モニターポリシー用にデフォルトのメッセージキー

と、メッセージキー関連を条件ごとに生成できます。

デフォルトのメッセージキーとメッセージキー関連を条件ごとに生成する
には、AUTOMATIC_MSGKEY キーワードを使用してください。

次のデフォルト値が生成されます。

❏ メッセージキー 

<$NAME>:<$MSG_NODE_NAME>:<$MSG_OBJECT>:<$THRESHOLD>

❏ メッセージキー関連

^<$NAME>:<$MSG_NODE_NAME>:<$MSG_OBJECT>:<*>$
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たとえば、解決されたメッセージキーは次のようになります。

disk_util:managed_node.hp.com:/:90

このメッセージキーは、ノード managed_node.hp.com のルートディレク

トリ (/) のディスク使用量が 90% を超えたことを、モニター disk_util が
検出したことを示します。

メッセージキー関連により、モニター disk_util が生成するこれらのすべ

てのメッセージは自動的に受諾され、ノード managed_node.hp.com の /
ディレクトリのディスク使用量がしきい値を超過した、または下回ったこと
がこれらのメッセージによって報告されます。

リセットメッセージの自動送信

HPOM は、モニター対象の値がしきい値を超過した後に、すべてのリセッ

ト値を下回ると、リセットメッセージを送信してモニター対象オブジェクト
の最後のメッセージを自動的に受諾します。つまり、どの条件にも一致しな
くなります。

リセットメッセージには、特定のモニター用の最後に送信されたメッセージ
を受諾するメッセージキー関連が含まれます。最後に送信されるメッセージ
は、メッセージキーを含む必要があります。メッセージキーが含まれない
と、リセットメッセージは送信されません。

リセットメッセージのデフォルトの文字列は、
<monitor_name>[(<instance>)]:<value> (below reset) であり、変

更することはできません。

リセットメッセージはメッセージブラウザには表示されず、履歴データベー
スにダイレクトに送信されます。リセットメッセージの重要度は「正常域」
です。自動/オペレータ起動アクションは定義されません。

1 つのモニター対象オブジェクトに複数の条件が存在する場合のモニター

エージェントの動作の詳細については、「複数の条件によるしきい値のモニ
ター」(271 ページ) を参照してください。

自動リセットメッセージの例

図 4-9  は、自動的に送信されるリセットメッセージの一例を示しています。
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図 4-9 HPOM のリセットメッセージ例

MONITOR "my_mon"
...

MAXTHRESHOLD
...

DESCRIPTION  "my_mon 1"
CONDITION

...
THRESHOLD 99.0000
RESET 95.0000
...

SET
...
SEVERITY Critical
...

MSGKEY "<$NAME>:<$MSG_NODE_NAME>:<$MSG_OBJECT>:<$THRESHOLD>"
MSGKEYRELATION ACK "^<$NAME>:<$MSG_NODE_NAME>:<$MSG_OBJECT>:<*>$"

DESCRIPTION  "my_mon 2"
CONDITION

...
THRESHOLD 90.0000
RESET 85.0000
...

SET
...
SEVERITY Major
...
MSGKEY "<$NAME>:<$MSG_NODE_NAME>:<$MSG_OBJECT>:<$THRESHOLD>"
MSGKEYRELATION ACK "^<$NAME>:<$MSG_NODE_NAME>:<$MSG_OBJECT>:<*>$"

DESCRIPTION  "my_mon 3"
CONDITION

...
THRESHOLD 80.0000
RESET 75.0000
...

SET
...
SEVERITY Warning
...
MSGKEY "<$NAME>:<$MSG_NODE_NAME>:<$MSG_OBJECT>:<$THRESHOLD>"
MSGKEYRELATION ACK "^<$NAME>:<$MSG_NODE_NAME>:<$MSG_OBJECT>:<*>$"

Reset Message: monitored value below lowest possible reset value (< 75%).
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この例では、モニター my_mon に次の 3 つの条件が設定されています。

❏ my_mon 1

モニター対象の値が 99% を超えると危険域メッセージを生成します。

値が 95% 未満に下がると、カウンターがリセットされます。

❏ my_mon 2

モニター対象の値が 90% を超えると重要警戒域メッセージを生成しま

す。値が 85% 未満に下がると、カウンターがリセットされます。

❏ my_mon 3

モニター対象の値が 80% を超えると警告メッセージを生成します。値

が 75% 未満に下がると、カウンターがリセットされます。

各メッセージのメッセージキー関連により、前のメッセージは自動的に受諾
されます。最後のメッセージ (“my_mon 3”で生成されるメッセージ) は、モ

ニター対象の値が最も低いリセット値 (この場合75%) 未満に下がると、リ

セットメッセージにより自動受諾されます。

生成される各メッセージの、解決されたメッセージキーはそれぞれ異なりま
す。解決されたそれぞれのメッセージキーには条件に固有のしきい値が含ま
れ、それによってメッセージの重要度が示されます。

重複メッセージの除外

通常、重複メッセージとは、同じイベントや類似したイベントを通知する
メッセージのことをいいます。たとえば、HPOM では、ユーザーが別のユー

ザーに切り替わるたびにメッセージが生成されます。常に同じユーザーへ切
り替わる場合はこの情報が必要ないので、このイベントを同じイベントとし
て宣言し、このイベントに関するメッセージをそれ以降除外できます。さら
に、HPOM では、新しい重複メッセージを送信するまでのメッセージの除

外頻度と除外期間を指定できます。

注記 受信する重複メッセージの重要度やメッセージテキストの内容が、既存の重
複メッセージから変更されている場合に、古いデータの代わりに新しい値を
表示するように HPOM を設定できます。詳細については、「重複メッセージ

の重要度とメッセージテキストの更新」(244 ページ) を参照してください。
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HPOM では、管理対象ノードか管理サーバーのどちらかで重複メッセージ

を除外するように設定することができます。管理対象ノードでメッセージを
フィルター処理( 除外) すると、ネットワークトラフィックが減り、管理サー

バーを別のタスクに使うことができます。

メッセージの除外は管理対象ノード上で行う方が効率的であるため、HPOM
は管理対象ノードに対して多様な除外のタイプと設定を用意し、管理サー
バーについては、グローバルな設定だけを用意しています。注釈が追加され
る重複メッセージの数を制限するには、設定変数 OPC_MAX_DUPL_ANNO を使

用します。

除外の種類の検証

イベントが条件に一致すると、HPOM は次のいずれかの種類の除外が選択

されているかどうかを検証します。

❏ メッセージ条件に一致すれば除外

選択された条件と一致する重複メッセージがすべて除外されます。つま
り、HPOM は同じ条件により生成されたメッセージがすでに存在するか

どうかをチェックします。

そのようなメッセージがすでに存在する場合、次のイベントが指定した
除外期間内に発生しているか、またはカウンターの値が設定した値に満
たないとき、このイベントのメッセージは除外されます。

❏ 同じ入力イベントの除外

イベント属性が同一の重複メッセージのみが除外されます。つまり、
HPOM は同じ入力イベントにより生成されたメッセージがすでに存在

するかどうかをチェックします。メッセージの入力イベントは、ポリ
シー条件の [条件] セクションで定義されています。2 つ以上のメッセー

ジで次の各イベント属性が同じであれば、それらのイベントは同一と解
釈されます。

• 重要度

• ノード

• アプリケーション

• メッセージグループ

• オブジェクト

• メッセージテキスト (元のメッセージテキスト)
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同じメッセージがすでに存在する場合、指定した除外期間内に次のイベ
ントが発生しているか、またはカウンターの値が設定した値に満たない
とき、このイベントのメッセージは除外されます。

❏ 同じ出力メッセージの除外

メッセージ属性が同一の重複メッセージのみが除外されます。つまり、
HPOM は同じメッセージ属性を持つメッセージがすでに存在するかど

うかをチェックします。メッセージの属性は、ポリシー条件の [属性の

設定 ] セクションで定義されています。複数のメッセージのメッセージ

キーが同じであれば、それらのメッセージは同一と見なされます。

どちらかのメッセージにメッセージキーがない場合は、次のメッセージ
属性が同じである必要があります。

• 重要度

• ノード

• アプリケーション

• メッセージグループ

• オブジェクト

• メッセージテキスト

• サービス名

同じメッセージがすでに存在する場合、指定した除外期間内に次のイベ
ントが発生しているか、またはカウンターの値が設定した値に満たない
とき、このイベントのメッセージは除外されます。

HP-UX の syslog デーモンのログファイル 
(/var/adm/syslog/syslog.log) を使って、[同じ出力メッセージの除

外] オプションで重複メッセージを除外する方法を次に示します。

たとえば、この syslog ログファイルに次の行が含まれているとします。

Mar 14 14:39:01 server inetd[9900]: telnet/tcp: 
Connection from node1 at Tue Mar 14 14:39:01 2009

Mar 14 12:46:02 server inetd[9005]: login/tcp: Connection 
from node2 at Tue Mar 14 12:46:02 2009

この場合のパターンマッチテキストとしては、次のような文字列が考え
られます。

"inetd\[<#>\] <@.service>: Connection from <@.from_node>"
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inetd 接続メッセージで重要なのは、ローカルノード、接続した側の

ノード、および inetd サービスです。syslog のタイムスタンプ、PID、

および接続時間は重要ではありません。

したがって、次のようなメッセージキーを使うことができます。

inetd_connect_from:<$MSG_NODE_NAME>:<from_node>: 
<service>

このメッセージキーを使えば、サービス、接続先ノード、接続元ノード
がすべて同じメッセージがすべて除外されます。

重複メッセージの除外では、同じ条件で生成されたメッセージだけが処理さ
れます。異なる条件で生成された重複メッセージを除外するには、この機能
を管理サーバーで有効にします。詳細については、「管理サーバーでの重複
メッセージの除外」(242 ページ) を参照してください。

注記 管理対象ノードでは、しきい値のモニターポリシーに対して重複メッセージ
の除外を適用できません。しきい値のモニターポリシーから重複メッセージ
を除外する方法については、「管理サーバーでの重複メッセージの除外」
(242 ページ) を参照してください。

重複メッセージの除外タイプ、時間間隔、およびカウンターまたはしきい値
設定を指定できます。重複メッセージの除外には 3 つのタイプがあります。

目的の結果を得るには次のキーワードを使用します。

SUPP_DUPL_COND 同じ条件に一致するすべてのメッセー

ジを除外します。

SUPP_DUPL_IDENT 元のメッセージテキスト (入力) が同じ

すべてのメッセージを除外します。

SUPP_DUPL_IDENT_OUTPUT_MSG 出力メッセージテキストが同じすべて

のメッセージを除外します。

これらのキーワードの後に続く値は、メッセージが除外される時間間隔を表し
ます。時間値の代わりに、キーワード COUNTER_THRESHOLD (キーワードの直

後には数字を指定 ) を使用すると、定義したメッセージ数を受信するまでメッ

セージは除外されます。指定数に達した後にメッセージが 1 つ送信されると、

カウンターはリセットされます。キーワード RESET_COUNTER_INTERVAL は時

間間隔を設定し、その時間が経過すると、受信したメッセージ数に関係なく
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カウンターはリセットされます。キーワード RESEND は制限時間を指定し、

その時間が経過すると、メッセージの送信が再開されます。詳細について
は、付録 A「ポリシー本体の構文」(355 ページ) を参照してください。

除外設定の種類

次の除外設定のどれかを選択します。

❏ 除外期間

重複イベントを無視する期間とメッセージの送信を再開するまでの期
間を指定します。241 ページの図 4-10 の例では、除外期間が 30 秒に設

定され、最大除外期間が 60 秒に制限されています。

❏ カウンター

重複メッセージカウンターのしきい値を指定します。HPOM は、カウン

ターの値が1 ずつ増加ししきい値以上になると、重複メッセージの送信

を許可します。242 ページの図 4-11  の例では、カウンターのしきい値

は 2 に設定されています。カウンターの値は 30 秒後にリセットされます。

❏ 除外期間とカウンターの組み合わせ

除外期間とカウンターを併用する場合、イベントはまず除外期間で評価
されます。時間によって除外されないイベントはカウンターによって評
価され、その結果に従って除外されるか、または管理サーバーに送信さ
れます。
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時間に基づく除外

図 4-10  は、時間に基づく除外を示しています。

同じ入力イベントの除外では、代わりに SUPP_DUPL_IDENT キーワードを使

用します。同じ出力メッセージの除外では、SUPP_DUPL_IDENT_OUTPUT_MSG
キーワードを使用します。

図 4-10 時間に基づく除外

1. 最初のイベント (E1) が条件と一致します。メッセージが送信されます。

タイマーが起動されます。

2. 2 番目のイベント (E2) が 25 秒後に発生します。このイベントは、最初

のイベントから 30 秒未満で発生しているため、除外されます。

3. 条件と一致する 3 番目のイベント (E3) は、2 番目のイベントから 30 秒

未満で発生しているため、除外されます。

4. 次に条件と一致するイベント (E4) は、3 番目のイベントから 30 秒未満

で発生しています。ただし、最初のイベントから 60 秒を超えているた

め、新しいメッセージが送信されます。

E1 E2 E3 E4

1m = 60s

25s 25s 25s

メッセージは送信されません。

メッセージが送信されます。

Ex 同じイベント

SUPP_DUPL_COND 30s

RESEND 1m
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カウンターに基づく除外

図 4-11  は、カウンターに基づく除外を示しています。

図 4-11 カウンターに基づく除外

1. 最初のイベント (E1) が条件と一致します。カウンターの値が 1 に増加

します。この場合、しきい値 (2) 未満であるのでメッセージは送信され

ません。

2. 2 番目の該当イベント (E2) が 25 秒後に発生します。カウンターの値が

2 に増加します。メッセージが送信されます。カウンターは、0 にリセッ

トされます。

3. 3 番目の該当イベント(E3)が発生します。カウンターの値が 1 に増加し

ます。メッセージは送信されません。

4. 次の該当イベント (E4)が 3 番目のイベントから 30 秒後以降に発生しま

す。カウンターは 30 秒で0 にリセットされています。したがって、カ

ウンターの値は 1 に増加します。メッセージは送信されません。

管理サーバーでの重複メッセージの除外

重複メッセージの除外は管理サーバーにも設定できます。管理サーバーで重
複メッセージを除外すれば、システムで大量のメッセージを処理する必要が
なくなり、負荷を大幅に削減できます。さらに、複数の管理対象ノードから
送信されるメッセージを相関処理することもできます。

E1 E2 E3 E4

25s 25s 35s

メッセージは

メッセージが送信されます。

Ex 同じイベント

メッセージは送信されません。

COUNTER_THRESHOLD 2

RESET_COUNTER_INTERVAL 30s

送信されません。
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管理サーバーで使われる除外の方法は、管理対象ノードでの [同じ出力メッ

セージの除外 ] と同じです。受信メッセージと既存のメッセージの間でメッ

セージ属性が比較されます。

どちらかのメッセージにメッセージキーがない場合は、次のメッセージ属性
が同じである必要があります。

❏ 重要度

❏ ノード

❏ アプリケーション

❏ メッセージグループ

❏ オブジェクト

❏ メッセージテキスト

❏ サービス名

同じメッセージがすでに存在する場合、HPOM はその重複メッセージと後

続のすべての重複メッセージを除外します。重複のカウントは、最初のメッ
セージで開始されます。このカウンターは、担当オペレータのブラウザウィ
ンドウと [メッセージのプロパティ] ウィンドウに表示されます。カウンター

を参照することで、障害が発生している頻度を確認できます。[メッセージ

のプロパティ ] ウィンドウには、最後に重複メッセージが着信し除外された

日時が表示されます。

除外を有効にすると、除外された重複メッセージの情報が、最初のメッセー
ジの注釈に保存されます。

注記 重複メッセージにより管理対象ノード上で起動された自動アクションは、引
き続き動作します。ただし、アクションに対する応答は失われます。

管理サーバー上での重複メッセージの除外の有効化

管理サーバーでの重複メッセージの除外は、コマンド opcsrvconfig -dms
で有効化できます。また、重複メッセージを注釈として追加するように指定
することもできます。例: 

# opcsrvconfig -dms -enable anno
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注記 重複メッセージの除外はグローバルな設定であり、すべてのメッセージとオ
ペレータに影響します。

詳細については、opcsrvconfig(1m) のマニュアルページを参照してください。

フレキシブル管理環境での重複メッセージの除外

フレキシブル管理環境 (MoM) では、各管理サーバーが、その直接管理する

管理対象ノードからの受信メッセージのカウントを担当します。つまり、他
の管理サーバーからの受信メッセージは 1 つのメッセージとしては集約さ

れず、複数のメッセージとして、送信元の管理サーバーから受信したときに
それぞれカウントされます。

管理サーバーにメッセージカウントイベントを送受信させたくない場合は、
ovconfchg コマンドラインツールを使って HP Operations 管理サーバーの

次の変数を設定します。

❏ メッセージカウントイベントの送信

ovconfchg -ovrg <OV_resource_group> -ns opc -set \ 
OPC_SEND_MSG_COUNT FALSE

❏ メッセージカウントイベントの受信

ovconfchg -ovrg <OV_resource_group> -ns opc -set \ 
OPC_ACCEPT_MSG_COUNT FALSE

<OV_resource_group> は、管理サーバーのリソースグループの名前です。

デフォルトでは、どちらの変数も TRUE に設定されています。

重複メッセージの重要度とメッセージテキストの更新

着信した重複メッセージの重要度やメッセージテキスト内容が既存メッセー
ジと異なる場合に、既存の値ではなく新しい値を表示するように HPOM を
設定することができます。

❏ 重複メッセージの重要度の更新

次のコマンドは、最後に受信した重複メッセージの重要度を表示するよ
うに HPOM を設定します。

ovconfchg -ovrg server -ns opc -set 
OPC_UPDATE_DUPLICATED_SEVERITY LAST_MESSAGE
第 4 章 244



メッセージポリシーの設定

メッセージの最適なフィルター処理のための方針
❏ 重複メッセージのメッセージテキストの更新

次のコマンドは、最後に受信した重複メッセージのメッセージテキスト
を表示するように HPOM を設定します。

ovconfchg -ovrg server -ns opc -set 
OPC_UPDATE_DUPLICATED_MSGTEXT LAST_MESSAGE

値を LAST_MESSAGE に設定すると、メッセージブラウザ内の該当する値が

更新されます。
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メッセージの記録

HPOM は次のようなタイプに分けてメッセージを処理します。

❏ メッセージ条件に一致するメッセージ

これらのメッセージは、フィルター処理で HPOM に取り込まれます。

これらのメッセージは、ローカルノードから管理サーバーに転送されて
処理されます。メッセージをソースノード上で記録するように指定する
こともできます。条件と一致したメッセージは担当オペレータのブラウ
ザウィンドウに表示されます。

❏ 除外条件に一致するメッセージ

これらのメッセージは、フィルター処理で HPOM から除外され、それ

以上処理されません。これらのメッセージを、ソースノード上に記録す
るように指定することができます。

❏ どの条件にも一致しないメッセージ

条件に一致するメッセージが存在しない場合、一致しないメッセージも

HPOM に送ることができます。通常、一致しないメッセージは初めて出

現するメッセージで、それに対応するフィルター条件を設定していない
ものです。不一致メッセージは管理対象ノードにローカルに記録する
か、処理のため管理サーバーに送るかを選択できます。管理サーバーに
送る場合は、Java GUI メッセージブラウザに表示するか、履歴データ

ベースに直接格納するかを選択できます。ブラウザに表示される場合
は、Java GUI メッセージブラウザの U カラムの X で識別されます。

ログのオプションは、メッセージソースポリシーと、そのポリシーのメッ
セージ条件および除外条件を定義した後に設定できます。各メッセージタイ
プをどのように記録するかを指定するには、ポリシー本体で次のキーワード
を使用します。

LOGMATCHEDMSGCOND
LOGMATCHEDSUPPRESS
LOGUNMATCHED
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注記 イベント相関処理ポリシーのいずれかに対するログ機能をオンにすると、そ
の他のイベント相関処理ポリシーに対して、ログ機能が自動的にオンになり
ます。
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メッセージのグループ替え

HPOM によってメッセージが統合、フィルター処理された後に、管理サー

バー上の現在のデフォルトメッセージグループを変更できます。オペレータ
の作業と作業範囲に合うようにメッセージグループをカスタマイズできま
す。つまり、メッセージソースの条件を変更する必要はありません。また、
あるグループから別のメッセージグループにメッセージを移動するときに、
ポリシーを配布し直す必要もありません。

メッセージの条件と属性は次のように処理されます。

❏ メッセージ条件と除外条件

メッセージ条件と除外条件は、管理対象ノードで処理されます。これら
の条件は、管理対象ノードですべての受信メッセージと照合されます。

❏ グループ替え条件

グループ替え条件は管理サーバーのみで処理されます。管理対象ノード
でのフィルター処理を通過したメッセージと照合されます。

グループ替え条件と一致するメッセージは、管理者のポリシーに従って
別のメッセージグループに転送されます。スプーリングアプリケーショ
ンが出力するすべてのメッセージを、Output というメッセージグルー

プに入れることもできます。

❏ メッセージ属性

メッセージ条件や除外条件と同様に、グループ替え条件に定義したメッ
セージ属性がメッセージの実際の値の検査で使われます。

グループ替え条件の定義

グループ替え条件を定義する場合は、管理 UI を使用します。
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注記 存在しないメッセージグループにメッセージをグループ替えすると、デフォ
ルトでは、そのメッセージグループが作成されるまで、そのメッセージグ
ループに関連するすべてのメッセージはメッセージグループ Misc (その他)
に属します。現在 Misc に割り当てられているメッセージの元のメッセージ

グループを確認するには、Java GUI メッセージブラウザの [メッセージのプ

ロパティ ] ウィンドウを使用します。

また、グループ替え条件 API を使用する方法もあります。

グループ替え条件の例

このグループ替え条件の例は、前述のメッセージ条件の例を基にしています。

前例では、HPOM 内へフィルタリングされたすべてのメッセージはメッ

セージグループ FINANCE に転送されました。

ここでは、メッセージを次の 2 つのグループに分割します。

❏ payroll

❏ accounting

これら 2 つのグループへのグループ替え条件を次に示します。

グループ替え条件 1 

ノード : idris4|idris5

アプリケーション : FINANCE PAYROLL

テキストパターン : ^***PAYROLL:[ERROR|WARNING]

新しいメッセージ
グループ : payroll
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グループ替え条件 2 

ノード : idris4|idris5

アプリケーション : FINANCE ACCOUNTING

テキストパターン : ^***ACCOUNTING:[ERROR|WARNING]

新しいメッセージ
グループ : accounting
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ログファイルメッセージ

アプリケーションとシステムのログファイルは、HPOM ログファイルエン

キャプスレータによって捕捉されます。ログファイルを作成するアプリケー
ションまたはサービスからメッセージを HPOM 内に取り込むことができま

す。アプリケーションまたはサービスに変更を加える必要はありません。
HPOM にはデフォルトのログファイルポリシーが用意されており、これを

コピーして、固有のニーズに合わせて変更できます。複数のポリシーを使用
して、さまざまなアプリケーションやサービスをモニターするログファイル
を設定できます。

ログファイルエンキャプスレータ

図 4-12  は、ログファイル エンキャプスレータがログファイルメッセージ

を収集してフィルター処理とフォーマット変更を施し、ブラウザウィンドウ
に表示する方法を示しています。

図 4-12 ログファイルエンキャプスレータ

手順 1 と手順 2 は、ログファイルがバイナリ形式の場合のみ必要です。

手順 7 は、ローカルログ機能が設定されている場合にのみ実行されます。

手順8 は、ログファイルエントリがメッセージ条件に一致した場合、または
不一致の転送の条件が真である場合に適用されます。

ログファイル
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メッセージグループ
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ログファイルエントリポリシー

ログファイルエントリポリシーには、このソースからのすべてのメッセージ
を示すデフォルトのメッセージ属性を定義します。また、251 ページの

図 4-12  に示すように、ログファイルをモニターする方法とタイミングを指

示するモニターリングオプションもポリシーに指定します。

ログファイルエントリポリシーには、次の設定が含まれます。

❏ ポリシーの名前と説明

opcpolicy -list_pols コマンドは、ポリシーの名前と説明を一覧表

示します。

❏ ログファイルのパス名と名前

ファイルシステム内でのログファイルの場所。UNIX で稼動している管

理対象ノードでは、シェル変数を使って動的なパスを指定できます。さ
らに、ログファイル名を動的に検出して stdout に出力するコマンドま

たはスクリプトの名前も指定できます。

❏ モニターオプション

ログファイルの内容を走査する前に実行するコマンドまたはプログラ
ム、ログファイルの別名、ポーリング周期、ログファイルで使用される
文字セット、およびモニターの実行方法の詳細。

HPOM では、ログファイルの処理を開始する位置として、次の 3 つの

読み取り位置があります。

• 前回のファイル位置から読み取り

新たに追加されたエントリだけをモニターします。

• ファイルの先頭から読み取り (初回)

ログファイルエンキャプスレータがモニターを開始するときに、初
回のみログファイル全体をモニターします。次のポーリング周期で
は、追加されたエントリのみがモニターされます。

• ファイルの先頭から読み取り (常時)

ログファイルへの変更が検出されたときに、ログファイル全体を読
み取ります。ログファイルエンキャプスレータは、ポーリング周期
の終了後、起動時、およびログファイルエントリポリシーの配布時
にはログファイルを処理しません。
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HPOM は、inode (UNIX の場合) または作成日時 (Windows の場合) が変
更されたログファイルを新規ファイルとして扱います。新規のログファ
イルは、ログファイルエンキャプスレータによってファイル全体が処理
されます。

同じ inode または作成時刻でログファイルが再表示されると、ログファ
イルは一度も削除されていないかのように処理されます。これはたとえ
ば、システムログファイルの場合に起こります。

次のような場合、新規のログファイルとはみなされません。

• 既存のファイルにファイルをコピーする

たとえば、cp /tmp/xxx /tmp/logfile によって既存のファイル
に対してファイルをコピーしても、inode は変更されないため、ロ
グファイルエンキャプスレータは前回の位置からファイルを読み取
ります。

• 引数をファイルにエコーする

たとえば、echo "xxx" > /tmp/logfile によってテキストをファ
イルにエコーしても、inode は変更されないため、ログファイルエ
ンキャプスレータは前回の位置からファイルを読み取ります。

❏ メッセージのデフォルト

メッセージのデフォルト設定により、ログファイルポリシーによって
フィルタリングされ、HPOM に取り込まれるメッセージにデフォルト属
性を入力できます。

❏ その他のオプション

その他のオプションには、指示、メッセージ相関オプション、パターン
マッチおよびメッセージストリームインタフェースオプションがあり
ます。

ログファイルエントリポリシーを定義するには、ポリシー本体内で更新を行
う必要があります。詳細は付録 A「ポリシー本体の構文」(355 ページ) を参
照してください。

ノード上のログファイルのモニター

注記 ログファイルエントリポリシーで NODE キーワードを使用しない場合、HPOM
はログファイルエンキャプスレータが実行されているノードを使用します。
HP Operations Agent がクラスタノードで実行されるクラスタ環境では、ロ

グファイルをモニターするのに別のノードを指定できます。
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NFS マウントしたファイルシステムにあるログファイルを変更する場合、

または他のリモートノードのログファイルを HPOM ログファイル エン

キャプスレータを実行中のシステムにコピーする場合は、別のノードを指定
してください。

外部ノード上のログファイルのモニター

外部ノードでイベントが発生した場合、ログファイルエンキャプスレータに
は自動的に通知されません。外部ノードからログファイルをモニターするに
は、次のいずれかの方法を使用します。

❏ ネットワークファイルシステム (NFS) を使用して、HPOM を実行して
いるノード上の特定のディレクトリにファイルシステムをマウントで
きます。その後、他のローカルファイルと同様に、マウントしたファイ
ルシステム上のログファイルをモニターするようにログファイルエン
キャプスレータを設定する必要があります。

❏ 指定したログファイルをコピーするように外部ノードを設定したり、ま
たはログファイルからのホストシステム上のディレクトリに抽出する
ように外部ノードを設定することができます。これは、指定されている
時間間隔が経過した後、またはログファイルが変更されたときに自動的
に行われます。HPOM ではこの機能がサポートされていないため、コ
ピー操作は外部機能で実行する必要があります。ログファイルエンキャ
プスレータは、ファイルのローカルコピーをトラッキングして、コピー
が完了すると新しいエントリを処理します。

ログファイルがどのシステムのものであるか、またメッセージはどのイベン
トによって生成されたかを HPOM オペレータが認識できるように、対応す
るログファイルエントリポリシーを設定する必要があります。ポリシー本体
の構文の詳細については、付録 A「ポリシー本体の構文」(355 ページ) を参
照してください。

メッセージポリシーの拡張オプションの定義

パターンマッチ、重複メッセージの除外、およびメッセージストリームイン
タフェース (MSI) へのメッセージの出力についてのオプションも定義でき

ます。これらのオプションは、追加する新規ポリシーのデフォルトとして使
用されます。これによって既存のポリシーの動作が変化することはありま
せん。

メッセージの条件の指定

対応するポリシーのポリシー本体を編集することで、メッセージの条件を指
定できます。ポリシー本体の構文の詳細については、付録 A「ポリシー本体

の構文」(355 ページ) を参照してください。
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例 4-1 ログファイルエントリポリシー本体の例

次の例は、アプリケーションログファイルをモニターします。ファイルは

60 秒ごとにチェックされます。ログファイルエンキャプスレータは直前の

チェック終了位置からファイルの内容をチェックします ( キーワード

FROM_LAST_POS)。ファイルは読み取り直前に開かれ、読み取り直後に閉じ

られます (キーワード CLOSE_AFTER_READ)。“missing” という単語を含む

メッセージは除外され、"failure" という単語を含むメッセージの重要度は危

険域に設定されます。その他のすべてのメッセージはサーバーに転送されま
す (これは、FORWARDUNMATCHED キーワードによって実行されます )。すべ

てのメッセージのアプリケーション属性は “App” に設定され、メッセージグ

ループは “AppLog” に設定され、条件に一致しないメッセージの重要度は不

明に設定されます。

LOGFILE “Application log”

DESCRIPTION “Logfile for Application”
LOGPATH “/opt/App/log/logfile.txt”
INTERVAL “60s”
FROM_LAST_POS
CLOSE_AFTER_READ
SEVERITY Unknown
APPLICATION “App

MSGGRP “AppLog”
FORWARDUNMATCHED

SUPPRESSCONDITIONS

DESCRIPTION “App messages to be ignored”

CONDITION

TEXT “<*> missing<*>”

MSGCONDITIONS

DESCRIPTION “App messages to be ignored”

CONDITION

TEXT “<*> failure<*>”

SET

SEVERITY Critical
TEXT “<$MSG_TEXT>”
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HPOM メッセージインタフェース

HPOM メッセージインタフェースコマンドの opcmsg(1) とアプリケーショ

ンプログラミングインタフェース (API) の opcmsg(3) を使えば、既存のア

プリケーションから HPOM にメッセージを直接送信することができます。

図 4-13  は、HPOM メッセージインタフェースが HPOM メッセージを捕捉

して、フィルター処理とフォーマット変更を施し、ブラウザに表示する方法
を示しています。

図 4-13 HPOM メッセージインタフェース

手順 7 は、ローカルログ機能が設定されている場合のみ実行されます。

手順 8 は、メッセージ条件に一致する場合のみ実行されます。

opcmsg(1|3) コマンド API の詳細については、マニュアルページを参照し

てください。

パターンマッチ、重複メッセージの除外、およびメッセージストリームイン
タフェース (MSI) へのメッセージの出力についてのオプションも定義でき

ます。これらのオプションは、追加する新規ポリシーのデフォルトとして使
用されます。これによって既存のポリシーの動作が変化することはありま
せん。
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しきい値モニターからのメッセージ

HPOM では、指定したしきい値に達する、または超過するたびにメッセー

ジを生成できます。ただし、しきい値の超過が短時間の例外的なピークに過
ぎない場合もありえます。そのような状態によるメッセージ生成を回避する
ため、HPOM ではしきい値の超過が特定の時間にわたって継続した場合の

み、メッセージを生成するように設定できます。

注記 設定した時間 (たとえば、3 分間) は、それだけの時間にわたってモニター値

がしきい値を超過することを必ずしも意味するわけではありません。メッ
セージは、ポーリング周期中に収集されたすべてのサンプルがしきい値を超
過した場合に生成されます。

メッセージに対応した修復アクションの開始

メッセージへの応答として自動アクションまたはオペレータ起動アクショ
ンを設定すると、即時に修復アクションを開始できます。また、既存の障害
に対応するモニターや進行中の問題に対応するモニターが定義できます。こ
れにより、予防的ツールと対応的ツールとしてモニターを使用できます。

モニター用のプログラムやユーティリティの組み込み

既存または新規のモニターリングプログラムまたはユーティリティを組み
込み、上限または下限のしきい値を指定することができます。この場合

HPOM がモニターを開始するためのポーリング周期を指定します。HPOM
はモニタープログラムの結果を読み取り、定義済みのしきい値と比較します。

たとえば、UNIX の who(1) ユーティリティを統合すると、ログオンしてい

るユーザーの人数を確認できます。また、df(1M) を統合すると、未使用の

ディスクブロック数を確認できます。スクリプトの結果は定義したしきい値
と比較され、しきい値を超過していればメッセージが生成されます。

しきい値を最大許容値より低く設定することで、パフォーマンスが限界を超
える前にオペレータに警告できます。このように、しきい値を予防的手段と
して使用すれば、障害がユーザーまで波及する前に修復アクションを開始す
ることができます。
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しきい値モニターポリシーの設定方法については、「しきい値モニターの組
み込み」(267 ページ) を参照してください。

モニターエージェントの動作

HPOM モニターエージェントは、次の種類のモニターをサポートしています。

❏ プログラムモニター

管理者が提供するモニタースクリプトとプログラムは、設定されたポー
リング周期にモニターエージェントによって起動されます。モニター
エージェントは、これらのスクリプトとプログラムが正常終了したかど
うかを、戻り値を読み取ってチェックします。戻り値がゼロ以外であれ
ば、モニターエージェントはメッセージエージェントにメッセージを送
信します。

モニター用のスクリプトやプログラムは、モニター対象オブジェクトの
現在の値を収集します。この値は、opcmon アプリケーションプログラ
ミングインタフェース (API) または HPOM のコマンドインタフェース
を介してモニターエージェントに送られます。モニターエージェント
は、この値を設定済みのしきい値と照合します。しきい値を超過してい
る場合、モニターエージェントはメッセージを送信します。

プログラムモニターは、Windows オブジェクトのモニターにも使用さ
れます。詳細については、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照
してください。

さらに、プログラムモニターは HPOM の組み込みパフォーマンスコン
ポーネントが収集したメトリックの統合にも使用されます。詳細につい
ては 「パフォーマンスメトリックのモニター」(260 ページ) を参照して
ください。

❏ MIB オブジェクトモニター

MIB オブジェクトは、SNMP Get リクエスト機能でモニターできます。
モニターエージェントが戻り値を、設定済みのしきい値と照合して
チェックします。

注記 デフォルトでは、コミュニティ public が SNMP 照会に使用されます。
MIB オブジェクトが他のコミュニティに存在する場合は、MIB オブジェ
クトをモニターする HTTPS ベース管理対象ノード上では ovconfchg
コマンドラインツールを使ってコミュニティ名を定義する必要があり
ます。

コミュニティ名を定義するコマンドおよび構文は次のとおりです。

ovconfchg -ns eaagt -set \
SNMP_COMMUNITY <community>
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上記の <community> には、snmpd が設定されるコミュニティの名前を

指定します。

❏ 外部モニター

外部モニターはプログラムモニターと同じですが、HPOM によって起動

されることはありません。外部モニターを起動するには、opcmon 呼び

出します。モニター対象の値がしきい値を最初に超過した時点でタイ
マーが起動されます。継続時間が指定されていない場合にはメッセージ
が生成されます。指定された時間内に opcmon が通知する値がすべてし

きい値を超えていると、メッセージが生成されます。モニターされた値
はその時間全体にわたってしきい値を超えていなくてもかまいません
が、各サンプルを収集するタイミングで超えていればメッセージが送信
されます。

ポーリング周期によるプログラムや MIB オブジェクトのモニター

図 4-14  は、プログラムや MIB オブジェクトのモニターのポーリング周期

が設定された後、メッセージが生成されるタイミングを示しています。モニ
ター対象の値が最初にしきい値を超えた時点で、タイマーがカウントを開始
します。モニター対象の値は各ポーリング周期で再チェックされ、しきい値
を超えたままであればカウンターが上がり、設定済みの継続時間と比較され
ます。継続時間に到達すると、メッセージが生成されます。

図 4-14 ポーリング周期によるプログラムや MIB のモニター

メッセージ
送信

しきい値

リセット

時間 （分） 1 5

3 分
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opcmon による外部オブジェクトのモニター

図 4-15  は、外部アプリケーションが 3 分間の間にしきい値に達したか、超

過した後でメッセージが送信されることを示しています。

図 4-15 opcmon による外部オブジェクトのモニター

パフォーマンスメトリックのモニター

パフォーマンスメトリックは、HP Operations Agent の組み込みパフォーマ

ンスコンポーネントによって収集されます。このコンポーネントがオペレー
ティングシステムから、パフォーマンスカウンターとインスタンスデータを
収集します。

収集された値は、独自の持続性データストアに保存された後、そこから取り
出された値が変換され、表示値となります。表示値は、HP Reporter や HP
Performance Manager など、抽出、視覚化、分析のためのツールで利用で

きます。これらのデータを管理対象ノード上で直接抽出したり、エクスポー
ト、表示、および収集することはできません。

HPOM では、組み込みパフォーマンスコンポーネントが収集したパフォー

マンスメトリックのしきい値モニターを設定できます。

HP Operations Agent とその組み込みパフォーマンスコンポーネントがサ

ポートされるプラットフォームの完全なリストについては、『HPOM 管理

サーバーインストールガイド』を参照してください。

メッセージ
送信

しきい値

リセット

3 分

opcmon
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パフォーマンスメトリック  

組み込みパフォーマンスコンポーネントが提供するメトリックは次のとお
りです。

❏ プラットフォーム共通メトリック

サポートされるすべてのプラットフォームで利用できるメトリックで
す。これらのメトリックは、システムのグローバル設定や、CPU、ディ

スク、スワップ、およびメモリーの使用状況に関する情報を広く網羅し
た基本的なメトリックです。

❏ 標準メトリック

サポートされる各プラットフォームで利用できる追加のメトリックで
す。これらのメトリックはプラットフォームごとに異なりますが、ほと
んどのプラットフォームで利用することができ、通常は、特定システム
でのドリルダウンや診断に有用です。

組み込みパフォーマンスコンポーネントで現在利用できるメトリックの詳
細については、次の Web ページを参照してください。

• 標準の接続: 

http://<management_server>:8081/ITO_DOC/<lang>/
manuals/EmbedPerfAgent_Metrics.htm

• セキュアな接続: 

https://<management_server>:8444/ITO_DOC/<lang>/
manuals/EmbedPerfAgent_Metrics.htm

ここで、<management_server> には管理サーバーの完全修飾ホスト名、

<lang> にはシステム言語 (たとえば、英語環境の場合 C) を指定します。

パフォーマンスしきい値の設定  

組み込みパフォーマンスコンポーネントが収集したデータにアクセスする
には、しきい値モニターポリシーを使用します。モニタータイプを Program
に設定し、Monitor Program または MIB ID フィールドで次の構文を使用

する必要があります。

OVPERF\\<data source>\\<object>\\<metric>
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この構文には次のパラメータが含まれます。

<data source>

データソースを指定します。組み込みパフォーマンスコン
ポーネントからのメトリックを収集する場合は、
<data source> を CODA に設定する必要があります。

<object>

モニター対象となるオブジェクトクラスの名前を指定し
ます。

パフォーマンスコンポーネントが収集するオブジェクト
クラスは次のとおりです。

• グローバル (オブジェクト名: GLOBAL)
• CPU (オブジェクト名: CPU)
• ネットワークインタフェース (オブジェクト名: 

NETIF)
• ファイルシステム (オブジェクト名: FS)
• ディスク (オブジェクト名: DISK)

<metric>

収集するメトリックを指定します。各オブジェクトクラス
で利用できるメトリックのリストについては、次の Web
ページを参照してください。

• 標準の接続: 

http://<management_server>:8081/ITO_DOC/
<lang>/manuals/EmbedPerfAgent_Metrics.htm

• セキュアな接続: 

https://<management_server>:8444/ITO_DOC/
<lang>/manuals/EmbedPerfAgent_Metrics.htm

ADVMONITOR "Outpacketrate"
DESCRIPTION "Get the global metric GBL_NET_OUT_PACKET_RATE"
INTERVAL "5m"
INSTANCEMODE SAME
MAXTHRESHOLD
SEVERITY Warning
PROGRAM "Source"
DESCRIPTION ""
MONPROG "OVPERF\\CODA\\GLOBAL\\GBL_NET_OUT_PACKET_RATE"
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パフォーマンスコンポーネントは、すべてのプラットフォーム共通メトリッ
クと標準メトリックを継続的に収集します。デフォルトの収集間隔は 5 分
間で、これを変更することはできません。データはデータストアで最長 5 週
間保存されます。この期間が経過すると、データベースの空きがなくなった
時点で、もっとも古いデータ 1 週間分がロールアウトされ、データベース

から削除されます。

組み込みパフォーマンスコンポーネントのトラブルシューティングの詳細
については、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

組み込みパフォーマンスコンポーネントによるデータ収集の無効化  HP Performance
Agent が収集するメトリックは、組み込みパフォーマンスコンポーネントが収集す

るメトリックのスーパーセットです。このため、同じノードで OVPA を使用してい

る場合は、組み込みパフォーマンスコンポーネントによるメトリックの収集を無効
にすることをお勧めします。

データ収集を無効にしても、プロセス coda は実行を継続し、HPOM に制御された

状態を維持します。その後、このプロセスは OVPA のデータ通信層として機能し

ます。

OVPA 4.5 がインストールされている HTTPS ベースの管理対象ノード上で組み込

みパフォーマンスコンポーネントのデータ収集を無効にするには、次のコマンドを
実行します。

ovconfchg -ns coda -set DISABLE_PROSPECTOR false

データ収集を再び有効にする場合は、パラメータ DISABLE_PROSPECTOR を true に
設定します。

モニターする変数の選択

モニターする変数の選択は、環境、現在使っているモニター、制御対象のパ
ラメータによって変わります。既存のモニタープログラムやカスタムモニ
タープログラムを統合できます。また、既存のモニターを見直し、重要な環
境変数を調べた上で、モニターの対象となる変数を決定することもできます。

たとえば、次のような項目を確認します。

❏ 現在使用しているモニター

❏ 日 / 週 / 月ごとに使用するモニター

❏ 独自に作成したモニター

❏ 環境内のオペレーティングシステムやアプリケーションが使用してい

るモニター

さらに、モニター対象のパラメータも確認する必要があります。
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たとえば、次のパラメータを確認します。

❏ モニター可能なパラメータ

❏ 重要なパラメータ

❏ しきい値が適用可能なパラメータ

❏ 限度を超える前に警告を発する必要のあるパラメータ

しきい値のタイプの選択

下限しきい値と上限しきい値のいずれかをモニター対象として選択できます。

❏ 下限しきい値 

モニター対象の値が許容限度の下限値に達するかそれを下回ると、メッ
セージが生成されます。たとえば、df モニター (空きディスクブロック) に
対して下限のしきい値が使用できます。HPOM は、空きディスクブロッ

クの数がしきい値を下回った時点でメッセージを生成します。

❏ 上限しきい値 

モニター対象の値が許容限度の上限値に達するかそれを上回ると、メッ
セージが生成されます。たとえば、who モニター (ユーザー数) に対して

上限のしきい値が使用できます。HPOM は、ユーザー数が定義したしき

い値を上回った時点でメッセージを生成します。

メッセージ生成ポリシーの選択

しきい値モニターでのメッセージの生成ポリシーは、次の 3 つの中から選

択します。

❏ リセットを伴うメッセージ生成

❏ リセットを伴わないメッセージ生成

❏ メッセージの継続的生成

注記 いずれの場合も、ポーリング時のモニター対象オブジェクトの値がしきい値
と等しいか、しきい値の水準を超過していると、HPOM がしきい値の超過

を検出します。
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次の例は、これらの 3 種類の設定について違いを説明します。いずれの例

でも、ポーリング周期は 1 分、継続時間は 3 分とします。

リセットを伴うメッセージ生成

図 4-16  は、リセットを伴うメッセージ生成を示しています。2 回目のポー

リング (2 分 ) の値がしきい値を超過しているため、タイマーが起動されま

す。その 3 分後、値は依然としてしきい値を超えているため、メッセージ

が送信されます。値がリセットレベルを下回ると、次にしきい値を超えた時
点でタイマーがリセットされ、サイクルが再開されます。

図 4-16 リセットを伴うメッセージ生成

リセットを伴わないメッセージ生成

リセットを伴わないメッセージ生成とは、リセット専用の値を使わないメッ
セージ生成のことです。この場合、リセット値はしきい値と同じになります。

図 4-17  は、リセットを伴わないメッセージ生成を示しています。2 回目の

ポーリング (2 分) の値がしきい値を超過しているため、タイマーが起動され

ます。その 3 分後、値は依然としてしきい値を超えているため、メッセー

ジが送信されます。値がしきい値を下回ると、次にしきい値を超えた時点で
タイマーがリセットされ、サイクルが再開されます。

メッセージ
送信

メッセージ
送信

しきい値

リセット

時間 ( 分 ) 1 5 10 15 20

3 分 3 分

リセット
されない
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図 4-17 リセットを伴わないメッセージ生成

メッセージの継続的生成

図 4-18  は、メッセージの継続的生成の一例を示しています。2 回目のポー

リング (2 分 ) の値がしきい値を超過しているため、タイマーが起動されま

す。それから 3 分後にメッセージが送信され、ただちにタイマーがリセッ

トされます。同様の処理が、その後も値がしきい値と同じ値になるかそれを
下回るまで継続されます。モニター対象の値が再度しきい値を超えると、タ
イマーが起動され、サイクルが再開されます。

メッセージ
送信

3 分

メッセージ
送信

メッセージ
送信

しきい値

時間 ( 分 ) 1 5 10 15 20

3 分 3 分
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図 4-18 メッセージの継続的生成

短時間のピーク

わずかな間だけしきい値を超過しただけでメッセージを生成するのは好ま
しくない場合もあるため、HP Operations ではしきい値の超過が特定の時間

継続した場合にのみ、メッセージが生成されるように設定できます。メッ
セージが生成されるためには、指定した時間の間、値が測定されるたびにし
きい値を超えている必要があります。値は、ポリシーのポーリング周期の倍
数で指定します。

たとえば、ポーリング周期が 2分間 (2 m) の場合、短期間のピークを 4 分間

(4m)、6 分間 (6m)、8 分間 (8m)、10 分間 (10m) のように設定します。この

時間を 0 に設定するか、または指定しない場合、HP Operations によってし

きい値の超過が検出されると、直ちにアラームが生成されます。

しきい値モニターの組み込み

しきい値モニターは、ログファイルを定義する場合と同じように、ポリシー
を用いて定義できます。新しいモニターを作成することも、既存のモニター
を修正/コピーすることもできます。

新しいしきい値モニターの組み込み

新しいしきい値モニターは次の手順で組み込みます。

メッセージ
送信

3 分

メッセージ
送信

3 分

メッセージ
送信

メッセージ
送信

しきい値

時間 ( 分 ) 1 5 10 15 20

3 分 3 分
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1. 配布するしきい値モニターデータを準備します。

配布予定のインストルメンテーションデータは、HP Operations 管理

サーバー上の次の場所にあるインストルメンテーションディレクトリに
配置されます。

/var/opt/OV/share/databases/OpC/mgd_node/

注記 カテゴリが作成されていない場合は、モニターディレクトリからのデー
タが何らかの方法で配布されます。カテゴリベースの配布方法をお勧め
しますが、このディレクトリからモニターを配布することもできます。
この場合、各管理サーバー上の、モニターを配布する各管理対象ノード
プラットフォーム固有のディレクトリ内に、モニターを配置する必要が
あります。たとえば、HP-UX 11i 管理対象ノード用のモニタープログラ

ムまたはスクリプトは、管理サーバー上の次の場所に配置されます。

/var/opt/OV/share/databases/OpC/mgd_node/customer/hp/\
ipf32/hpux1100/monitor

すべての配布方法、関連する管理タスク (カテゴリ管理を含めて)、イン

ストルメンテーションデータディレクトリの構造については、『HPOM
管理者リファレンスガイド』を参照してください。

a. インストルメンテーションディレクトリで、データに関連するカテ
ゴリ内にモニタープログラムまたはスクリプトを (データの配布先

となる各管理対象ノードプラットフォームに ) 適切に配置します。

このようなカテゴリがない場合は、これを作成し、ポリシーまたは
管理対象ノード、あるいはその両方に割り当てることができます。

2. しきい値モニターを管理対象ノードに配布します。 

これを行うには、opcragt コマンドラインユーティリティを使用します

(使用方法については、opcragt.1M のマニュアルページを参照)。

HPOM 管理対象ノードでは、配布されるすべてのインストルメンテー

ションデータ (カテゴリベースのインストルメンテーションファイル、

および monitor|actions|cmds ファイル ) は次のディレクトリに配置

されます。

/var/opt/OV/bin/instrumentation

3. しきい値モニターポリシーを設定します。
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opcpolicy コマンドラインツールを使用して、しきい値モニターポリ

シーをアップロードします。しきい値ポリシー本体の正しい構文の詳細
については、付録 A「ポリシー本体の構文」(355 ページ) を参照してく

ださい。各ポリシーではモニターを定義します。これには、しきい値を
超過したときに起動される自動アクションまたはオペレータ起動アク
ションが含まれます。

注記 しきい値モニターを配布する方法としてカテゴリベースの方法を選択
した場合は、適切なカテゴリがポリシーに割り当てられていることを確
認してください。

4. しきい値モニターポリシーに条件を設定します。

ポリシー本体の MSGCONDITIONS セクションは、条件と一致した場合に

Java GUI メッセージブラウザに送信されるメッセージを生成するかど

うかを決定します。SUPPRESSCONDITIONS セクションを使用して、さ

らにメッセージをフィルター処理することができます。ポリシー本体の
構文については、付録 A「ポリシー本体の構文」(355 ページ) を参照し

てください。

注記 モニターに複数の条件を設定する場合には、条件の順序に配慮してくだ
さい。

しきい値の大きさに基づいて条件を並べてください。

❏ 上限しきい値のタイプ

しきい値がもっとも高い条件をリストの先頭、もっとも低い条件を
末尾に配置します。

❏ 下限しきい値のタイプ

しきい値がもっとも低い条件をリストの先頭、もっとも高い条件を
末尾に配置します。

条件に順序を設定すると、状態ベースのブラウザ設定で、同じモニター
から前回受信したメッセージを自動受諾できます。状態ベースのブラウ
ザについては、「状態ベースのブラウザ」(232 ページ ) を参照してくだ

さい。
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しきい値モニターの設定

しきい値モニターポリシーは、ADVMONITOR ポリシーのポリシー本体を編集

することで設定できます。ポリシー本体の構文についての詳細は、付録 A
「ポリシー本体の構文」(355 ページ) を参照してください。

例 4-2 モニターしきい値ポリシー本体の例

この例では、ユーザーはファイルシステムの使用率を計算するためのカスタ
ムのスクリプト fs_util_mon.sh を実行しています。このスクリプトは、

opcmon コマンドラインツールを呼び出して、計算結果の値を (スクリプト

へのパラメータとして) extra_util という名前のモニターエージェントに

渡します。

ファイルシステムの使用率が設定した使用率 (THRESHOLD) を上回る場合

(MAXTHRESHOLD)、モニターエージェントはメッセージを生成します。ただ

し、使用率が RESET キーワードで設定される値を下回るまでは、メッセー

ジは再送信されません。すべてのメッセージの重要度は、注意域に設定さ
れ、アプリケーションフィールドは “Filesystem”、オブジェクトは

“/extra”、メッセージグループは “Disks” に設定されます。設定した条件に

一致するもの以外、メッセージは管理サーバーに送信されません。

ADVMONITOR “extra_util”

DESCRIPTION “Monitor /extra filesystem utilization”
INTERVAL “5m”
INSTANCEMODE SAME
MAXTHRESHOLD
SEVERITY Warning

PROGRAM “Source”

DESCRIPTION “Universal FS usage 
monitoring script”
MONPROG “fs_util_mon.sh /extra 
extra_util”

MSGCONDITIONS

DESCRIPTION “Monitor /extra FS util”
CONDITION

THRESHOLD 85.00

RESET 80.00
SETSTART

SEVERITY Warning

APPLICATION 
“Filesystem”
MSGGRP “Disks”
OBJECT “/extra”
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TEXT “Filesystem 
/extra utilization 
<$VALUE> exceeds 
configured threshold 
<$THRESHOLD>”
AUTOACTION “du -k 
/extra” ANNOTATE

デフォルトのしきい値モニター

HPOM にはデフォルトのしきい値モニターが用意されています。詳細につ

いては、HP Operations Agent のドキュメントを参照してください。

高度なモニターの条件の設定

しきい値モニターポリシーに条件を設定すれば、1 つのモニター対象オブ

ジェクトの複数のインスタンスをモニターすることが可能になります。

しきい値モニターに条件を設定する手順は次のとおりです。

1. opcmon(1) コマンドを -object オプション付きで実行し、モニター対

象オブジェクトの名前をモニターエージェントに渡します。

-option はモニターエージェントに追加情報を渡すオプションです。こ

の情報は、メッセージテキストで使用したり、修復アクションで参照し
たりすることができます。

HPOM は、この名前を高度なモニターポリシー本体で OBJECT キーワー

ドで指定されたパターンと照合します。

2. 受信オブジェクトパターンの照合には、HPOM のパターンマッチ言語を

使います。

詳細については、opcmon(1) マニュアルページを参照してください。

各種ファイルシステムのディスクの使用状況をモニターする方法について
は、「しきい値モニターの条件の例」(273 ページ) を参照してください。

複数の条件によるしきい値のモニター

1 つのポリシーの中で 1 つのモニター対象オブジェクトに対して、それぞれ

異なるしきい値とリセット値を持つ条件を複数設定すると、モニター対象の
値がいずれかの条件のモニター範囲に該当するたびに、メッセージが送信さ
れるようになります。
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272 ページの図 4-19  の例は、3 つの条件が設定されている場合を示してい

ます。これらの各条件には、それぞれ異なる上限しきい値とリセット値があ
ります。

図 4-19 条件が複数存在する場合のリセットを伴うメッセージ生成

5 回目のポーリング (5 分) で、値が条件 my_mon 1 (しきい値 = 99) のしき

い値を超過し、メッセージが送信されます (A)。1 分後、値は条件 my_mon 1
(リセット値 = 95) のリセット値を下回ります。値は条件 my_mon 2 (しきい

値 = 90) のしきい値を超えているため、別のメッセージが送信されます

(B)。

つまり、値はこの条件のリセット値を下回っていなくても、条件のモニター
範囲に達するとメッセージが生成されます。

しきい値 : 80

リセット値 : 75

時間 ( 分 ) 1 5 10 15

my_mon 3:

しきい値 : 90

リセット値 : 85

my_mon 2:

しきい値 : 99

リセット値 : 95

my_mon 1:

msg3
送信

リセット

なし

msg2
送信

リセット

なし

msg1
送信

msg2
送信

msg1
送信

msg2
送信

リセット

なし

msg1
送信

msg2
送信

リセット

なし

メッセージ

送信
リセット

なし

A

B

C
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11 分後、値は条件 my_mon 2 (しきい値 = 90) のしきい値を下回りますが、
引き続きリセット値の 85 を上回っています。これにより、別のメッセージ
が生成されます (C)。このメッセージの元のメッセージテキストには、リ
セット値には達せず、しきい値のみを超えたために、「リセット値をまだ超
えています」と示されます。このメッセージはモニター値がしきい値を下
回った場合にのみ生成されます。モニター値がしきい値を超過する場合は、
リセット値も超過しているため、メッセージは生成されません。

この例では、同じモニター対象オブジェクトに対して多くのメッセージを受
け取ります。ブラウザに表示されるメッセージ数を選らすには、メッセージ
が自動的に受諾されるように条件を設定します。詳細については、「状態ベー
スのブラウザ」(232 ページ) を参照してください。

しきい値モニターの条件の例

次の例は、しきい値モニターポリシー disk_util のしきい値モニター条件
を使って、/var および / ファイルシステムのディスクの空き容量をモニ
ターする方法を示しています。この例は、各ファイルシステムのディスク使
用量をチェックして通知するシェルスクリプトが、すでに作成されているこ
とを前提としています。

メッセージ条件 1 

オブジェクトパターン:  /var

しきい値:  90 

リセット値:  85

期間:  3

属性の設定:  

重要度:  注意域

メッセージグループ:   OS

テキスト:  /var ファイルシステムの
ディスク使用量 (<$VALUE>) が 
(<$THRESHOLD>)% を超えてい
ます。

メッセージ条件 2 

オブジェクトパターン:  ^/

しきい値:  95 

リセット値:  90
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期間:  3

属性の設定:  

重要度:  危険域

メッセージグループ:  OS

テキスト:  ルートファイルシステムの
ディスク使用量 (<$VALUE>) が 
(<$THRESHOLD>)% を超えてい
ます。
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SNMP トラップとイベント

HPOM イベントインターセプタ (opctrapi) は、HPOM に SNMP トラップ

を送信するメッセージインタフェースです。

デフォルトでのトラップおよびイベントの捕捉

HPOM は、デフォルトでは SNMP トラップと CMIP (Common Management
Information Protocol) イベントを次のように捕捉します。

❏ アプリケーションから

HP Operations 管理サーバーで動作している opctrapi デーモンにト

ラップを送信するあらゆるアプリケーションから捕捉。

❏ 管理対象ノードで

トラップデーモン (ovtrapd) が動作しているすべての管理対象ノード

上で捕捉。

❏ 管理対象ノードのプラットフォームで

選択された管理対象ノードプラットフォーム上のポートへのダイレク
トアクセスモードで捕捉。opctrapi が対応している管理対象ノードの

プラットフォームのリストについては、『HPOM 管理者リファレンスガ

イド』を参照してください。

管理対象ノードで直接イベントを捕捉すれば、メッセージをローカルで
処理できるため、パフォーマンスが向上します。たとえば、メッセージ
を管理サーバーに転送することなく、管理対象ノードやサブネット内で
自動アクションを直接起動し、実行することができます。
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ブラウザウィンドウ内での SNMP イベントの捕捉

図 4-20  は、HPOM のイベントインターセプタが SNMP イベントを収集し、

フィルター処理とフォーマット変更を施して、ブラウザウィンドウに表示す
る過程を示しています。

図 4-20 NNM をインストールした環境での SNMP イベントインターセプタの処理

イベント

インターセプタ

重要度

アプリケーション

メッセージグループ

オブジェクト

一般メッセージテキスト

コミュニティ
エンタープライズ

一般トラップ ID
固有トラップ ID
パラメータ数

パラメータ

SNMP
API pmd

SNMP API

SNMP
トラップ

システムと

トラップと

イベント

条件

 

メッセージ

エージェント

ログファイル

1 2

3 4

5

67

デフォルトのメッセージ属性SNMP トラップ引数

メッセージ

HPOM

HPOMHPOM

(opctrapi)

アプリケーションからの

オブジェクト ID
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SNMP トラップと CMIP イベントの転送

図 4-21  は、opctrapi と HPOM プロセスとの関係を示しています。SNMP
トラップと CMIP イベントは、HPOM プロセスによって HPOM に転送され
ます。

図 4-21 HPOM 内の SNMP イベントシステム

ovtrapd バックグラウンドプロセスはポート 162 で SNMP トラップと
CMIP イベントを受信します。このプロセスは受信したトラップとイベント
をバッファーに格納し、Postmaster プロセス (pmd) に渡します。pmd プロ
セスは、ovtrapd から受信したイベントをサブシステム (opctrapi や
trapd.conf ファイルなど) にルーティングし、HPOM メッセージストリー
ムに格納します。

trapd.conf には SNMP トラップ (SNMP エージェントが生成) とイベント

(pmd で登録したアプリケーションが生成 ) を処理するための定義が含まれ

ています。これらの定義は ovtrap2opc ユーティリティを使って、HPOM
のメッセージ条件や除外条件に変換できます。詳細については、
ovtrap2opc(1M) のマニュアルページを参照してください。

転送された
イベント 

(TCP 経由)

ovrepld, netmon, 
ovtopmd, ipmap,

他のNNM 
プロセスと

ユーザーアプリケー
ション

pmd

ovtrapd

opctrapi

trapd.conf

SNMP v1 トラップと通知要求 (UDP のポート 162 から)

trapd.log

ovtrap2opc
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管理対象ノードのプラットフォームによっては、HPOM イベントインター
セプタがポート 162 に直接アクセスして SNMP トラップを捕捉できる場合
もあります。詳細については、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照
してください。

重複メッセージの回避

SNMP デバイスは、HP 検出プロセスによって管理サーバーにトラップを送
信するように設定されますが、SNMP デバイスがトラップを複数のシステ
ムにブロードキャストすることもあります。そのような場合に、複数の管理
対象ノードが同じ管理サーバーにトラップを転送すると、重複するメッセー
ジが生成されてしまいます。

この問題を回避するためのガイドラインを次に示します。

❏ SNMP の送信先や NNM 収集ステーションを 1 つに限定する

各 SNMP デバイスの SNMP 送信先を 1 つに限定するか、管理サーバー
の NNM 収集ステーションとして機能するシステムを 1 台に限定しま
す (可能であれば、最も高速のネットワークに接続された収集ステー
ションを利用してください)。

HP-UX ノード上の SNMP デバイスの SNMP 送信先システムは、次の
ファイルで設定します。

/etc/SnmpAgent.d/snmpd.conf

設定の構文は次のとおりです。

trap_dest:<nodename>

注記 NNM は HP Operations 管理サーバーと同じシステムにはインストール
できません。

❏ すべての NNM 収集ステーションで HP Operations Agent を
動作させる

HP Operations Agent (および HPOM イベントインターセプタ) を、すべ
ての NNM 収集ステーションで動作させます。

SNMP トラップポリシーの追加

SNMP トラップポリシーを設定する際は、HPOM イベントインターセプタ
がサポートされている HP Operations 管理サーバーまたは管理対象ノード
に、トラップポリシーを任意の数だけ割り当てることができます。
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トラップポリシーは、SNMP ポリシーのポリシー本体を編集することで設定
できます。ポリシー本体の構文の詳細については、付録 A「ポリシー本体の
構文」(355 ページ) を参照してください。

例 4-3 トラップインターセプタポリシー本体の例

この例は、Cisco ルーターによって生成される Cisco linkDown トラップ
(.1.3.6.1.4.1.9.2.0) を捕捉します。トラップが捕捉されると、重要度が
注意域に設定されたメッセージが生成されます。エンタープライズトラップ
と一般トラップが分かれていることに注意してください。変数 <$1> と
<$2> は、トラップの一部です (それぞれ、リンクインデックスと説明にな
ります)。

SNMP “Sample trap interceptor template”

DESCRIPTION “This is catches Cisco linkDown trap”

CONDITION

$G 2
$e “.1.3.6.1.4.1.9”

SET

MSGTYPE “Cisco_Link_Down”
SEVERITY “Warning”
OBJECT “<$2>”
TEXT “Interface <$1> down”

SNMP トラップ条件の例

バックアップが開始され、ワークリストファイルに構文エラーが検出される
と、HP Data Protector は次のような SNMP トラップを発行します。

snmptrap idriss1 1.3.6.1.4.11.2.3.2 15.232.
117.22 58916871  6 \
1.3.6.1.4.11.2.15.2.0 Integer 1 \
1.3.2.1.4.11.2.15.3.0 OctetString doghouse.bbn.hp.com \
1.3.2.1.4.11.2.15.4.0 OctetString
”HP Data Protector:[Error](Worklist Syntax)Can’t open
worklist ‘/etc/omni/work’ Status:Critical” \
1.3.2.1.4.11.2.15.5.0 OctetString ”Critical” \
1.3.2.1.4.11.2.15.6.0 OctetString ”dp”

この場合、SNMP トラップポリシーには、次のように条件を定義する必要
があります。

ノード

doghouse 

エンタープライズ ID
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1.3.6.1.4.11.2.3.2 

一般トラップ ID

6 

固有トラップ ID

58916871 (SNMP ステータスイベント)

変数のバインディング

アプリケーションタイプ:  1 (エージェント)

オブジェクト ID: 
  mailhouse.bbn.hp.com.omniback

イベントの説明: 
  HP Data Protector: 

[Error](Worklist Syntax)Can’t 
open worklist 
‘/etc/omniback/work’ 
Status:Critical

トラップ固有のデータ: 
  危険域

属性設定

重要度: 

危険域 

メッセージグループ: 

印刷サービス

テキスト: 

Error in HP Data 
Protector:<text>
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HPOM 内部エラーメッセージのフィルター処理

HPOM の内部エラーメッセージは、フィルター処理を施して内部メッセー

ジストリームインタフェース(MSI) から取り込んだり、除外することができ

ます。これにより、自動 /オペレータ起動アクションを添付したり、表示可

能な通常の HPOM メッセージとして扱うことができます。この機能は、管

理対象ノードと管理サーバーで有効にできます。HPOM のすべてのメッ

セージは、この機能をどこで有効にするかに応じて HP Operations 管理サー

バーまたは管理対象ノード上のローカルメッセージインターセプタに戻さ
れます。インターセプタでは、これらのメッセージはその他の HPOM メッ

セージと同様に読み取られ、処理されます。

管理サーバー

管理サーバー上では、ovconfchg コマンドラインツールを使います。次の

ように入力します。

ovconfchg -ovrg <OV_resource_group> -ns opc -set \ 
OPC_INT_MSG_FLT TRUE

このコマンドの <OV_resource_group> は、管理サーバーのリソースグ

ループの名前です。

管理対象ノード

HTTPS ベース管理対象ノードでは、ovconfchg コマンドラインツールを使

います。次のように入力します。

ovconfchg -ns eaagt -set OPC_INT_MSG_FLT TRUE

opcmsg (1/3) ポリシーに HPOM 内部エラーメッセージ用の条件を少なく

とも 1 つ設定してください (メッセージグループ OpC を使用します)。さら

に、ポリシー本体で SUPP_DUPL_IDENT_OUTPUT_MSG キーワードを設定し

ます。
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HPOM のイベント相関処理

一般に、通常の HPOM メッセージソースポリシーに定義されている条件に

よって生成されるメッセージは HPOM イベント相関処理 (EC) ポリシーへ

の入力として使用されます。イベント相関処理ポリシーは、これらの HPOM
メッセージを処理し、必要に応じて Java GUI メッセージブラウザに表示す

るメッセージを新たに生成します。HPOM では、相関処理サーキットはポ

リシーとして表示され、処理されます。

イベント相関処理の仕組み

283 ページの図 4-22  は、イベント相関処理ポリシーが HPOM 内でどのよ

うに機能するかを示しています。HPOM のメッセージソースポリシーでは、

メッセージを生成する条件を指定できます。さらに、生成されたメッセージ
自体をメッセージストリームインタフェース (MSI) に転送するか、あるいは

メッセージを MSI にコピーするかを選択することもできます。生成された

メッセージを MSI からイベント相関処理ポリシーに渡して処理できます。

HPOM では、メッセージを相関処理エンジンに方向転換するのではなく、コ

ピーできます。このため、相関処理の最中に重要なメッセージに遅延が生じ
たり、失われることはありません。この機能は、トラブルシューティングで
特に役立ちます。
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図 4-22 HPOM でのイベント相関処理の論理フロー

イベント相関処理ポリシーでは、メッセージが経由するイベント相関処理
サーキットが決定されます。この決定は、メッセージ条件で指定されたメッ
セージタイプ属性と、イベント相関処理サーキットの入力ノード (ポート) の
[Event-type] フィールドで指定されたメッセージ属性との照合に基づきます。

HPOM でイベント相関処理を設定する方法の詳細については、『HPOM 管理

者リファレンスガイド』を参照してください。

メッセージの相関処理の実行場所

HPOM 環境で相関処理を行う場所のメリットとデメリットを考慮すること

は重要になります。標準的な環境では、管理対象ノードまたは管理サーバー、
あるいはその両方でメッセージを相関処理するように設定できます。しか
し、HPOM フレキシブル管理設定を使用する大規模な環境では、さらに選

択肢は広がります。このような環境では、管理サーバーの複数の層が階層的
に構成されるため、階層サーバーの各レベル間の関係を考慮する必要があり
ます。また、相関処理を NNM ドメインに設定することもできます。この場

メッセージソース

ECS ポリシー

条件 1

HPOM メッセージブラウザ

メッセージストリームインタフェース

msg_type_attributeメッセージタイプ属性
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合、HPOM イベントインターセプタによって捕捉される SNMP 関連メッ

セージの数が大幅に削減されます。選択できる相関処理のアプローチについ
ては、図 4-24 を参照してください。

図 4-23 HPOM での相関処理の設定

一般に、早い段階で相関処理を実行すると、ダウンストリームの負荷が減
り、メッセージブラウザに到達するメッセージ数も少なくなるので有益で
す。管理サーバーまたは管理対象ノードにイベント相関処理ポリシーを割り
当て、配布する前に、相関処理を行う場所を考慮する必要があります。

❏ 管理対象ノードに到達する前

HPOM に到達する前に、NNM の相関処理サーキットを使用してイベン

トを相関処理することで、HPOM によって捕捉されるイベント数を大幅

に削減することができます。

❏ 管理対象ノード上

管理対象ノード上でメッセージを相関処理することで、管理サーバーに
渡されるメッセージの数を削減できます。その結果、管理サーバー上の
負荷と、ネットワークトラフィックの全体的な量が削減されます。

HPOM 

ECS

 ノード 
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管理
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❏ 管理サーバー上

HP Operations 管理サーバー上でメッセージを相関処理することで、各

管理対象ノードからの類似または関連するメッセージをフィルター処
理できます。

❏ フレキシブル管理環境内

HPOM 環境内での管理対象ノードと管理サーバー間の関係は、管理階層

内では下位レベルと上位レベルの管理サーバー間の関係に該当します。

ソースが異なるメッセージの相関処理

相関処理するメッセージのソースを、特定の種類に限定する必要はありませ
ん。HPOM 内の種類が異なるソースからのメッセージに対する相関処理に

は、いくつかの利点があります。

次のソースからのメッセージに相関処理を実行できます。

❏ SNMP トラップ

❏ opcmsg

❏ ログファイル

❏ モニターエージェント
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たとえば、SNMP によって生成される、ダウン中のノードに関連するメッ

セージと、到達不能サーバーに関連するログファイルエントリによって生成
されるメッセージを相関させることができます。

図 4-24 ソースが異なるイベントの相関処理

HPOM イベントインターセプタ

HPOM イベントインターセプタは、NNM と HPOM を結ぶリンクです。

HPOM イベントインターセプタは、NNM のpostmaster デーモン (pmd) に
よって生成された SNMP イベントストリームを相関処理の有無にかかわら

ず捕捉し、必要に応じて HPOM メッセージを生成します。こうして得られ

たメッセージは、ログファイルなど他の HPOM ソースから生成されたメッ

セージと共に、HP Operations Agent の相関処理ポリシーで処理されます。

HPOM に到達する前の NNM でのイベント相関処理

HP Operations Agent の全体的な負荷を削減し、HPOM が相関処理を行いや

すくするには、イベントが HPOM に到達する前に NNM の相関処理サー

キットを使用して相関処理を行います。

たとえば、ルーターの応答がない場合に生成されるイベントを処理するため
に NNM のサーキットを設定できます。NNM 収集ステーション上の HPOM
イベントインターセプタが確実に相関処理されたイベントのみを受け取る
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ようにすると、生成される HPOM メッセージの数を大幅に削減できます。

これらのメッセージは、HPOM 管理対象ノード上のイベント相関処理ポリ

シーによってさらに相関処理することもあります。

HPOM と NNM のイベント相関処理の同期

NNM と HPOM のイベント相関処理は同期しており、NNM で破棄されたイ

ベントは HPOM でも除外されます。同様に、NNM のサーキットで受諾ま

たは削除されたイベントは、HPOM で自動的に受諾されます。さらに、相

関処理によって除外されたイベントに関連する各メッセージには自動的に
注釈が追加されます。この機能はSNMP トラップポリシー SNMP ECS
Traps の条件に含まれています。 

図 4-25 NNM での相関処理

管理対象ノードでのメッセージの相関処理

HP Operations Agent を使って管理対象ノード上でイベント相関処理を行

えば、エージェントとサーバーの間のネットワークトラフィックが大幅に抑
制されます。ネットワークトラフィックは、イベント相関処理エージェント
が実行されているすべての管理対象ノードで削減されます。管理サーバーの

CPU 負荷が軽減され、より効率的に他の問題に対処できるようになります。
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288 ページの図 4-26  は、管理対象ノード上でどのようにメッセージが生成
され、どのようにメッセージが処理されるか、およびエージェント MSI へ
のメッセージ出力をオン / オフすることによって、イベント相関処理エー
ジェント (opceca) へのメッセージの流れをどのように制御できるかを示し
ています。

図 4-26 HPOM 管理対象ノード上のメッセージフロー

opceca プロセスはエージェント MSI に接続して、HPOMエージェントメッ
セージストリームからのメッセージにアクセスできるようにします。メッ
セージは相関処理され、HPOM メッセージエージェントに送り返されます。
opceca によって作成または変更されたメッセージは、メッセージソース
MSI:opceca を使ってメッセージブラウザに表示されます。メッセージが相
関処理サーキットに指定されたルールおよび条件に一致しない場合、メッ
セージの元のメッセージソースはそのまま維持されます。

ECS 設定が管理対象ノード上に存在する場合、opc(r)agt -status コマ
ンドを使用して opceca ステータスをチェックできます。イベント相関処理
ポリシーが管理対象ノードに配布される場合、opceca プロセスは開始され
ます。イベント相関処理ポリシーの設定が管理対象ノード上に存在しない場
合、opceca プロセスは停止されます。
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イベント相関処理ポリシーは、他の HPOM ポリシーと同じように管理対象

ノードに割り当てられます。

注記 実行している相関処理エンジンに相関処理サーキットをロードしようとす
ると (たとえば、新しい、または変更したイベント相関処理ポリシーを配布

する場合 )、エンジンはすべての開いているメッセージをメッセージエー

ジェント (opcmsga) に転送し、エンジンを停止し、相関処理サーキットを

ロードしてから再起動します。メッセージエージェントは、転送されたメッ
セージを相関処理エンジンに送り返しません。

注記 自動アクションが相関処理プロセス内で破棄されたメッセージに関連づけ
られており、ポリシー本体に MPI_IMMEDIATE_LOCAL_ACTIONS キーワード

が指定されていない場合、その自動アクションは実行されません。このオプ
ションはデフォルトで有効に設定されており、MSI への出力が有効で、ポリ

シー本体に MPI_SV_DIVERT_MSG キーワードが指定されている場合にのみ

使用できます。

新しいアクションが必要な場合、相関処理プロセスの実行中に新しいメッ
セージ、または変更した既存のメッセージにそのアクションを指定して、関
連付ける必要があります。

管理サーバーでのメッセージの相関処理

HP Operations 管理サーバーでメッセージの相関処理を行えば、同じ問題に

関する (複数のノードから着信された ) 重複メッセージや類似メッセージを

除外し、Java GUI メッセージブラウザに表示されるメッセージを絞り込む

ことができます。

冗長なメッセージを削減することは、分散しているクライアントサーバーア
プリケーションがあり、プリンターやバックアップデバイス、NFS ファイ

ルサーバーなどの共有ネットワークデバイスを装備した環境において特に
有益です。たとえば、データベースサーバーが一時的に利用できなくなった
場合に、データベースサーバーとの連絡が絶たれた管理対象ノードからの類
似のメッセージを除去することができます。
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図 4-27  は、管理サーバー上のメッセージフローを示しています。図中に示
すように、相関処理マネージャ (opcecm) へのメッセージフローは、サーバー
MSI へのメッセージ出力のオン / オフを切り換えることによって制御でき
ます。

図 4-27 HP Operations 管理サーバー上のメッセージフロー

opcecm プロセスはサーバー MSI に接続して、メッセージストリームからの
メッセージにアクセスできるようにします。メッセージは相関処理され、
HPOM メッセージマネージャに再度書き込まれます。相関処理プロセスに
よって作成または変更されたメッセージは、メッセージソース MSI:opcecm
を使ってメッセージブラウザに表示されます。メッセージが相関処理サー
キットに指定されたルールおよび条件に一致しない場合、メッセージの元の
メッセージソースはそのまま維持されます。

ECS 設定が管理サーバー上に存在する場合、opcsv -status コマンドを使
用して opcecm ステータスをチェックできます。イベント相関処理ポリシー
が管理サーバーに配布される場合、opcecm プロセスは開始され、イベント
相関処理ポリシーの設定が管理サーバー上に存在しない場合、このプロセス
は停止されます。

メッセージ

HPOM 管理サーバー

相関処理

(opcecm)

アクション

(opcactm)

HPOM
メッセージ

メッセージ

(opcmsgr)

HPOM メッセージ

ブラウザ

データベース

メッセージ

(opcmsgm)

MSI

抑止する / しない

レシーバー

マネージャ

マネージャ

マネージャ
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フレキシブル管理環境でのメッセージの相関処理

HPOM のフレキシブル管理設定機能を利用する大規模な企業環境では、

メッセージ相関処理は管理階層内のさまざまなレベル間の関係を考慮した
複雑なものになります。HPOM 環境内での管理対象ノードと管理サーバー

間の関係は、管理階層内では下位レベルと上位レベルの管理サーバー間の関
係に該当します。したがって、管理サーバーは管理対象ノードから受信した
メッセージに相関処理を行って、自身が属する上位の管理サーバーに相関処
理済みのストリームを送信できるほか、相関処理を行わずに送信することも
できます。後者の場合、相関処理はメッセージストリームを受信した上位の
管理サーバーで実行されます。

フレキシブル管理階層においてこの種のメッセージ相関処理を行えるよう
にするには、管理サーバー相関処理ポリシーを HP Operations 管理サーバー

に割り当て、配布します。ポリシーの割り当てと配布の方法については、「ポ
リシーの割り当て」(187 ページ) を参照してください。

図 4-28 HPOM フレキシブル管理と相関処理

管理

サーバー

HPOM

ECS ランタイム
HPOM
メッセージ

HPOM
メッセージ

HPOM
メッセージ

管理

サーバー

HPOM

ECS ランタイム

管理

HPOM

管理

HPOM

HPOM
メッセージ
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外部データへのアクセス

相関処理サーキットが外部ソースからの情報にアクセスしなければならな
いことがよくあります。この外部情報には、相関処理サーキットの動作を変
更するパラメータが含まれます。これにより、相関処理サーキットの動作を
再コンパイルせずに変更できます。たとえば、さまざまなメッセージタイプ
に対応した過渡障害用の相関処理サーキットを作成できます。相関処理サー
キットを再コンパイルせずにその他のメッセージタイプを追加できるよう
に、メッセージタイプの一覧を相関処理サーキットの外部に維持できます。

相関処理の決定を支援したり、相関処理サーキットからの情報出力を改善す
るために、外部情報が必要になる場合もあります。たとえば、エラーメッ
セージを検出したときに外部データベースに対してクエリを実行して、サー
ビスレベル契約 (SLA) 情報を取得できます。SLA に関する詳細情報は、メッ

セージブラウザに表示される前にメッセージに追加できます。

相関処理サーキットから外部データにアクセスするには、次の 2 つの方法

があります。

• データストアとファクトストア

• 注釈メカニズム

データストアとファクトストア

ECS のデータストアとファクトストアを使用すると、相関処理の環境的な

側面を、イベント相関処理ポリシーにハードコードされるルールおよび基本
ロジックから切り離すことができます。たとえば、ある 1 つの HPOM 管理

対象ノードに対して一般的な相関処理サーキットを設定し、データストアを
使用して同じポリシーをそれ以外の管理対象ノードに適用します。

データストアは、情報のキーと値のペアを保持するために使用できます。イ
ベント相関処理ポリシーに関連するシステム固有の情報や外部ネットワー
クに関する詳細情報 (間隔、しきい値、その他の制約など ) が変わる可能性

があることがわかっている場合、データストアには、これらの情報も含まれ
ます。たとえば、ユーザー切り替え (su コマンドを使用) をモニターするた

めの一般的なイベント相関処理ポリシーを設定し、信頼されるユーザー (シ
ステムごとに異なる可能性がある) の名前をデータストア内に保存すること

で各種の HPOM 管理対象ノードでポリシーを実行できます。

ファクトストアは、関係を定義するデータ構造です。これらの関係は、たと
えば、組織内の階層、組織間またはサービスプロバイダー間の関係などを表
します。たとえば、3 つのアプリケーションサーバー A、B、C が同じデー
タベースサーバー DBserver01 に接続され、4 つめのアプリケーションが別
のデータベースサーバー DBserver02 に接続されているとします。これら
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の関係を定義するには、ファクトストアを使用します。何らかの理由により
DBserver01 が応答しない場合、ファクトストア内の情報を使用して、この
データベースサーバーからのメッセージと、DBserver01 との接続が失われ
たことに関するアプリケーションサーバー A、B、C からのメッセージを相
関処理できます。

ファクトストアとデータストアは、管理対象ノードまたは管理サーバーに
EC ポリシーが配布されるときに ECS エンジンにロードされるテキスト
ファイルです。データストア用のファイルには ds の拡張子が付き、ファク
トストア用のファイルには fs 拡張子が付いています。ファクトストアファ
イルとデータストアファイルは、EC ポリシーと共に配布されません。これ
らのファイルは、EC ポリシーを配布する前に手動で作成し、次の場所にコ
ピーする必要があります。

• 管理サーバー上 
/var/opt/OV/shared/server/datafiles/policies/ec

• 管理対象ノード上 (UNIX)
/var/opt/OV/conf/eaagt

• 管理対象ノード上 (Windows)
C:\Program Files\HP BTO Software\data\conf\eaagt

注記 コンポーザーを使用する場合、ファクトストアファイルの作成、配布、イン
ストールを行うには ovocomposer スクリプトを使用できます。

各相関処理サーキットがアクセスできるファクトストアファイルとデータ
ストアファイルはそれぞれ 1 つのみです。

HPOM には、固有とグローバルの 2 種類のファクトストアとデータストア

があります。グローバルファクトストアとデータストアは、複数の相関処理
サーキットで共有できます。固有ファクトストアとデータストアは、単一の
相関処理サーキットからしかアクセスできません。

• 固有データストアとファクトストア

各相関処理サーキットには、コンパイル済みの ECS サーキットファイ
ル (.eco) が関連付けられています。コンパイル済みのサーキットファ
イル名は、相関処理サーキットが作成または変更されたときに自動的に
生成され、<id>.eco という形式になります (たとえば、EAAAa03015.eco)。
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相関処理サーキットが管理対象ノードまたは管理サーバーに配布され
たとき、相関処理サーキットは指定したディレクトリに、コンパイル済
みのサーキットファイルと同じ名前で、適切な拡張子 (ファクトストア
は fs、データストアは ds) を持つファクトストアまたはデータストア
が存在することを確認します。これらのファイルが存在しない場合、グ
ローバルファクトストアまたはデータストアが使用されます。

• グローバルデータストアとファクトストア

グローバルデータストアファイル (dstore.ds) とグローバルファクト
ストアファイル (fstore.fs) は、複数の相関処理サーキットで共有でき
ます。イベント相関処理ポリシーに対して固有ファクトストアが存在し
ない場合、グローバルファクトストアがロードされます。同様に、イベ
ント相関処理ポリシーに対して固有データストアが存在しない場合、グ
ローバルデータストアがロードされます。

294 ページの図 4-29 は、グローバルおよび固有ファクトストアとデータス
トアにアクセスする相関処理サーキットを示しています。

図 4-29 HPOM のデータストアとファクトストア

ファクトストアとデータストアの更新

HPOM を再起動したり、または管理対象ノードまたは管理サーバーに新し
い、または変更したイベント相関処理ポリシーを配布すると、ファクトスト
アおよびデータストアファイルが再ロードされます。また、次の場所から
ecsmgr ユーティリティを使用して、個別にファクトストアおよびデータス
トアファイルを手動で強制的に再ロードすることもできます。

circuit_A.eco

dstore.ds fstore.fs

circuit_B.eco circuit_C.eco

circuit_C.fscircuit_C.ds

グローバルストア 固有ストア

circuit_B.fs
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• 管理サーバー上

/opt/OV/bin/OpC/

• 管理対象ノード上 (UNIX)

/opt/OV/bin/OpC/utils/

• 管理対象ノード上 (Windows)

\usr\OV\bin\OpC\install\

ecsmgr を使用する場合は、管理対象ノードの ECS エンジンまたは管理
サーバーの ECS エンジンのどちらと通信するかを指定します。管理サー
バーインスタンスは 11、管理対象ノードインスタンスは 12 です。

次の 2 つのコマンドを使用して、イベント相関処理ポリシーを新しいファ
クトストアまたはデータストアで更新できます。

• データストア

# ecsmgr -i <instance> -data_update <datastore_name> \ 
<filename>

例: 

# ecsmgr -i 12 -data_update DatabaseDown \ 
/var/opt/OV/conf/eeagt/DatabaseDown.ds

• ファクトストア

# ecsmgr -i <instance> -fact_update <factstore_name> \ 
<filename>

例: 

# ecsmgr -i 12 -fact_update fstore \ 
/var/opt/OV/conf/eeagt/fstore.fs

注記 ecsmgr コマンドは、動的なサーキットパラメータのみを更新し、静的に評

価されるパラメータは変更しません。

ヒント ファクトデータまたはデータストアファイルが極端に大きい場合は、相関処
理プロセスが長時間ブロックされることがないように小さいファイルを使
用して増分更新を行います。
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ecsmgr ユーティリティの詳細については、ecsmgr(1M) マニュアルページ

を参照してください。

UNIX ノードへの配布の自動化

ファクトストアおよびデータストアはイベント相関処理ポリシーと共に配
布されませんが、UNIX ノード上への配布を部分的に自動化することができ

ます。

UNIX ノードへのファクトストアおよびデータストアの配布を自動化する

には、管理サーバー上で次の手順を実行します。

1. ファクトストアおよびデータストアファイルを次のディレクトリに作
成します。

/var/opt/OV/share/databases/OpC/mgd_node/customer/\
<arch>/cmds

注記 HPOM コマンドディレクトリには <arch> が含まれます。これは、コマ

ンドのアーキテクチャ (hp/alpha/tru64 や sun/sparc/solaris10
など) を表します。

管理対象ノードにコマンドを配布した後、ファクトストアおよびデータ
ストアファイルは /var/opt/OV/bin/OpC/cmds ディレクトリにイン

ストールされます。

2. ファクトストアおよびデータストアファイルを次のディレクトリの 
/var/opt/OV/bin/OpC/cmds から /var/opt/OV/conf/OpC/ にコ

ピーするスクリプトを作成します。

/var/opt/OV/share/databases/OpC/mgd_node/customer/\
<arch>/cmds

ファクトストアおよびデータストアを配布する際は、管理対象ノードにコマ
ンドを配布し、HPOM ブロードキャストコマンドメカニズムを使用してス

クリプトを実行できます。

状況によっては、定期的に変更されるデータへのアクセスには、ファクトス
トアまたはデータストアより ECS 注釈ノード機能を使用する方が適してい

ます。注釈メカニズムについての詳細は、「注釈メカニズム」(297 ページ ) 
を参照してください。
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注釈メカニズム

ECS 注釈ノードメカニズムを使用すると、相関処理サーキットから外部の

情報ソースにアクセスできます。定期的に変更される可能性がある情報にア
クセスする場合、一般的にファクトストアまたはデータストアよりむしろ注
釈ノードが使用されます。

注釈ノードは、ECS エンジンの外側にある外部プロセスを呼び出します。こ

の外部プロセスを注釈サーバーと呼びます。注釈サーバーは適切な処理を実
行して、情報を注釈ノードに返します。この情報は、相関処理上の決定を
行ったり、相関処理サーキットからの情報出力を改善するために、サーキッ
ト内で利用できます。

HPOM では 2 種類の注釈サーバーが使用できます。

• 内部注釈サーバー

• ユーザー作成の注釈サーバー

図 4-30 HPOM の注釈メカニズム

入力イベント 合成イベント

ECS エンジン 要求
応答

HPOM 内部注釈サーバー ユーザーの

[“uptime”]

[1, “customerLookup”]

注釈サーバー
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注釈サーバーへの要求の送信には、注釈ノードの Annotate_Spec パラメー

タが使用されます。デフォルトで、リストの最初の要素が文字列である場
合、HPOM の内部注釈サーバーは要求を捕捉して、その文字列をコマンド

として実行します。リストの最初の要素が文字列以外のデータタイプ (整数

など) である場合、HPOM 内部注釈サーバーは要求を捕捉しません。代わり

に、ユーザー作成の注釈サーバーで要求を利用できます。

デフォルトの動作を変更して、特定の名前の注釈ノードからの要求のみを受
信するように各注釈サーバーを登録できます。これを行うには、ovconfchg
コマンドラインツールを使用して次の変数を設定します。

• 管理サーバー上: ECM_ANNO_NODE

• 管理対象ノード上: ECA_ANNO_NODE

ECM_ANNO_NODE、ECA_ANNO_NODE、またはその両方の変数を設定すると、

HPOM 内部注釈サーバーは指定した名前のノードからの注釈ノードのみを

処理します。変数の形式は次のとおりです。

ECM_ANNO_NODE <name1>[,<name2>...]

たとえば、OVOEXE という名前の注釈ノードからの注釈要求を処理するよう

に内部注釈サーバーを設定するには、変数を次のように設定します。

ECM_ANNO_NODE OVOEXE

注記 相関処理サーキットで同じ名前を持つ複数の注釈ノードを使用するには、名
前の競合を避けるために各注釈ノードをそれぞれを固有の合成ノードに配
置します。

内部注釈サーバー  

内部注釈サーバーは、相関処理サーキットに結果を返すコマンドまたはスク
リプトを実行するために使用されます。注釈ノードの Annotate_Spec パラ

メータには、実行するコマンドまたはスクリプトへの完全パスを指定する必
要があります。また、すべてのパラメータを指定する必要があります。HPOM
の内部注釈サーバーは終了コードと、コマンドまたはスクリプトの標準出力
の両方を返します。
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すべての注釈サーバーから返されるデータは、注釈ノードからの出力である
合成イベントの 2 番目のサブイベントに置かれます。

図 4-31  は、HPOM の内部注釈サーバーから返されるデータに終了コード

とコマンドまたはスクリプトの標準出力の 2 つの情報が含まれていること

を示しています。フィルターノードで終了コードを取得するには、次の文を
使用します。

input_event 2 1

コマンドまたはスクリプトの標準出力を取得するには、次の文を使用します。

input_event 2 2

図 4-31 HPOM の内部注釈サーバー

注釈スクリプト  

HPOM の内部注釈サーバーに送信される注釈要求には、単一文字列を含め

たリストとして Annotation_Spec が含まれている必要があります。この文

字列値は、実行するスクリプトまたはコマンドの完全修飾ファイル名とその
他のパラメータです。次に例を示します。 

入力イベント 合成イベント

ECS エンジン 要求
応答

コマンド / スクリプトの実行

例 : loginCount.sh

Annotate_Spec, e.g.:
[“/var/opt/OV/bin/OpC/cmds/loginCount.sh “ + (input_event OBJECT)]

スクリプトの終了 スクリプトの標準出力 :
“User student1, logged in 3
time(s)”

一時イベント

ステータス :0
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[“/var/opt/OV/bin/OpC/cmds/loginCount.sh student1”]

この例では、単一パラメータ student1 を指定した 
/var/opt/OV/bin/OpC/cmds/loginCount.sh スクリプトを実行します。
スクリプトには、これ以外にも位置指定パラメータ ($2、$3 など) を指定で
きます。

通常、スクリプトまたはコマンドに渡されるパラメータは、入力メッセージ
のメッセージ属性から取得されます。次に例を示します。 

[“/var/opt/OV/bin/OpC/cmds/loginCount.sh ” + \
(input_event OBJECT)]

スクリプトまたはコマンドは、EC ポリシーの配布時に自動的に配布されませ
ん。スクリプトの場所はあらかじめ設定されていないため、Annotation_Spec
には絶対パスを指定する必要があります。

注記 スクリプトファイルを HPOM コマンドディレクトリ 
/var/opt/OV/share/databases/OpC/mgd_node/customer/<arch>/\
cmds に置く場合、スクリプトファイルは管理対象ノードの 
/var/opt/OV/bin/OpC/cmds ディレクトリに配布されます。 

このパスは、実行されるコマンドのパスとして、Annotation_Spec で使用
されます。次に例を示します。 

[“/var/opt/OV/bin/OpC/cmds/loginCount.sh 
<other_cmd_parameters>”]

スクリプトは、必要な応答を生成するためにexit および echo コマンド (ま
たはこれに相当するコマンド) を使用します。

次のスクリプトは、ユーザー (ユーザー名は最初のパラメータ ) がログイン

した回数を示すテキスト文字列を作成する方法を示しています。

#!/bin/sh
# loginCount.sh script
COUNT=`who | grep $1 | wc -l`
echo "User $1, logged in $COUNT time(s)"
exit 0

ユーザー作成の注釈サーバー  

独自の注釈サーバープロセスを開発するユーザーのために注釈 API が用意

されています。ユーザー作成 (カスタム) の注釈サーバーは、ECS エンジン

に登録され、注釈要求をリスンする独立したプロセスです。要求を受信する
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と、注釈サーバーはその要求を処理し、注釈 API を使用して相関処理サー

キットに応答を返します。ユーザー作成の注釈サーバーは、SLA データベー

スへのアクセスや、ネットワークデバイスの MIB に対するクエリの実行、別

のアプリケーションからのトポロジ情報に対するクエリの実行など、さまざ
まな用途に使用できます。

ECS サーキットのインポート

本項では、HPOM システムへの ECS サーキットのインポート方法を説明し

ます。コマンドラインツール1 を使用して ECS ポリシーを作成し、そのポ

リシーに .eco (コンパイル済みの EC サーキット) と .ecs (EC ソースサー

キット)2 ファイルをアップロードするには、次の手順に従ってください。

1. HP Operations 管理サーバー上で、次のコマンドを実行してすべての ECS
ポリシーを一覧表示します。

opcpolicy -list_pols pol_type=Event_Correlation

2. 次のコマンドを実行して、ECS ポリシーを選択してダウンロードします。

opcpolicy -download pol_name=<policy_name> \
version=<version> pol_type=Event_Correlation \
dir=<download_dir>

例: 

opcpolicy -download pol_name=bad_su \
version=0009.0000 pol_type=Event_Correlation \ 
dir=/tmp/ecs_policy

<download_dir> ディレクトリには、<id>_circuit、<id>_source、
<id>_data、<id>_header.xml ファイルが保存されています。これら

のファイルを使用して、自分のニーズに合わせて新しい ECS ポリシー

を作成してください。

3. 次のコマンドを実行してダウンロードディレクトリ内のすべてのファ
イルを一覧表示します。

ls <download_dir>

1. 管理 UI を使用する場合は、イベント相関処理ポリシータイプの新しいポリ

シーを作成し、作成した ECS ポリシーの [ ソース ] タブで、そのポリシー

に .ecs と .eco ファイルをアップロードします。

2. .ecs ファイルはオプションです。
第 4 章 301



メッセージポリシーの設定

HPOM のイベント相関処理
次のような出力が表示されます。

50287ad6-e455-11dc-94db-00306ef38b73_circuit
50287ad6-e455-11dc-94db-00306ef38b73_data
50287ad6-e455-11dc-94db-00306ef38b73_header.xml
50287ad6-e455-11dc-94db-00306ef38b73_source

4. 必要に応じて、<name> と <description> 行を変更して、

<id>_header.xml ファイルを編集します。

次に例を示します (ダウンロードした ECS ポリシーの名前を bad_su
とします)。

<name>bad_su</name>

<description>suppress bad_su if followed by 
succeeded_su</description>

5. ECS、DESCRIPTION、CIRCUIT_FILE 行を変更して、<id>_data ファイ

ルを編集します。

次に例を示します (ダウンロードした ECS ポリシーの名前を bad_su
とします)。

ECS "bad_su"

DESCRIPTION "suppress bad_su if followed by succeeded_su"

CIRCUIT_FILE "ECbad_su"

重要 ECS と DESCRIPTION の値が <id>_header.xml ファイルで使用されて

いる <name> と <description> の値に対応していることを確認しま

す。サーキットファイル名には任意の名前を使用できます。

6. ECS Designer がインストールされているシステムから HP Operations
管理サーバーに .ecs と .eco ファイルを転送します。

7. .ecs ファイルを <id>_source ファイルに、.eco ファイルを 
<id>_circuit ファイルにコピーします。

次に例を示します。 

cp newcircuit.ecs \ 
50287ad6-e455-11dc-94db-00306ef38b73_source

cp newcircuit.eco \ 
50287ad6-e455-11dc-94db-00306ef38b73_circuit
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8. 次のコマンドを実行してポリシーをアップロードします。

opcpolicy -upload file=<id>_header.xml mode=add

次に例を示します。 

opcpolicy -upload \ 
file=/tmp/ecs_policy/50287ad6-e455-11dc-94db-00306ef38b7
3_header.xml mode=add

9. 次のコマンドを実行して、新しい ECS ポリシーが作成されたことを確

認します。

opcpolicy -list_pols pol_type=Event_Correlation

重要 管理 UI を使用する場合 : ローカルの .ecs と .eco ファイルを管理 UI で参

照できるように、ECS Designer と同じシステムで実行されているブラウザ

から管理 UI にアクセスしていることを確認します。

.ecs と .eco ファイルを管理 UI で参照する場合、ポリシーは他の残りのポ

リシーデータと共にデータベースに保存されます。

ECS サーキット名の変更

ECSサーキット名を変更する手順は次のとおりです。

1. 次のコマンドを実行して EC ポリシー名のリストを取得します。

# opcpolicy -list_pols pol_type=Event_Correlation

2. 特定の EC ポリシーに対応するコンパイル済みのサーキット名を取得す

るには、このポリシーをダウンロードします。これを行うには、次のコ
マンドを実行します。

# opcpolicy -download pol_name=<policy_name> \ 
version=<version> pol_type=Event_Correlation \
dir=<download_dir>

3. ポリシーをダウンロードした <download dir> ディレクトリで、<id>_data
ファイルを開き、CIRCUIT_FILE 属性をチェックします。この属性の値

は、ECS サーキット名に対応します。

次に例を示します。 
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CIRCUIT_FILE "85mtaliep0"

ECS サーキット名を変更するには、CIRCUIT_FILE 属性の値を変更し

ます。

4. 新しい名前の ECS サーキットを使用するには、次のコマンドを実行し

ます。

# opcpolicy -upload dir=<download_dir>

opcpolicy コマンドの詳細については、opcpolicy(1M) マニュアルペー

ジを参照してください。

例 4-4 イベント相関処理ポリシーの操作

UNIX 管理対象ノードに配布される DatabaseDown という名前のイベント

相関ポリシーがあり、サーキット名は EAAAa03016 であるとします。イベ

ント相関処理ポリシーは、固有データストアから設定データにアクセスし、
グローバルファクトストアからデータベース関係にアクセスします。次の手
順に従ってください。

1. 次のコマンドを実行して EC ポリシーの名前とバージョンを取得します。

# opcpolicy -list_pols pol_type=Event_Correlation

2. DatabaseDown ポリシーのコンパイル済みのサーキット名を取得するには、
このポリシーをダウンロードします。これを行うには、次のコマンドを
実行します。

# opcpolicy -download pol_name=DatabaseDown \
version=1.0 pol_type=Event_Correlation dir=/tmp/circuit

3. /tmp/circuit ディレクトリで、*_data ファイルを開き、CIRCUIT_FILE
属性をチェックします。

CIRCUIT_FILE "EAAAa03016"

ここで、EAAAa03016 は ECS サーキット名です。

4. 次のように入力して、ECS サーキット名を DatabaseDown に変更します。

CIRCUIT_FILE "DatabaseDown"

5. 新しい名前の ECS サーキットを使用するには、次のコマンドを実行し
ます。

# opcpolicy -upload dir=/tmp/circuit

opcpolicy コマンドの詳細については、opcpolicy(1M) マニュアルペー
ジを参照してください。
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6. 固有データストアファイル (DatabaseDown.ds) を管理対象ノード上の

次の場所にコピーします。

/var/opt/OV/conf/eaagt/ 

7. グローバルファクトストアファイル (fstore.fs) を管理対象ノード上

の次の場所にコピーします。

/var/opt/OV/conf/eaagt/

DatabaseDownポリシーを配布すると、コンパイル済みのサーキットファイ

ルと同じ名前を持つ DatabaseDown.ds データストアファイルがロードさ

れます。DatabaseDown.fs ファイルは存在しないので、グローバルファク

トストアファイル fstore.fs がロードされます。
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サービス時間

サービス時間は、サービスプロバイダーが HPOM から報告される障害と、

指定されているサービスに関連する障害に対応するための時間帯であり、合
意に基づいて定められています。サービス時間は、サービスごとに異なる場
合があります。

メッセージのバッファーへの格納

定義されているサービス時間中に受信したメッセージは、通常どおり Java
GUI メッセージブラウザに送られます。一方、サービス時間外に受信した

メッセージは、すべてバッファーに格納されます。バッファーに格納されて
いるメッセージは、Java GUI ペンディングメッセージブラウザで確認でき

ます。

メッセージのバッファーからの自動取り出し

バッファーに格納されたメッセージは、次のサービス時間の開始時に自動的
にバッファーから取り出され、Java GUI メッセージブラウザに移動されま

す。バッファーから Java GUI メッセージブラウザに移動したメッセージに

は、通常どおりの処理を実行できます。

メッセージのバッファーからの手動取り出し

バッファーに格納されたメッセージは、[メッセージのプロパティ ] ウィンド

ウか、Java GUI ペンディングメッセージブラウザから、手動で取り出すこ

とができます。手動でバッファーから取り出されたメッセージは、取り出し
操作を行ったユーザーによって所有またはマーキングされます。

手動でバッファーから取り出されたメッセージには、次の制限が適用され
ます。

❏ メッセージはバッファ時間の終了後にのみ送信される

バッファリングされたメッセージは、メッセージのバッファ時間が経過
する (つまり、メッセージを生成したサービスの次回のサービス時間が

始まる )、または、オペレータがメッセージを開く、いずれかの時点で

トラブルチケットおよび通知インタフェースに送信されます。

❏ 管理サーバーへの着信時に転送される

マネージャ間 (manager-to-manager) 転送が設定されている場合、バッ

ファーに格納されるメッセージは HP Operations 管理サーバーへの着

信時に、定義済みの他の各管理サーバーに転送されます。
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注記 管理サーバーが異なれば、休止時間とサービス時間の設定も異なる場合
があります。

サービス時間の設定

サービス時間の設定方法と、サービス時間の定義に使用されるポリシーおよ
び構文規則の詳細については、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照

してください。
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計画休止

HPOM では、サービスやシステムが特定の時間にわたって利用できなくな

る場合、またはそのように計画されている場合に、計画休止を設定すること
によって、その時間内に到着した関連するメッセージをログに記録したり、
除外 (削除 ) することが可能です。たとえば、特定のコンポーネントが保守

のため一時的に利用できなくなる場合には、計画休止を使ってそのコンポー
ネントに関するメッセージをすべて除外することができます。

計画休止の設定

計画休止とは、分散した作業環境内の 1 つまたは複数のコンポーネントや

サービスを特定時間にわたって計画的または定期的に停止することであり、
計画休止の時間内に着信する当該コンポーネントやサービスに関するメッ
セージは、ログに記録するか、削除する必要があります。重大な障害が発生
し、特定のコンポーネントに関するメッセージを除外する必要が生じたとき
には、休止を動的に設定することもできます。たとえば、データベースサー
バーがダウンした場合には、そのデータベースサーバーに関連するすべての
メッセージを特定の時間にわたって除外できます。計画休止のステータス
を、外部アプリケーションから設定することも可能です。

計画休止の定義

計画休止の設定方法と、計画休止の定義に使用されるポリシーおよび構文規
則の詳細については、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してくだ

さい。
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サービス時間と計画休止の設定

HPOM 管理者は、フレキシブル管理の設定に使われるものと同様のポリシー

を使用して、管理サーバー上でサービス時間と計画休止を設定できます。同
じ構文が使われるので、opcmomchk ツールでチェックできます。このポリ

シーは /etc/opt/OV/share/conf/OpC/mgmt_sv/respmgrs にあります。

サービス時間と計画休止の設定に使用するポリシーとその構文の詳細につ
いては、『HPOM 管理者リファレンスガイド』を参照してください。

注記 計画休止とサービス時間は、外部アプリケーションで設定することもできま
す。ただし、その外部アプリケーションで、休止とサービス時間のポリシー
を作成し、opccfgout(1M) コマンドを使用して休止を制御する必要があり

ます。
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メッセージ選択条件に基づくカスタムメッセージ属性

の設定

各種のメッセージ条件に基づいてカスタムメッセージ属性 (たとえば、ノー

ド名、IP アドレス、メッセージテキスト、重要度など) を設定できます。こ

の設定には、各種のメッセージ条件に基づいて一致するメッセージを取り込
んで処理できる msgmodify 設定ファイルを使用します。

メッセージ条件に基づいたカスタムメッセージ属性の設定は、メッセージ変
更の一例です。メッセージ変更を有効にするには、次の手順に従ってくだ
さい。

1. tmpl_respmgrs ディレクトリから work_respmgrs ディレクトリに

msgmodify テンプレートをコピーします。

両方のディレクトリは次の場所にあります。

/etc/opt/OV/share/conf/OpC/mgmt_sv

2. お使いの環境に合わせてテンプレートを変更します。

3. opcmomchk(1) ツールを使用して構文をチェックします。

4. 変更したファイルを次のディレクトリにコピーします。

/etc/opt/OV/share/conf/OpC/mgmt_sv/respmgrs

5. opccfgout -update コマンドを実行します。

msgmodify 設定ファイルの構文についての詳細は、msgmodify(4) マニュア

ルページを参照してください。
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本章の内容

本章では大規模な分散環境での HPOM の設定方法と管理方法を説明しま

す。さらに、フレキシブル管理と manager-of-manager (MoM) 通信の基本

的な概念も説明します。

注記 本章における“「マネージャ」”という用語は、管理サーバーを意味し、“「エー

ジェント」”という用語は管理対象ノードを意味します。

対象読者

本章は HPOM 管理者を対象としています。

目的

本章で説明する内容は次のとおりです。

❏ サーバー間の通信

管理サーバー間の通信の基本となる概念とサンプルアプリケーション。

❏ サーバーへのメッセージ転送

時間やメッセージの属性に基づいて設定可能な管理対象ノードから各
種サーバーへのメッセージ転送。

メッセージの重要度、メッセージテキスト、カスタムメッセージ属性な
どの HPOM メッセージ属性の変更を、別の HPOM 管理サーバーと同期

させることができます。

❏ 管理サーバーの作業範囲の設定

HPOM 管理対象ノードに対する管理サーバーの作業範囲の設定。管理

サーバーの作業範囲を設定することによって、ナレッジセンターを最大
限に活用し、さらに単一障害点のボトルネックを排除できます。
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❏ サーバー設定の配布

他の管理サーバーへのサーバー設定の配布 (テスト環境から運用環境へ

の設定の移動など)。

❏ サーバー間でのメッセージ転送

管理サーバー間でのメッセージの転送
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フレキシブル管理

HPOM では、環境を階層的に構成することが可能であり、これにより、オ

ペレータの経験や地理的な場所、時刻などのさまざまな条件に基づいて、複
数の管理レベルに渡って管理の作業範囲を分散させることができます。この
フレキシブル管理によって、技術的なサポートをいつでも必要なときに自動
的に安心して利用できるため、オペレータは各自が得意な業務に専念でき
ます。

注記 日本語環境でのフレキシブル管理についての詳細は、『HPOM 管理者リファ

レンスガイド』を参照してください。

デフォルトの設定

HPOM のデフォルト設定では、管理対象ノードにインストールされたエー

ジェントとやり取りを行う 1 台の管理サーバーで構成されます。このデフォ

ルト設定では、エージェントがメッセージを送信できるのはこの管理サー
バーだけです。ただし、HPOM の設定は、さまざまな管理対象ノード上の

エージェントから他の管理サーバーにもメッセージを送信できるように、容
易に変更できます。

一次マネージャ

最初の管理サーバーは、HPOM 管理対象ノードに対して主要な役割を果た

す HP Operations サーバーであるため、一次マネージャと呼ばれます。た

だし、一次マネージャの機能を別のサーバーに切り替えることができます。
一次マネージャを切り替えると、管理対象ノードから出力されるメッセージ
の送信先も、新しい (通常、一時的な ) 一次マネージャにリダイレクトされ

ます。一次マネージャは、これらの管理対象ノードに対する自動アクション
を実行することもできます。
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フレキシブル管理の利点

HPOM のフレキシブル管理アーキテクチャを活用すると、以下を行うこと

ができます。

❏ ワールドワイドネットワークの管理 

フォローザサン機能を使用して、全世界に広がるネットワークをより効
率的に管理できるようになります。

❏ 効率性の向上

専門技術センターのポリシーを実装することで効率を向上させます。

❏ メッセージの転送

管理サーバー間でメッセージを転送します。

❏ ネットワーク拡張の管理

ネットワーク環境の拡張を管理し、一次サーバーの負荷を抑制します。

すべての管理対象ノードが 1 台の管理サーバーにメッセージを送信すると、

それがボトルネックになる可能性があります。このボトルネックがデータ
ベースのパフォーマンスが悪影響を及ぼす可能性があります。管理対象ノー
ドが複数の管理サーバーにメッセージを送信すれば、この問題の発生を回避
できます。管理作業範囲の分散についての詳細は、「ドメイン階層内の管理
作業範囲」(323 ページ) を参照してください。
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フォローザサン管理

複数のタイムゾーンにわたって事業拠点が分散している場合、HPOM では

フォローザサン管理を行うことにより管理作業範囲をローテーションさせ
ることができます (図 5-1  を参照)。つまり、1 日の時刻の経過に応じて管理

対象ノードのメッセージの送信先を、異なる地域の管理サーバーに変更させ
ます。この機能を使用して、週末や休日用の特定の管理サーバーを設定する
こともできます。

図 5-1 ワールドワイド管理ドメイン

時間に基づいたメッセージ転送

イベントに基づいたメッセージ転送 作業範囲の切り替え

管理サーバー

時間帯

管理対象ノード
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フォローザサンの概念は、あらかじめ設定された時間属性に基づいて、異な
る管理サーバーにメッセージを送信するという考え方に基づいています。
HPOMでは、時間ポリシーによって定義されたルールに従い、異なる管理

サーバーにメッセージを送るように管理対象ノードを設定できます。

たとえば、図 5-2  は、管理対象ノード C および D が、6 時から 18 時まで

に生成したすべてのメッセージを HP Operations 管理サーバー M1 に送信

するように HPOM を設定する方法を示しています。18 時から 6 時までに生

成されたメッセージは、HP Operations 管理サーバー M2 に送信されます。

フォローザサン機能を使用すると、ある地域の管理サーバーが営業時間外に
なっても、昼間である別の地域の管理サーバーにその地域の業務をシフトす
ることによって、24 時間を通じて環境全体を制御できます。

図 5-2 メッセージを転送するための時間やメッセージの属性の使用

たとえば、企業で 24 時間対応のサポートデスクを中央拠点に集約していた

場合、HPOM では他の地域の営業拠点が営業時間外にあるときに、その地

域の管理対象ノードから中央拠点の管理サーバーに直接メッセージを送信
させることができます。フォローザサンポリシーを実装する場合、allnodes
設定ファイルに 2 つのエントリを追加する必要があります。

これらの 2 つのエントリは、たとえば次のようになります。

CONDITION TIME 6am-6pm SEND TO $OPC_PRIMARY_MGR
CONDITION TIME 6pm-6am SEND TO MC

管理
サーバー M1

管理対象
ノード A

管理対象
ノード B

管理
サーバー M2

管理対象
ノード C

管理対象
ノード D

時間属性に従ってメッセージを送信

一次マネージャ

時間帯

06:00-18:00
イベント

18:00-06:00
イベント

日中の業務時間
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注記 各種の管理サーバーにメッセージを送信するには、変数 $OPC_PRIMARY_MGR
を使用します。この属性によって、時刻に応じて異なるシステムを指定でき
ます。

フォローザサンの概念は、時刻に基づいたルールに限定されるものではあり
ません。特定の曜日や日付、あるいは頻度で、異なる管理サーバーにメッ
セージを送信するように設定することも可能です。詳細は、「時間ポリシー」
(330 ページ)  と opcmom(4) のマニュアルページを参照してください。
第 5 章 318



複数の管理サーバーに対応したスケーラブルなアーキテクチャ

フレキシブル管理
専門技術センター

複数の管理サーバーが広範囲に分散した大企業では、特定分野の特化した知
識を持つ専門家がすべての拠点にいるわけではありません。このため、一次
マネージャ以外のサーバーとの通信を行う管理対象ノードを設定しておく
と便利です。ネットワーク上の他のサーバーでは、データベース管理やス
プール管理など、コンピュータに関する専門知識を利用できるかもしれませ
ん。HPOM では、管理対象ノードをネットワーク内のどの場所にある管理

サーバーとも通信を行えるように設定できます。

たとえば、オペレーティングシステム関連のあらゆる問題を担当する専門技
術センターが企業内に設置されているとします。さらに別のセンターが、会
社全体で使用するデータベースを担当しているとします。この場合、オペ
レーティングシステムに関するメッセージは一方の専門技術センターに送
り、データベースの問題に関するメッセージはもうひとつのセンターに送る
よう管理対象ノードを設定できます。図 5-3  では、すべての管理対象ノー

ドが、データベース関係のイベントをすべて管理サーバー M1 に送信します。

専門技術センターにおける役割分担

メッセージの種類によっては、図 5-3  に示すような専門技術センターに基

づくシンプルな階層の方が、中央管理サーバーに基づく階層よりも柔軟な環
境を構築できます。

図 5-3 専門技術センターに基づく環境での通信

データベース
専門技術センター

アプリケーション
専門技術センター

管理
サーバー M1

管理対象
ノード 1

管理対象
ノード m

管理

サーバー Mn

管理対象
ノード 1

管理対象
ノード m... ...
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中央管理サーバーの階層とは異なり、専門技術センターの階層では、管理対
象ノードの作業範囲が分散しています。 専門技術センターでは、地域ごとの

マネージャは管理対象ノードだけを担当するわけではありません。 データ

ベースなどの特定の分野についてのメッセージは、定義済みの管理サーバー
に直接送信され、この管理サーバーには、すべての管理対象ノードに関する
問題を解決するための専門的な知識が蓄積されています。

専門技術センターの設定

次の概念的な構文は、専門技術センターを導入する例を示しています。

IF MSGGRP=databases SEND TO Database Competence Center
IF MSGGRP=finance SEND TO Application Competence Center
IF MSGGRP=cad SEND TO Application Competence Center

注記 専門技術センターの条件に時間条件を追加することにより、設定にフォロー
ザサン機能を含めることができます。
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バックアップサーバー

一般的なバックアップの構成では、2 台の HP Operations 管理サーバーは同

じように設定されます。メインのインストールは一時管理サーバーと呼ば
れ、もう一方はバックアップサーバーと呼ばれます。

なんらかの理由により一次マネージャが一時的にアクセスできなくなった
場合、メッセージを管理対象ノードから指定された 1 台以上のバックアッ

プ管理サーバーに送るように、HPOM を設定できます。

バックアップサーバーの設定

これらのメッセージに応答するには、バックアップサーバーに一次マネー
ジャで使用されている関連する設定とポリシーが必要になります。つまり、
バックアップ用に指定したサーバーとノードには、一次マネージャに問題が
発生する前に、関連する設定とポリシーを配布しておく必要があります。さ
らに、それぞれの管理対象ノードでは、特定のメッセージを特定のサーバー
に送信するための時間帯と条件を設定しなければなりません。

設定とポリシーの配布

関連するすべての管理サーバーとノードに関連する設定とポリシーを配布
することにより、製品開発の一元化を容易に行えます。中央のサーバー上で
設定とポリシーを作成して、それを指定したサーバーと管理対象ノードに配
布できます。

たとえば、本社でポリシーを作成し、そのポリシーを各支社の複製環境にイ
ンストールしたり、更新したりできます。HPOM では、このデータをファ

イルにダウンロードし、他のサーバーにこのファイルをアップロードするこ
とで、設定、ポリシー、およびソフトウェアを配布できます。
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管理階層

一般的に、図 5-4  に示すような製造環境では明確な管理階層が形成されて

います。環境を再構成することなく、マネージャ間の通信で適切な作業範囲
を使用することができます。

図 5-4 一般的な製造環境と通信リンク

管理階層内の管理プロファイル

地域的に分散した場所に複数の製造サイトを持つ企業の場合、図 5-4  に示

すような環境は製造業でごく一般的です。このような地理的分散は、複製さ
れたサイト管理と比較できます。通常、すべてのサイトには類似した管理プ
ロファイルがあります。つまり、すべてのサイトには、管理対象オブジェク
ト、ポリシー、エンドユーザーの作業範囲が類似して設定されています。

地域管理
サーバー M1

管理対象
ノード 1

管理対象
ノード X

地域管理
サーバー M2

管理対象
ノード 1

管理対象
ノード Y

地域管理
サーバー Mn

管理対象
ノード 1

管理対象
ノード Z

= ノード省略

中央管理
サーバー MC
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管理階層の設定比率

このような環境は規模において大きく異なりますが、一般的な設定比率は次
のようになります。

❏ 中央の管理サーバー － 1 台

❏ 地域管理サーバー － 10 ～ 20 台

❏ HP Operations Agent が動作する管理対象ノード (サーバーとマルチ

ユーザーシステム) － 100 ～ 200 台

❏ SNMP イベントを送信する管理対象要素 － ～ 5000

ドメイン階層内の管理作業範囲

HPOM のドメイン階層では、それぞれの管理対象ノード上で、システム自

体とそのシステム上で実行されるアプリケーション (CAD、会計、データ

ベースなど ) を管理する HP Operations Agent が実行されます。管理対象

ノードは、メッセージを地域の管理サーバーに送ります。指定した地域のす
べての管理対象ノードは同じ設定になります。

地域の管理サーバー

地域の管理サーバー (322 ページの図 5-4  の M1-Mn) では HP Operations
管理サーバーソフトウェアと、HP Operations のローカルエージェントが実

行されています。これらのサーバーが地域内のシステムを制御します。地域
サイトでは通常、高コストな WAN (広域ネットワーク) ではなく LAN (ロー

カルエリアネットワーク) 環境で管理されます。この地域サイトを管理する

オペレータは、管理対象ノードとアプリケーションの正常な動作を維持する
役割を担当します。
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中央の管理サーバー

中央の管理サーバーでは、HP Operations 管理サーバーソフトウェア、ロー

カルの HP Operations Agent、地域の管理サーバーシステム、これらのシス

テム上で実行されている管理アプリケーション (Data Protector、Performance
など) が実行されます。

運営面では、中央サイトの HPOM のオペレータはヘルプデスクの専門技術

者と比較できます。中央サイトの HPOM のオペレータは、地域レベルで解

決できない問題を処理します。管理面では、中央サイトは地域のサーバーの
設定を作成、配布、および維持管理する役割を担っています。アプリケー
ションに関するノウハウを中央に一元化し、各地域の設定をほぼ共通化でき
るため、もっとも合理的な設定といえます。

管理サーバーの設定

中央管理サーバーの環境では、管理対象ノードは問題をすべて地域の管理
サーバーに送ります。地域管理サーバーは、すべてのエージェントの一次マ
ネージャとして機能します。

中央管理サーバーのアクション許容マネージャとしての設定

中央管理サーバーの管理環境では、中央サーバーをすべてのエージェントに
対し、アクション許容マネージャとして設定します。中央サーバーを、すべ
てのエージェントに対するアクション許容マネージャとして設定すること
により、中央サーバーは分散した各管理対象ノードに対してアクションを行
えるようになります。その結果、分散した管理対象ノードの制御が一元化さ
れ、中央サーバーは上位転送されたメッセージを処理し、作業範囲の切り替
えを管理することができます。

特定地域のすべての管理対象ノードの設定は同一であるため、中央サーバー
を最低限の作業でアクション許容マネージャとして設定できます。HPOM
管理者が各地域管理サーバー上で 1 つのファイルを設定するだけです。こ

のファイルには、二次マネージャとアクション許容マネージャを指定した項
目が含まれます。
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中央管理サーバーの二次マネージャとしての設定

二次マネージャを指定するときは、中央サーバーも二次マネージャとして設
定することをお勧めします。これにより一次マネージャに障害が発生して
も、管理作業範囲は二次マネージャにバックアップとして切り替えられ
ます。

設定ファイルのサンプルが次のディレクトリに配置されています。

/etc/opt/OV/share/conf/OpC/mgmt_sv/tmpl_respmgrs
/hierarchy.agt

このファイルを使用する場合は、次のディレクトリにコピーする必要があり
ます。

/etc/opt/OV/share/conf/OpC/mgmt_sv/respmgrs

HPOM の起動時に、ファイルがこのディレクトリから読み取られ、その内

容が実装されます。
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中央管理サーバーの設定

図 5-5  の中央管理サーバー (MC) は、地域管理サーバーシステム (M1 ～
Mn) を管理対象ノードとして制御します。メッセージを受け取るには、該当

するすべてのノードを設定して、それらをオペレータに割り当てる必要があ
ります。

図 5-5 中央管理サーバーの設定と通信リンク

マスター設定全体 (ノード、メッセージグループ、オペレータ、ポリシー )
を中央管理サーバーに格納することにより、いくつかの利点が得られます。
HPOM の専門技術者を 1 か所に集めることができるため、専門技術者が各

地域サイトの設定を一元化し、それを各サイトに配布することができます。

地域管理
サーバー M1

管理対象
ノード 1

管理対象
ノード m

地域管理
サーバー Mn

管理対象
ノード 1

管理対象
ノード m

... ...

中央管理
サーバー MC

M1の Mn の

メッセージ

その他の M1 の
メッセージ

設定
の分配

エージェント エージェント
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担当マネージャの設定

HPOM では、担当マネージャ用に 1 つの設定を作成できます。設定を定義

したファイルを作成し、そのファイルを一次管理サーバー上の respmgrs
ディレクトリ内に保存します。ファイル名は、環境で使用されている管理対
象ノードによって決定されます。このテキストによってメッセージを送信す
るタイミング、場所、方法が定義されます。

設定ファイルの作成

担当マネージャの設定ファイルでは、以下を設定する必要があります。

❏ 一次管理サーバーと二次管理サーバー

❏ アクション許容管理サーバー

❏ 異なる各管理サーバーにメッセージを送信するための日時ポリシー

❏ 各マネージャにメッセージを送信するためのメッセージの属性規則

たとえば、環境内のすべてのノードに設定を適用する場合には、すべての
ノード用に設定ファイルを 1 つ作成し、このファイルに allnodes という

名前を付けます。設定を特定のノードのみに適用する場合は、ファイル名は
そのノードの IP アドレス (16 進形式) で、opc_ip_addr コマンドによって

生成されます。いくつかのノードの設定が共有している場合は、同じ設定を
含むノード固有ファイルへのリンクを作成します。ノードに対する固有の
ファイルが存在しない場合、HPOM は allnodes ファイル内の設定を使い

ます。

担当マネージャの設定ファイルの場所と、その作成に必要な手順は、HPOM
のオンラインヘルプか、opcmom(4) のマニュアルページを参照してください。

注記 日本語環境でのフレキシブル管理の詳細は、『HPOM 管理者リファレンスガ

イド』を参照してください。
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設定ファイルの配布

HPOM はポリシーを配布するときに、管理対象ノードに自動的に配布しま

す。同時に、HPOM はインテリジェントエージェントを新しい、または更

新された設定により初期化し直します。担当マネージャの設定ファイル

mgrconf は、管理対象ノード上に配置されます。現在の一次マネージャの

ホスト名は、primmgr ファイルに保存されます。primmgr が存在しない場

合、HPOM は HTTPS ベースの管理対象ノード用の設定ツール ovconfchg
を使用します。

328 ページの図 5-6  は、管理対象ノード用の担当マネージャポリシーを示

しています。

図 5-6 管理対象ノード用の担当マネージャポリシー

管理対象ノード 

管理サーバー

.../conf/OpC/mgmt_sv/respmgrs/

ip_addr    < ホスト >
ホスト = ホスト名 | IP アドレス

16 進表記変換ツール

TIMETEMPLATES

RESPMGRCONFIGS
SECONDARYMANAGERS
ACTIONALLOWMANAGERS

MSGTARGETRULES
MSGETARGETRULECONDS
MSGTARGETMANAGERS

.../conf/OpC/

エージェント

HPOM

allnodes

f887902

mgrconf

ovconfchg

primmgr

opc_ip_addr < ノード >
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メッセージターゲットルール

HPOM は、メッセージターゲットルールのリストを使用して、定義済みの

管理サーバーにメッセージを送信するかどうか、メッセージを送信する場合
はどのサーバーに送信するかを決定します。

メッセージターゲットルールの構成

メッセージターゲットルールは次の 3 つの要素から構成されます。

❏ メッセージの属性ルール

❏ 時間ポリシー

❏ 定義済みの管理サーバー

印刷グループのメッセージターゲットルールの例

印刷グループのメッセージターゲットルールの概念的な構成は次のとおり
です。

メッセージグループ = “printing”

現在の時刻が時間テンプレート 2 に該当する ............(メッセージ) --> mgr 2

現在の時刻が時間テンプレート 1 に該当する............(メッセージ) --> mgr 1

現在の時刻が時間テンプレート 3 に該当する............(メッセージ) --> mgr 3

この例では、ポリシー 1 の時間条件に一致する、メッセージグループ

「“printing”」に属するすべてのメッセージは HP Operations 管理サーバー 1
に転送されます。ポリシー 2 の時間条件に一致するすべてのメッセージは

HP Operations 管理サーバー 2 に転送されます。時間ポリシー 3 の機能も同

様です。

データベースグループのメッセージターゲットルールの例 

データベースグループのメッセージターゲットルールの概念的な時間は次
のとおりです。

メッセージグループ = “database”

現在の時刻が時間テンプレート 1 に該当する............(メッセージ) --> mgr 2

現在の時刻が時間テンプレート 2 に該当する............(メッセージ) --> mgr 3

現在の時刻が時間テンプレート 3 に該当する............(メッセージ) --> mgr 1
第 5 章 329



複数の管理サーバーに対応したスケーラブルなアーキテクチャ

担当マネージャの設定
この例では、ポリシー 1 の時間条件に一致するメッセージグループ

「“database”」に属するすべてのメッセージは HP Operations 管理サーバー

2 に転送されます。ポリシー 2 の時間条件に一致するすべてのメッセージは

HP Operations 管理サーバー 3 に転送されます。

時間ポリシー

時間ポリシーは、特定の管理対象ノードが、特定の時刻に、どのメッセージ
をどの管理サーバーに送信するかをエージェントに指示する条件 (または

ルール ) のセットです。時間条件を作成して、時間ポリシーに保存します。

単純なルールを組み合わせて、複雑な条件を設定できます。たとえば“「1 月
から 3 月までの月曜、水曜、木曜の午前 10 時から 11 時 35 分まで」”とい

うルールです。時間条件には 24 時間表記を使用します。したがって、午後

1 時を指定するには「“13:00”」と入力します。

時間間隔の設定

HPOM では、次のようにいくつかの異なる時間間隔を設定できます。

❏ 時刻指定なし

特定の時刻、曜日、年などを指定しないと、HPOM は条件がその年一年

を通して毎日 00:00 から 24:00 の範囲で満たされるものと仮定します。

条件を指定すると、HPOM はその条件が指定した日時において継続的に

適用されるものと仮定します。

たとえば、“火曜日 ”を指定すると、条件は 1 年を通じて毎週火曜日の

00:00 から 24:00 の範囲が毎年適用されます。

❏ 時間の範囲

時間の範囲 (“7:00 ～ 17:00” など) を指定します。

❏ 日付または期間を示すワイルドカード (*)

日付または期間にワイルドカード (*) を指定できます (たとえば、毎年の

1 月 31 日を指定するには、「“1/31/*”」と入力します)。

時間に関係しないポリシーの設定

HPOM では、スケジュール設定したアクションが時間に関係しないときで

も、メッセージターゲットルールに対して時間ポリシーの設定を必要としま
す。HPOM では時間に関係しないポリシーを設定するため、変数 OPC_ALWAYS
が用意されています。
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一次マネージャの指定

デフォルトでは、すべてのメッセージは最初に HP Operations Agent ソフト

ウェアをインストールした HP Operations 管理サーバーに集められます。デ

フォルトの設定では、HP Operations 管理対象ノードは 1 台の HP Operations
管理サーバーによって管理されます。ただし、HPOM では、ノードの管理

作業範囲を複数の HP Operations 管理サーバーに分散できます。

二次マネージャへの切り替え

一次管理作業範囲を二次管理サーバーに切り替えると、それまで一次管理
サーバーによって管理されていた HP Operations ノードに対する作業範囲

を二次管理サーバーに与えることになります。

図 5-7 一次管理作業範囲の切り替え

管理作業範囲の二次管理サーバーへの切り替えは、opcragt -primmgr コ
マンドを使用して起動します。このコマンドは、パラメータとして管理対象
ノードのリスト、(ホスト名または IP アドレス )、またはノードグループ名

を受け入れます。詳細は、opcragt(1m) のマニュアルページを参照してくだ

さい。
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注記 OPC_PRIMARY_MGR が設定されていない場合、または無効な場合は、MANAGER
の設定によって HP Operations 管理サーバーが指定されます。無効とは、

OPC_PRIMARY_MGR が二次マネージャまたはアクション許容マネージャと

して指定されていない、あるいは初期マネージャとして指定されていない状
態です。

OPC_PRIMARY_MGR はメッセージに関連する設定です。これは、指定された

HP Operations 管理サーバーにメッセージを送信できるように、担当マネー

ジ ャ ポ リ シ ー の メ ッ セ ー ジ タ ー ゲ ッ ト ル ー ル で 使 用 さ れ る

$OPC_PRIMARY_MGR 変数にマッピングします。

二次マネージャによるアクション実行の許可

二次マネージャが作業範囲となるノードへのアクションを実行できるよう
にするには、設定ファイルにキーワードを追加する必要があります。

または、次の行を追加して、現在の一次マネージャを一括してアクション許
容マネージャにします。

ACTIONALLOWMANAGER $OPC_PRIMARY_MGR

マネージャ切り替えの取り消し

一次管理作業範囲は、新しい一次管理サーバーが一次管理作業範囲を外れて
も、自動的に元の一次マネージャに戻るわけではありません。一次管理作業
範囲の切り替えを元に戻すには、元の一次管理サーバーを二次管理サーバー
とアクション許容マネージャとして設定し、opcragt -primmgr コマンド

により作業範囲を手動で切り替えます。

マネージャ作業範囲の委譲

HPOM インストールマネージャの作業範囲 (定期ポーリングやライセンス

カウントなど) は、opchbp(1m)  コマンドまたは opcsw(1m) コマンドを実行

して一次サーバーに委譲できます。詳細は、対応するマニュアルページを参
照してください。
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バックアップマネージャへの切り替え

一次管理の作業範囲の切り替えは、システムのシャットダウンや工場全体の
電源障害時のフェイルセーフ機構として機能します。たとえば、定期的な
ポーリングを使用することで一次管理サーバーの状態をモニターするよう
に二次管理サーバーを設定できます。一次管理サーバーでシステム障害が発
生すると、二次管理サーバーが HPOM 管理者に通知します。HPOM 管理者

はこれに対応して一次管理の作業範囲を二次 HP Operations 管理サーバー

に切り替え、このサーバーは障害が発生した管理サーバーによって管理され
ていた管理対象ノードをすべて制御するようになります。

アクション許容マネージャの指定

管理対象ノード上でアクションを実行できるのは、そのノードの mgrconf
ファイルにアクション許容マネージャとして定義されている管理サーバー
のみです。したがって、特定のノード (または複数のノード ) を担当する一

次管理サーバーの機能を引き継ぐ二次管理サーバーも、担当する管理対象
ノード上でアクション許容マネージャとして設定されている必要がありま
す。この設定を行わないと、二次管理サーバーはこれらのノードにアクショ
ンを実行できません。

デフォルトでは、管理対象ノードでアクションを実行できる HP Operations
管理サーバーのみが、HPOM インストールマネージャになります。運用上

の柔軟性を高めるために、HPOM では共有管理対象ノードに対してアクショ

ンを実行できるように HP Operations 管理サーバーを複数設定できます。

注記 一次マネージャをアクション許容マネージャとして設定する必要がありま
す。担当マネージャ設定に、次の行を追加します。

ACTIONALLOWMANAGER $OPC_PRIMARY_MGR
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他のサーバーへの設定の配布

複製サイトとして機能する複数の HPOM ドメインから構成される環境で

は、設定を一元的に作成し、それを各種の管理サーバーに配布する方法が役
に立ちます。たとえば、本社の HPOM 管理者は、設定やアプリケーション

を特定のサイトで定義し、そのデータを他のサイトでアクセスして使用する
ファイルセットにダウンロードできます。

HPOM によって他のサーバーに設定ファイルが配布されると、図 5-8 で示

すようにリモートサイトの管理者はこのファイルを自分のサイトのデータ
ベースにアップロードして利用できます。

図 5-8 設定ファイルのダウンロードとアップロード
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各管理サーバーに設定を配布する主な手順には次の 3 つがあります。

1. 設定の対象部分をダウンロードする

この情報は、ダウンロードコマンド opccfgdwn を実行したときに、HPOM
によって使用されるインデックスファイルに保存されます。同一の設定
タイプをダウンロードする場合は、以前の指定を再利用できます。

2. ダウンロードしたファイルを配布する

ダウンロードしたファイルを別の HP Operations 管理サーバーに配布

します。ローカル管理サーバーとリモート管理サーバー間に信頼関係が
確立されている場合は、次の手順を実行します。

a. ダウンロードした設定を含めた tar ファイルを作成します。

b. ovdeploy コマンドラインツールを使用して tar パッケージをリモー

ト管理サーバーに安全にコピーします。次に例を示します。

ovdeploy -upload -file config.tar -targetdir \
/tmp -host remote.server.com

注記 管理サーバー間に信頼関係が確立されていない場合、FTP、rcp、scp な
どの別の方法を使用します。

3. ファイルをデータベースにアップロードする

受信側の HP Operations 管理サーバーの管理者は、opccfgupld コマン

ドを使用してこのファイルをローカルデータベースにアップロードし
ます。自動アップロードを行う場合、管理者はスケジュールアクション
を使用してアップロードをスケジュールします。

注意 アップロード中は、設定データ (ポリシー、オペレータなど ) を変更しない

でください。変更すると、アップロードしたデータが壊れる場合があります。

管理者はアップロードコマンド opccfgupld に contents オプションを指

定することで、設定に含まれるデータを確認できます。その他のアップロー
ドオプションについての詳細は、opccfgupld(1m) のマニュアルページを参

照してください。
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ローカル管理サーバーへの設定データのアップロード

設定データをダウンロードして他の管理サーバーへ配布したら、そのファイ
ルをローカル管理サーバー上のデータベースにアップロードする必要があ
ります。設定データのアップロードには、次のコマンドを使用します。

/opt/OV/bin/OpC/opccfgupld <upload_directory>

設定のアップロードについての詳細は「設定変更の同期」(112 ページ) を参

照してください。このコマンドのパラメータについての詳細は、
opccfgupld(1m) のマニュアルページを参照してください。

注記 HPOM が設定やアプリケーションを自動的にアップロードするようにする

には、at または cron を使用して opccfgupld コマンドの実行をスケ

ジュールします。
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管理サーバー間でのメッセージ転送

メッセージ転送は、特定の HP Operations 管理サーバーから他の管理サー

バーにメッセージを転送して、問題の発生を他のサーバーに通知すると共
に、転送されたメッセージに関するアクションを他のサーバーが実行できる
ようにする機能です。この機能を使用すると、他の管理サーバーに関係する
可能性のあるメッセージを該当するサーバーに伝えることで、より柔軟性が
高まります。さらに、HPOM ではメッセージの制御を特定の管理サーバー

から他の管理サーバーに、また必要に応じて複数の管理サーバーに渡すこと
ができます。転送されたメッセージは、ターゲット管理サーバー上で通常の

HPOM メッセージと同じように処理されます。たとえば、MSI が設定され

ている場合、転送されたメッセージは MSI で処理されるか、トラブルチケッ

トシステムや通知サービスに転送されます。

HPOM では、メッセージの転送は自動的に行われます。つまり、管理者は

ポリシーを使って、メッセージを転送するソース管理サーバーを設定できま
す。ターゲット管理サーバーに到着した転送メッセージは、ソース側の管理
サーバー上にある参照メッセージのコピーです。

メッセージの転送は、管理サーバー上にメッセージが到着したときに必ず行
われます。メッセージを後から転送することはできません (つまり、オンデ

マンドによる転送は行われません)。GUI またはコマンドラインを使用して、

通知メッセージ (メッセージブラウザのステータスカラムに n のマークが

付いているメッセージ) を正常域メッセージに、あるいはその反対に変換す

ることはできません。

正常域メッセージと通知メッセージ

通知メッセージとして送信するように明示的に定義しないかぎり、すべてのメッ
セージは正常域メッセージとして送信されます。また、メッセージ転送の設定
ファイル (/etc/opt/OV/share/conf/OpC/mgmt_sv/respmgrs/msgforw) 内
で、転送条件に MSGCONTROLLINGMGR または NOTIFYMGR キーワードを定義

すると、変更する必要がなくなります。

通知メッセージは情報伝達の用途のみに使われ、実行できる操作も限られて
います。通知メッセージを受け取るターゲット管理サーバーの数に制限はあ
りません。ただし、他の管理サーバーへの通知メッセージの転送は、デフォ
ルトで無効 (つまり、OPC_FORWARD_READONLY_MSGS サーバー設定変数が

FALSE に設定されている) ですので注意してください。この変数を TRUE に
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設定すると、通知メッセージを他の管理サーバーに転送できます。サーバー
設定変数についての詳細は、『HPOM Server Configuration Variables』を参

照してください。

注記 HPOM for Windows では通知メッセージをサポートしていません。ただし、

Operations Manager i (OMi) では通知メッセージをサポートしています。

正常域メッセージに対する操作は常に、これらのメッセージを保持している
管理サーバーすべてに転送されます。その一方で、通知メッセージに対する
一部の操作はローカルにのみ影響し、それ以外に転送されることはありませ
ん。表 5-1  では、各タイプのメッセージに対して実行できる操作、または

実行できない操作を示しています。

表 5-1 正常域メッセージおよび通知メッセージに対する操作

操作
正常域

メッセージ
通知

メッセージ

受諾 / 受諾解除 ✔ ✔a

注釈の追加 / 削除 / 変更 ✔ ✔

所有 / 所有解除 ✔ -

テキスト / 重要度の変更 ✔ ✔

CMA の追加 / 削除 / 変更 ✔ ✔

オペレータ起動アクションの開始 ✔ -

自動アクションの再実行 ✔ -

a. この操作はローカルにのみ影響します ( 他の管理サーバー上のメッ

セージコピーを受諾または受諾解除しません )。
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メッセージ転送ポリシー

HPOM では、1 つのメッセージ転送ポリシーを作成して、通知メッセージ

の生成およびメッセージ制御の切り替えを行うことができます。ソース側の
管理サーバーにこのポリシーを割り当てます。

ソース管理サーバーに到着する新規メッセージは、転送アクションが行われ
る前に必ずチェックされます (339 ページの図 5-9  を参照)。

図 5-9 ポリシーのチェックプロセス
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転送される各メッセージには、メッセージの送信側で認識されている配布先
管理サーバーのリスト (配布リスト) が含まれています。この配布リストは、

当該メッセージに転送後に加えられるあらゆる変更 (注釈の追加やアクショ
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ターゲットマネージャは転送メッセージを受信すると、メッセージに関連付
けられている、そのターゲットマネージャに固有の管理サーバー配布リスト
にこのリストを追加します。

配布リストのサイズの調整

メッセージが一連の管理サーバーに通知される間に増大する配布リストの
サイズは、OPC_ONE_LINE_MSG_FORWARD パラメータで調整できます。

図 5-10  の例では、OPC_ONE_LINE_MSG_FORWARD パラメータがデフォルト

の FALSE の設定のままである場合、管理サーバー B は、転送されたメッセー

ジに関するすべてのターゲットマネージャのリストを、管理サーバー C に
送るメッセージに含めます。これらのマネージャはサーバー C のメッセー

ジ固有配布リストに追加され、管理サーバー C がそのメッセージに対応し

て何らかのタスクを実行する場合は、より大きくなった新しい配布リストが
使用されます。この場合、サーバー B は必要なアクションを実行し、その

サーバー自身の配布リストをサーバー C から受け取ったメッセージに含ま

れている配布リストと比較して、C から通知されていないターゲットのみに

通知します。

図 5-10 大規模階層でのメッセージ転送
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このアプローチは、通常の状況であれば高速で効率的ですが、管理サーバー

B の配布リストに指定されている 1 つまたは複数のターゲットマネージャ

が管理サーバー C に認識されていない (または到達できない) 場合は、メッ

セージ転送処理が失敗するという欠点があります。図の例では、管理サー
バー A は管理サーバー B では認識されていますが、ファイアウォールが存

在するため管理サーバー C では認識されていません。

ただし、管理サーバー A は管理サーバー C の配布リストに含まれているた

め、次のような状況になります。

❏ 管理サーバー A は、メッセージへの変更を検知しない。

❏ 管理サーバー C は A から転送された元のメッセージへの変更を A に通

知しようと試み、失敗する。

❏ 管理サーバー B は、C から A に変更が通知されたものとみなす。

管理者が 図 5-10  の管理サーバー B の OPC_ONE_LINE_MSG_FORWARD パラ

メータの値を FALSE から TRUE に変更すると、管理サーバー B から管理

サーバー C に転送される各メッセージに含まれる配布リストには、管理

サーバー B 自身のみが含まれるようになります。

管理サーバー B のみが含まれることで、転送された同じメッセージに対し

て管理サーバー C が関連付ける配布リストは、図 5-10  に示されたものよ

り次のように縮小されます。

❏ メッセージの送信元 (この場合、管理サーバー B)

❏ 管理サーバー C のターゲットマネージャ (ターゲットマネージャ C1 お
よび C2)

これ以降に管理サーバー C がタスクを実行したり、またはメッセージに注

釈を付けた場合、この情報は管理サーバー C の配布リストに指定された管

理サーバーの縮小されたリストにのみ配布されます。管理サーバー B は (管
理サーバー C から ) メッセージへの変更を通知されると、指定されたアク

ションを実行し、管理サーバー B 自身がメッセージ固有配布リストに一覧

されているサーバーに通知します。このアプローチの欠点は、通知を受ける
サーバーのチェーンが直線的になり、結果として通知のチェーンが長くなり
ネットワークの設定や信頼性によって中断されやすくなることです。
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注記 管理サーバー A と B で OPC_ONE_LINE_MSG_FORWARD が FALSE に設定され

た場合、管理サーバー C の配布リストには A と B に認識されているすべて

のターゲット管理サーバーが含まれます。その結果、C のドメイン内でメッ

セージ状態が変化すると、C はリストに含まれるすべての管理サーバーへの

通知を試みます。

管理サーバーからトラブルチケットシステムへの接続

複数の管理サーバーを同じトラブルチケットシステムに接続する可能性が
あるため、複数の管理サーバーから同じメッセージが同じトラブルチケット
サーバーに対して送られることがあります。たとえば、あるメッセージのポ
リシーにトラブルチケットが指定されており、このメッセージが別の管理
サーバーに転送された場合、このような状況になることがあります。

注記 管理対象ノードからのメッセージに対してトラブルチケットが有効になっ
ている場合、管理サーバーが受信すると、そのメッセージは直ちにトラブル
チケットシステムに自動的に転送されます。ただし HPOM では、

OPC_FORW_NOTIF_TO_TT パラメータ (デフォルトは FALSE) と 
OPC_FORW_CRTL_SWITCH_TO_TT パラメータ (デフォルトは TRUE) を使用し

て、このメッセージの転送先となる各管理サーバーでの、トラブルチケット
システムへの通知メッセージと正常域メッセージの転送を制御することが
できます。

転送されたメッセージの管理

メッセージ転送は、HPOM のフレキシブル管理の中核となる強力な機能で

す。メッセージ転送の設定は、環境での運用効率に直接影響します。メッ
セージ転送の方針を計画するときは、さまざまな事項を考慮する必要があり
ます。

メッセージ転送方針の計画

メッセージ転送方針を計画する際には、次の事項に留意してください。

❏ 管理対象ノード
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メッセージ転送を行うすべての管理サーバーで、登録ノードにすべての
管理対象ノードを登録しておく必要があります。

❏ ターゲットマネージャ

正常域メッセージに対してオペレータ起動アクションを実行する場合
は、メッセージの転送先ターゲットマネージャが、該当する管理対象
ノード上でアクション許容マネージャとして事前に定義されている必
要があります。
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❏ メッセージの所有権

ある特定の管理サーバーでメッセージを所有または所有解除すると、他
の管理サーバーのオペレータには、すべてのオペレータがすべての管理
サーバーにいる場合にのみ所有状態の変更が通知されます。

特定の管理サーバーで所有イベントと所有解除イベントを送受信しな
いようにするには、ovconfchg コマンドラインツールを使用して管理

サーバーに次の変数を設定します。 

• OPC_SEND_OWN_DISOWN FALSE (デフォルトは TRUE)

• OPC_ACCEPT_OWN_DISOWN FALSE (デフォルトは TRUE)

ovconfchg コマンドラインツールを使用してこれらの変数を設定する

方法については、ovconfchg のマニュアルページを参照してください。

❏ 重複メッセージ

管理サーバー上で ovconfchg コマンドラインツールを使用してパラ

メータを設定することによって、トラブルチケットサーバーにメッセー
ジが重複して送信されることを防止できます。詳細は、「管理サーバー
からトラブルチケットシステムへの接続」(342 ページ)  と HPOM のオ

ンラインヘルプを参照してください。ovconfchg の使用方法についての

詳細は、ovconfchg のマニュアルページを参照してください。

❏ 配布リスト

メッセージの配布リストに不明な管理サーバーまたは接続不能な管理
サーバーが含まれていると、メッセージ転送の一部または全部が失敗す
ることがあります。これらのサーバーが再度接続可能になるまで HPOM
にメッセージをバッファーするには、ovconfchg コマンドラインツール

を使用して、OPC_MSGFORW_BUFFERING 変数を TRUE ( デフォルトは

FALSE) に設定します。ovconfchg についての詳細は、ovconfchg のマ

ニュアルページを参照してください。

注意 メッセージのバッファーは、管理サーバーが 2 台のみの環境で実行して

ください。配布リストに不明なサーバーへの参照が含まれていると、
メッセージは継続してバッファーされます。詳細は「メッセージ配布リ
スト」(339 ページ) を参照してください。

❏ 無限ループ

メッセージ転送を実装する際は、サーバー間に無限ループが生じないよ
うに注意してください。
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❏ 同一の指示

同じメッセージのコピーが、異なる HPOM マネージャに表示されるこ

とがあります。メッセージの指示が正しく表示されるようにするには、
管理サーバーでの指示インタフェースの設定を含め、同一の指示が必要
です。たとえば、管理サーバー A から指示をダウンロードし、それを管

理サーバー B にアップロードすると、両者間の指示を同一にすることが

できます。

❏ 同期に関する問題

制御切り替えを行うと、1 つのメッセージを複数の管理サーバーで同時

に担当できるようになるため、次のような同期に関する問題が発生する
可能性があります。

• インスタンスの並行実行

別々の管理サーバー上のオペレータが同じアクションを同時に開始
した場合、同じオペレータ起動アクションのインスタンスが平行し
て実行されることになります。

• 未完了のメッセージの受諾

作業中のメッセージが、作業の終了前に他の管理サーバー上のオペ
レータによって受諾される場合があります。

• 不要な注釈

自分が追加していないメッセージ注釈が追加されていることがあり
ます。

• 転送されない注釈

オペレータ起動アクションの開始注釈は、管理サーバー間で転送さ
れません。この注釈にはアクションの開始時間、およびアクション
自体の情報が含まれます。

メッセージへの作業を開始する前に対象メッセージを所有すれば、これ
らの問題を部分的にでも回避することができます。

❏ 通信障害

ソース管理サーバーとターゲット管理サーバー間で通信障害が発生す
ると、ターゲット管理サーバーより先の通信チェーン上にある各システ
ムに影響が及ぶ可能性があります。メッセージがターゲット管理サー
バーからすでにダウンロードされていたり、メッセージストリームイン
タフェースに出力された場合にも、同様な問題が発生することがあります。
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メッセージ転送ポリシー内で発生した問題のトラブルシューティング

HPOM はメッセージ転送ポリシーに問題や不整合を検出するとエラーメッ

セージを生成し、そのテンプレートの残りの部分を無視します。また、ソー
ス管理サーバーがターゲット管理サーバーに接続できなかった場合も、
HPOM はソース管理サーバーでエラーメッセージを生成します。

原則として、HPOM は次の状況を検出するとエラーを生成します。

❏ ポリシーが正しく設定されていない

❏ ネットワーク関連の問題が存在する

❏ リモート (またはターゲット) 管理サーバーに接続できない

❏ ターゲット管理サーバーが転送メッセージを受信するように設定され

ていない
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構成例

HPOM は、大規模かつ複雑な環境での運用を念頭に設計されています。

HPOM のフレキシブルなアーキテクチャは、1 台または複数の管理システ

ムを統合して、組織構成の要件に合わせた強力な 1 つの管理ソリューショ

ンを提供します。

本項では、いくつかの構成例を紹介します。これらの構成は、組織の特定の
ニーズに合わせて HPOM を拡張する方法を例示しています。紹介する例に

はシンプルな構成から複雑な構成までさまざまな構成があるので、ニーズに
適した構成を採用できます。また、いくつかの例を組み合わせて、新しい独
自のソリューションを構築することもできます。

構成例 1: 単独のサーバーによる複数ノードの管理

図 5-11  に示されるシンプルな構成では、複数のリモートノードを管理する

1 台の HP Operations 管理サーバーを示しており、それぞれの管理対象ノー

ド上では、HP Operations Agent が動作しています。管理対象ノードと管理

サーバーは、HTTP プロトコルを使用して通信を行います。複数のオペレー

タが Java ベースのオペレータ GUI を使用して環境を共同して管理できます。

図 5-11 単独の管理サーバーによる複数ノードの管理

管理サーバー

HPOM エージェント

HTTPS

Java ベース
GUI

HTTPS

Java ベース
GUI

HTTPS

HPOM エージェント

HTTPS
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このシンプルなアーキテクチャは、次に挙げる機能を通じて、複数のリモー
トシステムを 1 つの場所から効率的に管理できます。

❏ 変数のしきい値

SNMP MIB 変数とカスタム変数のしきい値をモニターします。

❏ メッセージソース

さまざまなメッセージソースを処理します。

❏ ローカルイベント

管理対象ノードでのローカルイベントをフィルター処理します。

❏ 自動アクション

管理対象ノードでのローカルな自動アクションを起動します。

❏ エージェントプラットフォーム

HP-UX、Linux、AIX、Solaris、Windows などのさまざまなプラットフォー

ムに対応します。
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構成例 2: HP Operations Agent による IP デバイスの

モニター

図 5-12  に示す構成では、HP Operations Agent が、プロキシエージェント

として動作し、リモート SNMP デバイス上で SNMP しきい値のモニターを

実行します。この構成では、HP Operations Agent が動作するリモート管理

対象ノードを使用して、ネットワーク内の他の SNMP 専用デバイスのしき

い値のモニターを実行できます。HP Operations Agent はしきい値イベント

をマネージャのみに転送するため、管理サーバーからの SNMP ポーリング

のトラフィックは大幅に軽減されます。

図 5-12 HP Operations Agent による IP デバイスのモニター

管理サーバーでは、HPOM 標準の機能により、次の処理も実行できます。

❏ IP デバイスのマッピング

すべての IP デバイスを自動的に検出してマッピングします。

❏ IP デバイスのポーリング

IP デバイスへのポーリングを行い、デバイスの IP ステータスをチェッ

クします。

❏ SNMP トラップの受信

あらゆるデバイスからの SNMP トラップを受信します。

❏ SNMP トレンドデータの収集

あらゆる SNMP デバイスから (MIB 変数に基づいて ) SNMP トレンド

データを収集します。

管理サーバーおよび

HP Operations Agent

HTTPS
IP デバイス

HTTPS
IP デバイス ローカルディスプレイ
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構成例 3: HP Operations  Agent が稼働する NNM 収集

ステーション

図 5-13  に示す構成では、中央に位置する HP Operations 管理サーバーが管

理対象ノードやデバイスに加え、1 台または複数の NNM 収集ステーション

を管理しています。各リモート NNM  ステーションには、HPOM インテリ

ジェントエージェントがインストールされます。

図 5-13 HP Operations Agent が動作する NNM 収集ステーション

この構成は、HP Operations 管理サーバーとリモート NNM システムの両方

にメリットがあります。
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中央の HP Operations 管理サーバーへのメリット

NNM 収集ステーションによって中央の HP Operations 管理サーバーに提供

されるメリットには以下があります。

❏ 分散モニター

トポロジ検出と IP ステータスモニターの分散実行

❏ 分散収集

SNMP データの分散収集

❏ イベント転送

収集ステーションから管理サーバーへの SNMP イベント転送

ハイエンド、エントリレベルのどちらの NNM ステーションも、収集ステー

ションとして使うことができます。

リモート NNM 収集ステーションのメリット

HP Operations 管理サーバーによってリモート NNM ステーションのメリッ

トには以下があります。

❏ ステーションのモニター

リモート NNM 収集ステーションのモニター

❏ ステーションの設定

NNM 収集ステーションのリモート設定。設定できる属性は次のとおり

です。

• SNMP ポーリングの再試行回数とタイムアウト

• データ収集としきい値

• MIB のロード

• SNMP イベント転送の設定

❏ ステーションの役割設定

リモート NNM 収集ステーションの役割 (収集ステーションの追加、テ

スト、管理解除など) を設定します。
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構成例 4: HP Operations Agent が稼動する NNM 収集

ステーションと複数の管理サーバー

図 5-14 で示される構成は、「構成例 3: HP Operations Agent が稼働する

NNM 収集ステーション」(350 ページ ) に似ています。ただし、この構成で

は複数の HP Operations マネージャが並行して動作し、環境全体を管理し

ています。このソリューションは、構成例 3 に比べより高い柔軟性とスケー

ラビリティを提供します。

この構成は、複数の HP Operations マネージャと複数の NNM ステーション

が連携して、大規模なエンタープライズ環境を効率的かつ効果的に管理する
例を示しています。

図 5-14 HP Operations Agent が稼動する NNM 収集ステーションと複数の

管理サーバー

複数の管理サーバーを使用することには、以下のメリットがあります。

❏ 複数のマネージャ

中央の HP Operations マネージャから複数の HP Operations マネージャ

を設定できます。
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❏ バックアップサーバー

管理サーバーに障害が発生したときにその役割を引き継ぐバックアッ
プサーバーを構成することで、単独の障害によるシステム全体のダウン
を回避できます。

❏ フォローザサン管理

メッセージの送信先マネージャを時刻に応じてルーティングすること
で、ピーク時に自動的にマネージャ間でタスクを委譲できます。

❏ 専門技術センター

メッセージのタイプに応じて指定したマネージャにメッセージをルー
ティングできます。このルーティングによって、データベース関連の
メッセージなど、特定分野に関連するすべてのメッセージを受信する専
門技術センターを構成できます。専門技術センターは、IT 管理に関する

組織全体の情報とスキルを十分に活用する手段として効果的です。
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ポリシー本体の構文

本付録の内容
本付録の内容

付録では、デフォルトポリシータイプのポリシー本体の構文について説明し
ます。デフォルトポリシータイプに含まれる内容は次のとおりです。

• オープンメッセージインタフェース (opcmsg)

• ログファイルエントリ (LOGFILE)

• 測定しきい値 (ADVMONITOR)

• SNMP インターセプタ (SNMP)

• イベント相関処理 (ECS)

• スケジュール済みタスク (SCHED)

• サービスプロセスモニター (ADVMONITOR)

• Windows 管理インタフェース (WBEM)

• Windows イベントログ (LOGFILE)

次のポリシータイプの編集には、この付録で説明するポリシー本体の構文を
利用できないので注意してください。

• サービス自動検出

• ノード情報

• 設定ファイル

• イベント相関処理コンポーザー

• フレキシブル管理ポリシータイプ

• リモートアクションセキュリティポリシータイプ

• SiteScope ポリシータイプ

• サブエージェントポリシータイプ
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デフォルトポリシータイプを編集するためのポリシー本体の構文は次のと
おりです。

file: |
SYNTAX_VERSION syntax_number |
file logsource |
file snmpsource |
file csmsource |
file monsource |
file advmonsource |
file schedsource |
file ecsource |
file wbemsource

syntax_number: 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9 | 10 | 11

logsource: LOGFILE <文字列 (名前)> DESCRIPTION <文字列 
(説明)> logdefopts conditions

snmpsource: SNMP <文字列 (名前)> DESCRITPION <文字列 
(説明)> snmpdefopts snmpconditions

csmsource: OPCMSG <文字列 (名前)> DESCRIPTION <文字列 
(説明)> csmdefopts conditions

monsource: MONITOR <文字列 (名前)> DESCRIPTION <文字列 
(説明)> mondefopts monconditions

advmonsource: ADVMONITOR <文字列 (名前)> DESCRIPTION 
<文字列 (説明)> advmondefaults 
advmonsourcedef advmonconditions 

schedsource: SCHEDULE <文字列 (名前)> DESCRIPTION <文字列 
(説明)> schedsetopts

ecsource: ECS <文字列 (名前)> DESCRIPTION <文字列 
(説明)> ecopts ecver CIRCUIT_FILE 
<文字列 (ファイル)> circuit

wbemsource: WBEM <文字列 (名前)> DESCRIPTION <文字列 
(説明)> wbemdefopts wbemconditions

logdefopts:  | logdefopts logdefault | logdefopts 
logoption | logdefopts sourceoption
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logdefault: stddefault | NODE node

logoption: LOGPATH <文字列 (ログファイルへのパス)> |
EXEFILE <文字列 (実行するファイルへのパス)> |
READFILE <文字列 (ログファイルへのパスが記録されて

いるファイルへのパス)> |
INTERVAL <文字列 (ログファイルチェックの間隔)> |
CHSET <文字列 (ログファイルの文字セット)> |
FROM_LAST_POS |
FIRST_FROM_BEGIN |
NO_LOGFILE_MSG |
CLOSE_AFTER_READ

snmpdefopts:  | snmpdefopts stddefault | snmpdefopts 
sourceoption

snmpconditions:  |
snmpconditions MSGCONDITIONS snmpmsgconds |
snmpconditions SUPPRESSCONDITIONS 
snmpsuppressconds |
snmpconditions SUPP_UNM_CONDITIONS 
snmpsupp_unm_conds

snmpmsgconds:  |
snmpmsgconds DESCRIPTION <文字列 
(説明)> condsuppdupl condition_id 
CONDITION snmpconds SET sets

snmpsuppressconds:  |
snmpsuppressconds DESCRIPTION <文字列 
(説明)> condition_id CONDITION 
snmpconds

snmpsupp_unm_conds:  |
snmpsupp_unm_conds DESCRIPTION <文字列 
(説明)> condition_id CONDITION 
snmpconds

snmpconds:  |
snmpconds $e <文字列 (エンタープライズ)> |
snmpconds $G <数字 (一般トラップ)> |
snmpconds $S <数字 (固有トラップ)> |
snmpconds $(<数字 (変数)>) pattern |
snmpconds NODE nodelist
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csmdefopts:  | csmdefopts stddefault | csmdefopts 
sourceoption

mondefopts:  | mondefopts mondefault | mondefopts 
monoption | mondefopts sourceoption

mondefault: stddefault | NODE node

monoption: INTERVAL <文字列 (チェックの間隔)> |
MONPROG <文字列 (モニター実行可能ファイルへのパス)> |
MIB <文字列 (MIB 変数)> |
MIB <文字列 (MIB 変数)> NODE node |
EXTERNAL |
MINTHRESHOLD |
MAXTHRESHOLD |
GEN_BELOW_THRESHOLD |
GEN_BELOW_RESET |
GEN_ALWAYS |
AUTOMATIC_MSGKEY 

monconditions:  |
monconditions MSGCONDITIONS monmsgconds |
monconditions SUPPRESSCONDITIONS 
monsuppressconds |
monconditions SUPP_UNM_CONDITIONS 
monsupp_unm_conds 

monmsgconds:  |
monmsgconds DESCRIPTION <文字列> condition_id 
CONDITION monconds SET sets

monsuppressconds:  |
monsuppressconds DESCRIPTION <文字列> 
condition_id CONDITION monconds

monsupp_unm_conds:  |
monsupp_unm_conds DESCRIPTION <文字列> 
condition_id CONDITION monconds

monconds:  |
monconds THRESHOLD numval duration |
monconds RESET numval |
monconds OBJECT pattern

advmondefaults:  | advmondefaults sourceoption | 
advmondefaults stddefault | advmondefaults 
NODE node | advmondefaults advmonoption
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advmonoption: INTERVAL <文字列 (チェックの間隔)> |
INSTANCEMODE ALL | INSTANCEMODE SAME | 
INSTANCEMODE ONCE |
MULTISOURCE |
INSTANCERULES |
AUTOMATIC_MSGKEY |
AUTOMATIC_MSGKEY <文字列 (デフォルトメッセージキー)> |
MINTHRESHOLD |
MAXTHRESHOLD |
GEN_BELOW_THRESHOLD |
GEN_BELOW_RESET |
GEN_ALWAYS |
SCRIPTTYPE <文字列 (スクリプトのタイプ)> |
DDF DATASOURCE <文字列> |
DDF OBJECT <文字列>

advmonsourcedef:  |
advmonsourcedef PROGRAM <文字列 (名前)> 
DESCRIPTION <文字列 (説明)> advmonprog |
advmonsourcedef EXTERNAL <文字列 (名前)> 
DESCRIPTION <文字列 (説明)> ddf |
advmonsourcedef NTPERFMON <文字列 (名前)> 
DESCRIPTION <文字列 (説明)> advmonperfmon |
advmonsourcedef SNMP <文字列 (名前)> 
DESCRIPTION <文字列 (説明)> advmonsnmp |
advmonsourcedef MEASUREMENT <文字列 (名前)> 
DESCRIPTION <文字列 (説明)> advmonme |
advmonsourcedef CODA <文字列> DESCRIPTION 
<文字列 (説明)> advmonme |
advmonsourcedef WBEM <文字列 (説明)> 
DESCRIPTION <文字列 (説明)> advmonwbem

advmonprog: MONPROG <文字列 (実行可能ファイルへのパス)> ddf

advmonperfmon: OBJECT <文字列 (名前)> COUNTER <文字列> 
INSTANCE <文字列> ddf

advmonsnmp: MIB <文字列 (MIB 数字)> ddf

advmonme: COLLECTION <文字列> metrics |
COLLECTION <文字列> GUID <文字列 (UUID)> 
metrics |
DATASOURCE <文字列> COLLECTION <文字列> 
metrics
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advmonwbem: NAMESPACE <文字列> CLASS <文字列> ATTRIBUTE 
<文字列> instancefilter ddf |
WMI_USERNAME <文字列> WMI_PASSWORD <文字列> 
NAMESPACE <文字列> CLASS <文字列> ATTRIBUTE 
<文字列> instancefilter ddf

instancefilter:  | INSTANCE_FILTER <文字列>

ddf: DDF DATASOURCE <文字列> OBJECT <文字列> METRIC 
<文字列>

metrics:  |
metrics METRIC <文字列> metricguid 
useforinstance

metricguid:  | GUID <文字列 (UUID)>

useforinstance:  | USEFORINSTANCE

advmonconditions:  |
advmonconditions tMSGCONDITIONS 
advmonmsgconds |
advmonconditions tSUPPRESSCONDITIONS 
advmonsuppressconds |
advmonconditions tSUPP_UNM_CONDITIONS 
advmonsupp_unm_conds

advmonmsgconds:  |
advmonmsgconds instancerule tDESCRIPTION 
<文字列 (説明)> condition_id CONDITION 
advmonconds advmonmsgsets

instancerule:  |
INSTANCERULE <文字> ID <文字> |
INSTANCERULE <文字>

advmonmsgsets:  |
advmonmsgsets SETSTART sets |
advmonmsgsets SETCONT sets |
advmonmsgsets SETEND sets

advmonsuppressconds:  |
advmonsuppressconds DESCRIPTION <文字列> 
condition_id CONDITION advmonconds

advmonsupp_unm_conds:  |
advmonsupp_unm_conds DESCRIPTION <文字列> 
condition_id CONDITION advmonconds
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advmonconds:  |
advmonconds THRESHOLD numval duration |
advmonconds THRESHOLD condscript duration |
advmonconds RESET numval |
advmonconds RESET condscript |
advmonconds OBJECT pattern |
advmonconds OBJECT condscript 

condscript: SCRIPTTYPE <文字列> SCRIPT <文字列> |
SCRIPT <文字列>

duration:  | FOR <文字列 (条件の指定時間)>

numval: <integer number> | <floating number>

schedsetopts:  |
schedsetopts DISABLED |
schedsetopts TEMPLATE_ID <文字列 (テンプレートの 
UUID)> |
schedsetopts VERSION <数字> |
schedsetopts SCRIPTTYPE <文字列 (スクリプトの

タイプ)> SCRIPT <文字列 (実際のスクリプト)> |
schedsetopts SCHEDPROG <文字列 (実行可能

ファイルへのパス)> |
schedsetopts USER <数字 (ユーザー名)> |
schedsetopts USER <文字列 (ユーザー名)> 
PASSWORD <文字列 (パスワード)> |
schedsetopts MONTH <文字列 (月)> |
schedsetopts MONTHDAY <文字列 (日)> |
schedsetopts WEEKDAY <文字列 (曜日)> |
schedsetopts HOUR <文字列 (時間)> |
schedsetopts MINUTE <文字列 (分)> |
schedsetopts TIMEZONE_VALUE <文字列 (タイムゾーン)> |
schedsetopts YEAR <数字> |
schedsetopts INTERVAL <文字列 (アクションの

間隔)> |
schedsetopts LOGLOCAL |
schedsetopts SEND_OUTPUT |
schedsetopts TIMEZONE_TYPE tz_type |
schedsetopts BEFORE SET sets |
schedsetopts FAILURE SET sets |
schedsetopts SUCCESS SET sets 
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ecopts:  |
ecopts DISABLED |
ecopts TEMPLATE_ID <文字列 (テンプレートの 
UUID)> |
ecopts VERSION <数字 (テンプレートのバージョン)> |
ecopts ECS_LOG_INPUT |
ecopts ECS_LOG_OUTPUT

ecver: VERIFIED | UNVERIFIED

wbemdefopts:  |
wbemdefopts wbemdefault |
wbemdefopts wbemoption |
wbemdefopts sourceoption

circuit:  | circuit <文字列>

wbemdefault: stddefault | NODE node

wbemoption: NAMESPACE <文字列 (WBEM 名前空間)> |
CLASS <文字列 (WBEM クラス)> |
WITHIN <文字列 (間隔)> |
WHERE_CLAUSE <間隔 (where 句)> |
QUERY_LANGUAGE <間隔 (クエリ言語)> |
QUERY <文字列 (クエリ)> |
INSTANCE_CREATION_EVENT |
INSTANCE_MODIFICATION_EVENT |
INSTANCE_DELETION_EVENT |
CLASS_CREATION_EVENT |
CLASS_MODIFICATION_EVENT |
CLASS_DELETION_EVENT |
NAMESPACE_CREATION_EVENT |
NAMESPACE_MODIFICATION_EVENT |
NAMESPACE_DELETION_EVENT |
INTERVAL <文字列 (間隔)> 

wbemconditions:  |
wbemconditions MSGCONDITIONS wbemmsgconds |
wbemconditions SUPPRESSCONDITIONS 
wbemsuppressconds |
wbemconditions SUPP_UNM_CONDITIONS 
wbemsupp_unm_conds 
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wbemmsgconds:  |
wbemmsgconds DESCRIPTION <文字列 
(説明)> condsuppdupl condition_id 
CONDITION wbemconds SET sets

wbemsuppressconds:  |
wbemsuppressconds DESCRIPTION <文字列> 
condition_id CONDITION wbemconds

wbemsupp_unm_conds:  |
wbemsupp_unm_conds DESCRIPTION <文字列 
(説明)> condition_id CONDITION 
wbemconds

wbemconds:  |
wbemconds <説明 (条件名)> ~= pattern |
wbemconds <文字列 (条件名)> wbemop wbemval 

wbemop: == |  != | >= | > | < | <=

wbemval: <文字列> | <数字 (浮動小数点数)> | <数字 (整数)>

condefopts:  |
condefopts stddefault |
condefopts sourceoption

conditions:  |
conditions MSGCONDITIONS msgconds |
conditions SUPPRESSCONDITIONS suppressconds |
conditions SUPP_UNM_CONDITIONS supp_unm_conds

msgconds:  |
msgconds DESCRIPTION <文字列> condsuppdupl 
condition_id CONDITION conds SET sets

suppressconds:  |
suppressconds DESCRIPTION <文字列> 
condition_id CONDITION conds

supp_unm_conds:  |
supp_unm_conds DESCRIPTION <文字列> 
condition_id CONDITION conds
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condsuppdupl:  |
SUPP_DUPL_COND suppdupl |
SUPP_DUPL_IDENT suppdupl |
SUPP_DUPL_IDENT_OUTPUT_MSG suppdupl

conds:  |
conds SEVERITY severities |
conds NODE nodelist |
conds APPLICATION <文字列> |
conds MSGGRP <文字列> |
conds OBJECT <文字列> |
conds TEXT pattern 

suppdupl: <文字列> |
<文字列> RESEND <文字列> |
<文字列> COUNTER_THRESHOLD <数字> |
<文字列> COUNTER_THRESHOLD <数字> 
RESET_COUNTER_INTERVAL <文字列> |
<文字列> RESEND <文字列> COUNTER_THRESHOLD 
<数字> |
<文字列> RESEND <文字列> COUNTER_THRESHOLD 
<数字> RESET_COUNTER_INTERVAL <文字列> |
COUNTER_THRESHOLD <数字> |
COUNTER_THRESHOLD <数字> 
RESET_COUNTER_INTERVAL <文字列>

stddefault: SEVERITY severity |
APPLICATION <文字列> |
MSGGRP <文字列> |
OBJECT <文字列> |
SERVICE_NAME <文字列> |
MSG_KEY <文字列> |
HELPTEXT <文字列 (指示のテキスト)> |
HELP <文字列 (指示の instruction)> |
INSTRUCTION_TEXT_INTERFACE <文字列> |
INSTRUCTION_PARAMETERS <文字列>

sourceoption: LOGMATCHEDMSGCOND | LOGMATCHEDSUPPRESS | 
LOGUNMATCHED | FORWARDUNMATCHED | 
UNMATCHEDLOGONLY | MPI_SV_COPY_MSG | 
MPI_SV_DIVERT_MSG | MPI_SV_NO_OUTPUT | 
MPI_AGT_COPY_MSG | MPI_AGT_DIVERT_MSG | 
MPI_AGT_NO_OUTPUT | 
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MPI_IMMEDIATE_LOCAL_ACTIONS | ICASE | 
DISABLED |
SUPP_DUPL_COND suppdupl |
SUPP_DUPL_IDENT suppdupl |
SUPP_DUPL_IDENT_OUTPUT_MSG suppdupl |
SEPARATORS <文字列> |
TEMPLATE_ID <文字列> |
TEMPLATE_VERSION <文字列>

severities:  | severities severity

severity: Unknown | Normal | Warning  | Critical | Major 
| Minor

nodelist: nodelist node | node

node: IP <文字列 (IP アドレス)> |
IP <文字列 (IP アドレス)> <文字列 (ノード名)> |
OTHER <文字列 (変数その他)>

tz_type: MGR_LOCAL | AGT_LOCAL | FIX

sets:  | sets set

set: SEVERITY severity |
NODE node |
APPLICATION <文字列 (メッセージを関連付ける
アプリケーション)> |
MSGGRP <文字列 (メッセージグループ)> |
OBJECT <文字列 (メッセージを関連づける
オブジェクト)> |
MSGTYPE <文字列 (メッセージのタイプ)> |
TEXT <文字列 (メッセージテキスト)> |
SERVICE_NAME <文字列 (メッセージを関連付ける
サービスの名前)> |
MSGKEY <文字列 (メッセージキー )> |
MSGKEYRELATION ACK pattern |
CUSTOM <文字列 (カスタム属性の名前)> 
<文字列 (カスタム属性の値)> |
SERVERLOGONLY |
AUTOACTION action |
OPACTION action |
TROUBLETICKET acknowledge |
NOTIFICATION |
MPI_SV_COPY_MSG |
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MPI_SV_DIVERT_MSG |
MPI_SV_NO_OUTPUT |
MPI_AGT_COPY_MSG |
MPI_AGT_DIVERT_MSG |
MPI_AGT_NO_OUTPUT |
MPI_IMMEDIATE_LOCAL_ACTIONS |
HELPTEXT <文字列 (指示メッセージのテキスト)> |
HELP <文字列 (格納された指示メッセージの UUID)> |
INSTRUCTION_TEXT_INTERFACE <文字列 (指示テキス
トインタフェースの名前)> |
INSTRUCTION_PARAMETERS <文字列 (指示テキスト
インタフェースのパラメータ)>

condition_id:  | CONDITION_ID <文字列 (UUID)>

action: <文字列 (実行可能ファイルへのパス)> actionnode 
annotate acknowledge msgsendmode signature

actionnode:  | ACTIONNODE node

acknowledge:  | ACK

msgsendmode:  | SEND_MSG_AFTER_LOC_AA msgsendok 
msgsendfailed

msgsendok:  | SEND_OK_MSG logonly

msgsendfailed:  | SEND_FAILED_MSG

logonly:  | LOGONLY

signature:  | SIGNATURE <文字列 (署名)>

pattern: <文字列> separators icase

separators:  | SEPARATORS <文字列 (セパレータ)>

icase:  | ICASE

chset:  | ASCII | ACP1250 | ACP1251 | ACP1252 | 
ACP1253 | ACP1254 | ACP1255 | ACP1256 | 
ACP1257 | ACP1258 | NT_ANSI_JP | NT_OEM_JP | 
ACP874 | NT_OEM_L1 | NT_ANSI_LP | NT_OEM_US | 
NT_UNICODE | OEMCP437 | OEMCP720 | OEMCP737 | 
OEMCP775 | OEMCP850 | OEMCP852 | OEMCP855 | 
OEMCP857 | OEMCP860 | OEMCP861 | OEMCP862 | 
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OEMCP863 | OEMCP864 | OEMCP865 | OEMCP866 | 
OEMCP869 | OEMCP932 | ROMAN8 | ISO8859 | 
ISO88591 | ISO885910 | ISO885911 | ISO885913 | 
ISO885914 | ISO885915 | ISO88592 | ISO88593 | 
ISO88594 | ISO88595 | ISO88596 | ISO88597 | 
ISO88598 | ISO88599 | TIS620 | UCS2 | EBCDIC | 
SJIS | EUC | EUCJP | EUCKR | EUCTW | GB2312 | 
BIG5 | CCDC | UTF8
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E

EC ー 参照:  メッセージ属性

G

GUI ー 参照:  Java GUI

H

HP アプリケーション HPOM に統合された 
HP アプリケーション。 ー 参照:  アプリケー

ション、HP サービス、HPOM アプリケー

ション、HPOM 内部アプリケーション

HPOM アプリケーション HPOM プラット

フォームに統合されているアプリケーショ
ン。 ー 参照:  アプリケーション、HP アプリ

ケーション、HP サービス、HPOM 内部アプ

リケーション

HPOM インストールマネージャ 管理サー
バー。HP Operations Agent ソフトウェアは、

ここから管理対象ノードにインストールされ
ます。デフォルトでは、この管理サーバーは
エージェントのハートビートをモニターし、
ライセンシングをカウントします。 ー 参照:  
アクション許容マネージャ、一次マネージャ

HPOM 内部アプリケーション  ブロードキャ

ストタイプのアプリケーション ー 参照:  ア
プリケーション、HP アプリケーション、HP 
サービス、HPOM アプリケーション

HPOM オペレータ ー 参照:  オペレータ

HPOM 管理者 管理者は、HPOM ソフトウェア

のインストールと設定、運用方針の設定と維
持、HPOM 以外のソフトウェアの保守、およ

びオペレータのワークスペースとスクリプト
の設定を担当します。管理者は、HPOM オペ

レータインタフェースの機能すべてにアクセ

スできます。各オペレータの管理作業と作業範
囲に応じて、オペレータ単位で作業環境をカス
タマイズできます。 ー 参照:  opc_adm、オペ

レータ、ユーザープロファイル

HP サービス opcservice コマンドライン

ツールを使用して HP Software から HPOM に
統合されたスクリプト、プロセス、またはコ
マンド。アプリケーションとは異なり、サー
ビスをシンボルから呼び出すことはできませ
ん。サービスの呼び出しは、自動的に行われ
るか、メニューバーから手動で行われます。
サービスはシンボルとして表示されるか、グ
ループシンボルの下の階層の一部として表示
されます。 ー 参照:  アプリケーション、HP 
アプリケーション、HPOM アプリケーショ

ン、HPOM 内部アプリケーション

HPOM パスワード ー 参照:  パスワード

HTTPS ベースの Java GUI  Java GUI と 
HP Operations 管理サーバーとの間に、セ

キュアソケットレイヤー (SSL) 暗号化方式で

暗号化された HTTPS プロトコルによる安全

な通信を提供するインタフェース。 ー 参照:  
Java GUI

J

Java GUI Java グラフィックユーザーインタ

フェース。 ー 参照:  オブジェクトペイン

M

MoM ー 参照:  フレキシブル管理

MoM manager-of manager の略。 ー 参照:  フ
レキシブル管理
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O

opc_adm HPOM 管理者。3 つの定義済 
HPOM ユーザーの 1 つ。HPOM のデフォルト

の管理者です。 ー 参照:  opc_op、HPOM 管
理者、ユーザー名

OPC_NODES 予約されている変数。オペレー

タ管理ノードまたは管理者登録ノード/ノード

グループから選択したノードのリストを取り
出すときに使用されます。取り出したノード
のホスト名は、HPOM アプリケーションに渡

されます。

opc_op HPOM オペレータ。3 つの定義済 
HPOM ユーザーの 1 つ。システム管理機能だ

けを担当します。オペレータはネットワーク
アクティビティを管理しません。このオペ
レータは、プロセス、ディスク容量、印刷状
況など、UNIX の一部の機能を利用できま

す。 ー 参照:  opc_adm、オペレータ、ユー

ザー名

opcacta ー 参照:  アクションエージェント

opcactm ー 参照:  アクションマネージャ

opcbbcdist ー 参照:  設定管理アダプター

opcctla ー 参照:  コントロールエージェント

opcle ー 参照:  ログファイルエンキャプス

レータ

opcmon (1|3) モニター対象の値を HPOM の
モニターエージェント (opcmona) に渡すため

に、アプリケーションやスクリプトが使用す
るコマンドおよび API。

opcmona ー 参照:  モニターエージェント

opcmsg (1|3) HPOM が生成したメッセージの

文字列や属性を HPOM メッセージインターセ

プタ (opcmsgi) に渡すために、アプリケー

ションやスクリプトが使用するコマンドおよ
び API。

opcmsga ー 参照:  メッセージエージェント

opcmsgi ー 参照:  メッセージインターセプタ

opcmsgm ー 参照:  メッセージマネージャ

opcuiwww Java ベースのオペレータ用 GUI 
とディスプレイマネージャとの間で、通信要
求のやり取りを行うプロセス。Java ベースの 
GUI ごとに、少なくとも 1 つ起動する必要が

あります。

ovcd ー 参照:  OV コントロール。

ovoareqsdr ー 参照:  要求センダ

OV コントロール “ovcd” とも呼ばれます。管

理サーバー上のプロセス。他のすべてのマ
ネージャプロセスを開始、終了し、すべての
マネージャプロセスが実行中であることを確
認します。

S

SNMP 簡易ネットワーク管理プロトコル 
(Simple Network Management Protocol)。ネッ

トワーク管理情報を交換する TCP/IP の上位

プロトコルです。SNMPv2C は従来の SNMP 
に比べ、機能が拡張されています。

SNMP トラップ HPOM のメッセージソースの 
1 つ。HPOM イベントインターセプタは、

ネットワーク上のノードからトラップを収集
してフィルター処理します。フィルター処理
されたメッセージは、メッセージエージェン
トに転送されます。管理者は、トラップ用テ
ンプレートを設定できます。トラップ用テン
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プレートは、メッセージのデフォルトとパ
ターンマッチのデフォルト、メッセージ条件、
および除外条件からなります。

あ

アクション メッセージへの応答。メッセージ
ソースのテンプレートや条件に基づいて割り
当てられます。自動的に起動されるアクショ
ンと、オペレータが起動するアクションがあ
ります。 ー 参照:  自動アクション、オペレー

タ起動アクション

アクションエージェント “opcacta” とも呼ばれ

ます。管理対象ノード上でアクションを起動、
制御します。アクションエージェントにはス
クリプト、プログラム、アプリケーションが
あります。 ー 参照:  エージェント

アクション許容マネージャ 特定の管理対象
ノードに対してアクションの実行を許可され
ている管理サーバー。デフォルトでは、管理対
象ノードに対してアクションの実行を許可さ
れている管理サーバーは、インストールマネー
ジャのみです。複数の管理サーバーが共有の管
理対象ノード上でアクションを実行するよう
に設定することもできます。 ー 参照:  HPOM 
インストールマネージャ

アクションマネージャ “opcactm” とも呼ばれ

ます。管理サーバー上にあり、管理対象ノー
ド上のアクションエージェントを制御する要
素。アクションマネージャは、オペレータ起
動アクションやアプリケーションを実行する
ためにディスプレイマネージャから呼び出さ
れます。また、メッセージを送信した管理対
象ノード以外のシステム上で自動アクション
を実行する場合には、メッセージマネージャ
から呼び出されます。

アクティブメッセージブラウザ ー 参照:  メッ
セージブラウザ

アプリケーション 1. 簡単なスクリプト、プロ

セス、またはコマンド。2. たくさんのプログ

ラムや設定ファイルを含む複雑な製品。 ー 
参照:  オペレーションビュー、HP アプリケー

ション、HP サービス、HPOM アプリケー

ション、HPOM 内部アプリケーション

アプリケーションデフォルト 色やフォントな
ど、アプリケーションがデフォルトで使用す
る設定。アプリケーションデフォルトは、X 
Window アプリケーションのデフォルトファ

イルを編集して変更できます。 ー 参照:  
opc(1) のマニュアルページ

暗号化 メッセージの盗聴や、改変を防止する
セキュリティオプション。正当に認証された
受信者だけがメッセージを読み取れることを
保証します。 ー 参照:  認証

一次収集ステーション この条件には、イベン
トとの比較に使う文字列パターンが入ってい
ます。 ー 参照:  二次収集ステーション

一次マネージャ 現在、HP Operations Agent 
の実行を管理している管理サーバー。エー
ジェントの起動と停止、新しいソフトウェア
のインストール、およびエージェントへの設
定情報の配布は、このサーバーだけに許可さ
れます。一次マネージャに関する情報は 
primmgr ファイルに保存されます。このファ

イルが存在しない場合は、HPOM のインス

トールマネージャが HP Operations Agent の
サーバーとして機能します。HPOM は、

HTTPS ベースの管理対象ノードの 
ovconfchg 設定ツールを使用してファイル名

を抽出します。 ー 参照:  バックアップマネー

ジャ、HPOM インストールマネージャ

イベント コンピューティング環境で発生し、
メッセージ生成の原因になる事象。通常、イ
ベントには、ステータスの変更やしきい値の
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超過などがあります。たとえば、用紙トレイ
が空になるとプリンターのステータスが変化
し、メッセージが生成されます。

イベント相関処理 イベントストリームのリア
ルタイム処理を通じて、イベント間の関係を
認識する処理。可能な場合には、便利で管理
しやすい情報で小さいストリームを新しく生
成します。

イベント属性 ー 参照:  メッセージ属性

エージェント マネージャプログラムから要求
を受信し、情報の収集、処理の実行、および
応答の生成を行うプログラム。 ー 参照:  アク

ションエージェント、コントロールエージェ
ント、メッセージエージェント

オブジェクト HPOM で管理されるリソースと

関連機能。ノードやアプリケーション、オペ
レータなど。

オブジェクトペイン Java GUI の上部にある 2 
番目のペイン。管理対象環境内の別の要素へ
のアクセスに使用されます。 ー 参照:  Java 
GUI

オペレーションビュー オペレーションビュー
では、管理対象環境のノードとアプリケー
ション、およびオペレータに割り当てられた
メッセージグループを階層ツリーで表示しま
す。 ー 参照:  アプリケーション、メッセージ

グループ、ノード

オペレータ起動アクション メッセージに応じ
て、オペレータが起動する修正アクションま
たは予防アクション。自動アクションと違っ
て、オペレータがボタンをクリックすると起
動します。管理者もオペレータのブラウザを
使用できるので、オペレータ起動アクション
を管理者が起動することもできます。 ー 参
照:  アクション、自動アクション

オペレータ HPOM 管理者によって割り当てら

れたノードやメッセージグループから着信す
るメッセージをモニターし、応答する HPOM
ユーザー。オペレータは、Java GUI ではメッ

セージブラウザとオブジェクトペインを使っ
て作業を実行します。opc_op は 3 つの定義済

オペレータの 1 つです。 ー 参照:   opc_op、
ユーザープロファイル

か

外部ノード HPOM ドメイン外に存在するノー

ド。IP ノードだけでなく、さまざまな種類の

ノードが外部ノードになります。しかし、外
部ノードは、通常の HPOM ノードの機能の一

部しか持っていません。外部ノード上では、
HP Operations Agent は動作しません。 ー 参
照:  ノードグループ

簡易ネットワーク管理プロトコル (Simple 
Network Management Protocol) 

ー 参照:  SNMP

監査エントリ オペレータの活動 (たとえば、

アクションの実行、アプリケーションの起動、
ログオン、ログオフ) や、管理者の活動 (設定

作業など) を定義するデータベースエントリ。

管理サーバー ドメインの中心となるコン
ピュータシステム。管理サーバーには、ドメ
イン内のすべての管理対象ノードから HPOM 
メッセージが転送されます。

管理対象ノード HPOM によってモニターまた

は制御されるコンピュータシステムやインテ
リジェントデバイス (ネットワークプリン

ター、ルーターなど) の総称。HP Operations 
Agent は、各ノードから情報を収集し、フィ

ルター処理やその他の処理を施して管理サー
バーに送信します。 ー 参照:  デフォルトター

ゲットノード、メッセージソース、ノード、
ノードグループ、リモートノード
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起動属性 あるアプリケーションのターゲット
ノード、アプリケーション呼出、およびその
アプリケーションのアプリケーション呼出を
実行するユーザー。HPOM 管理者が、起動属

性をアプリケーションにあらかじめ設定しま
す。

グラフィックユーザーインタフェース 

ー 参照:  Java GUI

計画休止 コンピューティング環境のサービス
とシステムを利用できないように、あらかじ
め計画した期間。この期間中に、利用できな
いサービスやシステムから着信したメッセー
ジは除外されるか、履歴データベースに直接、
移動されます。 ー 参照:  ペンディングメッ

セージ、サービス時間、メッセージのバッ
ファー解除

コントロールエージェント “opcctla” とも呼ば

れます。各管理対象ノード上のエージェント。
他のすべてのエージェントの起動と停止、お
よび管理サーバーから送信された要求の処理
を担当します。コントロールエージェントは、
起動中や、要求センダから分配要求を受信し
たときに分配エージェントを起動し、管理
サーバーから新しい設定データを収集しま
す。 ー 参照:  エージェント

コントロールの切り替え メッセージの担当
サーバーを、ソース管理サーバーからター
ゲット管理サーバーに切り替えること。オリ
ジナルメッセージに関連付けられたアクショ
ンと操作のセットすべてを、ターゲット管理
サーバーに与えます。ソース管理サーバーに
は、メッセージの読み取り専用コピーだけが
残ります。 ー 参照:  メッセージの転送、通知

メッセージ

さ

サービス ー 参照:  HP サービス

サービス時間 1. ヘルプデスクの営業時間とし

て取り決められた時間帯。顧客とのサービス
レベル契約でこの時間帯を定義します。2. 
HPOM ノードからのメッセージを HPOM オ
ペレータに渡す時間帯を定義します。この時
間帯の前後に生成されたメッセージはバッ
ファーに入れられ、次の時間帯になってから
転送されます。3. サービスプロバイダーが

サービス (たとえば、電子メール、印刷、SAP 
R/3、アウトソーシング) をサポートする時間

帯を定義します。 ー 参照:  ペンディングメッ

セージ、ペンディングメッセージブラウザ、
オブジェクトペイン、メッセージのバッ
ファー解除

サービスレポート 指定した時間帯または任意
の時点について、HPOM 環境のサービスのス

テータスの概要を示すレポート。HP Service 
Reporter が生成します。

しきい値のモニター 障害を初期段階で検出す
るために、オブジェクトのしきい値をモニ
ターすること。指定した期間、オブジェクト
の値がしきい値を超過した場合に、オペレー
タへメッセージを送信できます。このメッ
セージによって、システムの機能やエンド
ユーザーの作業に影響を与える前に、障害
を解決できます。 ー 参照:  モニターエージェ

ント

指示文インタフェース 選択したユーザーに指
示を示すときに使用する外部プログラムを、
管理者が定義するためのインタフェース。使
用する外部プログラムによっては、メッセー
ジごとに違う指示を示すことができます。 ー 
参照:  ヘルプ指示文テキスト

システムリソースファイル opc_op ユーザー

の設定ファイル (/etc/passwdや/etc/group
など)、システムの起動またはシャットダウン

時に自動実行されるファイルの総称。これら
の設定ファイルは手動で編集できるほか、自
動的に変更される場合もあります。
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自動アクション 着信したイベントやメッセー
ジによって起動されるアクション。オペレー
タは関与しません。 ー 参照:  メッセージの受

諾、オペレータ起動アクション

重要度 あるオペレータ環境での重要性に従っ
て、HPOM 管理者がメッセージに割り当てた

レベル。ノード、ノードグループ、または
メッセージグループを表すシンボルには、該
当するノード、ノードグループ、またはメッ
セージグループから送信される最も重要度の
高いメッセージの重要度が反映されます。 ー 
参照:  ステータス伝達

受諾 ー 参照:  メッセージの受諾

受諾解除 ー 参照:  メッセージの受諾解除

使用ライセンス (LTU) 顧客が入手したライセ

ンス。LTU は、ライセンシングを必要とする

製品コンポーネントで使用されます。

除外条件 特定のソースから着信するメッセー
ジを選別するために、HPOM 管理者が設定す

る条件の 1 つ。除外条件を設定すると、条件

に一致するメッセージはメッセージブラウザ
に渡されません。除外メッセージは、管理対
象ノードのローカルログに記録できます。 ー 
参照:  フィルター、メッセージ条件、メッ

セージのグループ替え条件

所有権 ー 参照:  メッセージの所有権

所有権表示モード 所有済またはマーク済の
メッセージを表示するか、または除外するか
を指定するモード。メッセージステータスの
生成に、このモードを使います。有効なモー
ドは、[ステータス伝達あり] と [ステータス伝

達なし] の 2 つです。 ー 参照:  ステータス伝

達

所有状態 ー 参照:  メッセージの所有権、所有
権表示モード

ステータス伝達 指定した管理対象ノードや
メッセージグループのステータスを重要度レ
ベルによって決定すること。管理対象ノード
やメッセージグループから送信される最も重
要度の高いメッセージのステータスを、その
管理対象ノードやメッセージグループのス
テータスにします。 ー 参照:  所有権表示モー

ド、重要度

制御対象ノード リモートログオンなど、
HPOM の管理/モニター機能すべての対象とな

る管理対象ノード。このノード上で、アク
ションを実行したり、アプリケーションを起
動したりします。

セッション HPOM にログオンしている時間。

HPOM にログオンまたはログアウトすると、

HPOM セッションが開始または終了します。

設定管理アダプター  “opcbbcdist” とも呼ばれ

ます。既存のアクション、コマンド、モニター
からインスツルメンテーションを作成し、
nodeinfo の設定を HTTPS ノードで使用され

る XPL 形式に変更する HTTPS エージェント

と HP Operations 管理サーバーの間の設定管

理アダプター。

専門技術センター  データベースやオペレー

ティングシステムなど、管理システムの特定
の領域に関する専門情報を集めるように指定
されたところ。専門技術センターが階層構造
であるときは、特定の障害に関連するメッ
セージを、定義済の管理サーバーに送信する
ように管理対象ノードを設定します。送信先
のサーバーには、その障害を解決するための
情報があります。 ー 参照:  フレキシブル管理

た

注釈 ー 参照:  メッセージの注釈
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通知メッセージ HPOM が管理サーバーに転送

する読み取り専用メッセージ。通知を目的と
していますが、限られた範囲で関連する操作
を伴うこともあります。 ー 参照:  コントロー

ルの切り替え、メッセージの転送

通知サービス イベントの発生をオペレータに
警告するサービス。HPOM の Java GUI メッ

セージブラウザに表示される情報の色や重要
度レベルも、このサービスの一部です。
HPOM は、ブザーやポケットベルなど、外部

のサービスへもメッセージを転送できます。

データ保存サービス 分散環境での情報の保存
に使う記憶メカニズムの総称。たとえば、メ
タデータ、固定のオブジェクト情報、履歴情
報、およびトポロジ情報を格納するデータ
ベースなどがあります。

デフォルトオブジェクト ー 参照:  オブジェ
クト

デフォルトターゲットノード アプリケーショ
ンの起動やコマンドのブロードキャストの対
象となるノードのリスト。このリストは、管
理者が定義します。カスタマイズした起動権
限を管理者がオペレータに割り当てた場合は、
オペレータは Java GUI からリストを変更でき

ます。 ー 参照:  管理対象ノード、ノード

な

二次収集ステーション オブジェクトをモニ
ターする収集ステーションのうち、オブジェ
クトの一次収集ステーションとして指定され
ていないステーション。 ー 参照:  一次収集ス

テーション

二次マネージャ 二次管理サーバー。一次管理
サーバーから二次管理サーバーへ管理作業範
囲を移すことができます。二次管理サーバー
へ管理作業範囲を移すと、二次管理サーバー
が一次管理サーバーになります。 ー 参照:  
opcragt(1m) コマンドのマニュアルページ

認証  接続を確立する前に、双方の妥当性を検

証するセキュリティ機能。 ー 参照:  暗号化

ノード ネットワーク上に存在するコンピュー
タシステムやインテリジェントデバイス (ブ
リッジ、ルーターなど) の総称。 ー 参照:  デ
フォルトターゲットノード、管理対象ノード、
オペレーションビュー

ノード階層 ノードとノードレイアウトグルー
プの階層構造を視覚的に表現したもの。各
ノード階層には HPOM 環境に属する管理対象

ノードがすべてあります。各階層の違いは
ノードの構造だけです。ノード階層は HPOM 
ユーザーに割り当てられ、ユーザーが担当す
る管理対象ノードを表示します。HPOM のデ

フォルト階層は登録ノードです。

ノードグループ オペレータが管理する内部
ノードおよび外部ノードの論理的なグループ。
管理者は、この論理グループに対して一貫し
た方針を適用します。1 つのノードが複数の

ノードグループに属すこともできます。
ー 参照:  外部ノード、管理対象ノード

は

パスワード HPOM 管理者やオペレータを一意

に識別する ID。オペレーティングシステムへ

のアクセス時に使用するパスワードとは関係
ありません。 ー 参照:  ユーザー名

パターンマッチ メッセージの分類に使う条
件。この条件には、イベントとの比較に使う
文字列パターンが入っています。比較結果に
よって、HPOM によるメッセージの処理方法

が決まります。 ー 参照:  非該当メッセージ

バックアップマネージャ 障害の発生時など
に、他の管理サーバーを代替する管理サー
バー。代替の結果、バックアップマネージャ
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は一次管理サーバーになります。通常、バッ
クアップマネージャの設定は、代替対象の管
理サーバーと同じです。 ー 参照:  一次マネー

ジャ

非該当メッセージ メッセージ条件と除外条件
のどちらにも該当しないメッセージ。非該当
メッセージをローカルにログしたり、管理
サーバーに転送したりできます。 ー 参照:  パ
ターンマッチ

非管理対象ノード オペレータの作業環境から
一時的に除外されているノード。非管理対象
ノードでは、エージェントプロセスは起動さ
れません。また、非管理対象ノードから着信
したメッセージは無視されます。

ビュー 特定のデータベースやシステム用に設
定した表示。たとえば、メッセージブラウザ
でのメッセージの表示を、フィルターを使っ
て定義できます。フィルターの条件に一致す
るメッセージだけが、フィルター処理済アク
ティブメッセージブラウザに表示されます。

フィルター ノードの情報や GUI に表示する情

報を、メッセージ条件を基に変更、リダイレ
クト、または除外して選別する機能。管理者
はメッセージ条件と除外条件を定義すること
によって、さまざまなソースからメッセージ
を選別して収集します。 ー 参照:  メッセージ

条件、除外条件

フィルター処理済メッセージブラウザ 選択し
たメッセージだけを表示するJava GUI メッ

セージブラウザ。メッセージブラウザ内にす
べてのメッセージを表示するのではなく、特
定のメッセージだけを表示できます。 ー 参
照:  履歴メッセージブラウザ、メッセージブ

ラウザ、ペンディングメッセージブラウザ

フォローザサン タイムゾーンによって複数の
管理サーバーに担当を分散すること。管理対
象ノードは、管理者によって定義された時間
属性に従って、設定された管理サーバーに
メッセージを送信します。 ー 参照:  フレキシ

ブル管理

フレキシブル管理 管理対象ノードの担当を多
数の管理サーバーに分散すること。また、
メッセージの受信日時、受信場所、内容に応
じて、管理対象ノードがさまざまな管理サー
バーへレポートできるようにすること。 ー 
参照:  専門技術センター、フォローザサン

プロセス プログラムファイルの実行。HPOM 
で動作するプロセスには、統合されたアプリ
ケーションやスクリプト、管理サーバープロ
セス、エージェントプロセス、トラブルチ
ケットサービスなどがあります。

ブロードキャスト 指定された 1 つ以上の管理

対象ノードに、同時にコマンドを送信するこ
と。オペレータは、Java GUI のオブジェクト

ペインにあるツールツリーからコマンドを送
信します。

プロパティシート 作業手順を示すオプション
を含むポップアップウィンドウ。このダイア
ログボックスのタブをクリックすると、オプ
ションが表示されます。

ペンディングメッセージ 定義されたサービス
時間外や、計画休止の期間中に 
HP Operations 管理サーバーに着信するメッ

セージ。このメッセージは、定義済のバッ
ファー解除時刻になるまで Java GUI ペンディ

ングメッセージブラウザに表示されます。こ
のメッセージは、自動または手動でバッ
ファーから解除されます。メッセージがバッ
ファー解除されない場合は、メッセージブラ
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ウザに移動します。メッセージが受諾された
場合は、フィルター処理済履歴メッセージブ
ラウザに移動します。 ー 参照:  オブジェクト

ペイン、サービス時間、メッセージのバッ
ファー解除

ペンディングメッセージブラウザ 定義された
サービス時間外に着信したため、バッファー
に格納されているメッセージを表示するブラ
ウザ。 ー 参照:  履歴メッセージブラウザ、

メッセージブラウザ、ペンディングメッセー
ジ、サービス時間、フィルター処理済メッ
セージブラウザ

ポリシー 少なくとも 2 つのファイル、ポリ

シーのヘッダーと 1 つ以上のポリシー本体か

らなる設定要素。ポリシーのヘッダーは、名
前、タイプ、バージョンなどの属性を含む 
XML ファイルです。ポリシー本体には、実際

の属性を含まれています (たとえば、ポリシー

が配布される 1 つ以上の管理対象ノードでの

メッセージの生成を決定するルールのセッ
ト)。 ー 参照:  ポリシーグループ

ポリシーグループ 共通の特徴を持つポリシー
の論理的なグループ。管理者はポリシーグ
ループとその階層を作成して、ポリシー管理
を簡単にできます。また、管理対象ノードや
ノードグループへのポリシーの割り当ても簡
単になります。 ー 参照:  ポリシー

ま

マーキング ー 参照:  メッセージの所有権

メッセージ 管理対象オブジェクトのステータ
ス、関連するイベント、または障害を構造化
した読み取り可能な情報。この情報は、対応
するオブジェクトのステータスに基づいて、
Java GUI アクティブメッセージブラウザ、

フィルター処理済アクティブメッセージブラ

ウザ、フィルター処理済履歴メッセージブラ
ウザ、またはフィルター処理済ペンディング
メッセージブラウザに表示されます。 ー 参
照:  メッセージ属性

メッセージインターセプタ “opcmsgi” とも呼

ばれます。着信メッセージを受信するプロセ
ス。メッセージを HPOM に転送するには、

opcmsg(1) コマンドと opcmsg(3) API を使用

します。条件を設定して、特定の種類のメッ
セージを統合したり、除外したりできます。

メッセージエージェント opcmsga とも呼ばれ

ます。管理対象ノード上のエージェント。
メッセージソースからメッセージを受信し、
処理して管理サーバーに送信します。 ー 参
照:  エージェント

メッセージキー 特定のイベントによって発生
したメッセージを識別するために使用する
メッセージ属性 (文字列)。この文字列はイベ

ントの重要な特性を示しています。メッセー
ジによる他のメッセージの受諾手段として使
用できます。また、この文字列を使って、重
複するメッセージを識別できます。 ー 参照:  
メッセージ属性

メッセージグループ 同じ作業に属す、または
何らかの論理的な関係を持つ複数のメッセー
ジの集合。たとえば、バックアップ作業や出
力作業からのメッセージ、共通のポリシーを
持つメッセージなどです。 ー 参照:  オペレー

ションビュー

メッセージ条件 さまざまなソースからメッ
セージを取り込むために、HPOM に設定する

フィルター。これらのフィルターはメッセー
ジを生成し、生成されたメッセージは通常、
メッセージブラウザに表示されます。メッ
セージソースのテンプレートは、一連のメッ
セージ条件と除外条件からなります。 ー 参
照:  フィルター、メッセージのグループ替え

条件、除外条件
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メッセージストリームインタフェース HPOM 
の内部メッセージフローに、外部アプリケー
ションからアクセスするためのインタフェー
ス。読み取り/書き込み両用、読み取り専用、

または書き込み専用の外部アプリケーション
は、メッセージストリームインタフェースに
アクセスして、メッセージに追加処理を行い
ます。メッセージストリームインタフェース
は、管理サーバーとエージェントで利用でき
ます。インタフェース機能にアクセスするた
めの API のセットがあります。

メッセージ属性 1. 管理者が管理サーバーから

受信したメッセージの分類に使用する属性。
2. OPCDATA_MSGの数値フィールド群。各

フィールドの値は、たとえば、EC ノードの 
event-type フィールドなど、文字列形式で参

照されます。 ー 参照:  メッセージ、メッセー

ジキー

メッセージソース HPOM が管理するメッセー

ジのソース (生成源)。HPOM は、ログファイ

ル、SNMP トラップ、しきい値モニター、

HPOM メッセージコマンドインタフェースと

その API (opcmsg(1|3))、HPOM モニターコ

マンドインタフェースとその API 
(opcmon(1|3))、イベント相関処理サービス

など、さまざまなソースから生成されるメッ
セージを管理します。各ソースから生成され
るメッセージを処理するため、HPOM 管理者

はメッセージデフォルト、メッセージ条件、
および除外条件からなるテンプレートを定義
します。 ー 参照:  ログファイルメッセージ、

管理対象ノード

メッセージ対象ノード エージェントソフト
ウェアを実行しないノード。メッセージ対象
ノードが送信したメッセージは、HPOM に受

理されます。

メッセージタイプ メッセージ群をサブグルー
プに分類するために使うメッセージ属性。こ
の属性を利用すると、相関処理の規則で参照

できるようにメッセージ群を細かくグループ
分けできます。メッセージタイプは、HPOM 
に接続されているイベント相関処理エンジン
があるときは、特に便利です。

メッセージターゲット規則 管理対象ノードに
対して、特定のメッセージの送信先となる管理
サーバーを指示する条件。この条件では、計画
休止中または稼動時間中にメッセージを除外
したり、バッファーに格納したりするタイミン
グも、メッセージ属性や日時を基に調べます。
メッセージターゲット規則は、管理対象ノード
上の設定ファイルmgrconfで定義されていま

す。

メッセージのグループ替え条件 オペレーティ
ング環境用に定義されたメッセージの管理方
針内の条件。この条件を使って、管理サー
バー上でのメッセージグループを再編成でき
ます。たとえば、HP-UX のメッセージグルー

プを組み合わせ、オペレーティングシステム
メッセージの新しいグループを構成できま
す。 ー 参照:  メッセージ条件、除外条件

メッセージの重要度 ー 参照:  重要度

メッセージの受諾  メッセージブラウザから履

歴データベースにメッセージを移動すること。
履歴データベースに移動したメッセージは、
Java GUI フィルター処理済履歴メッセージブ

ラウザで表示できます。メッセージは通常、
その生成原因になった障害やイベントがアク
ションによって解決された後、履歴データ
ベースに移動されます。 ー 参照:  自動アク

ション、メッセージの受諾解除

メッセージの受諾解除 履歴データベースから 
Java GUI アクティブメッセージブラウザに

メッセージを戻すこと。メッセージが受諾前
に属していたメッセージブラウザが移動先に
なります。受諾解除したメッセージは、フィ
ルター処理済履歴メッセージブラウザには表
示されなくなりますが、フィルター処理済ア
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クティブメッセージブラウザには表示されま
す。受諾解除できるのは、履歴メッセージブ
ラウザ内のメッセージだけです。 ー 参照:  
メッセージの受諾

メッセージの所有権  オペレータまたは管理者

が、あるメッセージに関連するアクションを
実行するために、そのメッセージを引き受け
ること。メッセージ所有の概念は、通知モー
ドでのメッセージのマーキングに似ていま
す。 ー 参照:  メッセージのマーキング、メッ

セージの所有権モード

メッセージの所有権モード  オペレータや管理

者がアクションとのやり取りを行うときに使
用するモード。オプション、強制、情報モー
ドがあり、デフォルトは強制モードです。
ー 参照:  メッセージの所有権

メッセージの注釈 メッセージに付加された注
釈。自動的に付加されるか、オペレータまた
は管理者が付加します。障害を解決するため
に実行するアクションを説明するものです。
複数行または複数のページにわたる注釈を付
加できます。オペレータ、管理者のどちらも、
1 つのメッセージに複数の注釈を付加できます。

メッセージの転送 HP Operations 管理サー

バー間でメッセージを転送して問題の発生を
別の管理サーバーに伝えたり、転送された
メッセージに関連付けられているアクション
を別の管理サーバーに実行させることができ
ます。 ー 参照:  コントロールの切り替え、通

知メッセージ

メッセージのバッファー解除 フィルター処理
済ペンディングメッセージブラウザから、
フィルター処理済アクティブメッセージブラ
ウザにメッセージを移動すること。移動後、
メッセージを編集できます。 ー 参照:  ペン

ディングメッセージ、オブジェクトペイン、
サービス時間

メッセージのマーキング オペレータまたは管
理者がメッセージに注意していることを示し
ます。マーキングは通知モード特有の概念で
す。強制モードでのメッセージの所有権に似
ています。 ー 参照:  メッセージの所有権

メッセージブラウザ ユーザーインタフェース
の一部。ユーザーが管理サーバーから受信し
たメッセージを表示するときに使用されます。
ユーザーは、障害の検出、メッセージの確認
と受諾、障害管理作業の実行にこのブラウザ
を使用します。 ー 参照:  履歴メッセージブラ

ウザ、ペンディングメッセージブラウザ、
フィルター処理済メッセージブラウザ

メッセージマネージャ “opcmsgm” とも呼ばれ

ます。管理サーバー上で実行されるプロセス。
メッセージの優先順位付けと分類、メッセー
ジへの注釈の付加、およびアクションの実行
を管理します。

モニターエージェント “opcmona” とも呼ばれ

ます。システムパラメータ (CPU の負荷、

ディスクの使用率、カーネルパラメータ、
SNMP MIB など) をモニターするプロセス。

モニターエージェントは、パラメータの実際
の値を定義済のしきい値とチェックします。
パラメータ値がしきい値を超過している場合
には、メッセージを生成し、メッセージエー
ジェントに転送します。HPOM 管理者は、モ

ニター対象オブジェクトの照会周期を調整で
きます。 ー 参照:  しきい値のモニター

モニター対象オブジェクト HPOM によって周

期的に照会されるオブジェクト。システムパ
ラメータ、データベースステータス、スプー
ル情報など。

モニターのみのノード エージェントプロセス
はすべて起動されるが、アクションは実行さ
れないノード。モニターのみのノードを使っ
て、システムのセキュリティ要件を高め、リ
モートログオンやリモートアクションを制限
するように、システムを設定できます。
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や

ユーザープロファイル 仮想 HPOM ユーザー

の設定を定義するプロファイル。1 つ以上の

設定済プロファイルから、実際の HPOM ユー

ザーの設定を取り込むことができます。
ー 参照:  オペレータ、HPOM 管理者

ユーザー名 HPOM アプリケーションがユー

ザーを一意に識別するための名前。オペレー
ティングシステムのユーザー名とは無関係で
す。オペレーティングシステムのユーザー名と
は無関係です。HPOM の GUI には、ユーザー

名とパスワードを正しく入力する必要があり
ます。HPOM は管理者に opc_adm、オペレー

タに opc_op という一意のユーザー名を割り

当てています。この 2 つのユーザー名は変更で

きません。他のユーザー名の長さは、最大で 8
文字です。ユーザー名には、オペレーティング
システムの制約がすべて適用されます。 ー 
参照:  opc_adm、opc_op、パスワード

要求センダ “ovoareqsdr” とも呼ばれます。管

理サーバーから管理対象ノードに、エージェ
ントの起動や停止、定期ポーリングの設定な
どの要求を送信するプロセス。

ら

ライセンスキー ライセンスキーには、ライセ
ンスされるオブジェクトに関する情報と、ラ
インセンス (LTU) の数が含まれます。たとえ

ば、HP Operations 管理サーバーと HP 
Operations Agent はライセンスされるオブ

ジェクトです。

ライセンスパスワード ライセンスされたオブ
ジェクトの 1 つまたは複数のライセンスに関

する情報を持つ一意の文字列。ライセンス 
(LTU) をインストールするためのパスワード

は、ライセンスパスワードリポジトリに追加
されます。

リモートノード 通信リンクを使用するシステ
ム。 ー 参照:  管理対象ノード

リモートログオン 管理対象ノードに、その
ノード以外からアクセスすること。

履歴メッセージブラウザ 受諾したメッセージ
をすべて表示する Java GUI ブラウザ。受諾し

たメッセージを調べると、これまで使用され
た障害解決の手法を確認できます。 ー 参照:  
メッセージブラウザ、ペンディングメッセー
ジブラウザ、フィルター処理済メッセージブ
ラウザ

レポート 設定情報の要約。HPOM 管理者は、

HPOM のレポートを出力したり、HPOM に含

まれていない要素のレポートを統合したりで
きます。

ログのみのメッセージ 管理サーバーに記録さ
れ、履歴データベースに送信されるメッセー
ジ (設定によっては、管理サーバーではなく

ローカルに記録されます)。このメッセージが

表示されるのは、履歴メッセージブラウザだ
けです。log-on-management-server-only 属性

はメッセージ条件ごとに設定できます。この
属性を設定している条件には、他のアクショ
ンを設定できません。

ログファイルエンキャプスレータ opcle とも

呼ばれます。管理対象ノードで動作するプロ
セス。1 つ以上のアプリケーションやシステ

ムのログファイル内を、ログファイルのテン
プレートを使って走査し、管理者が指定した
パターンに一致するメッセージを検索します。
一致の検出時にメッセージを生成する場合、
そのメッセージをメッセージエージェントに
転送します。

ログファイルメッセージ アプリケーションや
サービスのログファイルから生成されるメッ
セージ。管理者はログファイルのテンプレー
トを設定します。テンプレートは、モニター
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オプション (ポーリング周期、処理ツール、文

字セットなど)、メッセージ条件、および除外

条件からなり、ログファイルエンキャプス
レータによるログファイルの読み取り方法を
決定します。ログファイルエンキャプスレー
タは、生成されたメッセージをメッセージ
エージェントに転送します。 ー 参照:  メッ

セージソース

わ

ワークスペース ワークスペースペインの各タ
ブの内容。オペレータが特定の作業用に定義
します。通常のワークスペースには、メッ
セージブラウザ、グラフ、傾向グラフ、アプ
リケーション出力、サービスグラフ、および 
ActiveX 対応でない Web ブラウザを表示でき

ます。ActiveX 対応の Web ブラウザを使用す

るには、ActiveX ワークスペースを定義しま

す。ActiveX ワークスペースに表示できるの

は、Web ブラウザだけです。 ー 参照:  ワー

クスペースペイン

ワークスペースペイン  ツールバーとペインコ

ントロールの右下に表示されるペイン。この
ペインには、オペレータ定義のワークスペー
スが表示されます。各ワークスペースには、
メッセージブラウザ、アプリケーション出力
ウィンドウ、グラフ、または Web ブラウザを

表示できます。 ー 参照:  Java GUI、ワークス

ペース
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